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本報告書要旨は,日 本 自転車振興会か ら競輪収益の一部である機械工業振興資金の

補助を受けて作成したものである。
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データベ ースは,わ が国の情報化 の進展上,重 要 な役割を果たす もの と期待 されている。今後,

データベ ースの普及 によ り,わ が 国において健全 な高度情報化社会の形成が期待 され る。 さ らに,

海外 に対 して提供可能 なデータベースの整備 は,国 際的な情報化への貢献及び 自由な情報流通の

確保 の観点か らも必要 であ る。 しか しなが ら現在わが国で流通 して いるデータベースの中でわが

国独 自の ものは1/3に す ぎないのが現状であ り,わ が 国データベ ースサー ビスひいてはバ ランス

ある情 報産 業の健全な発展 を図るため には,わ が国独 自のデータベースの構築及びデータベース

関連技術の研 究開発を強力に促進 し,デ ータベ ースの拡充を図 る必要 があ る。

この ような要請 に応え るたあ,㈱ データベース振興セ ンターでは 日本 自転車振興会か ら機械工

業振興資金の交付を受けて,デ ータベ ースの構築及び技術開発にっいて民間企業,団 体等 に対 し

て委託事業を実施 してい る。委託事業 の内容は,社 会的,経 済的,国 際的に重要で,ま た地域及

び産業の発展の促進 に寄与す ると考 え られてい るデータベ ースの構築 とデ ータベ ース作成の効率

化,流 通の促進,利 用の 円滑化 ・容 易化 などに関係 した ソフ トウ ェア技術 ・ハー ドウェア技術で

あ る。

本事業 の推進 に当た って,当 財団に学識経験者の方 々で構成 され るデータベース構築 ・技術 開

発促進委 員会(委 員長 山梨学院大 学教授 蓼沼良一氏)を 設置 して いる。

この 「データベース構 築促進及び技術開発 に関す る報告書(要 旨)」 は平成4年 度 のデータベ

ースの構築促 進及 び技術 開発促進事業 と して
,当 財団が民間企業,団 体 等に対 して委託実施 した

課題 についてそれぞれの成果の概要を と りまとめた ものであ る。 この成果が,デ ータベースに興

味 をお持 ちの方々や諸分野の皆様方の お役 に立て ば幸いで ある。

なお,平 成4年 度デ ータベースの構築促進及び技術開発促進事業で実施 した課題 と委託先は次

表 の とお りであ る。

平成5年3月

財団法人 データベ ース振興 セ ンター



平成4年 度 データベー ス構築 ・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1変 異タンパ ク質配列データベースの構築 日本電子計算㈱

2新 聞縮刷版見出しデータベースの構築 ㈱朝日新聞社

3フ ァジィに関する文献データベースの構築 勧日本情報処理開発協会

4医 療用医薬品抗生物質データベースの構築 ㈱シ」・田島

5交 通事故調査データベースの構築 働日本自動車研究所

社 会 6楽 器データベースの構築 ㈱ダインメディアサービス

7人 体計測データベースの構築 ㈲人間生活工学研究センター

8大 学 にお けるデ ータベ ー ス利用 教育 システムの 口外アソシエーツ㈱

プロトタイプ作成

9先 進複合材料データベースの構築 ㈱次世代金属 ・複合材料研究開発

協会

10博 物館所蔵地図資料所在情報データベースの構築調査 働地図情報センター

11地 域流通最適化データベースのプロ トタイプ作成

∨

㈲ 日本 ボランタ リー ・チ ェー ン協会

中小企業振興 12異 分野研 究 の ための知 的オ リエ ンテー シ ョン ・ ㈱けいはんな

地域活性化 データベースシステムのプロ トタイプ作成

13在 宅勤務者サポー ト・データベースの構築調査 ㈱志 木 サ テ ラ イ トオ フ ィ ス ・

ビジネスセ ンター

14銅 基複合材料 日本特許英文データベースの構築 神鋼 リサーチ㈱

15技 術協力供与機材データベースのプロトタイプ作成 ㈱日本国際協力システム

海 外 16先 端産業分野における専門用語の電子辞書データ 科学技術情報研究所㈱

ベース化の調査研究

17マ ーケティ ングコー ドの英文デ ータベースの構築 ㈱帝国データバ ンク

18安 全研究における多重 シソーラス ・システム構築の ㈱紀伊國屋書店

ための基本安全用語データベースの開発

193次 元マッピングデータベースの技術開発 ㈱日本総合技術研究所

20デ ータベース検索サポー トシステムの調査研究 セントラル開発㈱情報図書館

RUKIT

技 術 21グ ループウェアにおけるデータベ ース システムに関す ㈱ イフ ・ア ドバ タイ ジング

る調査研究

22パ ーソナル コ ンピュータ とLANの 利用によ る非定形 ㈱メイテック

データベースのプロ トタイプ作成

23知 的資源型データベースの調査研究 ㈱ ジ ャパ ンコ ミュニ ケ ー シ ョ ンズ

イ ンスティテ ユー ト
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変異 タ ンパ ク質配列 データベ ースの構 築
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1.変 異 タ ンパ ク質 配 列 デ ー タベ ー ス の構 築

1.1概 要

1.1.1目 的

タ ンパ ク質 は,生 命活動の基盤 となる作用物質である。 この生体高分子 はわずか20種 類の

ア ミノ酸を素材 と し,ペ プチ ド結合 とい う単一の共有結合 によるア ミノ酸相互の結合によ り

で きて いる。タ ンパ ク質の ア ミノ酸配列の決定 は遺伝子工学的手法 で容易 にな り,天 然のタ

ンパ ク質のア ミノ酸配列 データは,約1年 半 で2倍 のペ ースで増加 してお り,既 に約40,000

件が データベース化 されて いる。近 年,遺 伝子工学の進歩 によ り天然の タンパ ク質のア ミノ

酸配列の一部を変え,産 業 に有用 な人エ タ ンパ ク質の研究 開発が進んでお り,21世 紀の主要

技術 の一つ と目され るバ イオテ クノロジーの着実 な果実 となる ことが予測 され る。

研 究者がア ミノ酸配列 を改変 して物性や機能 の改変を行 お うとす るとき,現 在,試 行錯誤

的に実験 を行 うか,過 去 の文献を調 査 し推定する等の方法 で行われてい る。 これ には研究者

の膨大 な時間 と手 間が必要 とされ,有 用 なデータベ ースの出現が求め られている。

そ こで今回,タ ンパ ク質改変実験 の過去の報告 を集積 し知識体系化す ることを目的 に,変

異 タンパ ク質配列 データベ ースの構 築を実施 した。本データベ ースは,バ イオテクノロジー

分野の発展 に大 き く貢献 できるとともに,世 界 的学術的貢献 の一助 と して位置づ け られ ると

期待 され る。

1.1.2実 施 内容

(1)学 術文献の内容調 査

変異タ ンパ ク質 に関す る学術文献 にっいて記述 されてい る内容 を調査 した。

(2)デ ータベ ースの内容の検討

学術文献 の内容調査をふ まえ,デ ータベースと して必要な情報(項 目)の 検討を行 った。

(3)デ ータ作成方法の検討

データをデータベ ースに効率的 に取 り組むために,デ ータのチ ェック方法な どを検討 し

た。

(4)デ ー タの作成

デー タの作成方法 に基づ きデータを約10,000件 作成 した。

(5)デ ー タベ ースシステムの作成

検索 ・出力機能の ほか,ユ ーザが作成 したデータの取 り込み,キ ー ワー ドの作成な どデ

ー1一



一夕ベースを作 る一連の システムを作成 した。

⑥ データベ ースの検索

データベースシステムが仕様 どお り動 くかど うかを調べ るために,実 際の検索で行われ

る例を想定 し,検 索 ・評価 した。

1.2学 術 文 献 の 内 容 調 査

1.2.1文 献 内容の概略

(1)変 異 タ ンペ ク質

変異 タ ンパ ク質 は,蛋 白工学的手法 で作成 された人工変異 タ ンパ ク質 と,遺 伝的疾患や

自然変異細菌などか ら古 くか ら見い出 されてい る自然変異 タ ンパ ク質に大別で きるが,人

工変異 タンパ ク質 を研究 している論文数の方が大勢を 占めている。

(2)変 異 タンパ ク質名

個 々の変異 タ ンパ ク質 を識別す る名称 は,置 換前 の天然 タ ンパ ク質のア ミノ酸残基 と置

換後 のア ミノ酸残基名を使用 してい る場合が多 く見 られ るが,必 ず しも統一 されて いない。

(3)ア ミノ酸残基番号

ア ミノ酸残基番号 は,ア ミノ末端か ら振 られて いる場合ばか りではな く,類 似の他 の生

物 由来の タンパ ク質のア ミノ酸残基番号を参照 して い る場合 もあ る。 その上,ア ミノ酸配

列の長 さが変化 した場合,ア ミノ酸残基 の番号づ けが統一 されて いない。、

(4)変 異 タ ンパ ク質作成方法

蛋白工学的手法の 中には遺伝子工学的手法(部 位特異的変異,発 現ベ クタなど),物 理

的手法(紫 外線,放 射能な ど),科 学的手法(変 異試薬な ど)な ど,さ まざまな手法が用

い られている。

⑤ 活性,性 質測定条件

生物的活性や物理化学 的性質を測定す る際の溶媒の温度,塩 濃度,pHな ど実験条件が

完全 に一致 している場合 はほとん どない。

(6)変 異 タンパ ク質作成数

測定には天然 タ ンパ ク質 と変異 タ ンパ ク質が用意 される。変異 タ ンパ ク質数は通常数種

類用意 され,文 献 によっては10種 類以上の場合 もあ る。

(7)測 定結果の表示方法

天然タ ンパ ク質や他の変異タ ンパ ク質 との特性 の違 いを比較す るために,ま た,基 質,

塩濃度,経 過時間な どに対す る変 化を見 るために表形式で表示 され る場合が多い。 この と
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き使用 され る数値 は測定値その ものである場合以外 に,天 然 タ ンパ ク質の値を1と した相

対値の場合 も見 られ る。

1.2.2整 備 の方 針

(1)記 述 方 法 の統 一

整 備 の 第 一 歩 と して,デ ー タベ ー ス上 で の記 述方 法 の統 一 を 図 る。 この 際 使用 す る基 準

は,文 献 の 中 で比 較 的 多 く利 用 されて い る もの に準 じる。 ま た天 然 の ア ミノ酸配 列 デ ー タ

ベ ー ス と して,PIR-lnternational(ProteinInformationResource-NationalBiomedical

ResearchFoundation(PIR--NBRF),JapanInternationalProteinInformationDatabase

(JIPID).MartinsriedInstituteforProteinSequence(MIPS)が 作 成 し,世 界 的 に よ く

利 用 され て い るデ ー タベ ー スが 存 在す るの で,こ の デ ー タベ ー スで の 記述 方 法 も参 考 にす

る。

② 測 定結 果

文 献 で は多 くの 場 合 測定 結 果 が 表 形式 で 記 載 され て い る。 そ こで本 デー タベ ースで も表

形 式 で 測 定 デ ー タを 表記 す る。 文 献 に は グラ フや図 も掲 載 され て い るが,入 力の 負荷 が か

か る こと,デ ー タ容 量 が大 きい こと,シ ス テ ム開発 に時 間 が か か る こ とか ら,今 回 は,グ

ラ フ,図 の 収録 は見 合 わ せ る。

(3)他 のデ ー タベ ー ス との ク ロス リンク

変 異 タ ンパ ク質 に関 す る論 文 の多 くは,天 然 タ ンパ ク質 と変 異 タ ンパ ク質 との諸 特 性 の

違 い につ いて 論 じて い る。 した が って本 デ ー タベ ー スで も この点 に重 きを置 くこ とに し,

天 然 タ ンパ ク質 に 関す る 内容 につ い て は,ク ロス リフ ァ レ ンス な どを 記述 し,他 の デ ー タ

ベ ー ス を参 照 で き るよ うにす る。 ま た クロ ス リンクす る機 能 を もたせ る こ とによ り,既 存

の 天 然 タ ンパ ク質 に関 す るデ ー タベ ー ス と一 緒 に利 用 した 場 合 に は;直 接該 当す る内容 を

引 用 して表 示 で き るよ うにす る。

1.3デ ー タ ベ ー ス の 内 容

前章の文献調 査をふ まえて,エ ン トリーの単位,作 成す るデータベ ースの項 目,及 び検索す

るための キーワー ドを検討す る。
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1.3.1エ ン トリー単位の決定

エ ントリーの単位 と して は,

(1)1天 然 タンパ ク質 を1エ ン トリー(同 じ天然 タンパ ク質か ら派生 した変異 タ ンパ ク質を

すべて一つのエ ン トリーにまとめ る)

②1文 献を1エ ン トリー

(3)1変 異 タンパ ク質を1エ ン トリー

という3種 類が考え られ る。

(1)の場合,あ る天然 タ ンパ ク質 についてのすべての変異 タ ンパ ク質の種類 を知 るの には と

て も都合が よいが,測 定 された諸特性 は論文 ごとに異な り,同 じ特性を測定 している場合で

もその測定条件が一致 してい ることはほとん どない。 そのため測定結果を一つ にま とめ るの

はあま り意味をな さず,逆 に内容が多 くな りす ぎ見づ らくな ると予想 され る。

② の場合は,文 献に記載 されてい る範囲で変異タ ンパ ク質の諸特性 を比較す るのには都合

が よい。 また入力す る場合で も,常 に新規 に登録 する ことにな るので,デ ータチェ ックを行

いやすい。 しか し一つの変異 タ ンパ ク質の性質のみを表示 させた り,あ る特定の ア ミノ酸の

置換を起 こ したタ ンパ ク質を リス トア ップす る等,個 別 に変異 タ ンパ ク質 を検索 した り表示

す るには適 していな い。

(3)は個 々の変異 タ ンパ ク質 の諸性質を表示 した り,い ろいろな検索方法を行 う場合 には最

も適 している。 しか し,デ ータを この単位 で入力す るので は重複す る内容がかな り多 くなる。

また この単位での表示 は他 の変異 タ ンパ ク質 の諸特性 との比較 には不適 当であ る。

以上の3種 類のエ ン トリー方法の長所,短 所 を検討 した結果,検 索方法の最 も簡単 な(3)を

採用す ることに決定 した。 しか しなが ら,デ ータ入力の段 階では(2)を採用 して入力にかか る

手 間を減 らし,最 終的なデータエ ン トリーにす る際 にプログラムで(3)に変換す ることに した。

またエ ン トリーの内容を表示す る方法 と して,各 エ ン トリーごとに表示す る方法以外 に,複

数のエ ン トリーの内容を まとめて,変 異 タ ンパ ク質 同士の特性を比較で きるよ うな表示方法

も採用 した。

1.3.2項 目の決定

エ ン トリーの内容を見ただけで変異 タンパ ク質の諸性質 の測定 を追試で きることが望 ま し

い。そのために各種実験条件 につ いて最低 限必要であ ると思われ る項 目を設定す る。更 に詳

細 な内容を知 ることがで きるよ うに,参 照 している文献にっいての情報 も含め る。データは

国際的な学術論文か ら主 に収集 して お り,各 項 目の内容 と して用い られて いる用語 も英語の

ままであることが多 い。そのため項 目,内 容 とも英語を使用す る。
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1.3.3検 索キーワー ド

(1)キ ー ワー ドの取 り出 し方

入力内容の最終 チ ェックを行 う人間を1名 に設定 し,そ の人間の基準で用語の統一 を図

り,取 り出 しは機械処理 だけで行 うことにす る。

(2)キ ーワー ドの決定

検索 に慣れていない人で も簡単 に検索 できるように,そ の項 目に現 われ る単語 を,3文

字単位で1文 字分ず らしなが ら切 り出 した ものを検索 キー ワー ドとして登録す る。

1.4デ ー タ の 作 成

学術文献か ら人力で一つ一つデータを作成す る。一つの文献で複数 の変 異タ ンパ ク質に対 し

て測定が行 われている場合,文 献等に関す る情報 は共通なので,入 力の手間を省 きタイプ ミス

の可能性を減 らすために,1文 献を1エ ン トリー として通常のエデ ィタを使用 して入力 し,デ

ータの チェ ック後
,プ ログラムを用いて変異 タ ンパ ク質 ごとに分割す る。 このよ うに して作成

されたデータの件数は,約10,000件 であ る。

1.4.1デ ータの入力作業

(a)学 術文献の コピーの取 り寄せ

予め各学術雑誌 ごとに担 当者を定めてお き,変 異 タ ンパ ク質 に関す る論文を収集す る。

(b)ア クセ ッション番号 の決定

エ ン トリー ごとにユニー クなアクセ ッション番号 を決定す る。

(c)TITLE,REFERENCEの 入 力

文献の内容をあ まり詳 し く読 まな いで も入力で きるTITLE及 びREFERENCEに っ いてす ぐ

に入力を行 う。

(d)TITLB,REFERENCE以 外の入力

専門の知識を有す る人が論文を読み,そ の内容に従 って,TITLE,REFERENCE以 外 の内容

を入力す る。

(e)入 力内容 のチェ ック

データを入力 していない専 門知識を有す る人が,プ リン トア ウ トされ た入力内容 と文献

の内容 との比較,チ ェ ックを行 う。 もし入力 ミス等が あ る場合 には(d)に戻す。

1.4.2デ ー タ作 成 支 援 シ ステ ム
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人間が通常のエデ ィタを使用 して入力す る方法で は,タ イプ ミスが避 け られない。 そこで,

タイプされたデータを文 献別 に入力 されている段 階で ワー クステーシ ョンでチ ェックす る。

データは通常 のテキ ス トファイル なので,エ ラーを発見 した らその場で修正を行 う。 これを

エ ラーがな くなるまで繰 り返す。文献単位 のエ ン トリーのチ ェ ックが終了 した ら,そ れを分

割 プログラムを利用 して1変 異タ ンパ ク質 ごとのエ ン トリーに分割す る。

1.5デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 作 成

1.5.1検 索 ・出力機能

TITLEに よる検索の場合,変 異 タ ンパ ク質の表 し方が著者 ごとに異な っている場合が多 く,

原論文の変異タ ンパ ク質名 とTITLE中 の変異 タ ンパ ク質名が異な り,い きな り特定の変異 タ

ンパ ク質 を指定す るのは困難であ る。 そこで,そ の変異 タ ンパ ク質の もとにな ったタ ンパ ク

質名や タンパ ク質 を産す る生物種名での検索がで きるよ うにす る。

更 に,似 たような働 きをす るタ ンパ ク質 について同時に検索す る場合 もあるので,タ ンパ

ク質名の一部(3文 字以上)の 一致で も検索で きるよ うに中間一致検索を採用す る。

変異 タ ンパ ク質の検索 と しては,ア ミノ酸の置換パ ター ンによ る検索 も考 え られ る。 これ

はア ミノ酸個々の性質 に重 きを置いた検索方法であ り,タ ンパ ク質の種類に よ らないア ミノ

酸の置換 とその影響 の一般則を探 る場合で もある。そのため,あ るア ミノ酸か ら別の特定 の

ア ミノ酸への置換 パ ター ンでの検索を可能 に している。

TITLE部 分以外 の項 目の うち,著 者名,雑 誌名,METHOD,EXPRESSION,PURIFICATION,

FUNCTION,KEYWORD,FEATUREの 各項 目内での検索 もで きる機能を組 み入れ る。 これ らの項 目

では統制のない自由 な語が使 われているので,最 低3文 字一致 した項 目を含むエ ン トリーを

検索 できるようにす る。

検索 の結果が妥 当な ものであ るかがす ぐに確認で きるように,該 当す るエ ン トリーのア ク

セ ッシ ョン番号 とともにTITLEを 表示す る機能を組み込む。 また検索結果はカ レン トリス ト

に登録 させ る。

出力は通常 データベ ース内の全項 目を出力す る場合が多 い と思われ る。 しか し,変 異 タン

パ ク質 につ いて記載 されて いる原論文に関す る情報のみが必要 であるな ど,検 索 した内容の

一部に しか興味がない場合 もあるはずである。そのため ,出 力 は基本的 には全項 目が 出力 さ

れ るように してお き,オ プシ ョン機能 と して指定 した項 目のみを表示 できる機能 を組み入れ

る。

変異 タ ンパ ク質の生物活性 ・物理 化学的性質 は,天 然タ ンパ ク質ばか りで はな く他の変異
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タ ンパ ク質 と比較 して表示 した ほうが便利 な場合 もある。また多 くの文献では,一 つのタ ン

パ ク質 に対 して複数 の変異 タ ンパ ク質を作成 してその諸性質 を比 較 している。そのため,個

々のエ ン トリーの内容 を順番 に表示する以外に,各 項 目ごとに まとあて表示で きる機能 も組

み込 む。

1.5.2検 索用インデ ックスフ ァイルの作成

デ ータベースの対 象 とな るデータの主要項 目につ いて,各 項 日別 に検索用 イ ンデ ックスフ

ァイルを作成す る。

(1)基 本イ ンデ ックス(variant.inx)の 作成

各エ ン トリーの データはすべて結合 されてvariant.refと い う一つの ファイルにま とめ

られて いる。

この ファイル は個 々のエ ン トリーフ ァイルを単 に順番に結合 した形 とな ってお り,一 つ

のエ ン トリーの内容 がすべて連続 して収納 されている。そ こで基本イ ンデ ックスで は各エ

ン トリーのア クセ ッシ ョン番号 とそのエ ン トリーが始 まるア ドレスとを記録 してお く。 こ

れによ り,ア クセ ッシ ョン番号を指定す ることによ り,variant.refフ ァイルを頭か ら検

索せず に,そ の内容 にダイ レク トにアクセスで き,内 容の表示 に要す る時間を短縮 してい

る。

(2)各 種検索用イ ンデ ックスフ ァイルの作成

ア クセ ッション番号が分かれば,(1)で 示 したようにその内容 を短時間で表示で きる。 こ

の アクセ ッション番号を検索す るために,エ ン トリーの内容 の主要 な項 目ごとにイ ンデ ッ

クスファイルを作成す る。

各項 目に統制の ない自由な言葉が使われてお り,ま た タ ンパ ク質 名や実験方法 など特殊

な言葉 も使われて いる。 そのため検索方法 と しては最 も単純な中間一致検索方法 を採用 し

た。一方では,タ ンパ ク質名や実験方法などほとん ど同 じフ レーズが繰 り返 し現われ る項

目もある。そ こで イ ンデ ックスファイルを作成す るに当た り,各 項 目を一行単 位に分解 し,

その文を昇順 に並 びかえ,そ の行を含むすべてのエ ン トリーの番号を登録 した。

(3)ク ロス検索用 イ ンデ ックスフ ァイルの作成

この変異 タンパ ク質 データベ ースを単独で用 いて も変異 とそれが諸性質 に及ぼす影響を

知 ることがで き る。 しか しなが ら,既 存の各種 タ ンパ ク質 に対す るデータベ ース,特 に

PIR-Internationalの ア ミノ酸配列データベ ースや生物活性 データベースとと もに利用す

ると,天 然 タンパ ク質 に関す るさまざまな情報を補 うことがで きる。 この変異 タ ンパ ク質

データベ ースの各 エ ン トリーの フ ォーマ ッ トは,こ れ らのデータベ ースで採用 してい るフ
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オーマ ッ トに沿 ってお り,② の各種イ ンデ ックス作成用 プログラムで同 じようにイ ンデ ッ

クス ファイルを作成で きる。 このため,容 易に クロス検索用 アクセ ッションファイルを作

成で き・,同時に検索で きるばか りではな く,こ の変異 タ ンパ ク質データベ ースか らそれ ら

のデータベースの対応す る内容を引用 することも可能 である。 また このクロス検索用 イ ン

デ ックスでは,② で作成 した項 目の内容すべてに対 して3文 字 ごとに分解 してその文字列

のア ドレスを登録 している。 これによ り,よ り高速 な検索が可能 とな って いる。

1.5.3デ ータ ベ ー スの作 成

文 献 単 位 で入 力 を行 った後,個 別 エ ン トリー フ ァイル を 作 成 し,各 種 イ ンデ ッ クスを 作 成

し,デ ー タベ ース の作 成 を 行 った。

1.5.4ユ ーザデータベースの作成

変異 タンパ ク質データベースの利用者の中には,あ る特定 のタ ンパ ク質にのみ興味を もっ

た り,自 分が測定 した実験 結果のデ ータベース化な ど独 自のデータベース作成を希望 してい

る人が予想 される。そ こでユーザが独 自でデータベ ースを作成す る手順を示 した。

1.6デ ー タ ベ ー ス の 検 索,表 示

作成 したデータベースが仕様 どお り機能す るかを調べ るために,実 際に検索 され ると思われ

る例題を幾つか想定 し検索 した。

1.6.1タ ンパク質名による検索

タ ンパ ク質名 によ る検索及びカ レン トリス ト内での検索を行 い,漏 れな く検索で きること

を確認 した。

1.6.2ア ミノ酸置換パターンによる検索

ある任意のア ミノ酸が別のア ミノ酸 に置 き替わ ってい る変異 タ ンパ ク質の検索を行 い,漏

れ な く検索で きることを確認 した。

1.6.3著 者名 による検索

著者名による検索を行 い,漏 れ な く検索で きることを確認 した。
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1.6.4検 索結果一 覧表示

検索 によ り作 成 されたカ レン トリス トの表示,及 び検索直前 のカ レン トリス トの回復 を確

認 した。

1.6.5マ ルチ表示

由来 した天然 タ ンパ ク質が 同 じ変異タ ンパ ク質 にっいて,複 数のエ ン トリー内容を まとめ

て表示で きる ことを確認 した。

1.6.6ユ ーザ フ ァイ ルへ の 出力,ユ ーザ フ ァイ ルの 表 示

デ ー タベ ー スの 一 つ の エ ン トリーの 内容 を ユ ーザ フ ァイ ル と して保 存 し,そ の 内容 を 再 び

検 索 シス テ ムで 表 示 で き る こ とを確 認 した 。

1.7展 望

1.7.1用 語 の統一

今回の方法で は,タ ンパ ク質名,生 物 種名,変 異の記載方法,著 者名,雑 誌名につ いては

基 準 に従 って統 一 が 取 れ て い るが,SOURCE,METHOD,EXPRESSION,PURIFICATION及 び

FUNCTIONに 関 して は,文 献の記述 に従 ってお り,用 語の統一が完全に取 れて いるとはいえな

い。またKEYWORDに 関 しては文献 を詳細に読ん だ人間の主観 によるところが大 き く,ほ とん

ど統一 されて いない。

KEYWORDに つ いては これ とい った基準 はないので,用 語を統一す るためには,以 前 のエ ン

トリーで用 い られた用語を リス ト化 してお き,KEYWORDを 決定す る際 に常にその リス トを参

照す る方法が最 も現実的であ る。 この方法を利用す るため には,常 にKEYWORDリ ス トを更新

してお く必要が あ り,KEYWORDを 自動的 に切 り出 し,リ ス ト化す る システムを作成する必要

があ る。

KEYWORDに 関 しては用語の統一以外 に,そ の仕様の統一 も図る必要がある。 由来 した天 然

タ ンパ ク質が 同 じ変異 タ ンパ ク質群 にっいて,そ の変異 タ ンパ ク質群の共通 した性質を示 す

KEYWORDを 一つ のエ ン トリーに使用 した場合,他 のエ ン トリーに対 して も使用 しなけれ ばな

らない。そのため,そ の用語を どのエ ン トリーに対 して使用 したかの対応表 を作成 してお く

必要があ る。 これは結局KEYWORDイ ンデ ックスその ものであ る。

必要 なKEYWORDが 漏れな くエ ン トリーに記載 されて いるかのチェ ックは,そ のKEYWORDを

含むエ ン トリーの リス トと,そ のKEYWORDを 含 んでいておか しくないエ ン トリーの リス トと
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の比較で行え る。後者の リス トは,例 えば タ ンパ ク質名な どでの検索か ら作成す る。 もしこ

の二つの リス トが一致 していれば,必 要なKEYWORDが 漏れ な くエ ン トリーに記載 されて いる

ことにな る。 もしKEWORDイ ンデ ックスの リス トが少 ない場合 には,幾 つ かのエ ン トリーで

のKEYWORDの 記入漏れが考え られる。逆 に多 い場合には,KEYWORDの 記載が適切か どうか の

判断を し,不 適切 な場合 は削除す る。 この よ うな修正が簡単 な システムに変更 し,更 に毎 日

自動的に,各 種 イ ンデ ックスの更新 を行 うよ うなメカニズムを付 け加えれば,用 語の統一 が

図れ ると予想 される。

1.7.2新 規データの追加

変異 タンパ ク質 は今後 もますます作成 され,そ れ らのデータ も蓄積 されてい く。 このデー

タベースは学術文献を分析す る必要 があ り,ま た もととな る文献(あ るいはその コピー)が

簡単 に入手で きる環境が必要であ る。今後 このデータベ ースをア ップデイ トしてい くために

は,大 学等の公的機関 に委託す るな どの方法 を取 る必要が ある。

1.7.3他 のデータベ ースとの整合性

今回作成 した変異 タンパ ク質デー タベ ースで は,タ ンパ ク質名,生 物種名,著 者名,雑 誌

名の記載方法 はPIR-Internationalが 採用 してい る方法 に準 じた。 これ によ り,こ の変異 タ

ンパ ク質 データベースか ら,ア ミノ酸配列データベースや生物活性 データベースの内容 を引

用す ることが可能 となった。逆 に これ ら二つのデータベ ースが変異 タ ンパ ク質の内容を参照

す るためには,変 異タ ンパ ク質独 自の項 目に対応 し,ク ロス リフ ァレンスと して変異 タ ンパ

ク質のア クセ ッション番号を登録す ることが必要 とな る。 これには,PIR-Internationalと

の協力が欠かせ ないが,も しこれが 実現す れば,変 異 タ ンパ ク質データベ ースの利用範囲が

広が り,世 界的学術的貢献度 も増す ことにな る。

1.7.4表 形式以外のデータ

この変異データベースで は,生 物 活性 や物理化学的特性の変化をすべて表形式で記載 して

あ る。 しか し文献 の中 には特性の変化を グラフで示 して いる もの も数多 く見 られる。 このよ

うな場合,あ る代表的 な数点の情報 しかデ ータベースに取 り込んで いない ことになる。あ る

簡単な式の組み合わせでその グラフを表現で きる場合 はほとん どないので,こ のよ うなデー

タは,画 像データと して保存す るのが最善 であ ると思われ る。今後 ワー クステー ションでの

画像を取 り込んだデータベ ースに対す る技術の発展が予想 され,近 い将 来 グラフデータ等 を

取 り込む ことが容易 にな ると期待す る。
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新聞縮刷版 見 出 しデータベ ースの構 築

株式会社 朝 日 新 聞 社
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2.新 聞 縮 刷 版 見 出 しデ ー タ ベ ー ス の 構 築

2.1概 要

朝 日新聞社では1984年8月 か らニ ューメディア本部の担 当で新 聞記事 データベースの構築を

開始,1986年4月 か ら平和情 報セ ンター(現 在の ジー ・サーチ)と 日本アイ ・ピー ・エムを皮

切 りに記事デー タベースの一般提供 を始めた。

しか し,そ れ以前の記 事を探すには,社 内利用 において も,調 査部の切 り抜 き,あ るいは各

月に発行 され る縮刷版 を操 って見 る等 しか検索 の方法 はなか った。

ユーザが記事データベースの利用 に慣れて くるにっれ,昔 のデータを何 とか同 じよ うな方法

で検索で きるようにな らないか とい う要望が内外か ら寄せ られ るよ うにな った。

そ こで着 目 したのが当社が毎月発行 してい る縮刷版であ った。

朝 日新聞記事縮刷版 は,大 正8年(1919年)創 刊 の歴史を もち,以 来1年 も欠かす ことな く,

毎 月発行 されて きてい る。 しか も,巻 頭 には記事の見 出 しをその まま項 目ごとに整理 した詳細

な記事索引がつ いてい る。

この記事見出 し索引をデー タベース化 し,見 出 し文の ほか,発 行 日,朝 夕刊 の区別,面 名,

縮刷版 における掲載ペ ージな ど,記 事の所在情報 を示す ものをっ くれば,資 料探 しの手間は飛

躍 的に改善 され る。長 期間を通覧で きる ものがで きた ら,年 表,事 件史 とい った これまでにな

い新 しい用途 も開 けるので はないか,こ ういった構想で構築 に着手 したのが縮刷版見出 しデー

タベースである。

2.2仕 様 の 検 討

朝 日新聞縮刷版見 出 しは図2-1の よ うな仕組みにな っている。

まず,記 事の種類 によ って 「国土 ・人 口」,「 政治 」 「経済」 などカ ッ トっ きの大項 目の見

出 しがっいている。その下 に 「開発 ・保全」 「気 象」,政 治関係でいえば 「政党」 「国会」な

どの中項 目的見 出 し,更 にその下 に 「土地対策」 「環境保全」 といった小項 目的見 出 し,更 に

その下 に 「国土利用計画法」 とい った具体的各論の見出 し,そ の下に各見出 しが並ぶ とい う構

造 にな っている。各見 出 しの下の和数字が その号に掲載 されて いるページ数を示 し,洋 数字が

何段 目にあ るかを示す。
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縮刷版 見出 しデータベース構築 に当た って,ま ず,直 面 した問題 は,限 られたデータの中か

らいか に過不足な く有効な情報を ひき出せ るよ うにするかであ った。

予想 され る問題点を洗 い出 してみた結果,「 大」 「中」 「小」 とっいている各項 目見出 しが,

シソーラスの ように上下 関係を もった統制語 として使えないか検討 してみた。 しか し,こ の大

項 目や中小項 目の見出 しは時代 によってかな り変動が あることが分か った。時代 とともに一 つ

のテーマが項 目間を移動 してお り,一 貫 した もの にな っていなか ったのである。

結局,各 論見 出 しや大 中小各項 目の見 出 しを上下関係無 しに並立す るキーワー ドと して加え

てやれば,そ れな りの絞 り込みの役 には立つのではないか とい う結論 に達 した。

2.3デ ー タ 構 造 の 決 定

データ構造 と表示の形式 は図2-2の ように した。

見出 し表示 は2行 で構成 され,1行 目は見出 し本文,2行 目が発行 日,朝 夕刊の区別,掲 載

面,そ して縮刷版の掲載ペ ージ,掲 載段 という所在情報を示す。

現行の朝 日新聞記事 データベ ースとの整合性 を図るため,見 出 し表示 は1行36字 以内 と した。

そのため,長 行 の見 出 しによ って はおさま りきれ ない ものが 出て くるので,そ れ は本文表 示

(詳細表示)と い う形式 で救済を図 ることに した。

逆 に卦報 のように 「何野何兵衛氏」 と しか表示がないものは,そ の上位項 目の見 出 しをっ け

加 えて 「何野何兵衛氏 言卜報 」 とい う注釈めいた表現をとれ るように した。

データはMS-DOS形 式の ファイル と して起 した。

カ ッ トっ きの大項 目は{},波 形罫線つ きの中項 目は〈 〉,【 】で囲まれた小項 目は

[],ゴ チ ックの見 出 しは頭つ き,各 見出 しの本文 は1字 下 げ とい う構造であ る。

これを トリガーに してQuickBasicを 使 ったパ ソコ ンの変換 プログラムにか け,

各上位項 目を見出 し文に 自動 的に付加 させた。

次 に掲載 日,掲 載面 の設定 であ る。

元 データの見 出 し文の最後 にあ る和数字 はその縮刷版 にお ける掲載ペー ジを表 している。掲

載年 と掲載月はその縮刷版で特定 されるか ら,こ れを手がか りに,掲 載 日,掲 載面を 自動発生

させ ることにした。

まず,変 換テーブルを作成す る。1日 の朝刊は○ペ ージか ら○ ペー ジまで,1日 の夕刊 は ×

ペ ージか ら×ペー ジまで。縮刷版の各号 ごとにこういったテー ブルを作成 し,和 数字の読み替

えを行い,見 出 し文 に追加付与 した。
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縮 刷 版DB表 示 形 式

【1レ コ ー ドの フ ォ ー マ ッ ト】

半 角 ス ペ ー ス が デ ー タ の 区 切 り.空 白 デ ー タ は'〈 〉".改 行 が レ コ ー ド の 区 切 り.

算

↑
項

目

3

予政

↑
項

目

2

財治

↑

項

目

-

政5

↑

段

96

↑

縮

刷

の

頁

102

↑

面

H

紙

面

頁

M

↑

朝

夕

刊

3012

↑

年

月

日

4

)

8

0N

燗

D

楓

Ω

↑

、

月

84

年(

8412-0687

841230

M

2

1096

5

政 治

財 政

予 算

60年 度 …

反 響

努 力 は … …

【表 示 形 式 】

60年 度 予 算 政 府 案 反 響 努 力 は評 価

↑

項

目

4

↑

項 見

目 出
5し

年 月 と そ の 月 の 縮 刷 中 の 通 し 番 号.IDと し て 使 用.9バ イ ト.

そ の 記 事 の 掲 載 年 月 日.6バ イ ト.

朝 夕 刊.M=朝 刊 、E=夕 刊.1バ イ ト

面.紙 面 中 で の 頁.1～2バ イ ト.

縮 刷 版 で の 頁.1～4バ イ ト.

段.紙 面 中 の 位 置."r二15'の1～2バ イ ト.

項 目1.一 番 大 き い 項 目.不 定 長.

項 目2.〃

項 目3.〃

項 目4.〃

項 目5.〃

見 出 し.〃

通 常 はA.の 見 出 し1行 ・書 誌 事 項1行 の2行 表 示.

モ ー ド に 切 り 替 わ る よ う に す る.

A.見 出 し 一 覧 形 式(見 出 し は36字 で 切 り 捨 て)

コ マ ン ドを 打 つ こ と でB.の 詳 細 表 示

努 力 は評 価 、額 に は不 満 米 政 府 筋 示 唆_反 響

841230朝 刊2面1096頁5段

「予 算増 額 の支援 材 料 に 」 自民 ・防 衛 庁 は期 待_平 和 問題 研 最 終 報 告書 提 出
841219朝 刊2面704頁5段

B.詳 細 形 式(末 尾 の 「見 出 し 」 は2行 に な る こ と あ り)

努 力 は評 価 、額 に は不 満 米 政 府 筋 示 唆_反 響
841230朝 刊2面1096頁5段

D… …8412-0687

項 目1… 政 治

項 目2… 財 政

項 目3… 予 算
項 目4…60年 度 予 算 政 府 案

項 目5… 反 響
見 出 し…努 力 は 評価 、額 に は不 満 米 政 府 筋示 唆_反 響

「予 算 増 額 の 支援 材 料 に 」 自民 ・防 衛 庁 は期 待_平 和 問 題 研 最 終 報 告 書 提 出
841219朝 刊2面704頁5段

D… …8412-0804

項 目1… 政 治
項 目2… 国 防

項 目3… 〈〉

項 目4… 平 和 問 題研 最 終 報 告 書 提 出
項 目5… 〈〉

し… 「 の に 民 ・ は

図2-2デ ータ構造 と表示方式

24 デ ー タ づ く り

縮刷版データベースは戦後編だけで も対象期 間が50年 近 くに もなろ うとい うものであ り,そ

の入 力費用は膨大な もめになることが予測 された。

一 番簡単な方法 はワープ ロ外注であ る。 しか し,単 純試算 してみ ると,1ヵ 月分のデー タは

約16万 文字であ った。1字1円 として も1ヵ 月で16万 円,年 間にすれば200万 円近 く,10年 分

になれば これだけで2,000万 円近 い ものになって しま う。
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2.4.10CRの 導入

そ こで,実 験的 に導入 したのが光学文字読取機(OCR)で あ る。

当初 は富士電機製 のXP-50を 使 っていたが,途 中か ら東芝製のExpressReaderJ70と い う機

種 に変更 した。

XP-50は ホス トマ シンにNECの パ ソコンPC9800型 が使 えるとい うのが魅力で あ った。カ

タログ値で は文字認識速度30文 字/秒,文 字認識率99%と い うことで あった。

ExpressReader(92年2月 導入)は 東芝 のJ3100ZDが ホス トマ シン。新 しい機種 だけに文字

認識速度70～100字/秒,認 識率99.5%以 上(い ずれ もカタログ値)と 読取速度,認 識精度

が大幅 に向上 していた。

しか し,OCRは 読み取 り精度が100%と いうわけにはいかず,読 み取 り ミスをいか にチ

ェ ックす るかが大 きな課題 であ った。

XP-50は 「21」 「35」とい った縦書 きの連数字がま った く読 めず,実 際の平均 的読 み取 り

精度 は92～93%く らいであ った。ExpressReaderは 約99%。

OCRで 読 ませたデ ータはその場で修正がで きる。

ExpressReaderで はマ シ ンが読み取 りに自信がない もの については,通 常 白地に黒文字表

示の ところが赤字で表示 され る。更 にその横 に読み取 った原稿のスキ ャン画像が表示 され,

いちいち原稿 を照合す ることな しに,校 閲作業がで きることにな っていた。

ところが問題 なの は,赤 字表示部分だ けが読み損ね,あ るい は読 み損ね候補であ るか とい

えばそ うではな く,マ シンが問題 な しと判断 した箇所 で も結構読み損ねがあるということで

あ った。 こうい った事情で は,や は り全文校閲をす る必要が生 じる。

最終的 にはOCR入 力担 当者 は赤 字表示部分 だけを直す,そ の上で初校ずみデータをMS

-DOSフ ァイルに落 とし
,こ れを原本 とともに再校閲に出す とい う二重チ ェックの方法を

とった。

オペ レータの養成 は容易 である。パ ソコンにさわるのが初あて とい う学生アルバ イ トで も

数 時間の研修で一 人立ちさせ る ことがで きた。

1日6時 間の作業 時間で平均14～16万 字,縮 刷版 に して約1ヵ 月分の入力が で きた。熟練

した ワープロ入力者 が一 日に打て る文字量 は1万 数千字 とい うか ら,不 完全 とはいえ,素 人

が数人分 の仕事を こなす とい う計算 にな る。

ExpressReaderで は レイアウ ト自動解析 といってスキャ ンした画像 を自動解析 し,写 真や

グラフ部分 を除去 し,文 字部分を 自動的に領域指定す るとい う機能がっ いていた。

だが,縮 刷版索引 は,段 ごとに仕切罫が入 ってい る比較的単純な レイアウ トであ るに もか

かわ らず,2段 を1段 にま とめて しまった り,逆 に1段 の中を更に細か く分 けて しま うなど
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の事態が発生 し,こ れの再処理 にかな りの手間 と時間をと られ た。

もう一つの問題 は文字認識 の精度 は高 いが,行 頭1字 下 げ,2字 下げ という空 白認識が甘

い ということであ った。縮印版索 引では、見出 し本文 は1行 でおさまることは少な く,2行,

3行 にわた ってい る場合が多い。通常1行 目は行頭1字 下 げ,2行 目以降は2字 下げ とい う

体裁にな っている。

これを1本 の レコー ドにす るために は,行 頭2字 下 げの部分 はスペースと前の行末の改行

記号を削除 し,前 の行 にっ な ぐとい う作業が必要 になる。 この行頭空白の認識がで た らあだ

と自動的処理が困難にな る。

2.4.2校 正作業

校正 には家庭在宅婦人労働力の活用 を考えた。子育 てな どで家庭か らは離れ られない もの

の,在 宅でで きる仕事 な らや りたい とい う高学歴の女性が増 えてい るのではないか と考 えた

ためであ る。

ニ ューメディア本部 に勤務 していた退 職者,あ るいは知人のってなどを頼 りに10人 ぐらい

を募集,熟 練者 な ら時給1,500円 程 度 にな るよ うに作業量を設定 して試み と して仕事を委託

した。

一応それな りにはやれ るとい う結果 は得たが,こ うい った直取 引の作業委託 はその管理が

大変であ った。一人の専従要員を必要 としかねぬ形勢 にな って きた。

次 に考えたのが在宅婦人を組織 してい るパ ソコ ンネ ッ トとの提携 であ った。

私鉄系の会社の組織 して いる半 商用 ネ ッ トで こういった在宅 の仕事を請け負 うところが あ

り,試 験的に作業を委託 した。

しか し,会 員の レベル にか なりのば らつ きがあ り,出 来,不 出来にかな りの差があった。

直接 のや りとりでないため,書 式な どこち らの要望が うま く伝 わ らない,校 正 ミスが多発 し

た場合の責任の所在が 明 らかでない,な どの問題が生 じた。

何度かネ ッ トの窓 口と話 し合 いを もち,作 業担 当者 を固定,担 当者名 も明 らかに し,責 任

の所在を明確 にす ることに した。半 日間の出張研修 を行 い,発 注側の意図,作 業手順 を説 明

した。更にネ ッ ト内に作業連絡 ボー ド(電 子掲示板)を 設 け,疑 問点や要望 などをパ ソコン

通信で担 当者同士がや りとりす るとい う仕組みをつ くり,よ うや くほぼ満足 できる レベルに

達す ることがで きた。

実績 と して,OCRに よる入力は,機 器本体の購入費用を無視すれば,校 正費 も含めて,

ワープロ外注 に比べ30%～40%の コス トでできる感 じで あ った。
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2.5 シ ス テ ム 構 築

縮刷版 データベ ースは商用オ ンライ ンに載せない と利用者が 限定 され るので,最 終的には朝

日新聞記事データベ ースと同 じ方式でデータベ ースを構築,一 般提供 をめざ して作業が進行 中

で ある。

しか し,こ の方式 は時間がかかる。そ こで,本 格的編集を進め る一方,当 社が松下電器産業

株式会社東京情報 システム研究所 と共同研究で開発 を進めている新 しい方式 の情報検索 システ

ム 「検厳君」で,こ の縮刷版デー タベースの簡易版 を構築 した。

高性能 のワークステー ションを使 い,索 引語 フ ァイルを別 に作成す るのではな く,テ キス ト

全体 をそのまま始めか ら終 わ りまでサーチ し,該 当する文字列 を含 む文書を拾いだ し,デ ータ

ベース として機能 させ るとい うものであ る。

「検 蔵君」はUNIXマ シンを検索サーバーと し,VMEバ ス仕様 の高速検索エ ンジンを搭

載 した システムであ る。検索エ ンジ ンは文 字列検索専用LSI(ス トリームデ ータプロセ ッサ

ーSDP)をVMEバ ス3枚 の基盤 に組み込んだ もので,こ こにメモ リに読み込んだデータを

一気 に流 し
,解 析を行 う。

検索サ ーバー機 として は,Solbourne(ソ ルボー ン),PanaStation,SunのSPARCス

テーシ ョンの一部 などが可能だが,当 社ではSolbourne5/600型(メ モ リ32MB,ハ ー ドデ ィス

ク660MB)を 使用 して いる。

パ ソ コンで作成 したデータをイーサネ ッ ト経 由でワー クステ ーシ ョンに転送 し,シ フ トJI

Sコ ー ドか らEUCに 変換,「 検蔵君」デ ータファイル に変換 した。

「検蔵君」 ソフ トはユーザが変更可能 な項 目テーブルを もって お り,入 力す るデータの書式

に応 じてテーブルの書換えを行えば,読 み込んだデータがそのままデータベース化で きる。

本業 の合 間を縫 っての作業であ ったたあ,1ヵ 月近 くを要 したが,デ ータが完成 してか ら実

際 にデータベ ース構築 に要 した時間 は実質的 には数時間であ った。

2.6検 証

「検厳 君 」 で構 築 した縮刷 版 見 出 しデ ー タ ベ ー スを使 った一 例 を 次 に示 す 。

収 容 デ ー タ件 数 は

朝 刊 夕刊 合 計

81年52,13820,01072,208

82年53,78919,76773,556
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83年53,29619,96973,265

84年55,03321,14676,179

1年 当た りの フ ァイル の 大 き さは約8MBで あ る。

こ こで は84年 にお け る コ ン ピュー タ の動 向 を探 って み た。

キ ー ワー ドは 「コ ンピ ュー タ」 と 「電 算 機 」 に した 。

84年 にお け る検 索 結果 は238件 で あ った 。

ここで1番 の見 出 しで は,字 面 に 「コ ン ピュー タ」 とい う言 葉 が な いの に検 索対 象 に な って

い る。通 常 画面 で は見 え な い が上 位項 目の 見 出 しが 検 索 対 象 に な って い る ことが分 か る。
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〈 一 覧 表 示 〉

キーワー ド$0フ コ ンピュ一夕1電 算機/

検索結果238件

1.日 立 、互換路線変えず 社長表明 継続性を最重視 ソフ ト開発一時は負担

840120朝 刊96771

2.ス パ イ事件は 「個人的暴走」_コ ンピューター(電 算機)

840120朝 刊96772

3.米 製 パソコン、 日本で激突IBM追 いアップルも新型

840125朝 刊88561

4.ソ フ ト保護法に疑義 米大使 通産相 に公式表明_ソ フト保護 と著作権

840113朝 刊94415

5.電 算 機 ソフ ト 著作権法改正で保護 文化庁に中間報告 審議会小委

840120朝 刊36711

6.ソ フ ト保護 、やはり専門法通産省が猛反論 文化庁 との対立鮮明に

840120朝 刊86761

7.ソ フ ト保護万全を 電機業界首脳 通産省に要請_ソ フ ト保護と著作権

840120朝 刊86764

8.新 電 報 システム電算機IBMか ら調達_電 電の国際資材調達問題

840121朝 刊97177

9.自 動 車 ・電算機が増勢 米商務省の84年 産 業予測 対 日競争強く意識_経 済

840104朝 刊91091

10.合 併 や買収大型化傾向 米電算機サー ビス業界_経 済

840127朝 刊89328

11.イ ン ド向け電算機販売契約を破棄 ソ連懸念 し米企業_貿 易

840130朝 刊3103510

12.「 蒙 古秘史」の言語電算機で解析研究_海 外文化

840109夕 刊53159

13.(13)電 算機診断_情 報多重列島

840122朝 刊47461

14.三 宅 島の溶岩流 電算機で再現 京大防災研 避難情報システムに道_火 山

840207朝 刊32171

15.電 算機データ生かせず 兼信の隊歴 も入力_自 衛官が同僚に発砲 死傷4人

840229朝 刊2310275

16.第 五世代 コンピュータ=情 報化社会新語ABC

840213朝 刊114337

17.米 で の生産 まだ(コ ンピューター機器生産)_米 国

840211朝 刊83745

18.米 の電算機部品メーカーを買収 日立金属の子会社_米 国

840223朝 刊87728

19.コ ン ピューター故障 東証二部で売買停止_株 式市場

840222朝 刊87363

20.画 像処理 に超LSI速 さ中型電算機並み 日本電気 非 ノイマン型実用化

840215朝 刊85044

21.「IBMコ ピー」認める 関連役員、賞与 カッ ト 日立社長

840202朝 刊8445

22.使 いやす さで 日本型が先行 高速電算機で米紙警告

840214朝 刊84688

23.第5世 代 電算機 研究開発英と協力5月 にもスター ト 当面、情報交換

840214朝 刊94691

24.IBM超 大型機 機能強化 し新モデルに_コ ンピューター(電 算機)

840225朝 刊88608

25.情 報処理量128倍 に 富士通が新ソフ トIBMよ り低価格

840201朝 刊881

26.百 超 すユーザーが導入予定 _ソ フ ト開発 ・ソフ ト権保護

840201朝 刊881

27.31ピ ッ ト・ア ドレス方式_ソ フ ト開発 ・ソフ ト権保護

840201朝 刊886

28.ソ フ ト保護2省 庁案 まとまる 著作権法か新立法か

840215朝 刊34991

29.文 化 庁 現行法内、50年 間 通産省15年 、裁定制盛 る

840215朝 刊34991

30.ソ フ ト保護 通産省 ・文化庁の主張_ソ フ ト開発 ・ソフ ト権保護

840215朝 刊34992

31、(解 説)成 長産業 縄張 り争いの面 も_ソ フ ト開発 ・ソフ ト権保護

840215朝 刊34996

図2-3「 検 蔵 君 」 で の 検 索 例
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2.7今 後 の 課 題

縮刷版 見出 しデータベース第1期 計画分(1981年 ～1990年)は,テ キス ト入力 も終わ り,全

体像が姿をみせ始あてい る。戦後編完成 に向 け,引 き続 き年代を さかのぼ っての入力 も進行中

である。

非公式なが らデ ィス トリビュータへ の配信打診 の結果,数 社か らは前向 きの感触 を得て いる。

更に,こ うい ったデータベ ースが広 く世 の中に広 まるためには,安 価で使いやすい ものが必

要であろ うと考え,10年 分をひとまとめに した電 子 ブック(8セ ンチCD-ROM)化 の企画

も進行中で ある。

バ ブル経 済崩壊後の経済不況 と,当 初思 い もしなか った状況 にま きこまれて しまったが,な

ん とか短期 間の うちに戦後編を完成 させ たいと考えてい る。
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3.フ ァジ ィに関す る文 献 デ ータ ベー スの構 築

3.1目 的

フ ァジィに関す る文献 は各分野で急速 に増加 しっっ あり,フ ァジィ理論の研究を 目指す研究

者,フ ァジィ理論を製品開発 に応用 しよ うとす る技術者,フ ァジィ理論 を広 く産業活動や社会

活動 に活用 しよ うとす る多 くの人 々か ら情報源 としてのフ ァジィに関す る文献 データベースの

構築が望 まれている。

また,フ ァジィ理論 とその応用が健全に発展 して いくため に も,フ ァジィ理論応用の先導 的

立場 にあ るわが国の優位性を継続す るために も,現 時点か ら,フ ァジィ理論 とその応用に関す

る文献デ ータベ ースを構築 してお くことが必要である。

そ こで,フ ァジィ理論 とその応用 に関す る文献情報を網羅的 に収集 し,そ れ らの情報を体系

的 に整備 ・収録 して,情 報の適切 な利用を可能 にす ることによ り,今 後の フ ァジィ理論の研究

とその応用促進 に寄与す ることを 目的 とす る。

3.2概 要

ファジィに関す る文献 は,日 本 フ ァジィ学会 を始め関連学会の学会誌 ・論文集 や企業の技 術

報告書等 多 くの分野で増加 しっっ ある。 これ らの文献の分散化を防 ぎ,網 羅的に収集可能な現

時点か らの フ ァジィ文献 データベ ースの構築に期待が寄せ られてい る。そ こで,「 フ ァジィに

関す る文献 データベースの構築」に際 して は,そ れ らの情報源 の中か ら核 となる日本 ファジィ

学会の発表 した文献を中心 に収集 ・整理 ・選択 し,フ ァジィの専 門家 によ る抄録作成 ・キーワ

ー ド付与を行 って文献データ シー トを作成 した。更に,作 成 された文献 データベ ースに書誌事

項 の補足等 を行 ったの ち,昨 年度開発 した 「フ ァジィに関す る文献 デー タベース システム」を

用いて,文 献情報 を電子化 し,デ ータベースへ登録 した。

なお,フ ァジィ文献の収集 ・選択,文 献 の抄録作成 ・キーワー ド付 与 についてはフ ァジィの

専門家集 団であ る日本 フ ァジィ学会の協力を得 て実施 した。

3.3情 報 の 収 集 ・整 理 ・選 択

フ ァジィに関す る文献 は,日 本 ファジィ学会や関連学会の学会誌,論 文集,研 究会報告書,

シンポジウム,大 会,講 演会等の論文 の他 に企業の技術報告書等 に発表 されているが,そ の核
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とな る情報源 は当然 の ことなが ら日本 フ ァジィ学会 の学会誌,論 文集等で ある。

日本 ファジィ学会 の発表論文数 も年 々増加 してお り,毎 年1回 開催 されるフ ァジィシステム

シンポジウムの発表論文件数 は,'90年 が124件,'91年 が168件,'92年 が175件 とな って いる。・

そ こで,今 年度,構 築す るデータベースの情報源 と して は,日 本 ファジィ学会 を始 め関連学

会の文献を中心 と して収集 し,約1,700件 を選択 した。

3.4抄 録 作 成 ・キ ー ワ ー ド付 与

文献の全文収録 を要望す る声 は多いが,現 実 的には コス トや人手の面か ら全文の収録 は困難

であ る。そ こで,必 要最小限の情報 と して文献 に係 わ る書誌事項,著 者名,抄 録等を収録す る

とともに,検 索効率の面か らファジィ理論の体 系化 に基づいて作成 したフ ァジィ理論基礎用語

シソーラス等 を参照 してキーワー ドを付与 した。

(1)抄 録作成

昨年度開発 した 「フ ァジィに関す る文献 データベース システム」ではシステム設 計時に調

査を行 って,抄 録 の最大文字数 を400字 と してい る。そ こで,本 データベ ースの構築 に当た

ってはこれに合わせて和文の抄録 を作成 して収録 した。

(2)キ ーワー ド付与

文献データ シー ト記入要領 に従 って最大12個 までのキーワー ドを付与 した。 このキー ワー

ド付与にっいては,平 成2年 度 に実施 した 「ファジィ文献 データベース開発計画調査」の際

に作成 した ファジィ理論の体系化 に基づ くシソー ラスを参照 して付与 した。

3.5書 誌 事 項 補 足

作成 された文献 データシー トの書誌 事項にっ いて確 認 し,,必 要が あれば補足等を行 って最終

的な文献データシー トとした。

3.6文 献 情 報 の 電 子 化 ・登 録

作成 された文献 データ シー トの文献情報を昨年度開発 した 「ファジィ文献 データベース シス

テム」を用 いて電子 化 し,文 献データベ ースへ登録 した。文献データベ ースへ文 献情 報を登録

す る方法には一括登録 と会話登録の二つ の方法が あ る。

今年度のデータベ ース構築 に際 して は中核 とな るデータベースを作 る立ち上が りの ときであ
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り,比 較的短期間に電子化 ・登録の必要が あることか ら一括登録で処理 した。

3.7運 用 計 画

ファジィに関す る文献データベ ース提供 に係わ る運営につ いて は,主 と して働 日本情報処理

開発協会が行 い,デ ータベースの構築 ・更新等 に係 わる情報収集,抄 録の作成,キ ーワー ド付

与等の情 報提供 にっ いて は,本 分野 の専門的立場にある日本 ファジィ学会及び国際フ ァジィ工

学研究所が これに協力す る。

更新 頻度 は,学 会誌,シ ンポ ジウムの論文集等の発行回数を考慮 して,最 大4回/年 とす る。

また,デ ータ件数が ある程度(5,000件 位)の 規模 に達す るまでは,原 則 として冊子体での

提供を行い,対 価 として実費程度 を徴収す る。

3.8今 後 の 課 題

ファジィに関す る文献データベースの中核 となるデータベースを構築 したが,当 面 の課題 と

本格的な運用 を行 う上での課題 は,以 下の とお りである。

(1)著 者名や抄録 に外字(JISの 第1水 準,第2水 準 にない文字)が 出現す る。今後 は所属

機関名等の固有名詞 に も出現 の可能性が あ る。特に,フ ァジィ理論 に係わ る文献の抄録 には

数式等に演算記号,上 ・下っ きバ ー,上 ・下っ き添字があ る。

②1度 にまとま って発表 され る学会の大 会論文,シ ンポ ジウムの論文集 など文献は一括 して

電子化す ることになるが運用セ ンタの負荷が大 きい。

(3)ま だ,中 核 と してのデータベース構築であ り,更 に網羅的 に文献を収集 し,登 録件数 を増

す必要があ る。

(4)本 格的運用に入 れば ファジィ理論の体系化,分 野の体系化,機 能の体系化 の見直 しが必要

にな るであろ う。

3.9資 料

この資料 は,以 下 の報告書 より文献 データベースの構築 に係わ る部分を抜粋 して作成 した も

のであ る。

平成2年 度 報告書 「ファジィ文献データベ ース開発計画調査報告書」

平成3年 度 報告書 「ファジィに関する文献データベース システムの開発」
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4.医 療用医薬品抗生物質データベースの構築

4.1目 的

このデ ータベ ースの構築は,医 療機関での抗生物質の使用をよ り合理 的で,か っ適切な もの

に して い くことを大 きな目的 としてい る。

今回構築 した抗生物質 データベースが医療機関の診療のために使用 され 日常的 に機能 して い

くことが,医 療 費の高騰やMRSA蔓 延の解決 に役立つ よう,こ こに平成4年 度 に実施 した委

託課題 「医療 用医薬 品抗生物質デ ータベースの構築」の結果を とりま とめ た。

4.2デ ー タ ベ ー ス の 概 略

4.2.1デ ータベースの構成

本 データベ ースは次の ファイル ・辞書類よ り構成 されてお り,そ の関係 を図4-1に 示す。

(1)本 体 テキス トフ ァイル(以 下 本体 ファイル)

(2)医 薬 品辞書

(3)商 品辞書

(4)薬 効 辞書

(5)会 社辞書

(6)剤 形辞書

(7)雑 誌辞書

(8)文 献管理 データベース(以 下 文献管理DB)

⑨ 文献抄録 テキス トファイル(以 下 文献抄録 ファイル)
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薬効辞書

医

薬

品

辞

書

文 献 管 理DB

剤形辞書

一

一

本 体 フ ァイル

〈L*糠**〉

〈L*****〉

雑誌辞書

会社辞書

商

品

辞

書

一

一 文献抄録ファイル

図4-1本 システムの構成

4.2.2抗 生物質 データ品 目構成

作成デー タ品目の選択の基準 は,岩 手医科大学病院 ・岩手県 立中央病院 ・盛岡市立病院で

平成4年7月 に現実 に採用 されてい る抗生物質 の注射剤及び内服剤 とし107品 目を選んだ。
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4.3本 体 フ ァ イ ル の 内 容

本体 ファイルのデー タ項 目一 覧を次 に示す。

【1.情報一 覧】

【3.医薬品の概略】

【5.医薬品副作用】

【7.薬物動態】

【9.投与時の注意事項】

【11.他剤 との比 較】

【13.著者】

【引用文献一覧】

【2.医薬品基本 データ】

【4.臨床応用】

【6.医薬品相互作用】

【&病 態別注意事項】

【10.過量投与】

【12.患者 さんへの情報】

【文献 フ ァイル】

【医薬品辞書 】

4.4 そ の 他 の フ ァ イ ル ・辞 書 類

(1)医 薬品管理,

商 品 辞 書

医薬品辞書

薬 効 辞 書

会 社 辞 書

剤 形 辞 書

雑 誌 辞 書

② 更に,

る。

検索 ツール と して以下の辞書 を構築 した。

個々の製品単位で管理する辞書

一般名別更に投与経路別を一単位とし医薬品を管理する辞書

薬効分類を管理する辞書

会社名を管理する辞書

剤形を簡易に表すたあのコードテーブル

雑誌名を管理する辞書

引用文献を管理するための文献管理DB及 び抄録を収録する文献抄録ファイルがあ

4.5表 示 機 能

4.5.1本 体 フ ァイルの表示

本体 フ ァイル はボ リュームが あるので,参 照 したい場 所に的確 に移せ る必要が ある。その

選択 はカ ーソルを移 動 して該 当場所を反転 させ選択す ることに した。

(1)初 期画面

初 期画面 は第1階 層であ るセク ション番号 とデ ータ項 目一覧が表示 され る。

② 第2階 層以 降の表示
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薬 剤 に よ って 各 セ ク シ ョ ンの情 報 量 は 異 な る。 ま た各 セ クシ ョ ンにつ いて も下 層 構造 に

差 が あ るの で,初 期 画面 で セ ク シ ョ ンを 選 ん だ あ とは まず該 当す る本 文 を表 示 す る。 そ し

て 情 報 量 の多 い場 合 は随時,利 用 者 の 要 求 に よ りフ ァ ン クシ ョンキ ーで 現在 見 て い る部 分

の見 出 し一 覧 を表 示 で き るよ うに した。

口 で 始 ま る行:第2層

◎ で始 ま る行:第3層

○ で始 ま る行:第4層

△ で 始 ま る行:第5層

① 「2.医 薬 品基 本 デ ー タ」 の 細 見 出 し例

口2.1.デ ー タ入 力 日:1993.01.31.

口2.2.一 般 名:セ フ ォペ ラ ゾ ンナ トリウム,CPZ

口2.7.組 成:セ フ ォペ ラ ジ ン,セ フ ォ ビ ッ ト

ロ2.&効 能 ・効 果:セ フ ォペ ラ ジ ン,セ フ ォ ビ ッ ト

ロ2.9.用 法 ・用 量:セ フ ォペ ラ ジ ン,セ フ ォ ビ ッ ト

② 「4.臨 床 応用 」 内 の細 見 出 し例

口4.1.内 科

◎(1)Cefoperazoneの 胆 汁 中移 行 と胆 道 感 染 症 の臨 床 的検 討 〈LOO180>

◎(2)CPZ(Cefoperazone)の 膵 液 及 び膵 組 織 へ の移 行 〈LO2052>

◎(3)内 科 領 域 各種 感 染 症 にお け るCefoperazoneの 臨 床 効果 〈LO2053>

口42.小 児 科

◎(1)小 児科 領 域 にお け る特 に 腎毒 性 に対 す る検 討 〈LO2054>

③ 「5.医 薬 品 副作 用 」 内 の細 見 出 し例

口 【5.医 薬 品 副作 用 】

口5.1.副 作 用 とチ ェ ック ・処 置

◎5.1.1.全 身 性 副作 用

05.L1.1.シ ョ ック(T)(PW)

△(1)症 状

△(2)チ ェ ック

ム(3)処 置:症 状 が 現 れ た 場 合 に は投 与 を 中 止す る こ と。(T)

◎5.1.2.過 敏 症

05.1.2.1.Skinreactins(P1/40)

△(1)症 状:発 疹(T),じ ん麻 疹(T),そ う痒(T),紅 班(T)
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△(2)チ ェ ック

ム(3)処 置:投 与 を 中止 し,適 切 な処 置 を行 う こ と。(T)

05.1.2.2.発 熱(T)(P1/260)<LO1423>

4.5.2そ の他の表示

直接本体 フ ァイルを表示す る以外では初期画面 のr1.情 報一 覧」 と 「14.引 用文献一 覧」

があ る。

(1)情 報一 覧

これは示 したすべての見出 しの一覧で,見 出 し作成処理を した産物 として生成す るもの

をその まま表示す る。

② 引用文献一覧

引用文献一覧 は次の例の ように文献番号,出 典,標 題 を一覧す る。

LOOO31日 本化学療法学会雑誌31(9):920-926,1983

〈標題 〉新セフ ァロスポ リン系抗生物質Cefoperazoneの ヒ ト腸内菌叢 に及 ぼす影響

LOO126新 薬 と臨床39(2):317-330,1990

〈標題 〉血液凝固系に対す る影響 につ いての検討

LOO136日 本化学療法学会雑誌29(4):375-424,1981

〈標題 〉呼吸器感染症 に対す るCefozolinと の二重盲検法 による薬効比較成績

(3)文 献抄録表示

本体 ファイルの 中で番号 で表 されている文献にっ いて,出 典 もし くは,更 に詳細 な抄録

を見たい場合 には,文 献参照 キーを選択 し,そ の内容 を見 ることがで きる。

LO1422感 染症学雑誌61(11):1257-1263,1987

〈標題 〉小児 におけるセ フォペラゾ ンの腸 内菌叢へ及 ぼす影響 と下痢発症頻度

更 に,抄 録が ある場合 には該当す る抄録部分を次 のよ うに表示す る。

LO1239腎 と透析20(1):129-133,1986

〈標題 〉血液透析患者 におけ るCefoperazoneの 薬動 力学的研究

く抄録 〉

慢性 腎不全 のため血液透析 を受 けてい る7例(男4女3,平 均年齢41.3歳,

51.2㎏,血 液透 析導入前のCcr平 均2.9ml/min)を 対象に,

平 均 体 重

CPZ2gを 静 注 後経 時的 に得

られ た血 中濃度 をtwo-compartmentopenmodelに 従 って解 析 した。 結 果 は下記 の とお り

で あ る。
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PharmacokineticsparametersCefoperazoneinpatientswithEndStageRenal

DiseaseoffandonHemodialysis(HD)

Parameter offHD2gIV onHD2gIV

Cmax(μ9/ml)

K12(/hr)

K21(/hr)

Kel(/hr)

T1/2(/hr)

Vd(L)

AUC(μ9・hr/ml)

381.5

1.58

2.72

0.56

2.05

8.19

687.3

315.4

0.53

1.02

0.55

2.20

9.58

575.3

以上からCPZは 腎機能障害時にもその薬物動力的にほとんど変化がみられないことによ

り,腎 不全の患者にも安全で有効な肝排泄型抗生物質であると思われるが腎不全ととも

に肝機能障害を有する患者では,投 与量の調節を行う必要がある。

4.6印 字 機 能

印字機能 はファ ンクシ ョンキーによ り随時実行す ることが で き,ま た次の3通 りか ら選択す

る ことができる。

(1)セ クシ ョンを選んでの印字

② 行番号 を指定 しての印字

(3)文 献の番号を選んで引用文献 の印字

4.7サ ン プ ル デ ー タ

4.7.1本 体 フ ァイ ルサ ンプ ル デ ー タ(略)

4.7.2文 献 フ ァイ ル サ ンプ ル デ ー タ

次 に7.1.セ フ ォペ ラ ゾ ンで使 われ て い る文献 フ ァイル を 示 す 。
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■LO1242

口腔 領 域 の 各 種 手 術 を 行 った 患 者45例 を 対 象 に,術 前 にCPZlgをoneshot静 注 し血 清 中

CPZに つ い て はtwocompartmentmodelに よ り,ま た各 口腔 組 織 はthreecompartmentmodel

に よ る解 析 を 行 った 。 結 果 は下 記 の とお りで あ る。

1)血 清 中濃度 にお けるCPZの 薬動 力学的定数 とSimulation式

Vd(L)K12(/h)K21(/h)Ke1(/h)α(/h)β(/h)T1/2(min)

3.287.75 5.76 1.34 14.31.54/hr77.3

Simulation式111.5e-0.54t+189.3e-14.3t

2)各 組織 におけるCPZの 薬動力学的定数 とSimulation式

組 織K13(/h)K31(/h)Tmax(min)Cmaxμg/gT1/2(皿in)

歯 肉0.46

骨0.12

嚢 胞 壁0.33

1.2760

1.4455

0.96{、75

23.6

5.53

20.3

78.8

78.0

82.6

Simulation式71.8e-0.54t-6.6e-14.3t-65.2e-1.27t

14.8e-0.54t-1.7e-14.3t-13.1e-1.44t

89.9e-0.54t-4.7e-14.3t-85.2e-0.96t

血清中濃度 は30分 値89μg/ml,半 減期77分 であった。歯肉や嚢胞壁へのCPZ移 行性 は,比

較的良好であ り血清比30～35%で あった。顎骨への移行性 は他 の口腔組織よ り劣 り血清比8

%強 だ った。各 口腔組織でのCPZ濃 度は血清中濃度推移 とよ く対応 してお り半減期 は約80分

だ った。 口腔領域主要分離菌に対す る接触 時間 は1gワ ンシ ョッ ト静注 によ り歯肉やの う胞

壁 で6時 間以上,移 行率の比較的低 い骨で も3時 間程度認め られた。

■LO1248

中,下 部胆管 に完全 閉塞があ りPTCDを 施行 した7例(男 性6例,女 性1例,32～69歳)に
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CPZ29を 静注投与 し,胆 汁 中移行を検討 した。閉塞性黄 だん存在下で はCPZの 排せつ遅延が

み られた。CPZは 閉塞性 黄だん時 には腎か らの排せつが促進 された。肝機能障害が強 く,腸

肝循環が遮断 されてい る場合 で もCPZの 有効胆汁 中濃度が得 られ る。閉塞性黄だん時の胆道

感染 には,PTCDを 行 うと抗生剤 の胆汁 中移行性をよ くす ることがで きる。

4.7.3引 用文 献 一 覧

次 に文 献 管理DBか ら出力 した セ フ ォペ ラゾ ンの 引 用 文献 一 覧の 例 を 示 す 。

LOO31日 本化 学 療法 学 会 雑 誌31(9):920--926,1983

〈標題 〉新 セ フ ァロ ス ポ リ ン系 抗 生物 質Cefoperazoneの ヒ ト腸 内菌 叢 に及 ぼす 影 響

LOO126新 薬 と臨床39(2):317-330,1990

〈標 題 〉血 液 凝 固 系 に対 す る影 響 につ い て の検 討

LOO136日 本 化 学療 法 学 会 雑 誌29(4):375-424,1981

〈標 題 〉呼吸 器 感 染 症 に対 す るCefazolinと の二 重 盲 検 法 に よ る薬 効比 較 成 績

LOO140日 本化 学 療法 学 会 雑 誌37(9):1200-1204,1989

〈標題 〉高 齢者 に お け る肝 排 泄 型 抗 生剤Cefoperazoneの 体 内動 態 の 検 討

4.8展 望

この計画 は,当 初汎用 コンピュータによるオ ンライ ンリリースの もとに抗生物質 の情報検索

を可能 にす ることを 目的に した ものであ ったが,オ ンライ ンデス トリビュ一夕の システム構築

が間に合わず,こ れ は平成5年10月 に延期 し,急 遽パ ソコ ンでのスタ ン ドアロー ンでの システ

ム構築 に踏み切 った。パ ソコンレベルで このデー タベ ースが動 くプ ログラムの完成 は平成5年

6月 末を予定 している。

しか し,時 あたか も多剤耐性 のブ ドウ球菌MRSAの 蔓 延は社会問題 にさえなるにいた って

お り,か か るときこのよ うな抗生物 質データベ ースを リリースで きることは,働 データベース

振興セ ンターの委託事業 として大 きな社会的意識が ある もの と考 える。

更に今回の課題の上位概念 としてわれわれが意図 して いる広範な薬効群 を網羅 した医療用医

薬品データベ ースが完成 した ときには,医 療機関 における薬物療法の適切 な実施 に多 くの貢献

を な しうると確信す る。
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5.交 通 事 故調 査 デー タベ ー スの構 築

5.1目 的 と 概 要

交通事故 の低減や交通事故時の乗員等の被害を軽減す るための一方 策 と して,交 通事故調査

か ら得 られ るデータを もとに事故原因や障害原因を多面的に解析 し,そ の結果を交通政策や道

路設計,車 両開発等 に反映 させ ることが重要である。 このよ うな観点か ら,先 進諸 国において

は古 くか ら交通事故調査が実施 されてい る。

交通事故調査 には,大 き く分 けて2種 類の調査があ り,そ の一つ は主 として警察によ って実

施 されてい る交通事故調査 である。 この調査 は全 国規模で実施 され,ま た調査対象 とな る事故

件 数 も多い ことか ら,交 通 事故 を統計的側面か ら解析す る上 で不可欠 な もの とな って いる。反

面,調 査項 目が 限定 され るため,道 路設計や車両開発等 に反 映させ るには必ず しも十分で ある

とはいえ ない。

そのため,多 くの国で は,警 察によ る交通事故調査のほかに,特 定 の交通事故 に対 して詳細

な事故調査 を実施 し,具 体的 な事故防止策や事故時の被害軽減策を検討す る際の資料 としてい

る。 この種の交通事故調査 の代表的な もの として,わ が 国にお いて は,運 輸省が働 日本 自動車

研究所 に委託 して行 ってい る調査があ るが,調 査デ ータにっ いて は,ま だ本格的なデー タベー

スの形 には整備 されていない。

そ こで,本 開発研究で は平成2年 度 よ り3ヵ 年の計画で,こ の ような詳細 データを多面的 に

解析 し得 るデータベース システ ムを設計 ・開発す ることに し,前 年度 には,当 研究所が受託 し

て実施 した上記の事故調査 データを例 にプロ トタイプデータベ ースを作成 した。最終年度 に当

た る本年度 は,こ のプ ロ トタイプデータベースの発展 ・改良を行 い,更 にデータベースに不慣

れ な初心者で も利用で きるよう,パ ソコンか らデータベ ースをア クセ スす るための利用環境 を

整備 し,実 用的な システムを完成 させた。

なお,本 開発研究 の 目的を達成す るため,学 識経験者 か らなる 「交通事故調査 データベース

の構築 に関す る調査研究委員会(委 員長:藤 原 譲 筑波大学教授)」 を設置 し,そ の下 に当

研究所技術者 によるワーキ ンググループを編成 し,上 記委員会 の指導 の下 に開発研究 を実施 し

た。

5.2デ ー タ ベ ー ス の 改 良 と 発 展

本 デ ー タベ ー スは,汎 用 のRDBMS(リ レー シ ョナ ル デ ー タベ ー ス管 理 シス テ ム)で あ る
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ORACLE(商 品 名,米 国ORACLE社 製)を 用 い て,EWS(エ ン ジニ ア リング ワ ー ク ステ ー

シ ョン)Sun4(富 士 通 社 製S4/2)に 構 築 した 。

5.2.1デ ータベース表の設計 とデータの実装

本データベースで対象 と している交通事故調査 は,昭 和48年 か ら現在に至 るまで継続 して

実施 されてい るが,調 査の高度化や調査項 目の修正 ・追加等に伴 って使用 され る調査 票が過

去5回 改正 されて いる。前年度の プロ トタイプデ ータベ ースでは,こ の うちの1種 類 の調査

票を例にデータベ ース表を設計 し,約300件 のデ ータを実装 した。本年度 は,残 りの4種 類

の調査票を例に別 々のデー タベース表を設計 し,該 当す るデー タ約1 ,300件 を実装 した。表

5-1は 各バー ジ ョンのデ ータベ ース表 に実装 したデータ数(事 故件数)を 示 してお り,本

年度 は総計約1,600件 分のデータを実装 したが,デ ータ量が多 くな って も検索や集計 速度が

低下す るよ うな現象 は見 られなか った。

このように,デ ータベ ース表が複数 のバー ジ ョンとな って いる ことか ら,各 バ ージ ョンに

またが る検索を行 う場合 には,共 通項 目を ピックア ップ した ビューを作成す る必要があ る。

しか し,車 両の構造が年 々変化 しているため昔 の事故 と最近の事故を合わせて解析す る必要

は少 な く,実 際 には単年度 ごとの検索が行われ るケースが圧倒的 に多 いことか ら,デ ータベ

ース表が複数のバー ジ ョンに分かれていて も
,実 用上支障 となる ことはほとんどない もの と

考える。

表5-1各 バ ー ジョンのデータベース表 に実装されているデータ数

データベース表 適用年度 事 故件数 車両台数 関係人数

MOTFVO1 昭和47年 度 ～ 昭 和60年 度 703 1289 2091

MOTFVO2 昭和61年 度 ～ 昭 和62年 度 211 361 662

MOTFVO3 昭和63年 度 ～ 平 成2年 度 309 556 888

MOTFVO4 平 成3年 度 200 341 537

MOTFVO5 平 成4年 度 200 350 548

合 計 1623 2897 4726

5.2.2デ ータの補完

各年度 の事故調査票 にはおよそ500項 目以上 の内容が含 まれてお り,複 数枚 の シー トか ら

構成 されている。 そ こで,こ れ らの調査票 と1対1で 対応づ けるため,デ ータベ ース表 も表
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5-2に 示す よ うに複数枚 に分割 した。 したが って,検 索を行 う際には各表 に共通 して含 ま

れ るキー項 目を使 って表結合 を行 う必要 があるが,作 成 したデータベース表には,キ ー項 目

が欠如 している表が幾つかあ ったため,欠 如 して いるキー項 目を補完 した。

この ように共通 す るキー項 目が存在 しな い場合で も,外 部結合 の方法を用 いて表結合 をす

ることにな るが,こ れを頻繁 に使用 した検索 プログラムはか なり煩雑 な もの となる上 に,作

成 したデータベ ースの構造 とSQLに 相 当熟知 している必要があ る。今回,キ ー項 目の補完

を行 った ことによ り,単 純な表結合の技術 を利用で きるようになった。

表5-2デ ー タ ベ ー ス表(バ ー ジ ョン5)の 構 成

表 名 表の内容 項 目

MOTFVO5Al11 事故概要及び環境 V1～V23-5,35項 目

MOTFVO5V-41 事故車両及び運転者関係 V101～Vl19-3,.24項 目

MOTFVO5V-42 事故車両及び運転者関係 V120～Vl33-8,46項 目

MOTFVO5V-43 事故車両及び運転者関係 V134-1～Vl45,50項 目

MOTFVO5V-44 事故車両及び運転者関係 V146-1～V162-7,54項 目

MOTFVO5V-45 事故車両及び運転者関係 V163-1～V183-3,33項 目

MOTFVO5V-46 事故車両及び運転者関係 V184-1～V184-19,19項 目

MOTFVO5V-47 事故車両及び運転者関係 V185-1～V187-10,21項 目

MOTFVO5V-48 事故車両及び運転者関係 V188-1～V188-25,25項 目

MOTFVO5V-49 事故車両及び運転者関係 V189-1～V189-25,25項 目

MOTFVO5V-60 二輪車事故の概要(1) V2003～V2018,20項 目

MOTFVO5V-61 二輪車事故の概要(2) V2101-1～V2120,33項 目

MOTFVO5V-62 ヘ ル メ ッ トの情報 V2301-1～V2315-2,50項 目

MOTFVO5V-63 二輪車乗員の情報 V2201～V2212-3,31項 目

MOTFVO5仁 一一 乗員 ・歩行者等の情報 V501～V540,42項 目

MOTFVO50-一 一 乗員 ・歩行者等の傷害接触関係 V601～V634,39項 目

MOTFVO5P-一 一 シ ー ト・年少者用 補助乗 車装置 VlOO1-1～VlOl7,31項 目

MOTFVO5V-51 前面窓ガラス V1101～V1104-15,18項 目

MOTFVO5V-52 フ ー ド V1201～Vl209-2,10項 目

MOTFVO5V-53 ス テ ア リング Vl301～V1310,21項 目

MOTFVO5V-54 ドア V1401-1～V1406-2,23項 目

MOTFVO5V-55 キ ャ ブオ ーバ型 車 V1501-1～Vl512-6,30項 目

MOTFVO5V-56 タ イ ヤ関係1 V1601-1～Vl605-10,50項 目

MOTFVO5V-57 タ イ ヤ関係 江 V1701-1～V1705-10,50項 目

MOTFVO5V-58 車両火災 V1801～V1829,38項 目

MOTFVO5V-59 エ ア バ ッグ V1901～Vl908-2,21項 目

5.3 利 用 環 境 の 整 備(パ ソ コ ン と ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン の 連 携)

本 データベースの利用 目的 は,交 通事故 の具体的な防止策や事故時の被害軽減策 を検討す る

際の資料を得 ることにあ り,し たが って,こ のような検討を 目指す研究者や技術者が 直接利用

して こそ真価が発揮 され る。 ところが,研 究者 ・技術者が 同時 にデータベ ースの専 門家であ る
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とい ったケースは ごく限 られ,む しろ,デ ータベ ー スに関 して は素人であ ると考 える方が妥当

であ る。更に,デ ータベースを格納 して あるEWSそ の ものの使用 に も難色を示す場合 もある。

そ こで,EWSに 比べてよ り親 しみ やす いパ ソコ ンを利用 し,更 にはSQLや データベ ース

の構造 を意識 させ ないで検索で きるよ うな システムの開発 を行 った。 また,パ ソコ ンと連携を

とることにより,パ ソコン用の身近 なアプ リケー シ ョンソフ トを利用 して解析や図表化を比較

的容 易に行 うことも可能にな った。

5.3.1ハ ー ド,ソ フ トの選 択 と試行

全 くの初 心 者 で も比 較 的短 時 間 に 操作 方 法 を 習 得 で き るな どの 理 由 か ら,パ ソ コ ンと して

Macintosh(以 下Macと 略す)を 採用 した。 ま た,EWS(Sun4)とMacの 間 は,

Ethernet(TCP/IP)に よ り接 続 した。

EWS上 の デ ー タベ ー スをMacか らア クセ スす る ため の ソ フ トと して は,最 近 オ ラ クル

社 よ り提 供 され て い るORACLEforMacintosh(ClientVersion2.OJ)を 用 いた 。 この ソ フ ト

は,ク ライ ア ン ト/サ ーバ ー環 境 の 下 で,Macに クラ イア ン トと して の 機 能 を もたせ るた

めの ソ フ トで あ り,以 下 の よ うな ツ ール を 備 え て い る。

(1)Mac用 の ア プ リケ ー シ ョンソ フ ト(例 え ばHyperCard)にSQLコ マ ン ドを 組 み込 み,

そ の ア プ リケ ー シ ョンか ら直接ORACLEを ア クセ スで きる よ う な ソ フ トを 開発 す るた め の ツ

ー ル(ORACLEAccess:開 発 者用 ツ ー ル)

(2)容 易 にデ ー タベ ー スの ア クセ ス や ユ ー ザの 追 加,テ ー ブル の作 成 等 が 行 え るHyperCard

ス タ ッ ク(ORACLBWorkshop:エ ン ドユ ー ザ用 ツ ール)

(3)ユ ーザ 管理,テ ー ブル管 理,パ フ ォー マ ンスモ ニ ター機 能 を もったGUI式 の デ ー タベ

ー ス管 理 ツー ル(ServerManager ,SystemStack:デ ー タベ ー ス管 理 者 用 ツー ル)

そ こで まず,上 記 の うち(2)の ツー ル を 用 い,今 回構 築 した デ ー タベ ー スをMacか らア ク

セ ス した ところ,一 応 ア クセ スが可 能 で あ る こ とは確 か め られ たが,以 下 の よ うな点 で 実 用

化す るに は無 理 が あっ た 。

(1)か な り凝 った 画面 設 計 が行 わ れ て い るた め 初心 者 に は分 か りや す いが,反 面,操 作 時の

応 答 が遅 く,待 ち時 間 に相 当 な ス トレス を感 じる。

② 表 名 や項 目名 と して デー タベ ー ス表 に付 け られ た 記号 が そ の ま ま表 示 され るため,初 心

者 に と って は理 解 しに くい 。

(3)表 結 合 な どのSQLの 知識 を も って い な い と,適 切 な条 件 設 定 が 難 し くな る。

(4)カ ス タマ イ ズの 範 囲が 限 定 され て い るた め,ク ロ ス集計 な ど の機 能 拡 張 や 適 正化 を図 る

ことが 難iしい。
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5.3.2専 用 ソフ トの開発

上記 の問題点を解決す るために,も う一つ の開発用 ツールであるORACLEAccessを 用 いて,

Mac用 のアプ リケー シ ョンソフ トHyperCardを ベースと した交通事故調査データ専用の検

索 ソフ トを開発 した。

HyperCardで はHyperTalkと い う専用の プログラ ミング言語(オ ブ ジェク ト指向のイ ンタ

プ リタ言語)で プログラムを記述 す ることによ り,マ ウス操作に対応 して各種の命令 を実行

させ ることができる。 そ こで,デ ータベ ース言語SQLで 記述 した検索用の コマ ン ドを,上

記の開発者用 ツール(ORACLEAccess=イ ンタプ リタ言語へのオ ラクル社 の標準イ ンタ フェー

ス)を 用いて,HyperTalkに 埋 め込 む ことによ り,マ ウス操作によ る検索が行え るよ うなア

プ リケ ーシ ョンの開発が可能 とな る。開発 に当た っては,特 に以下 の点 に留意 した。

(1)操 作時の レスポ ンスを極力早 くす ること

見栄えが多少犠牲 になって も,マ ウス操作に対す る レスポ ンスを優先 させて,シ ンプル

な画面設計を行 った。 また,HyperCardに 表名や項 目名等の リス トを もたせ,こ こで条件

設定を行 うように し,EWSと の通信回数を極力少 な くした。

(2)表 や項 目の名称を 日本語で表示 させ ること

HyperCardに もたせた表や項 目の リス トに,そ の名称や内容 を示す 日本語を付記 して,

表や項 目を選択す る際 に日本語が表示 され るよ うに した。

(3)SQLを 意識 させ ないこと

表結合を 自動的 に行 うように設計 し,ユ ーザに表結合を意識 させないよ うに した。

また,車 両No.や事故No.等で常 に ソー トしてか ら出力す るように設計 を行 うな ど,ユ ーザ

側か ら見え るSQLの 関数や演 算子 は最低限の ものだけに限定 した。

(4)ク ロス集計がで きる こと

検索結果の グループ集計の ほか に,ユ ーザが縦列,横 列 を選択す るだけで簡単 にクロス

集計が行え るように した。

(5)対 話形式で操作が進 め られ るよ うにすること

操作を促すメ ッセー ジや処理内容を示す メ ッセージ等 を必要 に応 じて表示 させ,間 違 い

のない操作を行え るよ うに した。

(6)検 索結果の ファイル保存がで きること

検索結果を ファイル保存 し,ワ ープ ロや表計算な どのアプ リケ ーシ ョンに容易 に引 き渡

せ るよ うに した。

(7)画 面を大 き くす ること

オ リジナルのHyperCardは9イ ンチの画面 に合わせて設計 されてお り,多 数 の表を表示
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させる場合には表示が多少見づ らくなるため,13イ ンチの画面 に合 うよ うに変更 した。

開発 したソフ トのフローチ ャー トは図5-1の よ うにな っている。 また,操 作の対象に

なる画面 は,初 期画面,対 象年度選択画面,検 索項 目選択画面,条 件設定画面,検 索結果

表示画面,ク ロス集計表示画面の6枚 で構成 されてお り,更 に各画面 には,ボ タ ン,サ ブ

フィール ドが設定 され,入 力を促すよ うになってい る。画面の例を図5-2に 示す。

画面出力

クロス集計

検索したい年度の選択

グループ集計

項目の選択

条件の設定

ファイル保存

データ表示

画面出力 ファイル保存

他 の アブ.リケーションへ..

図5-1開 発 した検 索 用 ソフ トの フ ロー チ ャー ト

一38一



ログ オ ンして くだ さい IARt

事故調査 デークベース

oグ 虜 ン

轟 轟

嬢子

検索対象とする年を選んで ください

1

2

的

的

1

1

町和61gz
、昭和62年

間和63年
、平底2年

－

orF
ρq

oク写フ

口V_41直 間{t}

口V_q2ψ 詞川

口V_434i岡C3)

口V_44M.両14)

Ov-51

口v-52
口v_53

口v..54

口V_5S

前 面 皇 ガ ラ ス

フー ド

ス テ ■1'ン グ

ド ア

キ?プ オ ー パ

検索項目を選んで くだ さい 平成3年{'91)

口L__刷1・Stit

口O__-klS・Ilitの 眺

口V_45正 周15}口V_60二 曽¶{1,

口V_46卵 白{6)口V_61こ 二輪柏2}

口V_47)傾 川 口V-62ヘ ルメント

ロv_48尿 筒18}Ov_63二.二 桧".t.目

口V_49甲 肖19}

口V_S6タ イヤ図9・t

口V_51タ イt飼 聾2

口V_589:・ti大 異

口V_59エ ァパフグ

ロP___シ ート

ACCNO事 故番号

VεHNO㊤ 岡 番号

V101戸 》名P-`'番 号によ
V102初 度 鯉n年 月{年}

VIO221月)

V103型K

V104定 日
VIO5実 景員
・V106自 動夏の履口
●VIOT亘 鯵駒方形状

VIO8皐 俸形状

V109`ン 〉㊨ン1抑気量
V1101ン ジン配列

V1111))'ン 〔星置

V111⇔ シ'ン唖肋縞

Vlll空 軍重量

V1口 最大西田量

条件を入力して くだ さい 平成3年('9D JARJ

因A111貝 宴8び 頂唄

図V-41● 岡{'}

印環

一
聯 ● 故●9
、v,●"増 刷

'v言 ■ 限月 竈

nl●"良 工日.鼻1丘}

Vl:2・11殉

v3;・ 《日}

り:4・1(刷

り5・1("}

v;-5"1曜 日)

v4● ㎏日 生 喝賄

V5● 口`1夕

げ,■o鴫 百 直「tS"

rt● 口尾6眉 蛭n

■ ● 皿▽ ●

》o天 領

v`■ α

v?口"

v】,口nの ● 口こ田 ●.1▲

v13=tみ 憤"■ ¶ 】・ド

v41Φ 只"田 口鍔 浪 び興=2

v4-?鯵 働

》5■tt険 土 竜 口

θ

検索結果 川RI

∀1 V1 》1偽 一 同・,

|

1

、

1

'

,

2

2

1

,

1

2

5

`

12

η

.分
一

2

2

2

2

'

`

2

マ

1

2

1

'

3

,

4

x

一
◇

一

、.'丙 埠・ 盲 口

口b

・.'、1㍉ ..

図5-2 開発した検索用ソフ トの表示画面の例
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5.3.3専 用ソフ トの効果

本 ソフ トによる検索 ・集計では,検 索条件 の入 力やフ ァイル名の入力時に多少のキーボー

ド操作が必要 とな るが,ほ ぼすべての操作 は指示 されるメ ッセー ジに従 って マウスを動かす

だけで良 く,SQLの 知識やデータベースの知識 を もたない者で も,簡 単 に使 うことがで き

た。 また,操 作時の レスポ ンス も,検 索 結果を受 け取 る段階で2～3秒 待 たされ る程度であ

り,あ まりス トレスを感 じさせ る ものではなか った。

本 システムで は集計結果の フ ァイル保存がで きるように してあ ることか ら,こ の ファイル

をMacの 各種 アプ リケー ションソフ トで利用す ることがで きる。一例 と して,図5-3は

グラフ作成 ソフ トDeltaGraph(商 品名)を 用 いて,集 計結果を グラフ化 した ものであ る。

事%
⇔

～ 説〆曇
影

03

20

01

⑥ 頑.o

魂

調査w数

事故種別、事故内容別、調査件数

図5-3集 計結果 をグラフ表示 した例

5.4今 後 の 課 題

本開発研究 によ り,交 通事故調査 データを多面 的に検索 ・集計 し得 るデータベースシステム

が完成 し,ま た,利 用環境 も整備 されたため,当 初 の 目標 は一応達成で きた もの と考え る。今

後,交 通事故の分析やその低減方策 の検討を行 う上 で有効 に活用で きるツール になる もの と期

待す る。
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ただ し,本 データベ ースの理想像 は画像 データ等を含む マル チメディアデータベースであ り,

将来にわたって これを指 向 して行 く予定であるが,当 面の課題 と しては以下の ような ものが あ

る。

(1)マ ニ ュアルの整備 と検 索 ソフ トの改良

本データベースを利用 して 目的 とす るデータを的確 に検索す るには,本 データベ ースに ど

の ようなデータが収録 されているのか にっいて,あ らか じめ予備知識を得てお く必要があ る。

本データベースの利用 者は当面,当 研究所の事故調査の関係者及 び事故分析を担 当す る研究

者であ り,こ のよ うな配慮 はあま り必要ない もの と考 えるが,最 終的 には,検 索 した い要求

に対 して適切なア ドバ イスを与え るような検索 支援スタ ックを,HyperCard上 に用意 したい

と考えて いる。 また,今 回開発 した システムに多少 の改良を加え ることによ り,ど の項 目が

どの位使われたか,と い うよ うなデ ータベ ースの統計情報が とれ るようになるため,将 来の

調査項 目の選定 や課金情報 などに利用 したいと考 えている。

(2)画 像のデータベ ース化

事故調査データの うち事故車両や事故現場の写真 も重要な情報源であ り,こ れ らにつ いて

もデータベース化を図 る必要があ る。 これ ら画像 の処理やデー タベース化 については現在技

術開発が急 ピッチで進 め られてい る最中であ り,か な り流動的な段階であるが,現 時点で は,

図5-4に 示す よ うな,フ ォ トCDを 入力手段 として,Macintoshに 画像データベースを構

築す る方法が実現の可能性が高い妥 当な方法で あると思われ,で きるだけ早期 に試行 したい

と考えている。

(3)交 通事故再現 シ ミュ レー ションソフ トとの結合

当研究所 では,事 故調査や分析を支援す る手段 の一つ と して,衝 突前後の車 の挙動や タイ

ヤの軌跡を推定で きる シ ミュ レー シ ョンソフ トを独 自に開発 している。 この ソフ トは大型 コ

ンピュータで開発 され ているが,近 々にワー クステー ションやMacintoshに 移植す る予定 で

あ り,そ の時点で本デ ータベース との結合を図 りたいと考え る。
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6.楽 器 デ ー タ ベ ー ス の 構 築

6.1目 的

この数十 年の間に,わ れわれが接す る音 楽は地域的及び時代的 に拡大す る傾向を見せて きた。

民族音 楽学 の調査,研 究の進展 とともに世 界各地の民族音楽が紹介 され,一 般に も民族音楽の

℃Dや ビデオテープ等が数多 く流通 し,そ れを専 門家で はない人達 まで もが聞いて楽 しむ よ う

になった。ポ ピュラー音楽の世界で は昔か ら民族音楽の要素を取 り入 れた ジャ ンルを次 々 と生

み出 して きたが,1980年 代か らは民族音楽をい っそう積極的 に取 り入 れたポ ップスの総称で あ

る 「ワール ドミュー ジック」が隆盛 し今 日に至 っている。

時代的な拡大の傾 向 も顕著であ る。西欧芸術音楽 において は1960年 代後半か ら中世,ル ネサ

ンス,バ ロ ック等の音 楽を当時の楽器 と演奏習慣 をふまえ た上で生 きた音 楽演奏 と して再現 し

よ うとす る動 きが起 こり,専 門家だけでな く一般 に もこうした音楽の愛 好者が非常 に増加 した。

また,こ れ以降 古い時代の音楽の演奏 にお いては,当 時 のオ リジナル楽器を用 いるのが一般

的にな り,古 楽器の復 興が盛ん に行われるよ うにな った。 これ と似た動 きは日本の雅楽 におい

て も見 られ,古 代の楽器を復元す ることによって,長 らく演奏 され ることのなか った古典を再

現す るとい う試みが行われている。

研究 され,演 奏 され,耳 にす る音楽が地域的,時 代的に拡大す るにっれて,お びただ しい種

類の民族楽器 や古楽器,及 びそれを扱 った資料 と接す る機会が増えて きた。音 楽や文化人類学

の研究者,学 生は もちろん,音 楽資料や楽器 に関す る資料 を扱 う図書館及 び博物館,教 師,マ

スコ ミ関係者 等々,更 には一般の音楽愛好者に とって も,楽 器に関す る情報の必要性 は高 くな

ってきた。

ところが,楽 器の情報 には混乱が生 じやす く,こ の分野特有の入 り組 み方 を して いる場合が

多 い。同一ない しは同様 の楽器が民族 や国,時 代 によってさまざまな名称で呼ばれ,逆 に,同

一 の名称が複数の異な る楽器 に用い られた り
,時 代によ って別の楽器を指す ことも少 な くない

か らで ある。別称の多 い ことも混乱 を助長す る。また,民 族楽器の場 合に は演奏者が その とき

の条件や 目的 に合わせて楽器 を作 ることが多 いため個体差が大 き く,楽 器の類別 や定義 に混乱

が 生 じる ことも珍 しくない。

楽器 データベ ースはそ う した状況 と事情 をふ まえ,さ まざまな楽器 に関す る情報 を整理 し,

それをで きるだ け調べやす く,分 か りやすい形で提供す ることを 目的 として計画 された。 その

ために,次 の二つの基本方針を設定 しデータベ ースの構築作業を行 うことと した。

(1)楽 器 に関す る総合的な情報ではな く,簡 潔でその場で役 立っ情報 を次 の2通 りの手段によ
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って提供す る。

・楽器の特徴,イ メー ジが手短かにつ かめる解説

・専門家及び図書館用の楽器分類番号

② 更 に詳 しい情報 のあ りかを調べ るための二次資料 と しての機能を もたせ る。そのために,

まず 出典別の楽器情報を収集 し,そ れ に基づいて データを作成 し,そ こに出典 と記載ペー ジ

を表示する。

6.2実 施 概 要

6.2.1出 典別楽器 データの入力

このデータベースの目的の一つ として楽器に関す る二次情報,つ ま りある楽器の情報が記

載 されている資料 にっ いての情報を提供す ることが ある。 そのため,ま ず最初 に楽器 にっ い

てめ基礎資料,即 ち下記 に示す,現 在市販 されてい る日本語の文献 と英語の代表的な文献,

及 び楽器分類表を対象に,出 典別楽器データの収集 ・入力作業を行 った。

◆ 文献

① 大阪音楽大学 附属楽器博物館 目録 豊中:大 阪音楽大学,1984

② 音楽大事典 東京:平 凡社,1981-1983

③ 楽器資料集IV～X東 京:国 立音楽大学楽器学 資料館,1984-1992

④ 楽器の博物誌 東京:朝 日新聞社,1986

⑤ 黒沢隆朝著 図解世界楽器大事典 東京:雄 山閣,1972

⑥ 郡司すみ著 世界楽器入門 東京:朝 日新 聞社,1989

⑦ 佐竹悦子編 中南米の楽器(非 売品)

⑧ 柴 田南雄著 楽器への招待 東京:新 潮社,1983

⑨ シル ク ・ロー ドの楽器 と芸能 具展 楽器 東京:国 立劇場,1989

⑩ ダイヤグラム グループ編 楽器 東京:マ ール社,1992

⑪ 東京芸術大学音 楽学部小泉文夫記念資料室所蔵楽器 目録 東京:藝 術研究振興財団,

1987

⑫ 日本音楽大 事典 東京:平 凡社,1989

⑬ マ ンロウ著 柿木吾郎訳 中世:ル ネサ ンスの楽器 東京:音 楽之友社,1979

⑭ 民族音楽大集成 解説書 東京:キ ング レコー ド,1981

⑮ ソケテ ィア著 龍村あや子訳 アフ リカの音楽 東京:晶 文社,1989

⑯CollectionofMusicallnstruments.Tokyo:KunitachiCollegeofMusic
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ResearchInstitute,1986

⑰Marcuse,Sibyl.Musicallnstruments:AComprehensiveDictionary.NewYork:

W.W.Norton,1975

⑱NewGroveDictionaryofMusicandMusicians,AppendixA.London:Macmillan,

1980

⑲NewGroveDictionaryofMusicallnstruments.London:Macmillan,1984

◆ 楽 器 分 類 表

(a)ホ ル ンボ ステ ル,ザ ックス著 岸 辺 成雄 訳 ・増 補 楽 器 分類 表(平 凡 社 音 楽 大 事典

第2巻 「楽 器 学 」 よ り)

(b)AV/MARC分 類 表 東 京:ダ イ ン メデ ィア サ ー ビス,1990(非 売 品)

作 業 は,各 々 の資 料 を調 査 しそ こに掲 載 され て い る楽 器 名 とそ れ に関 す る情 報 を 抽 出 し

入 力 す る とい う方 法 に よ り行 わ れ た。 二 次 情 報 の 基 礎 デ ー タ と して用 い る情 報 は,原 典 に

あ るそ の ま ま の形 で収 集 され な けれ ば な らな い。 そ の点 及 び作 業 の 円滑 さを考 慮 し,第 一

段 階 と して の 出典 別 楽器 デ ー タ は各 々 の資 料 の 特 性 に合 わせ た 形 式 で入 力 した。

6.2.2出 典別楽器 データの総合化

(1)出 典別データの編 集

次 に,出 典 別楽器データを総合化す るための準備作業 として,各 出典のデ ータを共通の

データベー スソフ トに読み込 むために次のよ うにフィール ド(項 目)分 けを行 った。

・楽器名

・異称

・HS項 目,AVMC項 目(い ずれ も楽器分類表の場合)

・楽器のタイプ ・属を示す名称

・民族 ・地域 ・時代

・用途

・備考

・記載箇所(番 号/頁)

・HS番 号 ,AVMC番 号(い ずれ も楽器分類表の場合)

・参照楽器名

フィール ド分 けにお いて情報が長す ぎる場合 には,略 語の使用,及 び数詞 のアラ ビア数字

化,重 要性の低 い部分 の削除等 の手段 により,各 項 目をフィール ドの制限文字数 の範囲内に

縮小 させ た。 タイ プ名 につ いては,同 類の楽器を まとめて配列す る目的で使用 す るため,修
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飾語 が前 にあ る場合 にはそ の多 くを 倒置 形 に変更 した。(例:smallkettledrmr→

kettledrum,small)

また,こ の段階で次の総合化用 フ ィール ドを追加 した。

◇ レコー ドの配列のため に用 い るフィール ド

(カナsort,ア ル フ ァベ ッ トsort,統 一名sort)

◇ レコー ドの特定化 のための コー ド(ア イテムcode)

◇ 情報の出典 を示す フィール ド(コ レクシ ョン名)

◇ 楽器分類番号(HS番 号,AVMC番 号)

※基礎 カー ド出力までの過程 においては,整 理用データベ ースの ファイル区分,及 び同類

の楽器 の レコー ドをまとあ るため に使用 された(た だ し,こ の段階では大 まかな観点で

付与 された)

② 整理用データベ ース(総 合化 フ ァイル)の 作成

29フ ィール ドのデータベースを設定 し,前 項の編集が完了 した出典別楽器デー タを順次

読 み込 み,最 終的に,33,865レ コー ドか らなる整理用 データベー スを作成 した。

6.2.3登 録用テキス トフ ァイルの作成

(1)整 理用デ ータベ ースのデータの整理

楽器 データベースのデータ作成の よりどころとす る基礎 カー ドを 出力す るために,出 典

別データの総合化によ って構築 した整理用データベースのデータの整理 ・編集 を以下 の手

順で行 った。

(a)既 に大まか に付与 されて いる楽器分類番号(rHS番 号」 と 「AVMC番 号」)を,

同類の楽器を集め ることが可能 な程度 のけた数まで精度 を高めた。

(b)こ れか ら後 の作業 には不要 な フィール ドを削除 し,フ ィール ド数を20に 絞 り込ん だ。

(c)基 礎 カー ドによるデータ作成作業を容易にす るために,(a)で 付与 した楽器分 類番号 を

用いておおむね近い分類番号を もっ楽器を まとめ,同 類の楽器の レコー ドを グル ー ピン

グ して抽出 した。 この段階で,デ ー タベースのデータ作成 には不要な レコー ドは抽 出か

ら除外 した。

(d)レ コー ドのデータをCSV形 式か ら改行区切 り形式 に変換 し,各 フィール ドの先頭 に

その フィール ド名を付加 した。

(2)基 礎データのカー ド出力

上記の整理 ・編集がな されたデ ータか ら基礎 カー ド約33,500枚 をプ リン トアウ トし,配

列 した。
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(3)デ ータの編集 ・作成

基礎 カー ドを もとに して,直 接パ ソコンに入力す る方法でデ ータベースのデータを作成

した。基礎 カー ドの出典名 は 「記載資料 」 として記録 され,事 典以外の場 合にはその記載

箇所(記 載ペ ー ジ)も 付記 され た。複数の基礎 カー ドが1デ ータに集約 され ることが通例

であ るが,そ の場合 には1デ ータに出典名が複数列記 された。 出典別楽器デ ータの対象 と

しなか った資料 を参考 と して用 いた場合 には,そ れ も記載資料 として記録 した。

1デ ータを作成 する単位 につ いて は次の基準に従 った。

◆ タイ プを表す 名称/総 称 的な名称

◇ 通常 は楽器 群の単位の名称 に対 して作成す る。

◆ 個別楽器名

◇ 通常,同 一 種類の楽器 の単位で作成 される。

・同一種類の楽器 に対す る別称等 は共通のデータに表示 し,そ れに対 して独立 したデ

ータは作成 しない。

◇ 同一種類の楽器であ るが別 の側面や性格,背 景を もっ ものが独特 の名称 で呼ばれ る

場合 には,そ れに対 して独立 したデータを作成する。

「解説」の作成 に当た って は,こ のデータベ ースの意図す る目的か ら,で きる限 り1～2

行でその楽器の イメー ジがわ くよ うな説 明を心がけた。類似異種の楽器があ る場合 には相違

が分か るよ うに,よ り詳 しい解説を行 った。 「解説」の作成 において は,基 礎 カー ドととも

に下記 の資料 を,こ の優先順序で参考 と して使用 した。

①NewGroveDictionaryofMusica11nstruments.London:Macmillan,1984

②Marcuse,Sibyl.MusicalInstruments:AComprehensiveDictionary.NewYork:

WLW.Norton,1975

③ その他の参考資料

短い 「解説 」によ ってその楽器 を表現で きる場合には,「 地域 ・民族 ・時代」や 「材質 ・

素材」,「用途 」の項 目に関す る内容 も 「解説」の中に含めた。逆 に,「 解説」が長あになる

場合 には,そ の他 の項 目名 も用 いて記録 した。

多数の基礎カー ドを集約 して作成 され たデー タの実例を図6-1に 示す。

今回の委託事業の期 間内には,約3,500枚 の基礎カー ドを処理 し,約1,000件 のデータを

作成 した。 当初 は,非 統制楽器名 データを独立 したデータと して登録す る予定だ ったが,検

索機能への考慮か らそれを本データに別称 と して表示 し,そ のデ ータの索引 として登録す る

方法 に変更 したので,デ ータの登 録件数 は予定 よりも少 な くな った。 しか し,処 理 した基礎

データの件数 は計画 どお りであ る。
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作成 されたデータは文書 型データベース ソフ トに読み込 むた めに,テ キス トファイルの形

式で登録 された。

SHONo.35

SHONo.34

カナsort んシヨン

アルファsort lusheng

統 一 名s。rt シDル
アイテムCODE 05061190

楽 器 名:芦 笙(⇔ ヨン)'

漢字形:芦 笙

欧語形 |usheng

別称 ×

資料内分類 気鳴楽器…自由葦笛属
資料 内ジ⇔`
]レク狛 ン名 阪音大楽博館.
該当箇所 101

地 域 ・民 族:中 国 苗(ミ剛 族(中 国南部か ら東南アジア北部山地}
材 質 ・素材:竹 管〆木鞄6管

SHONo.33

SHONo.32
一

SHONo.24 1
一 集

SHONo.19 基

SHONo.18

.カ,50rt oショウ

ア匹ファsort

統一名馳rt ショウo

アイテ`CODE 08003039

楽器名 萱笙
漠字形 薩笙
欧語形
別称
資料内分類
資料内シ㌔W
コけション名 世界楽器入門
該当箇所 217

地域 ・民族
_F

材質 ・素材

用途: 一

備考:
SH番 号:422.32 一

SH項 目:
ρ開C番 号:?68.82 一

n岨c項 目:

1デ ータに

集約される

基礎カー ド

↓

上の基礎 カードを集約 して作成 さ

れた楽 器データベ ースのデ ータ

楽器名

解説

別称

材質 ・素材

用途

HS番 号

AUMC番 号
LC番号

{記 載資料 〕

:匿 笙/芦 笙O・]■ り(日 本 語)/島 一シヨ)lu{e2}she{e5}ng〆lushe〔lg/

lu-sheng(中 国 語 ・漢 族}

:猛 襲/芦 笙?)シ ョウ(日 本 語}/Vvエ ン(中 国言吾);kaengケ ーンOl語):

梗gaen9/geng(三 ト万態/ト ン族/ス イ族);哩 斗gadou(ミ 日 族);

嗅 茶gajie口 口 族}

:東 南 アジ'、 中国 南 西 部(ミ 紡 族 〆情 族 小ン族 ・'タワ:'族/イ族)で 用 い られ

る マウス・れ ガ ン。細 長 い木 製 の気 室 に 竹管 が 差 し 込 まれ てい る
→ ヶーン(1)→ 《月董 笙 →額 医籍 を 参 照

:竹 管(通 常6)/木 製の 気室/金 属 製 の り一ド

:独 奏/合 奏 ・舞 踊 の 伴奏 。野 外 で の 芦 笙 舞(種 々 の祭 で芦 笙 を吹 き

な が ら踊 る)、 若 い 男女 の 交流 、葬 儀 な ど で重 要な 役 割 を果 た す

:412,132

:768.82

大 阪 音楽 大 学 附 属 楽 器 博 物 館 目 口

音 楽 大事 典 平 凡 社

楽 器 資料 集W国 立 音 楽 大 学 楽 器 学 資 料 館996

楽 器 の 博 物誌 朝 日新 聞 社49-51.88、12T

郡 司 す み 世界 楽 器 入 門217
ys・タ・D－ド の 楽器 と芸 能 具 展 楽 器94

中 国 少 数 民 族楽 器 志 中 央 民 族 学 院 少 数 民 族 文 学 芸 術 研 究 所13e

民 族 音 楽 大 集成 解 説 書 ‡ンゲ ロード133

CollectienorMusicallrestruments.KunitachiCo|legeofnusicRθSearch

lnstitute93.94

NewGroveDictionarりofnUSicandMtＬsicians.Append}xA

NewG「oveD;ctionaryofnu5ica|1n5t》'ument5

図6-1 基礎 カー ドをもとに した楽器データベースのデータの作成

6.2.4 楽器 データベースへ の登録

作成されたテキ ス トファイルを文書 データベー ス ソフ トに読み込 み,更 に表題及 び索引

(キーワー ド)の 登録を行 った上で,最 終的に楽器デ ータベー スのデータ と して登録 した。
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6.2.5図 像資料の試験登録

今回の構築作業 においては,試 験 的に下記の楽器 に関す る図像資料 の登 録を各1点 ずつ行

った。

◇ 楽器 の写真

◇ 楽器 を演奏 してい る写真

◇ 歴史 的な文献 に見 られ る楽器の 図

6.3デ ー タ の 仕 様

6.3.1デ ータの実例及 び各部分の名 称

「楽器名 」等

(「漢字形 」

も含む)

己

項目名

見出語 ・楽 器名に表示され搬 名称君羊の最初の表記

楽器名称群(各 ア ンダーライ ン部分)〈 をも見 よ形 〉参照

別称等

(「漢字形 」

も含む)

楽器名

欧語形

別称

解説

HS番号

AVMC番 号

LC番 号

[記載資料]

事典よ り)

楽器 マ刊社 .

呼子 ヨプコ/ヨピコ

whistleホ イッスル

呼子 の笛 ヨグコノブエ

ホルンボ ステル、ザ ックス著 ・岸 辺 成 雄 訳 ・増 補

14,18,20,265,279

人 を 呼 ぶ 合 図 に 吹 き鳴 らす 小 さ い笛

421.221;421.221.4;421.222

768.35;768.37;768.38

楽 器 分 類 学 分 類 表

→沌 スILを参照

(平凡社 音楽大

図6-2デ ータの部分の名称

6.3.2デ ータ項 目

楽器データベ ースの データは次 の項 目か ら構成 されてい る。ただ し,各 データにおいて必

ず しもすべての項 目が入力 され るわけではない。

◇ 「楽器名 」等

楽器名,漢 字形,欧 話方,別 称

◇ 「解説」等
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解説,地 域 ・民族 ・時代,材 質 ・素材,用 途,備 考

◇ 楽器分類番号

HS番 号,AVMC番 号

◇ 記載資料

記載資料

6.3.3他 の楽器名称 との関係の表示

下記①②の楽器 データベース構築 の 目的及び条件 による制約か ら,こ のデータベ ースにお

いては,楽 器名称 の等価関係及び連 想関係,階 層 関係の厳密な整理は行われていない。

① このデータベースが 目的 と して いるのは,概 念で はな く,実 際の物(楽 器)と 呼び名 の

整理である。

② 多数の言語にわた る名称を一つのデータベ ースにおいて取 り扱 う必要があ る。

(概念の整理をす るシソーラスは,基 本 的に一つの言語 の範囲で作成され る。)

したが って,各 デー タにおいて他の楽器名称 との関係 を可能 な範囲で表示 されて いるが,

それはシソーラスの ような厳密性 を もたない。

6.3.4デ ータの表題及び索引の登録

データの表題 と索引(キ ーワー ド)に っいて は以下の基準 に従 って登録 された。

表題 「楽器名」に表示されている楽器名称群全体

索引 ① 「楽器名」等に表示されているすべての楽器名称の表記

② 〈をも見よ〉参照に表示されている見出語

③rHS番 号」,「AVMC番 号」に表示 されてい る個 々の分類番号

(例)6.3.1の デー タの表題及 び索引登録 の実例

呼 子/ヨ ブコ*/ヨピコ/ホイヲスル/whistle/呼 子 の笛/ヨ ブコノブエ

ホイ ッスル[た だ し① に同一の ものが あるので登録を省略す る]

421.221*/421.221.4/421.222/768.35/768.37/768.38

(注)*の 索 引は他の索引 の前方一致で検索 され るので索 引入力 した と して も

登録 の際に削除 される。
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6.4シ ス テ ム 構 成

(1)機 器構成

◇ パ ー ソナル コンピュー タNECPC-9801RA

◇ ハー ドデ ィス ク

◇ デ ィスプ レイ

◇ プ リンタ

(2)ソ フ トウェア構成

◇ 基本 ソフ トウェア

◇ 日本語入力 システム

◇ データベ ースソフ トウェア・・

MS-DOSDVer.3.30

ATOK72)

・… …知 子 の 情 報3)Ver
.4

6.5デ ー タ ベ ー ス の 機 能

6.5.1使 用するデータベースソフ ト

楽器データベースの構築を計画す るに当た って,当 面 は市販のデータベースソフ トを使用

し,パ ソコ ン単体で運用で きるデータベ ースを構築す るという基本方針 を設定 し,ソ フ トの

選定を行 った。その結果,次 の理 由か らこのデータベースには文書データベースソフ ト 「知

子 の情報」3)を 用い ることと した。

◇ 検索機能が充実 している。

◇ データの情報量の差 に柔軟 に対応で きる。.

◇MS-DOSの 「ユーザ定義文字」による全角外字を使用で きる。

◇ 扱 え るデータ数 と容量 が楽器 データベースの構築 に適 して いる。

◇MS-DOSの テキス トファイルの読み込みが容易であ る。

◇ 値段が安価で あ り,デ ータベ ースを普及 させやす い。

楽器 データベ ースにおいては,文 書デ ータベ ース ソフ ト 「知子の情報 」をその ままの形で

用い る。 したが って,以 下に説明す るデ ータベ ースの機能 は,す べて この ソフ トが本来有 し

てい る機能 の一部 を楽器デー タベースに適用 した ものである。

1)MS -DOSは 米 国マイクロソフ ト社の登録 商標で ある
。

2)ATOK7は 株式会社 ジャス トシステムの登録 商標で ある
。

3)知 子 の情報 は有限会社 テグ レッ ト技術開発の登録 商標であ る
。
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6.5.2検 索機 能

(1)検 索の種類

検索の種類 と機能を表6-1に 示す。

表6-1検 索の種類 と機能

検索の

種 類

検 索 対 象
検索方法

半角大/小 文字の区別を

するかどうかの切り換え
拡 張 検 索

索引 表題 本文

高速検索 ○ 前方一致

普通検索 ○ ○ 任意一致 可 能 可 能

全文検索 ○ ○ ○ 任意一致 可 能
可能だが時間が

かかる

② 検索対象データの指定方法

検索対象デー タの指定方法 を図6-3に 示す。

最初は必ず全データ検索

A全 データ検索

B絞 り込み検索

[三]"

※Aの 検索 の該当デー タが1件

の場合 は不可

図6-3検 索対象 データの指定方法

(3)論 理演算

論理演算機能を表6-2に 示す。優先索引の指定 をす ると○ が,否 定索引を指定す る と×

が検索索 引の行の左端 に表示 され る。

表6-2優 先索引,非 優先索引,否 定索 引

指定の種類 記号 指定方法 説 明

①優先索引 ○ [f・2]/ ◇必ず含まれていなければならない索引。

[TAB] ★ これを指定す ると検索が早 くなる。

②非優先索引 な し ◇その中の一部が含 まれていればよい とい う索 引。
・一つの場合→優先索引 と同等にな る

・二つ以上の場合→検索開始直前に 「非優先索引

との一致数」(その うち幾つかが含 まれていれば

よいか)を 指定

③否定索引 × [f・3]/ ◇ その索引が含 まれていないデータを検索 す るとい

[s由FT] う指 定 。

+[TAB] ★ これを指定す ると検索が遅 くなる。① と一緒 に

使 うと検索時間が短 くな る。(ただ し,① と③で

は③ の方が検索時に優先 され る。)
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6.5.3登 録機 能.

「知子の情報」は直接 データを入 力 して登録 す ること もで きるが,楽 器データベ ースの構

築において は通常,別 に入力 したデー タをテキス トファイル形式で保存 し,そ れ を 「知子の

情報」に読 み込んで登録す るとい う方法を用 いた。

6.6デ ー タ ベ ー ス の 評 価 と 今 後 の 課 題

6.6.1デ ータベースの評価

今回の作業において は,ほ ぼ計画 に沿 ったデータベースを構築す ることがで きた と思われ

る。ただ し,普 及 を図れる程度のデータ件数にできるだ け早期 に到達す るために,で きるだ

け計画 よ りも多 くのデータ作成 ・登録 を行 うことをめざ していたが,準 備作業 としての 出典

別楽器 データの収集 ・入力の件数が,予 定 をはるかに上回 ったため,そ れ に予定以上の労力

を注 ぐことがで きなか った。

当初 は,非 統制楽器名データを独立 したデータと して登録す る予定だ ったが,検 索機能へ

の考 慮か らそれを本 データに別称 として表示 し,そ のデータの索 引 として登録す方法に変更

したので,デ ータの登録件数 は予定 よ りも少な くなった。 しか し,処 理 した基礎 データの件

数 は計画 どお りであ る。

内容及 び特性,機 能 に関 して は,楽 器 データベースは次を 目標 として構築 された。

① 現在一般 に使用 されている楽器だけでな く,民 族 楽器 古楽器,電 子楽器を含むあ らゆ

る楽器を対象 とす る。

② 非統制楽器名 データによ り,日 本で知 られている自然語の楽器名 のあ らゆる形か らの検

索を可能 とす る。

③ 基本 的に シソーラスの形 を念頭 に作成 し,楽 器名の階層的な関係を知 ることがで きるよ

うにす る。

④ 研 究者用の分類番号 と図書館用 の分類番号 の両方を付与 し,種 々の分野 で活用で きるも

の とす る。

構築 した データベースは,上 記の 目標 をおおむね実現 してい ると思 われる。ただ し,③ の

楽器名の階層関係 については十分な形で表現す ることがで きなか った。即 ち,英 語の文献に

のみある楽器名称が予想以上 に多か った とい う事情か ら,す べて 日本語表記 にす る予定だ っ

た見出語 を多言語 にせ ざるを得ず,技 術的に シソーラスの形の まとめ方が難 しくな ったか ら

であ る。 そ こで,結 果的 にシソーラスを念頭 においた辞書 形式 に落 ち着 いた。
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6.6.2今 後の課題

(1)早 急 に取 り組むべ き課題.

a)基 本デ一夕二次分 のテキ ス トの追加

b)オ フライ ン形態のデータの普及

(2)長 期的な展望 による課題

a)ビ ジュアルな部分 の強化

b)オ ンライ ン化,CD-ROM化,マ ルチメディア化
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人体 計測 データベ ースの構 築

 

7
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τ 人 体計 測 デー タベー スの構築

7.1総 論

7.1.1緒 言

従来 の技術 開発 は,生 産体制 の合理化 ・高効率化を 目的 としたため,人 間工学的視点が欠

如 した立場 で生産が進め られて きた。 しか し現在,経 済を始 め とす る情勢が変化 し 「量 よ り

質」 「ゆ とりと豊か さ」が求め られ る時代 に入 り,製 品設計には使用す る人間の特性 に基づ

いた製 品設計が必要 とな りっつ ある。 しか し,こ れ らの人間特性 データの蓄積 は極 めて少 な

く,蓄 積 形態 も利用を検討す る際古 いデータであ った り,汎 用性が なか った りす ることが多

い。

当セ ンターは,人 間特性 の中でまず形態特性 に関す るデータベ ース作成を現在行 っている。

これ らを各企業 に提供す ることで,安 全性 ・快適性 ・効率性 ・健康性 を指向す る製品を実現

で きると考え る。

7.1.2本 データベースの構成

(1)採 寸データベ ース

採 寸データベ ースは本 データベ ース群 の中核をな し,採 寸 データベースには1人 にっ き

178項 目の人体の特徴的な部位間の距離情報であるサイズデータ及 び計測地方,計 測 時の

年齢,性 別等 の各個人の属性が数万人の規模で収め られ る。デー タベースの構造,機 能 は

7.3.3で 述べ る。

② 統 計デ ータベ ース

統 計デ ータベ ースは,採 寸 データベ ースを もとに,各 種の属性(年 齢,性 別等)で きり

分けたデー タの統計 内容を収 め るデータベースである。178項 目のデ ータすべ てに対 して

年齢,性 別等の属性 による分類 を行 い,平 均,標 準偏差等の統 計処理を施 し,結 果を統 計

デー タベースに収納す る。 データベ ース構造,機 能 を7.3.4で 述べ る。

(3)デ ー タベース システム

図7-1に データベース システムの概略を示す。複数台のパ ソコ ンとホス トコンピュー

タであ るワー クステーシ ョンを,イ ーサーネ ッ ト通信回路で連結 した構成であ る。パ ソコ

ンはワークステー ションをア クセスす る端末であ ると同時 に,デ ータを分散処理す る使命

を帯 びて いる。

本 デ ータベース群が構成 され るまでの過程 を図7-2に よって説明を加える。 キャラバ
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ンバスか ら当セ ンターに送付 され るデー タ

は手計測データ,ス ライディングゲー ジデ

ータ,三 次元計測画像データの3種 類であ

る。手計測データはキ ーパ ンチ ャーを介 し

てフロッピーに収録 され る。画像データ と

フロッピーに収 め られたスライデ ィ ングゲ
光磁気

一 ジ及 び 手計測 データは一旦パ ソコンに テ㌫ ス
トク

チ ェ ン ジ ャ ー

て個人単位で編集 され る。その後画像デー

外部記憶装置
夕から特徴点間距離を算出するポインティ

・CD-ROト1

ング作 業へ と移 行す る。 ポイ ンテ ィ ング作'8mmテ ープ
・HD

業によ り得 られたサイズデータ及 び,特 徴

点の座標 は再度編集作 業を通 り光 デ ィスク

に収納 され る。

以上 の作業を「パ ソコン前処理 システム」

と名付 け7.2.1で 簡単 に説 明す る。前処理

で得 られた178項 目の数値データはイーサ

システムーネ ッ ト回線 によ りパ ソコンか らワークス

テーシ ョンに転送 されデータベ ース化 され

る。

ワ ー ク

ス テ ー シ ョ ン

クラィアン`1

パ ソ コ ン

クライアン

バ ソ コ ン

図7-1デ ー タ ベ ー ス シス テム

デ ー タ フ ロ ー

光磁気

イスク

光 磁 気
'
イス ク

光磁気

イスク

7.1.3人 体計測項 目と体制

本 データベ ース構築のための人体計測 は計

測機器を登載 した2台 のキャラバ ンバ スで行

われている。バ スは2年 の歳月をか けて全国

を巡回す る。各地 の通商産業検査所 の協力を

得て被計測者を集 め,被 服,人 間工学等 に関

係す る分野を専 門 とす る先生方が計測 を行 う。

被計測者 は小学生以上 のすべての年 齢層 の男

女を対象に してい る。以下にそれぞれの計測

方法を述べる。

(1)手 計測

三次元計測器 による計測が不向 きな項 目

パ

ソ

コ
ン

W

S
年齢 ∋

∧ttノア

〔
Φ
:
:
手計測 手書き

データ

◎ スライド

夕 闇 ジ

数埴
一夕

o iバ問 測

iス

入力
キーパンチ 憧生データ

変換プoグ ラ手計測テー〉
画箆チータ

ポインアィンク
処'ま

画稔測長処穆

チ ータ

マーク但置 ●刷`寸 データ

各種データ垢集

転送処理 管理用
チータ

. 信.・

就:f処 理 一夕圧
採寸D B

1条食処

寸テー9

z地 方

× 色刷

年鯵主

八ttノヲ

統計DB
旺鵯 ■冑デ'夕

彦 地方

× 性別

u計 ア一夕

接索処」霊

本
階層別
一

7

居居8`

ぱ計デー,

⊂ ⊃8檀 ・一・

o舗 処理

ユ ーザ

図7-2デ ー タ ベ ー ス構築 課 程
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の計測を7種 類 のマルチ ン計測器等を用いて直接計測を行 ってお りこれ らを手計測 と呼ぶ。

計測項 目は65項 目である。

(2)三 次元計測器

測定原理 を図7-3に 示す。照明 ・撮像

系の構成 は,よ く知 られている光切断法 の

構成 と同 じであ り,測 定対象 の斜 め上方か

らス リッ ト光を測定対象の表面全体 にわた

って回転走査 し,こ れを直上 か らテ レビカ

メラで撮像す る。実際の装置で は測定精度

を保証す るためのパ ースペ クテ ィブ歪 の補

正を行 った り,測 定の死角を少な くす るた

めに,測 定対象 を左右両側か ら走査 し効領

域同士を貼 り合 わせて最終的な形状データ

としてい る。 これ らの装置を用 いて,顔,

手,体 幹立位,体 幹座位の形状計測を行 っ

ている。

(3)ス ライデ ィ ングスケール

c口

裂

テ レ ビ

カ メ ラ 投 光角 度
θ

ス リ ッ ト光 源

(形 状 演 算 式}

f(x,y)=zo-(xo-x)×

tanθ(x,y}

(x,y

Ox

図7-3三 次元計測器測定原理

スライデ ィ ングスケールは,体 幹 を触診 しなければ正確な計測がで きな い部位や,適 当

な圧力をか けて計 る必要があ る部位 を,パ ソコンを介 した りンクアームとプ レー トで接触

させて計測す る。計測項 目は12項 目である。'

以上の3種 類 に加え,上 記の計測項 目よ り計算で求め る15項 目があ る。

7.2パ ソ コ ン を 用 い た デ ー タ 前 処 理 シ ス テム

7.2.1前 処理 システム基本仕様

キ ャラバ ンバ スか ら送 られて来 るデータは,ワ ークステーシ ョン上のデ ータベー スに登録

されるまでに,さ まざまな加工処理 を施す必要が あるが,こ れ らすべての処理を ワークステ

ー シ ョンで行 うに は負荷が高い。 そ こでパ ソコンでデータの前処理作業を行 い,負 荷の分散

を図 った。 ここで は小 さな単位を積 み上 げることで,パ ソコ ンで大 きな単位を管理す ること

を実現 してい る。

本 システム は大 き く分 けて,デ ータ編集 システム と画像計測 システムの二つの機能を もっ

てい る。それぞれ について以下に述 べ る。
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7.2.2デ ータ編集 システム

計測デ ータは1人 につ き5種 類のデ ータが

あ るが,こ れ らのデータはすべてバ ラバ ラの

デ ィス ク(メ デ ィア)に 記録 されて いる。 こ

れ らを個人 ごとにまとめて,1枚 の デ ィス ク

に整理 しデータの欠落を早期 に発見す る作業

を,編 集 システムで行 う。

図7-4に 編集 システムのデータ フローを

示す。編集 システムではバー コー ド(IDナ

ンバ ー)を キーに して,40人 単位で,バ ラバ

ラのデータを1枚 の光磁気デ ィス クに整理 し

ている。光磁気 デ ィスク1枚 で160人 分 のデ

ータが管理 できる。

'、

計測システム

函國 睡]圏sノ
↓ ↓ ↓ ↓

口[②]回 回 回
↓ ↓ ↓↓

、

:
↓ 二 ÷_。;
⑥ 一 フロッピデ ィス ク

300MB

lnB

①3次 元 計測装置デ ータ(手 ・顔画像デ ータ)

②3次 元計測装置データ(体 幹画像データ}

③ スライデ ィングゲージデータ

④ 手計測データ

⑤ 画像ポインティングデータ

(画 像計測システム で計測 され るデータ}

⑥ 編集後 のデータ

図7-4編 集 作 業 デ ー タ フ ロー

7.2.3画 像計測 システム

画像 データか らパ ソコンで特徴点間距離 を計測す る作業を,画 像計測 システムで行 う。

画像計測 システムで は,デ ィスプ レイに表示 され る画像 に対 して人体特徴点をメ ッセ ージ

に従 ってポイ ン トし,指 定 したポイ ン トの高 さや ポイ ン ト間の長 さを計測す る。画像 ポイ ン

ティ ングデータは指定 されたポイ ン トのxyz座 標の組み合わせか ら自動的 に計算 され る。

108ポ イ ン トを指定 して,84個 の画像 ポイ ンテ ィングデータを計測す る。

7.2.4パ ソ コン前処理 システムの まとめ

今回の人体計測で1人 当た りの計測デ ータ量 は,約3MBと なる。 したが って5万 人のデ

ータ総量 は,約150GBと なる。WSで も150GBを 管理す るのは難 しく,パ ソコンで は不

可能で あるが,一 度 に5万 人のデータを管理せず,5万 人のデータを分割 して管理す る方法

を用いた。

7.3採 寸,統 計 データベー スの構築

7.3.1デ ー タベ ー ス基 本仕 様

デ ー タベ ース基 本 運 用 を図7-5に 示 す。

利用 者 の ニ ー ズ に応 え るため に は,柔 軟 な デ ー タベ ース の構 築 が 必 要 と され る た め,拡 張
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性のあるUNIXワ ークステーシ ョンをサーバー とし,操 作性のよい小 回 りの きくパ ソコ ン

をクライア ン トと して構成 した。

ワー クステーシ ョンが担 う役割 はパ ソコンか ら,ネ ッ トワークを通 じ転送 された数値 デー

タを もとに採寸 データベースを構築 し,採 寸 データに統計処理を施 した結果を統計 データベ

ースに収納す ることで ある。画像 データは元 データのまま展 開で きるよ うなデー タ量の圧縮

を施 し光 磁気 ディス クオ ー トチ ェンジャーに保存す る。パ ソコンとワー クステーシ ョンとの

役割分担を明確 に し機能,コ ス ト面等 において完成度 の高 いシステムを構築 したと考え る。
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図7-5デ ー タ ベ ース基 本 運 用

7.3.2デ ー タ ベ ー ス シ ス テム概 要

デ ー タ ベ ー ス ソ フ トウ ェア概 要 を図7-6に 示 す。

本 デ ー タベ ー ス シ ス テ ム は,デ ー タベ ー スエ ンジ ンを ワー クス テ ー シ ョ ンに置 き,ネ ッ ト
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ワ「 ク上 のパ ソ コ ンか らア プ リケ ー シ ョンを走 らせ る とい った本 格 的 な分散 処 理 環 境 で の リ

レー シ ョナ ル デ ー タベ ー スで あ る。

シス テ ム設計 に お け る各種 基 本 デバ イ ス と して以 下 を選 定 した。

① デ ー タベ ー ス サ ーーバ ー機:AS4080-41,

② ネ ッ トワー ク:イ ーサ ー ネ ッ ト

③ デ ー タベ ー ス ソフ ト:INFORMIX,WINGZ,ロ 一 夕ス123

④ クライ ア ン ト:PC-98FA・ ・

'

サ ー バ ー:`ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン

OS:UNIX

lnformix-OnLineInforlnix-STAR

Inf・ormix-SQLInforlnix-ESQL/C ,
Open"「are/MotifWings

一

A
口[亟
↓ イ+ネ 。ト Ψ `

クラ イアン ト:PC98

1nformixESQL/CNET

(OS:MS-DOS)

ク ラ イ アン ト:PC98

WINGZ

WINGZ-DataLink

(OS:MS-Windows)
1-NETBIOS対 応 ボー ド

1-NETBIOS対 応 ボ ー ド

図7-6デ ー タベ ー ス ソ フ トウ ェア概 要

了.3.3採 寸データベース

採寸 データベースの機能を図7-7に 示す。

採寸 データベースは,被 験者 の属性情報,採 寸データ,計 測集団マ スタの3種 類のテー ブ

ルか ら構成 され てお り,検 索及 び統計処理の基本 テー ブル とな る。 それぞれのテ ーブル は

ID,日 付,車 番号等 をキーに して リレーシ ョナルが構成 され る。
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図7-7採 寸データベースの機能

7.3.4統 計 データベース

統計データベースの機能を図7-8に 示す。

統計データベースは分類条件データ と統計データの2種 類の テーブルで構成されてい る。

各 テーブルは利用者がデータを検索,分 類をするために行 う条件 設定 に関す る履歴,及 び検

索結果を保持 し,同 一条件 での検索をスムーズに行 うたあのテー ブルの集合である。

統計データは採寸データのIDを キー として連結 し,平 均値,中 央値,最 大値,最 小値,

標準偏差,20分 位数,ヒ ス トグラムのそれぞれの統計デー タを保持す る。検索処理 され たデ

ータは必要に応 じて,分 類条件データと統計データと リンク した形で保存,更 新 され る。
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ス

ワ ー ク シ ー ト

図7-8統 計 デ 一一夕べ ー スの 機能

7.3.5画 像 データ仕様

ユ ーザが178項 目以外の計 測値を要求 した場合,再 度画像データを呼び出 しポイ ンテ ィ ン

グ再計測を行 う必要が生 じる。画像 データはユーザニーズに柔軟 に対応で きるような形で圧

縮保存 されている。

圧縮方法は,現 在の未熟な非可逆圧縮で は,画 像データを欠落の ない情報 として残す こと

がで きないため可逆圧縮 を採用 した。画像圧縮率 は約30%で ある。

7.3.6デ ータベー スの運用

データベースの運用 を図7-9に 示す。

(1)デ ータベースサー ビス

当セ ンターは,各 利用者の要求を満たす データの検索を採寸 データベースで行 い,得 ら

れた情報をメディア にて利用者 に引 き渡す。利用者 はデータに対 して再度詳細な検索処理

や グラフの作成を行 うことがで き る。持 ち帰 ったデータをす ぐに活用す る場合 は,ア プ リ

ケーシ ョンソフ トが 当セ ンターよ り提供 され る。
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② 採寸データベース システム運用 手順

データベ ースの利用には,デ ータベースを運用す る側 での利用 と,利 用者 と しての利用

に大 き く分 かれ る。主に運用す る側 ではデー タベースを直接ア クセスす る方法が とられ,

利用者側 では,ワ ークシー トでの提供 により,情 報の扱 いやす さとデータベースの保護を

重視 した。

ア

ク

デ ー タ ベ ー ス

サ ー ビ ス 依 頼

採 寸

デ ー タ ベ ー ス

・編 集

・加 工

デ ー タ 提 供

(光 磁 気 メ デ ィ ア)

統 計

デ ー タ ベ ー ス

指定用紙

印 字

図7-9デ ー タベ ース の運 用

7.4今 後 の 課 題(ま と め)

7.4.1今 後 の課題

今後当セ ンターにて進 めてい くべ き課題 につ いて示す。

(1)三 次 元画像 のデータベース化

今 回作成 した採寸,統 計デー タベースは"人 体計測 データベース"事 業の第1ス テ ップ

であ りサイズデータのみをデータベース化 している。

当セ ンターが保有す る人体形状 に関す るデータは,そ のほとん どが画像 で表現 される形

のデ ータであ る。当セ ンターではサイズデータだけでな く,コ ンピュータ グラフィック等

の技術を用い人体モデルを動 か しなが ら人体 にフィ ッ トす る最適 な製品設 計を行 うなどの
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画像デ ータの有効利用を検討 してい る。 そのための第2ス テ ップ として,さ まざまな局面

にてユ ーザニーズを満たす画像デー タベースの構築を今後1年 間の予定 で進 め る。

② データ提供のオ ンライ ン化

ユーザに対す るサー ビス向上の ための電話回線 による外部ユ ーザ とのオ ンライ ン化及 び,

オ ンライ ン化 に伴 うセキ ュリテ ィ,プ ライバ シー保護の検討を行 う必要があ る。

(3)三 次元画像 データの高付加価値化

① 平均形状の検討

形状の平均,分 布等の技術的可能性 を検討 して いる。形状平均 手法が確立 されれば,

三次元画像 データよ り日本人の平均 形状等が算 出可能である。

② 可動域の推定

静止三次元人体情報か ら人間の骨格情報等を鑑 み,動 的な人体の可動領域 を推定す る

手法 の技術的可能性 を検討 してい る。前述 した平均形状の算 出 と併せて用い ることによ

り,コ ンピュー タ上で人体モデルを同時に見 なが ら製品の設計,評 価が可能 となる。

7.4.2ま とめ

「ゆ とりあ る豊か な生活」が求め られ る時代 に入 り,効 率 ・コス ト重視であ った製品開発

・技術開発 も転換期 を迎えている。今後 は人間生活に着 目 した技術が不可欠 とな り,開 発 は

それを受 けて展開 されて い くことで あろ う。

今回の人体形状計測 は過去 に類を見 ない規模で行われ,国 内外か ら注 目されて いる。 ここ

で得 られたデータは,JIS規 格 をつ くる ときに利用 されたり,人 にやさ しく,か つ快適な

ものを生 むための基礎資料 として使 われ ることになるであろう。

人体計測 データベースが 「人に優 しい,暮 らしを もっと快適 に」す るための製品設計 に用

い られ,衣 類 を始め家具,住 宅な どの さまざまな製品が人間本位 にっ くられ るための一助 と

な るよ うに,ま た,生 活者の満足度 の向上,ひ いては生活環境の質的向上のための一 助 とな

るよ うに祈念す る。
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8大 学 におけるデ ータベ ース利用教 育

システムの プ ロ トタイ プ作成

日外 ア ソシエーッ株 式会社





8.大 学 にお けるデー タベー ス利 用教育 システムの プ ロ トタイプ作成

8.1は じ め に

情報化社会 といわれ る今 日,コ ンピュータなどの情報処理機器の進歩 はめ ざま しく,こ れ ら

の機器を駆使 し,時 間的,空 間的制約 を越えて 自由に情報を入手 し,活 用す る,い わゆ る情報

リテ ラシーを身につける ことは,現 代人 に とって欠 くことのできない もの とな って きてい る。

こう した状況にあ って,大 学教育において も,デ ータベ ースの活用 を通 して学生 に知的創造活

動を経験 させ るばか りで な く,卒 業後 の社会活動 に も役立つ情報教育 の必要性が広 く認識 され

るよ うにな って きた。

本研究 は,昨 年度の 「大学 におけるデータベ ース利用教育 システムに関す る調査研究」 に続

き,デ ータベ ース利用教育 のための指導マニ ュアル並びに教育 システムの開発を 目指す もので

ある。

研究報告書 は,大 き く次の三つか ら構成 されてい る。

① 国内外 におけるデー タベース利用教育の実施例の紹介をす る。

② データベ ース利用教育の授業科 目と して,デ ータベ ース検索論(講 義),デ ータベ ース検

索 演習1(基 礎 コース),デ ー タベ ース検索 演習H(応 用 コース)の3科 目を半期2単 位

(15週)で 設定 し,各 々1単 元 ごとに,ね らい,内 容,進 め方,教 材,課 題を盛 り込ん だ指

導 マニ ュアル案 を提示す る。

③ 教材 ソフ トウェアの試作版 としての プロ トタイプシステムの概要 と,実 際の教育 で用 いる

システム(情 報検索用 フロ ン トエ ン ドプロセ ッサ と呼ぶ)に 必要 とされ る機能,対 象機器,

及びその操作手順 につ いて解説す る。

8.2デ ー タ ベ ー ス 利 用 教 育 の 事 例

今回の調査で は,デ ータベ ース利用教育 を行 っている大学等 を幾 つか選 び,該 当す る科 目に

っ いて シラバ スあ るいは講義要項を入 手す る とともに,担 当者に対 す る問い合 わせ を行 った。

調査 した機関 とその講座名 は,以 下の とお りであ る。

① 愛知淑徳大学 データベースア クセス法1

データベースア クセ ス法1

情報学特殊VI

② 慶応義塾大学 フ ァイナ ンス ・ワークシ ョップ
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③ 甲南大学

④ 産能短期大学

⑤ 東洋 大学

⑥Univ.oflndiana

⑦ 富士 通 ㈱

経 済 デ ー タベ ー ス

デ ー タベ ー ス概 説

情 報 検索 シス テ ム

デ ー タベ ー ス演 習(1)

デ ー タベ ー ス演 習(2)

情 報 検索 演 習

Informationstorageandretrieval

サ ー チ ャ ー入 門講 座

デ ー タベ ー ス2級 対 策 講 座

一般 に大学 におけ るデータベース利用教育科 目は
,次 の三つの タイプに分 けて考 え ることが

できる。

(a)図 書館学,情 報学な どを専攻す る学生 を対象にす るもの

(b)社 会 に出てす ぐに役立つ よ う,デ ータベースの ビジネスでの利用を中心 に教え る もの

(c)デ ータベースの利用を学 習 ・研究 にいかす ことを 目的 とする もの

(a)におけるデータベ ース利用教育科 目は,図 書館 ・情報学のカ リキ ュラムの中の科 目として

欠かせない科 目とな っているが,図 書館 ・情報学 を専攻す る学生は 日本 の大学全体 か ら考えれ

ば極めて少数であ る。 したが って,こ の科 目を受講 で きる学生の数 は限 られて いるといえよ う。

また(b)ではデー タベース検索それ 自体が学習の対 象 とな ってお り,デ ータベ ース検索によ っ

て得 た情報で何をす るのかが不鮮明である一方で,目 的意識 を最 もはっきりもて るケースで も

あ る。(c)は図書館 ・情 報学 を専攻す るので はない学生を対象に し,学 習 ・研究 の一つの,そ し

て効果的な手段 と してデータベ ースを利用す ることを教え るもので ある。残念 なが ら,(c)に 当

た る授業 はまだ実施例が少 な く,必 要性が十分 に認識 されてい るとはいいがたい。

これか らの高等教育の中での情報 リテラ シー教育 として必要なのは,情 報について専 門に学

ぶ学生以外 にも,デ 三タベース利用を含む情報処理技術一般を,各 人の学習 ・研究 と関連づ け

て教えることであ ると考え られ る。 それ は上の例 でいえば(c)のケ ースであ り,本 研究で は,こ

の(c)を更 に一般化 した形 で,デ ータベ ース利用教育 におけ る科 目のモ デルを示す。

8.3デ ー タ ベ ー ス利 用 教 育 にお け る科 目モデルの設定 と指導 マニ ュアル案

8.3.1基 本 的な考え方

ここで はデータベ ース利用教育の授業科 目と して,以 下 のよ うな一般学生を対象 とした講

義 と演習,並 びに各専門 に応 じた演習の計3科 目を半期2単 位(15週)で 設定す る ことを提
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案ず る。特 に前二っの科 目は必修 とす ることが望 ま しい。

① データベ ース検索論(講 義)

② データベース検索演習1(基 礎 コース)

③ データベース検索演習ff(応 用 コース)

データベース検索論(講 義)で は,ど うして も教員が主導権を握 ることになるが,で きる

だけ学生が"情 報"に 対 し興味を もて るように工夫 してお り,そ の ために黒板だ けを使 った

一元的な授業 は避け,ビ デオテープやCD-ROM,オ ンライ ンなどさまざまな媒体を使 っ

た授業を行 う。 またデータベース検索演習1(基 礎 コース)と データベ ース検索演習H(応

用 コース)で は,体 験学習 と学生 自 らの興味に主 眼を置 き,各 学 生に合 った教育指導(個 別

化教育)を 行 う。

指導 マニ ュアルで共通 していえ ることは,各 回でね らい,内 容を明確 に し,最 低限必要 な

知識 を与え るよ うな工夫を していることである。教材では具体的 な資料名 や ビデオテープ名,

配布 すべ き資料,OHPを 使用する際の図 ・表の名称な どを挙 げて いる。 また課題で は,学

生が興味を覚えなが ら,自 然 と資料へ到達 した り,デ ータベ ースを駆使で きるよ う工夫 して

いる。そ して検索演習における進め方で は,操 作法を中心に学生が慣れ親 しめるよ うな展開

を図 っている。
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8.3.2講 義 スケ ジュー ル

(1)デ ー タベ ー ス検 索論(講 義)

回 講 義 項 目 講 義 内 容

① 生活と情報と図書館 身近な情報から図書館の使い方まで

② 情報とは何か 情報一般にっいての理解を深める

③

④

学術情報(1)

学術情報(2)

レポー ト,卒 業論文の書き方と二次資料の

使い方を把握する

⑤ 一般情報 ビジネスに係わる周辺情報を紹介する

⑥ ビジネス情報 実務で役立つビジネス情報を身につける

⑦ データベ ースとは何か データベースの基本的な知識 を もたせ る

⑧ データベースの仕組 み データベ ース使用 の際の ポイ ン トを学ぶ

⑨ デ ー タベ ー ス のサ ー ビス 主要 なデータベ ースを理解す る

⑩

⑪

⑫

検索 のプロセス(1)

検索のプロセス(2)

検索のプロセ ス(3)

検索を始 めるに当た って必要 な知識を身に

つ け,検 索 のプ ロセスを理解 し,基 本的検

索操作をマスターす る

⑬

⑭

検索の技法(1)

検索 の技法(2)

目的に応じたデータベースの選定と効率の

良い検索手法を習得する

⑮ デ ー タベ ー スサ ー ビス の展 開 データベ ースサー ビスの将来像を学ぶ
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(2)デ ー タベ ー ス 検索 演 習1(基 礎 コー ス)

回 講 義 項 目 講 義 内 ・容

① パ ソコンの基本機能 と操作 コンピュータの仕組み と操作法 を学ぶ

② オ ンデ ィスク検索 CD-ROMデ ータベ ースを理解する

③

④

⑤

新聞記事情報(1)

新聞記事情報(2)

新聞記事情報(3)

情報検索用 フロ ン トエ ン ドプロセ ッサを使

って新聞記事 データベースを紹介 し検索手

法 を身 につ け現物 との違 いを知 る

⑥

⑦

⑧

雑誌記事情報(1)

雑誌記事情報(2)

雑誌記事情報(3)

上記検索 ソフ トを使 って雑誌記事 データベ

ースを紹 介 し検索手法を身 につけ,一 次資

料,二 次資料 との違 いを認識す る

⑨

⑩

⑪

図書情報(1)

図書情報(2)

図書情報(3)

上記検索 ソフ トを使 って図書 データベース

を紹介 し検索手法を身 につけ,現 物 と対比

し違 いを把握す る

⑫ DIALOG DIALOGの 検索手法 を理解す る

⑬

⑭

会社情報(1)

会社情報(2)

上記検索 ソフ トを使 ってDIALOGの 会

社情報 データベ ースの検索手法を学ぶ

⑮ ま とめ 検索結果の活用法と原報入手法を学ぶ
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(3)デ ー タベ ー ス検 索 演 習ll(応 用 コー ス)

回 講 義 項 目 講 義 内 容

① データベ ース検索演習nを 始

め るに当たって

コースを始め るに当た って修得 してお くべ

きことを確認す る

② 利用す るデータベー スの紹介 主題 ごとのデー タベースを理解す る

③

④

⑤

⑥

オ ンライ ン検索手法(1)

オ ンライ ン検索手法(2)

オ ンライ ン検索手法(3)

オ ンライ ン検索手法(4)

オ ンライ ンデ ータベ ースの検索手法や検索

戦略の構築法を学 び,実 例を示 しなが ら理

解を深め る

⑦ 検索例の紹介 オンラインでの検索例を読む

⑧ 検索結果の評価 検索結果の評価法を学ぶ

⑨

⑩

⑪

⑫

検索 演習(1)

検索演習(2)

検索演習(3)

検索演習(4)

各 自それ ぞれのテーマ について検索を行 う,

グループ演習 も行 う

⑬ ダウンロー ドデー タの利用 ダウンロー ドデータの利用法を学ぶ

⑭ オ ンライ ン検索サ ー ビス利用

の応用

これ まで とりあげなか ったオ ンライ ン検索

サー ビスを紹介す る

⑮ ま とめ 演習内容の総括と他検索システムの紹介

一70一



8.4プ ロ ト タ イ プ シ ス テ ム

8.4.1位 置づけ

第3章 で述べたデータベース検索演習1(基 礎 コース)及 びデータベ ース検索演習ll(応

用 コース)で はデータベ ース検索演習が含 まれてお り,演 習授業で利用 で きるデータベース

検索 のための ソフ トウェアが必要 となる。 この ソフ トウェアと して本報告書では次章 に示す

「情報検索用 フロ ン トエ ン ドプ ロセ ッサ」 を提案するが,そ れを開発す る前 に,プ ロ トタイ

プシステムを実際の授業等で用いて演習教育 の効果測定を行 い,そ の結果を情報検索用 フロ

ン トエ ン ドプ ロセ ッサの設計 にフィー ドバ ックさせ ることが ここでのね らいであ る。

8.4.2機 器 構 成

ハ ー ドウ エア

3.5イ ンチ又 は5イ ンチ フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク ドラ イ ブ付 きパ ソ コ ン。 な お,演 習 に お

い て検 索 結 果 を 印刷 す る必 要 もあ るの で,プ リンタが 装 備 され て い る こ とが 望 ま しい。

ソ フ トウ ェア

オ ペ レー テ ィ ング システ ム はMS-DOSと す る。媒 体 は,シ ス テ ム及 び トレーニ ン

グ用 デ ー タベ ース を1枚 な い し2枚 の フ ロ ッピーデ ィス クに収 め る もの とす る。

8.4.3ト レーニ ング対象 となるデータベー ス

トレーニ ング対象 とす るデータベ ースは以下の ものとす る。

①JICST科 学技術文献 ファイル

②JBCAT

③JAPAN-MARC

④WHO

⑤MAGAZINE

⑥ 朝 日新聞記事データベース

ただ し,前 述の ようにこのプ ロ トタイプ システムはフロッピーベ ースで稼働す るシステ ム

とす るために,ト レーニ ング対象 となる各 データベースファイルの一部の情報(レ コー ド)

を フロ ッピーに収 めることとす る。収 め るレコー ドの選択基準 は,デ ータベ ース演習授業 で

の プロ トタイプ システムの利用の仕方 に関連 して くるので,主 と してオ フライ ンの授業 であ

るデ ータベ ース検索演習1(基 礎 コース)の 講義内容を参考 に し,そ こでの検索例 と して適

切 と思われ る情報 を収め ること とす る。
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8.4.4シ ステムの概要

このプロ トタイプ システムは基本的には第5章 の情報検 索用 フロ ン トエ ン ドプロセ ッサ の

オ フライ ンの機能をサポー トしている。

オフライ ン機能 に限定 した理由は,教 育現場 での情報機器の状 況を考慮 した上で,な るべ

く多 くの利用者の試用を実現す るためか らであ る。

したが って,ト レーニ ング対象 となる幾つかのモデルデータベースを システムに内蔵 させ,

それぞれのデータベ ース検索 コマ ン ド体系 を模擬す る機能 を組み込む こととな る。

この システムは情報機器の利用経験 の浅 い人,デ ータベース検索を初 あて行 う人を対象 と

している。 したが ってデータベースによる情報検索の機能を単に提供す るので はな く,入 門

者が誤 りがちな操作の説 明,キ ーボー ドの説明,更 に情報検索 における補助機能 などが必要

とな る。

本プロ トタイプ システムの開始か ら終了 までの操作 の流 れを次 に示す。

操作手順:

① 開始 メニ ュー

②FDの 使 い方

システムの 目的,使 用するキーの説 明や,ヘ ル プ機能な どの説明

なお,こ こで このプロ トタイプ システ ムは練 習用 の ソフ トであ り実際の情報検索 と

操作方法 や検索で きる情報の種類 などが異な る旨のメ ッセー ジを表示する

③ データベース ファイルの選択

画面 に表示 されて いる六つのデータベ ースフ ァイルの中か ら利用す るデー タベース

フ ァイルを選択す る

④ データベ ースファイルの概要

選択 したデータベ ースファイルの概要 について説 明す る

⑤ 検索 内容

選択 したデータベースファイルの検索項 目,検 索方 法などにっ いて説明す る

⑥ こんな時に使 います

選択 したデータベ ースを利用 して どのよ うな ことがで きるのかを簡単 に説明す る

⑦ 事例検索

あ らか じめ用意 されている事例検索の開始

以下 のステ ップに従 い,キ ーワー ドや演算式を入 力す る

・キー ワー ドの入 力

・検索 結果の検討
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・論理演算(演 算式)の 入力

・検索結果の再検討

・結果の表示

・検索の終 了

・新規検索の開始

(以下,最 初のキーワー ドの入 力か ら繰 り返 し)

⑧ データベースの終了

データベース選択へ戻 る

⑨ プロ トタイプ システムの終了

プロトタイプ開始

1画面例③

画面例①

オープン画面

画面例④1

剖
画面例②

初期 メニ ュー

1

テ㌔タベニス選択 画面 FD説 明画面

1
1 2 3 4 5 6

処理選択画面 画面例⑤

画面例⑥
1

画面例⑦

2
画面例⑧

3
画面例⑨

4

概要説明画面 検索内容画面 利用 目的画面 検索画面

終了

図8-1プ ロ トタイ プ シ ステム の フ ロー チ ャー ト

ー73一



8.5今 後 開 発 す る 必 要 の あ る シ ス テ ム

ここで は,第4章 の プロ トタイプシステムの試用をふ まえ,デ ータベ ース検 索演習で実際 に

利用するシステム として今後検討す る必要 があ ると思われ る 「情報検索 フロ ン トエ ン ドプ ロセ

ッサ」について述べ る。

8.5.1位 置づけ

この情報検索用 フロン トエ ン ドプ ロセ ッサは,デ ー タベース検索演習1 ,llで の演習用 ソ

フ トウェア として利用す るものであ る。 データベ ース演習1で は前述の とお りオフライ ンで

演習を行い,デ ータベース演習IIIで は実 際のデータベースにオ ンライ ンで接続 して演習を行

うので,こ の情報検索用 フロ ン トエ ン ドプ ロセ ッサ は,オ フライ ン,オ ンライ ンの双方の機

能が必要 となる。

8.5.2利 用環境

本ソフ トウェアの利用環境 と して は,近 い将来の技術進歩 を考慮 して,以 下の三つの環境

を想定す る。

① パ ソコ ン

パ ソコンと公衆回線 をモデ ムを介 して直接接続す る利用環境

② パ ソコン+LAN

複数 のパ ソコ ンをLANで 接続 し,ゲ ー トウェイ(例 えば,パ ソコン又 はワークス

テー ション)を 介 して公衆 回線 に接続す る利用環境

③ ワー クステーシ ョン+LAN

ワークステー シ ョン上で実 行 されている本 ソフ トウェアか ら,直 接公衆 回線 に接続

す るか又 はゲー トウェイを介 して公衆回線等 に接続す る利用環境

8.5.3機 器構 成

ハ ー ドウ エア

本 ソフ トウ ェア の実 行 機 器 は,パ ソ コ ン並 び に ワー クス テ ー シ ョン,ハ ー ドデ ィス

ク,CD-ROM,LAN,プ リ ンタで構i成 され る。 た だ し,ソ フ トウ ェア の種 類

と して は,パ ソ コ ン版 とワ ー ク ステ ー シ ョン版 を 分 け る方 が現 実 的 で あ る。

ソ フ トウ ェア

オ ペ レー テ ィ ング シス テ ム は,パ ソ コ ン版 はMS-DOS,ワ ー クス テ ー シ ョ ン版
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はUNIXと す る。 ワ ー クス テ ー シ ョ ン版 は,ウ ィ ン ドウ シ ス テ ム と して,X,

OPEN-WINDOW,MOTIFを サ ポ ー トす る。

8.5.4必 要 とされる機能

(1)オ フライ ンサ ポー ト(基 本 的にはプロ トタイプ システム と同 じ)

① 各種 トレーニ ング用 データベース

トレーニ ング用データベースの情報量が少なす ぎると,デ ータベ ース検索演習1の 実

習での情報検索の リア リテ ィに欠 けると思われるので,プ ロ トタイプシステムの試用結

果 も参考 に して,あ る程度 の情報量を確保す る必要が あ る。 その ために,フ ロ ッピーで

は容量が少な い場合には,CD-ROMな どの媒体 で トレーニ ング用データベ ースを供

給す るか,ハ ー ドデ ィス クに トレーニ ング用データベ ースを イ ンス トール して使 うこと

も検 討す る必要が ある。

トレーニ ング用デー タベースの種類 は,プ ロ トタイプ システムの6種 類の他 に,追 加

す る必要があ ると判断 されたデータベ ースがあれば追加す る ものとす る。

② 検索 コマ ン ドの シ ミュ レー シ ョン

各 トレーニ ング用データベースの検索言語体系 を シ ミュレー トす るのに加え,検 索手

順等の説 明を必要な箇所 で表示す る。

(2)オ ンライ ンサ ポー ト

① 通信機能

公衆 回線を使 ってオ ンライ ンデータベースと通信 を行 うために,通 信機能 を備え る必

要があ る。通信機能 に加 えて,オ ー トログイ ン機能,画 面表示 ス クロールア ップ,ス ク

ロールダ ウン機能,画 面 表示のカ ッ ト&ペ ース ト機 能,端 末属性 の設定,キ ャラ クター

コー ドの選択,通 信速度 の設定などの ホス トの通信属性 との整合を図るための機能 も必

要であろ う。

② デ ータベ ースデ ィ レク トリ機能

利用者が幾つ ものデータベースに試行錯誤的に接続 して検 索す る煩わ しさを省 くため

に,実 際の検索 に先駆 けて,入 力 した検索語を含む レコー ドが各 データベースに何件 あ

るかを表示す る機能であ る。本 システ ムでは,サ ポー トす るデータベ ースの索 引情報 を

統合 した ファイルをCD-ROMな どで供給す ることによ りこの機能を実現す る。

③ イ ンテ リジェ ン トヘルプ機能

デ ータベ ース検索 コマ ン ド体 系はデータベ ース ごとに異な るので,利 用者はデータベ

ー スごとに検索 コマ ン ドを覚えなければな らない
。 この負担 を軽減す るために,ヘ ルプ
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機能を提供 しているデータベ ース検索 システム もある。 しか し,こ れ らのヘルプメ ッセ

ージが英語であ った り,必 ず しも分 か りやす いメ ッセー ジばか りとはいえないのが現状

である。そ こで,現 在接続 して いるデータベ ースの検索 コマ ン ドのヘルプメ ッセー ジを,

利用者の検索状況 に対応 させ,利 用者の要求 に応 じて表示す るのが,イ ンテ リジェン ト

ヘルプ機能であ る。 この情報検索 フロ ン トエ ン ドプロセ ッサ は,接 続 して いるデー タベ

ース及び利用者の検索状 況を逐次把握 して いて,利 用者の要求(ホ ッ トキーなどを決め

てお く)が あれば,そ の状況に即 したヘルプメ ッセー ジをウィ ン ドウで表 示す る。

④ ダウ ンロー ドデータの加工機能

検索 した情報 を加工す るための機能であ る。

・ダウンロー ド機能

この機能は,検 索結果を端末であるパ ソコンな どのディスクに保存す るための機

能である。検索結果 に対 して後で加工す る必要があ る場合 に利用す る機能であ る。

・エディタ機能

表示結果の加工な どの際に は,通 信 ソフ トを終了 させ ることな くエ ディタが使え

る必要があ る。

・データコンバ ー ト機能

検索結果 を 日本語 ワープ ロ,表 計算 ソフ ト,デ ータベ ース ソフ トなどで使 うため

には,デ ータ形式や ファイル形式 などの変換 を必要 とす る場 合が あ る。詳 しい知

識が な くて も簡単 に目的の アプ リケーシ ョンソフ トのデータ形式,フ ァイル形式

に コンバー トす る機能で ある。

(例,LOTUS1-2-3,一 太郎,DBASEへ)

8.6 お わ り に

わが国の大学 におけるデータベ ース利用教育の実施 には,現 在の ところ,人 や設備の面で も,

また経費的な側面 において も,さ まざまな制約を受け る状況 にある。 しか し一方 において,情

報 を効果的に活用す る能力であ る情報 リテラ シーの修得の必要性 はます ます高ま って きてお り,

一部 の大学では,担 当者が そ うした制約 に苦慮 しつつ授業を実践 しているのが現状で ある。 こ

の ような状況に対 して,委 員会及 びワーキ ンググループは昨年夏か ら,ど のよ うなカ リキュラ

ム内容(シ ラバス)と 教材(特 に システム)と が用意 されれば,デ ータベース利 用教育担 当者

に とって有益 なツール とな り,な おかつ,デ ータベ ース利用教育 システムの確立に貢献で きる

であろ うか,と いった観点か ら検討を進め,そ の結果 よ り具体的な指針 の提示をめ ざ し,本 研
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究報告書をま とめた。 なお,今 後の課題 として は,以 下の2点 が挙げ られ る。

第1番 目の課題 は,大 学 におけるデ ータベース利用教育を,そ の大学 におけ る講 義要項 に明

確に位置づ けることの必要性である。各大学 においては,で きる限 り早急 に,ま た可能な範 囲

内で,明 確 な基本方針を もって,す べての学部学生 にデータベース利用教育を教 授す る環境を

設定 され る ことが望 まれ る。

第2番 目の課題 は,本 研究報告書に記載 されてい るカ リキ ュラム案に従 って講義,演 習を行

った際の,教 育効果 の測定方法を確立 す る必要があ る。それは 自己評価 とい う観点か らも,受

講 した学生 自身が,客 観 的に 自分の到 達達成度が判明で きるよ うな,判 定機能を伴 った システ

ムの確立が,次 のステ ップ として望 まれ る。

以上のよ うに,残 された問題 もあるが,本 研究報告書が,わ が国の大学におけ るデータベー

ス利用教育の実施 に当た って,参 考 とな りうるカ リキ ュラム及び教材 システム と して利用 され,

更に,今 後のデ ータベ ース利用教育 に関す る活発な議論の契機 となることを期待 す る。
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先進複合材料 デー タベ ースの構 築
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息 先 進 複 合 材 料 デ ー タ ベ ー ス の 構 築

9.1概 要

先端産業(航 空,宇 宙,エ ネルギー,医 療,レ ジャー等)に 必要 な有機 金属及 びセ ラ ミッ

クス複合材料 の特性 に関す るDB(デ ータベ ース)を 構築す るため,WS(ワ ー クステー ショ

ン)の 導入 とシステ ム基本部を構築 した。 また,PC(パ ソコ ン)の データを移植 し,PCに

よるプ ロ トタイプ レベルのDBか らハ ー ド及 びソフ トを高性能化 して,プ ロ トタイプで実 施 し

た成果を更に発展 させた。 これによ り材料の開発及び開発材料の利用を支援 し,国 際 レベルの

先進複合材料DBを 産業界 に提供 す る基礎固あをす ることがで きた。

その実施内容 と成果概要 は以下の とお りで ある。

(1)DB構 築用ハー ドシステ ムの導入

導入 した システムはUNIXWSで あ り,デ ータ検索の高速化,マ ルチユ ーザ化,デ ー

タ通信等の機能 によ りサ ーバー/ク ライア ン ト方式によるグルー プウェア(個 々の研究 者が

データを相互に利用で きるシステム)を 備えている。

(2)DBMS(DB管 理 システム)の 基本部構築

本DB管 理 システムの主要部には市販の リレー ショナル型を選定 した。

また,電 話回線 によ るBBS(電 子掲示板)機 能を付加 した。

(3)デ ータ収録,編 集用周辺 システムの整備

DB操 作編集用PCを 新設 しWSヘ イーサネ ッ ト接続 したためにデータの入力編集が容易

にな った。

ファックスモデムを用意 し,編 集 したデータは本 システムの ファイルか ら直接ユーザにG

3仕 様 ファックスで配布で きるよ うに した。

(4)PC用 プ ロ トタイ プDBデ ータの移植 によ る材料DBの 試行

① 複 合材料用 素材,プ リプ レグ,製 品等の文献 カタ ログ,ハ ン ドブ ックによ る特性値

(力学,物 理学,熱 物性等)の データを収録 した。

② 収 録す る試験計測デー タには次世代産業基礎技術研究開発制度 で試作 された複合材料 の

データを一部含め た。

③ 温度条件,主 応力条件等の検索条件 により所要 目的の材料や材料 の組み合わせを選択 で

きる。

これ らの実施体制 と して,主 任研究員の下 に専任研究員1名 及び嘱託研究員1名 及び複合 材

料関係官 学産の委員 ・専門委員10人 か らなる委員会形式の審議機関を設 けた。
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9.2 DBシ ス テ ム 構 築 の 背 景

9.2.1先 進複合材料 の背景 と展望

本DBの 構築の対象 と してい る材料 は先進複合材料 と呼ばれている ものである。近代産業

で最初に華 々 しく実用化 された複合材料 はガ ラス繊維強化 プラスチ ック(GFRP)で ある

が,そ れ以降40余 年 の間にプラスチ ック基材料(FRP),金 属基材料(FRM),セ ラ ミ

ック基材料(FRC)等 の開発 と進 歩が なされてい る。

特に近10数 年 に開発 され た高性能 複合材料を先進複合材料 と呼んでいる。

その特長は在来の材料 に比 し,高 い比強度や比弾性率等 の優 れた力学的特性 値を もってい

る。それ故,宇 宙や航空機等の先端産業に とって不可欠の材料 になって きた。先進材料を含

む複合材料の将来的市場は1985年 のDuPon社 のHoney副 社長の予測で は西暦2030年 には金額

面で現在の金属構造材 に替わ り50%を 複合材料が 占める趨勢であ ると出ている。

9.2.2DBデ ータ源 とデータ利用環境の位置づけ

開発 された新材料使用製品の製作過程(工 程)と そのデータの発生関連状況 を図9-1に

示す。工程作業結果で発生す るデータは記録の対 象及 びDBの 入力対象 とな るがDB利 用 目

的に応 じてDB収 録の対象が選択 され ることにな る。

閨
▲
ー

=

↓

1工 程 ・◆DBの 利 用 環 ⇒1発 生 デー タ・・DB入 力・1
・← ● 材 料 開 発 仕 様

閨

◆ 材 料 開 発 設8十
(素 材 選 択 組 合)

材 料 試 作

材 料 評 価 実 験

パ 仰 ット材 料 製 造

材 料 量 産 製 造

◆ システム要 素 設 計 ←

(要 素 新 材 料 の 選 択)

システム要 素 の 試 作

要 素 評 価 実 験

◇ 量 産 設 日十
(設 計 用DB)

製 品 量 産 試 作

製 造
(QCプ ロゲ ラム設 定)

◇ 完 成 品 検 査

←

● 試 作 工 程 記 録

● 材 料 実 験 結 果(各 種 特 性 値)

○ 品 質 管 理 記 録(信 頼 性 等)

○ 出 荷 検 査 記 録(欠 陥 率 等)

○ 設 計 パ ラメータ記 録(理 論 ・経 験 式)

試 作 目己録

○ 要 素 評 価 記 録(静 強 度 、耐 損 傷
経 時 強 度 、寿 命 等)

○ 設 計 基 準 値 肥 録

製 法 目己録

品 質 管 理 記 録

◇市 場 運 転 運 用 保 守

図9-1製 品製作過程 とデータの関連図
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今回のDBへ の入力対象 は表 中に● 印で示 したファク トデータ と文献等 による二次 データ

であ る。 また,利 用環境 と しては◆ 印を付 した工程段階で あ る。実線 は両者の関連性 を示す。

○,◇ 印は設計用 のデータ源 とその主な利用環境 を示 し,点 線 は今回の対象DBと の関連性

を表示 してい る。

9.3方 針 設 定

9.3.1基 本方針

先に開発 した先進複合材料 プ ロ トタイプのDBシ ステムを踏 襲 し,材 料開発や利用方法 に

関す る現在 まで の産業界の成果 や経験則,知 識等 を整理 し活用 す るDBの 構築を基本方針 と

した。 更に,下 記の よ うなDB構 築 の技術環境 の進展をふ まえた システム構成の方 向性 と し

た。

①ISDN通 信 システム環境 への移行

② 画像処理技 術の進展

③ オ ブジェク ト指 向のDB構 造化技術への潮流

④AI機 能 等知的DBへ の発展

特 に③ は現在のDB構 造化技術の一 つの頂点であ り,④ の本格的なAI機 能DB達 成のた

めの重要なステ ップ と予想 されて いるので,当 該DBで は,複 合材料に関す るこの構造化D

Bモ デルの構築を最終像 とした。

9.3.2DBの 位置づ け

産業界 にお ける当該DBの 位 置づ けは,図9-4に 示すDB管 理者及 び材料開発者の相 当

位 置にある文献 データフ ァイル,ソ ースデータフ ァイル及 びマスタ ファイル とす る。 これ ら

のフ ァイルはフ ァイル単位での利用が可能 とな るように収録 され るので一つ のDBと みな さ

れ る。

9.3.3収 録す るデータ

収録す るデータ ファイル は大別 して,文 献値データと実験 結果の フ ァク トデータであ る。

収録す るに当た り,各 地 に分散 してい る研究拠点 か らのデ ータ登録が可能 とす る。

データ内容 は,複 合材料用素材,プ リプ レグ,製 品等の文献,カ タログ,ハ ン ドブ ックに

よ る特性値(力 学,物 理学,熱 物性等)や 試験計測値 データとす るが,特 に先進複合材料の

利用が更に加速 す るための試験研究課題 である疲労 や クリープ,衝 撃 などに対す る耐性,熱
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や酸化 ・腐食 に対す る耐性な ど産業界 のニーズへの対応を指 向す る。

9.3.4マ スタフ ァイル

上記データファイルを整理編集 して再収録す るファイルをマ スタフ ァイル と呼ぶが,マ ス

タフ ァイルで はDB構 造,変 数名や単位 を統一 した もの とな り,製 品の設計段階で本DBの

ユーザが設定す る設計用DBに 対 して,デ ータ内容の整合性 を維持で きるように配慮 し,常

に進展す る知見やデータによ り,ス パイ ラルア ップす るシステムを 目指す。

即 ち,主 と して材料開発段階で利用す るDBの データは製品設計段階で利用す る設計用D

Bの 利用 目的 と連携 し,製 品設計 フ ェーズの進展(概 念設計,形 状決定,詳 細設計)の 各段

階に対応 した特性値の取得,そ の項 目範 囲やデータ量の拡大等へ の柔軟 な対応がで きる構造

を指向す る。

9.4ハ ー ド シ ス テ ム の 内 容

今回導入 した システムは既設のパ ソコンによ るプロ トタイ プDBの 運用環境 との整合性 を保

持 し,他 の研 究機 関 との オ ンライ ンに よ るグル ープ作 業 の利 便性 等 を考 慮 し,SUNSPARC

STATIONIPX及 びPCに よるサーバ ー/ク ライア ン ト方式 とした。

表9-1にRIMCOF(当 協会英文略称)DBセ ンターのハー ド構成 を示す。
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表9-1・RIMCOFセ ンタ ーの ハ ー ド構 成 表

デ ー タベ ー ス構 築 用 システ ム

ワー クステ ー シ ョン本体

主記憶32MB

内蔵デ ィス ク1.4G

内蔵 ディス ク424M

5G磁 気テープ装置

644MCD-ROM装 置

16イ ンチカラーCRT

キーボー ド

DB操 作用端末パ ソコン

FAXア ダプタ

レーザ ープ リンタ

8ポ ー トハ プ

イーサネ ッ トボー ド

モデム

PC通 信 システ ム

専用パ ソコ ン

HDDデ ィスク

モデム

検索 用端 末 システム

多用途向けパ ソコ ン

HDDデ ィス ク

CD-ROM

光磁気デ ィス ク

画像スキ ャナ

FAXア ダプタ

レーザ ープ リンタ

9.5DB管 理 シ ス テ ム

台1

台1

台1

台1

台1

台1

台1

台1

台1

台1

台1

台2

台2

台1

台1

台1

台1

台1

台1

台1

台1

台1

台1

設

設

設

既

既

既

設

設

設

設

設

設

設

既

既

既

既

既

既

既

構築 したDBの 管理 シス テ ム(DBMS)と して リレー シ ョナ ル 型(RDBMS)を 採 用 し
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た。 これはプロ トタイプのDB構 造 を踏 襲す るためで もあるがRDBMSと しての次の よう

な特長 や効果がある。

① 表 形式のデータ構造で あ り,デ ー タはアプ リケー シ ョンの プログラムに依存せず独立 して

い るのでデータの取扱 いに柔軟性 があ る。

② 国際標準規格 とな って いるSQL言 語(DB問 い合わせ)を 使用で き,デ ータ処理 の標準

化 によ りDB開 発効率 の向上が期待 で きる。

③ サーバ ー/ク ライア ン ト方式 によるネ ッ トワークによ る分散化がで きるので,シ ステムの

稼働性向上,リ ソースの経済的利用や リスクの分散が期待 で きる。

④ デ ータの整合性の点検 ・管理が しやす い。

本DBと しては各種の市販RDBMSの うちか ら,日 本国内での利用実績の多 いDBMS

で あるInfomix系 を採用 し,DBMSのFrontEndにInfomixSQL,4GL,ESQL/Cを 選択 した。

また,BackEndエ ンジ ンには画像処理可能なlnfomixOnlineを 選択 してい る。

9.6RlMCOFDBの 特 徴

(1)RIMCOFDBの 階層構造

当協会 のDBは 協会 の英文名称の頭文字を採 しRIMCOFDBと 名づ けて いる。 この

DBの 階層構造を今回の構築対象で ある先進複合材料(ACM)DBに っいて展開す ると図

9-2の よ うになる。

RIMCOFDB

1.PRODACOMDB

2.C/C複 合 材 料DB

3.先 進 複 合 材 料(ACM)DB

3'1'　 グ'BF;:::∵;=Z纏{;;;:

3淵DBr=1:1:遷 誌;:

3'3'実験DBTI:1:;1=;:

4.協 会 所 有 図書 ・刊 行 物DB

図9-2先 進複合材料(ACM)DBの 階層構造 展開
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(2)デ ー タ構造

各種のACMDBを 構築す るに当た り,DB内 各 ファイルのデータ構造 を設定す る必要が

ある。そのため には材料の特性値項 目を抽 出 ・分類 ・整理 して検討 した。 また,特 性値項 目

間に存在す る理論や知識 ・経験の関連性 を把握 して,デ ータ収録用 の各 ファイル(表)に あ

る項 目間の関係(Relation)づ けを行 った。複合材料の一般的な リレー シ ョンは図9-3の

例のよ うな実体関連図 で表現 され る。 この基本的 な機能 と収録す るデー タの内容 に応 じて,

DB内 の各 ファイルの データ構造 を設定 してい る。

|

[特 性]

ll

－声 トw試 験]

…

[材 料]

[繊 維]

一 ト…一 一一
[特 性]

[材 料]

[特 性]

[複 合 材]

耀已 十一愚難
「一 一

注)[]:実 体(特 性 名)

():属 性

〈〉:リ レーション

(特 性 値)

図9-3複 合材料実体関連図例

(3)入 力作 業 と検索利用

RIMCOFDBへ のデータ入 力はグルー プ作業で行え るよ う配慮 し,オ フライ ン又 は

オ ンライ ンでの システム化 を行 った。

文献値DBに オ フライ ンで入力す る場合 は協会が発行 してい る 「ACMデ ータ シー ト登録
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マニ ュアル」に従 って実施す る。

実験値DBへ の入力 は端末研究拠点か らBBS通 信によ りrRIMCOF-BBSバ イ

ナ リファイル ア ップロー ド手順」 に従 って フ ァイルデータを電話回線 で登録す る。 この場

合には入力デ ータ ファイルを圧縮送信 し,協 会 ホス ト局で圧縮を解凍復 元 し,PC通 信専用

ホス トが管理す るDBに 編集,入 力 を行 う。 ホス トはWS(ワ ークステー シ ョン)と 接続 さ

れているのでWSのDBに データを変換入力す る。

RIMCOFDBを 検索利用の場合,現 状で は協会の検索用端末PCに よ り目的DBに

アクセスす るか,各 研究拠点よ りBBSに よ りア クセスする ことにな る。

BBSに よる場合には現状のPC通 信網 で行 う場合 とWSに 直接 ログオ ンす る場合があ る。

前者の場合,協 会BBSホ ス ト上 にWS上 のDBデ ータを再展 開 した もの にア クセ スす るこ

とになる。後者の場合は利用者許可 者 に別途発行 す る操作マニ ュアル(「 複合材料研究開発

DB/rimcof」 の起動及び基 本操作)を 参 考 にして利用す ることになる。

9.7将 来 の シ ス テ ム 拡 充

9.7.1材 料 データベースに対する新 しい要求

新 しい機械構造物 には,超 高温,超 高圧,超 軽量,超 高強度,超 低温な ど,従 来にない環

境条件及 び特性が要求 され,こ れ に応 え るために多 くの新 しい材料が創生 されて きた。

このよ うな多 くの新材料 は,従 来 の慣用 的な材料,即 ち鉄鋼や アル ミニ ウムなどと異な り,

材料の特性のバ ラ ンスが余 り良 くな く,そ の材料 の著 しい特長を十分 に発揮 させ るには,そ

の材料 の使用条件,使 用方法にか な りの配慮が必要 となる。即 ち機械構造の設計 においては,

材料の適材適所を十分 に検討す る必要が あ る。材料 のデータベ ースは こうした複雑 な設計作

業の中で,設 計者を強力 に支援す る システム と して極 めて有用 である。設計者 は多 くの候補

材料の比較検討を即座 に行い,設 計 を進め ることが で きる。

材料データに関す る設計側か らの要 求事項を表9-2に 示す 。材料 データベースは こうし

た要求に応 える ものでなければな らない。 この中には標準的な材料 データベー スが備 えるべ

き もの,及 び利用者が独 自に構築す る必要があ る ものが存在す る。 このため,材 料データベ

ースはデータの検索及び出力のみな らず ,追 加や修正の機能 も必要 にな る。 この場合,既 存

データは修正で きず,ま た入力 されたデ ータが蓄積 されているデ ータと同一 の水準で取 り扱

われ る必要がある。
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表9-2材 料データに関する設計要求

要求内容 要求レベル

データの種類

材料の認知度

信頼性

標準化

多数データ,単 一データ,内 挿 データ,ノ ウハ ウデータ

確立 された材料,改 良された材料,社 内材料,革 新的材料

材料標準,信 頼限界,正 確 さ,感 度解析,追 跡性

国際的標準,国 内標準,顧 客標準,社 内標準,未 標準,要 検討

9.7.2開 発 したデータベースの課題 と問題解決方途

開発 したデータベースの今後検討 しなければな らない課題 は次 の とお りである。

1)加 工,処 理,あ るいは経済性 など,材 料特性の中で も従来余 り考慮 されなか ったデータ

に関 して も対応が可 能なよ うに,特 性データの構造を柔軟 にす る必要があ る。

2)設 計の段 階に応 じて粒度(粗 さ及び細かさ)の 異 なるデー タを提供で きるよ うな階層的

デ ータ構造 を実現す る必要が ある。

3)材 料データベ ース と設計/解 析 システムとの有機的 な統合を図 る必要があ る。

4)新 規データの入力,既 存データの検索にお いて知的 な支援がで きるよ うにす る。

これ らの課題 はデータベースの新 しい潮流の もとで克服で きると思われる。

その潮流 とは,リ レーシ ョナルデータベ ースか らオ ブジェク ト指向データベ ースへの進展

であ る。

9.7.3デ ータベー スの新 しい潮流

現在 のデータベース として最 もよ く用い られてい る方式 は,リ レー ショナルデータベース

であ る。 リレーシ ョナル とは関係 という意味であ り,現 実の実体 を計算機の中のデータ とし

て表現す る際のモデル化の一つの方法であ る。主要なモデル化 は,関 係モ デル,階 層 モデル,

そ して網 モデルであ る。関係 モデル は実体の属性集合 を二次元の表形式で表現す るものであ

り,こ う した表を複数枚,階 層的 に結合すれば現実のデータを うま く表現す ることがで きる。

また,表 形式 は人間 にとって も理解が容易で,更 に表同士を演算 して新 しい関係を作成す る

な どの操作が関係演算 とい う数学 に基づ いて行 われ るため,論 理的 に堅牢 である,な どの特

長が ある。また,現 在広 く用い られて いること,フ ァイルへの記憶が容易 に行え るなどの周

辺的長所 もあ る。
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しか しなが ら,最 近で は幾つかの欠点 も指摘 されてきた。それ らは,第1に,二 次元の表

形式で は,二 次元 の関係 しか表現で きず,多 くの次元 データは別 の関係表 として結合 され,

互 いの関係が見えに くい ことであ る。材料 データベースで は,基 本的 な実体 として,材 料,

試験,結 果(特 性)が 存在 し,材 料 に は複数の試験 が対応 し,試 験 には複数の結果が対応す

る。 この対応関係 は1枚 の表 にはな らず,複 数の表が複雑 に対応 し,全 体 と しての 関係が特

定 の関係表に束縛 されて しま う。

第2の 欠点 は,ク ラス階層構造 と,ク ラスーイ ンスタ ンス関係がな く,す べ てのデータが

個別 的なデータとな り,デ ータ自体 の階層性がない。 もし,デ ータも階層性を有す るな らば,

例えば,ア ル ミニ ウム とい う上位 クラスを設 け,そ の下位 クラスと して種 々の合金 を考えた

とき,上 位 クラスに与 え られ た一般 的なデータを下位の クラスはデ フォル トと して参照す る

ことがで きる。そ して,下 位の クラスでそのデー タが与 え られた場合 にはそのデータが参照

され る。 こうした メカニズムは継承(イ ツ ヘ リタ ンス)と 呼 ばれ る。継承機能は通 常の リレ

ーシ ョナルデータベースには備わ って いない
。

第3に,デ ータの検索 ・出力以外の解析など複雑な処理 をデータベース と有機的に結合す

ることは困難である。現在 では幾つかの計算機言語で組 まれたプログラムの中でデー タベー

スを呼び出 して,そ こか らデータを得て解析 や設計を進め る環境 は実現 されて いる。 しか し

なが ら,デ ータベ ースの中でデータ駆動型の種 々のプログラムを起動 させ ることは,一 般 に

は困難である。 データの一貫性制御 などの動作 はデータベースの機能 と して備わ って いるが,

更 に複雑 な処理を組み込む ことはで きない場合が多 い。

この他 にも幾つかの欠点が挙 げ られ るが,こ うした欠点を克服す るデータモデルがオ ブジ

ェク ト指向である。

9.7.4オ ブ ジ ェク ト指 向 デ ー タ ベ ー ス

9.了.4.1歴 史的背景

第1世 代のデータベー スはファイル システムであ った。第2世 代は階層データベ ース シ

ステムである。第3世 代 はCODASYLデ ータベース システムである。第2,第3世 代

の データベースで は一つの環境 の中で多 くのユーザが統合化 されたデータベー スを利用す

ることが可能にな った。 しか しなが ら,デ ータの独立性 と操作の面倒 さか ら第4世 代のデ

ータベースであ る リレーシ ョナルデータベ ースが開発 され た
。 この特徴 は宣言的な問い合

わせ とい う概念である。第5世 代のデータベー スの特徴 は,第1に データモデルが豊富で

あること,第2に ビジネ スのデー タ処理 を越えて,さ まざまな応用 に柔軟 に対応で きる多
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くの機能 を有 してい ること,な どである。

1980年 代 に新 しいデータベースが幾つか開発 された。その方 向は二つ あって,一 つ は リ

レー ショナルデー タベースを拡張す るもの,他 の一つ はオ ブジェク ト指 向デ ータベースで

ある。両者の相違 はデー タモデル とデータベ ース言語 にあ る。 リレー ショナルデータベ ー

スを拡張す る方法で は,ま ず,リ レーシ ョナル モデル とリレーシ ョナル問い合わせ言語か

ら出発 し,モ デルの拡張 と意味的操作を行 う。POSTGRESは 最 も有名 な第5世 代の

拡張 リレー シ ョナル データベ ースであ る。一方,オ ブジェク ト指 向を用 いた方法 では,

ORION,Ontos,IRISな どがあ る。重要な ことは,拡 張 された リレーシ ョナ

ルデー タモデルよ りもオ ブジェク ト指 向データモデルのほ うが はるか に自然であるとい う

ことであ る。

9.7.4.2オ ブジ ェク ト指向データモデル

オ ブ ジェク ト指向データモデル と リレー ショナルデータモデルには大 きな相違があ る。

オブ ジェク ト指向デ ータモデルで はオ ブジェク ト指向の概念,即 ちデータのカプセル化,

イ ンヘ リタ ンス(継 承),ポ リモ アフィズム(多 態性)と いう概念が含 まれて いる。 これ

らの概念 は従来の データモデル にはない。オ ブジェク ト指向デー タモデルを用 いることに

よ り,対 象実体が即座 に,素 直に表現で き,意 味的なデータ操作が行 え,そ してオ ブジェ

ク ト指 向計算機言語 との親和性が極めて高い。 こう して,設 計がオ ブジェク ト指向によ っ

て行え る。

オ ブジェク ト指 向言語を用い る場合 には,オ ブジェク ト指 向データベー スと完全 に統合

化す る こと も可能であ る。 この ときデータベースを操作す る上 でのプ ログラム上での イ ン

タフ ェースの問題 はな くなる。

オ ブ ジェク ト指向の考 え方 は複雑な ソフ トウェア システ ムを設計,開 発,保 守す る上で,

将来最 も有望な方法である。 この考え方が将来の知識 ベースシステムにおける知識 の表現

において基本的 な方法 と して定着す るとき,オ ブジェク ト指向デ ータベースは こう した環

境 において最 も重要 なデータベ ースとな る。

9.7.4.3オ ブ ジェク ト指 向とデータベース

オ ブジェク ト指 向は,ソ フ トウェアの設計 と製作 における革新技術であ り,オ ブジェク

ト指向データベ ー スは このオ ブジェク ト指向 とい うアプローチに基づ いて構築 され る。即

ち,応 用 におけ る実体 とその関係 をオ ブジェク ト指向 によ って表現す る。オ ブジェク ト指

向の考え方 は高性 能知的 システムの開発 には欠 かせ ない もの とな っている。
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データモデル とは実世界のオブ ジェク ト(実 体),そ れ らにっ いての制約,及 びオ ブジ

ェク ト間の関係を論理的 に組織化 した もので ある。オ ブジェク ト指 向の概念によ って構築

されるデータモデルをオブジェク ト指向データモデル と呼ぶ。オ ブジェク ト指向データベ

ースはオ ブジェク トの集合であ り
,そ の挙動,状 態,そ して関係がオ ブジェク ト指 向デー

タモデルによ って定義 されて いる。オ ブジェク ト指 向データモデル は,CAD/CAE/

CASE/CAM,知 識ベースシステム,マ ルチメデ ィア情報 システム,先 進的ユーザイ

ンタフェースなどの応用において将来の最 も重 要なデータモ デル となる。

9.7.4.4デ ータモデル

オ ブジェク ト指向データモデル はオ ブジェク ト指向 によって行 うデータのモデル化で あ

る。残念なが ら,オ ブジェク ト指向言語はそれぞれ多少異な った方法 を もってい るためオ

ブジェク ト指 向にっいて普遍的な方法 は存在 しない。 しか しなが ら,共 通 の重要なデータ

のモデル化につ いての概念は存在 し,次 のよ うにな る。

① オブジェク ト及 びオ ブジェク トの アイデ ンテ ィフ ァイア

② ア トリビュー ト(属 性)と メ ソッ ド

③ カプセル化及 びメ ッセ ージパ ッシング

④ クラス

⑤ クラス階層構造及 びイ ンヘ リタ ンス

⑥ イ ンスタ ンス

この ようなデータモデルに基づ いて構築 され るデー タベースがオ ブジェク ト指向データ

ベースであ るが,こ うした期待 に反 してオ ブジェク ト指向で組み立て られ る言語,知 識 ベ

ース,そ してデータベースに標準化 され た もの はない。 このため,例 えば商業的データベ

ースをオ ブジェク ト指向で構築 して も無意味であ ると考え る人 もい る。確かに リレーシ ョ

ナルデータベースは現在確固た る地位 を築 いて いる。 しか しなが ら,オ ブジェク ト指 向デ

ータベースはいずれ本格的な普及 が始 まる と思われ る。それ までに基本的 な検討を行 い,

リレー シ ョナルデータベ ース とオ ブジェク ト指 向データベ ースの相互変換の道を探 ること

は極めて重要であろ う。

9.8最 終 シ ス テ ム 運 営 像

最終的 に構築 した先進複合材料 を一般利用す る場合,フ ロ ッピーデ ィス ク(FD)又 はCD

-ROMに よるオフライ ン利用 と通信 回線 によるオ ンライ ン利用が考 え られ る。 この両者の長
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短を比較す ると,オ ンライ ンでは一般 にどんな機種 で もア クセスで きるがFD/CD-ROM

を活用す るにはPCの 機 種対応を どうす るかが問題 となる。 しか し,オ ンライ ンの場合 もホス

トで の経費負担を どの よ うにす るか,問 題がないとはいえ ない。

しか し,将 来の技術環境をふ まえて考え ると検索 は知的機能のあ るオ ンライ ンで行 い,そ の

データ利用はFD/CD-ROMに よるオ フライ ンメデ ィアによるデータ利用が最適組み合わ

せ と予想 されている。 いずれ に して もデータプロデューサ と して両者に対応可能 な体制 の構築

を 目指 してい る。

先進複合材料DBの 利 用を実現 した例 として,近 く発売 され る先進複合材料デー タを紹介す

る。

これ は先 に,次 世代産業基 盤技術研究開発制度で先進複合材料を開発 し,こ のデー タを汎用

機 システム 「PRODACOMＬDBと して収録 したが,こ れを平成3年 度 の重要 データベ ースの開発

と して 「プロ トタイプの構築」を受託実施 した際,PCシ ステムで活用で きるよ うにデ ータを

変換 し,複 合材料DBプ ロ トタイ プとした。今 回,一 般 にオフラインで活用で きるよ うに市販

のPC用DBソ フ ト(dBASE相 当類)を 用 い,更 にFDに 付加 した専用プ ログラムによ り

このデータを用 いて複合材料の設計 に利用で きるよ うに してデ ィス トリビュー タか ら発売す る

ことにな った。

これによ り先端産 業界 のボ トムア ップが期待で き,国 家的プ ロジェク トの有効化メ リッ トは

計 り知れない もの とな る。また,産 業界にとって も初 めての出来事であ り,材 料 ファク トデー

タの取 り込 みとDB化 に弾みがっ くことは間違 いない。 この意味において,時 代を画す るもの

となる。
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振

ヂ

万

設 計

テ㌔ タ

ファイル

材 料 振 舞

モテ"ル

↓
振舞解析

実機試験

↓
材料評価

設計基準

図9-4材 料DBと 材料 開発 ・システム開発の関係

一92一



10博 物館所蔵地図資料所在情報

データベースの構築調査

団法人 地 図情報 セ ンター



「



10. 博物館所蔵地図資料所在情報データベースの構築調査

10.1調 査 研 究 の 概 要

10.1.1調 査研究の 目的

地図 は地上の諸事象 を図上 に表現 し,多 方面 にわたるデータを包含 した極めて実用性 に富

む情報源の一つであ る。現在,こ れ らの地図の多 くは,作 成機関は勿論の ことと して,研 究

機関,更 に,図 書館,博 物館などの機関 において所蔵 ・保存 されて いる。 しか しなが ら,そ

れ らの各機関において,所 蔵 ・保存 されてい る地図及び地図関係資料を,た だ ちに網羅的に

把握す ることは難 しい状況 にある。

一方 にお いて
,地 理 ・地図関係 の学者,研 究者又 は学生,出 版 ・マスコ ミ関係者を始め一

般市民等か らの地図及 び地図関係 資料 に関す る問い合わせが急増 して いる現状で ある。必要

な地図及び地図関係 資料 に関 してパ ーソナル コ ンピュータなどを使 ってす ぐさま検索 し,情

報 を得 ることがで きるというのが究極の 目的で はあるが,そ の前段階 として所蔵状況を調査

し,所 在情報の提供 を図るのが急務であ る。

この よ うな状 況をふ まえ,今 回,博 物館所 蔵地図資料所在情報 データベ ースの構築調査を

行 った。

10.1.2実 施 内容

平成4年 度 においては,約2,000館 の博物 館を対象に,地 図及 び地 図関係資料の所蔵状況

調査 を実施 し,各 博物 館所蔵の地 図関係資料の数量,種 類,形 態,作 製年代,発 行所(国)

につ いての データによ り,わ が国博物館 にお ける地図及び地図関係 資料 の所在情報 データベ

ースの構築 を行 った
。

(1)調 査票の作成

地図 にはさまざまな種類の ものが あ り,そ の分類には基本的に形態 大 きさ,素 材,発

行年(時 代),描 かれている範囲(大 陸別,国 別,地 域別 など),縮 尺,発 行所 などが考

え られ なければな らない。 これ らのさまざまな地図を構成 してい る要 素にっいて,今 回の

データベ ースの構築は所在情報に関す る ものであることか ら,地 図の所在 を知 る上で最低

限必要 な もの に絞 った。

博物館所蔵地図資料所在情報データベ ースの構築調査のための調査票 に必要 な要素 と し

ては[形 態],[発 行年],〔 発行所](発 行国)を 選定 し,調 査票の設問事項 の設定 を

行 った。
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[形態]に っ いて は,一 枚 もの地 図,地 図 帳,及 び地球儀を選定 し,ラその他,立 体地 図

模型,電 子地図,壁 面や屏風 など描かれてい る素材 の違 いによるものな どは特殊形態の も

の として一括す ることとした。

[発行年]に つ いて は,近 代測量 による地図で あるか どうかで大 き く分 け,外 国の場合

も勘案 して,19世 紀 までの もの と,20世 紀 の もの とに区分す ることとした。

更に,19世 紀 までの一枚 ものの地図を古地 図,地 図帳を古地図帳 とす ることとし,こ の

古地図(19世 紀 までの もの)に つ いて は,手 描 きと版 ものの区別を行 った回答 を求 めた。

[発行所](発 行国)に っいては,日 本発行 と外国発行 とに2大 別 した。

以上の他,[地 図関係の書籍 ・雑誌]の 有無及 び[地 図関係 目録]の 有無 について も設

問項 目を設 けた。

(2)調 査票の配布 と回収

[調査票]の 配布対象 となる博物館名等 に関す る資料 と して は,働 日本博物館協会(19

91年11月)発 行 の 「全国博物館園職 員録 」を使用 した。

実際に発送配布 した博物館数 は1,922,有 効 回答 数1,186で あ った。

なお,有 効回答数1,186は,調 査票配布数1,922の62%に 当た る。

10.2実 施 の 結 果

10.2.1デ ータベース作成

(1)デ ータベース項 目

本データベ ースでは,入 力 ツール と して調 査票 「地 図資料 ご所蔵状況及び地図展 に関す る

調査」に基づ き,デ ータ入力用データベ ースシー トを設計 して ある。 これはデー タベースの

マネ ジメ ン トシステムではな く,あ くまで も最終的 にMS-DOSの プ レー ンテキ ス トヘ コ

ンバー トす るたあの ものであ る。表10-1に フ ィール ド項 目とデータ形式の一 覧表 を示す。

なお,デ ータ長は,特 に記載があ る場合を除 き,1バ イ トコー ド(キ ャラクタ)に よ って

計算 して いる。 また,可 変長データにつ いて は特 に制限を設 けなか ったが,概 ね40バ イ ト長

を限度 と して入 力 してい る。

(2)デ ータの入力

データは,調 査票回収段階で フェイス シー トと調査対象 リス トとのチ ェックの上,入 力用

に設計 されたデータベース画面か らキーボー ドによ り入力を行 った。入 力用プログラムと し

て は,市 販のパ ー ソナル コンピュー タ用データベース ソフ トウェアであ るThecard3+を 採

用 した。今回の調査票 においては入力の際 に リレー シ ョナルに リンクさせ るべ きデータが な
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いこと,入 力 ミスの少 な い画面設計がで きること,入 力の訂正が容易かっ迅速 にで きること,

入力値の範 囲演算,論 理演算がで きる ことなどが採用の理 由であ る。

なお,調 査票の関係 で コーデ ィング シー トを使用 していないので,そ れに伴 う入力 ・・検定

ミス等に対 処す るため,作 業用 フラグを別途用意 した。また,あ り得ない数値 に対す るエラ

ーメ ッセ ージや トラ ップ,調 査項 目の区切 りに対す るメ ッセー ジビープなどを設定 してあ る。

表10-1フ ィー ル ド名 ・デ ー タ形式 ・デ ー タ 内容

フェ イ ス シ ー ト

FN ブイールド 名 調査表項目名 データ形式 ・長 データ内容 備考

1 番号 番号
#####一##

8'V朴 長
自治体コード+シ リアル番号

シリアル番号は

任意

2 博物館名 博物館名
可 変 長 ・

2バ イトコード容 認

返送された調査表の名称に準拠

する

財団などの法人

名称は割愛

3 読み 読み
可変長

2パ 朴コード容認

返送された調査表の名称に準拠

する

財団などの法人

名称は割愛

4 郵便番号 郵便番号
###・##

6バ イト長
平成4年 度郵便番号表に準拠

5 住所 住所
可変長

2パ 朴コード容認

返送された調査表の住所に準拠

する

6 電話番号 電話番号
市街局番 局番 番号

/12'、'社長

返送された調査表の電話番号に

準拠する

FAX番 号、内線

は割愛

1-1一 枚 もの地図

FN ブイールド 名 調査表項目名 データ形式 ・長 データ内容 備考

7 1日 本 1枚 もの地図(日 本発行) 4バ イト長 実 数/0/・/+' NUL値 不可

8 1外 国 1枚 もの地図(外 国発行) 4κ朴長 実 数/0/・/+ NUL値 不可

9 1地 形 日 地形図(日 本発行 ・国家機関作成) 〆 イト長 実数/0〃+ NUL値 不可

10 1地形外 地形図(外 国発行 ・国家機関作成) 4バ イト長 実 数/0/・/+ NUL値 不可

11 1地 質 日 地質図(日 本発行) 函 イト長 実 数/0/一/+ NUL値 不可

12 1地 質外 地質図(外 国発行) 夕、'什長 実数/0/ノ+ NUL値 不可

13 1海 図 日 海図(日 本発行) 4ガ朴 長 実数/0〃+ NUL値 不 可

14 1海 図外 海図(外 国発行) 4バ イト長 実数/0/ノ+ NUL値 不可

15 1地 籍 地籍図 4バ イト長 実 数/0/'/+ NUL値 不 可

16 1そ の他 その他1枚 もの 4ガ朴長 実数/0〃+ NUL値 不 可

1-2一 枚 もの古地図

FN ブイールド 名 調査表項目名 データ形式 ・長 データ内容 備考

17 古}日 手 古地図(日 本発行 ・手描き) 4κ朴 長 実 数/0/一/+ NUL値 不可

18 古1日 版 古地図(日 本発行 ・版 もの) 4ハ'イト長 実数/0/ノ+ NUL値 不可

19 古1外 手 古地図(外 国発行 ・手描 き) 4バ イト長 実数/0/ノ+ NUL値 不可

20 古1外 版 古地図(外 国発行 ・版もの) 4バ イト長 実数/0/ノ+ NUL値 不可

21 他1日 手 その他特殊(日 本発行 ・手描き) 4パ村 長 実 数/0/一/+ NUL値 不可

22 他1日 版 その他特殊(日 本発行 ・版 もの) 4バ イト艮 実 数/0/一/+ NUL値 不 可

23 他1外 手 その他特殊(外 国発行 ・手描き) 4パ朴 長 実 数/0/'/+ NUL値 不 可

24 他1外 版 その他特殊(外 国発行 ・版 もの) 4バ イト長 実数/0/ノ+ NUL値 不 可
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10.2.2デ ータ ベ ー スの 利 用方 法

10.2.2.1シ ステムの概要

本データベースは図10-1に 示 すよ うな,今 日最 も普及 して いるパ ソコンシステムによ

り使用す ることがで きる。 この システムには,MS-DOSに よ って作動 す るパ ソコン,

ディスプ レイ,プ リンタが必要 であ る。更に,本 システムを作動 させ るためのカー ド型デ

ータベースの ソフ トウェアをパ ソコ ン本体のハー ドディス ク上 にイ ンス トール してお くこ

とが最低限必要である。

この システムで は,次 の よ うな項 目か らの検索が可能であ る。

(1)都 道府県 ・市町村 コー ド

② 博物館名

③ 郵便番号

(4)住 所

(5)電 話番号

各項 目によ り検索 されたデ ータは,各 カー ド型データベース ソフ トウェアの有す る集計

機能や作図機能を用い ることで,二 次的 な加工を行 うこと も可能 であ る。

r、

初期画面

＼ ノ

〆 、

メイ ンメニ ュー

＼ ノ

/博物館所蔵地図、

データベース
ファイルの呼び

＼ 出し ノ

ll 11
〆 、

都道府県・市区
町村コードによ
る検索

r、

博物館名による
検索

＼ ノ

r、

郵便番号による検索

＼ ノ

〆 、

住所による検索

＼ ノ

1

〆 、

電話番号による
検索

＼ ノ

1 1

＼、 ノ

1

/、

アプ リケー シ ョ
ンの利 用

ノ＼

/、

出 力

＼ ノ

図10-1シ ス テ ムの 構 成
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10.2.2.2 システムの操 作

前項 システムに基づ く検索 例の手順例 は以下の とお りで ある。

検索条件設定(図 一1～2) (都道府県 コー ドによ る検索)

11sl刷罵 鵯 』田 ■醐 ■ 田 ■■日田煕 拠
`卜 ・一 項 目 名 一 ー一・一 ・一 一1-一 ・一一2-一 ・一 一3-一 …-4・ 一・_・_._y

,=■
～=tl槻"
3;よ みかな
4二郵便●弓
5=住 所
6:電 話●弓
7・一枚腰 当(日本)
・一.牧地⑦(外 因)

9・他彫目(日 本)
1●=八色彫口(外 国)
lt:吃 買口(日 本}
12こ吃間間(外 国)
13;湖 《B本)
"=滝 口(外m)

順'行7瑠 ■

図 一1

",
n,一・一・一・項 目 名
1=●
2=tl⑭ 厘名
3=よゐがB
4:■ 僚■宅
6;tt

6:竃tS●9
1;-8他 国(日 本}
・=一・頓16聞(外 国)
9」"廻 《B]D
境1班 団(外 国)
`口 口 図 旧 家)

`2;旭貰聞(外 面)
け:滝口(8奉 》
除 遠図(タ1国)

鴨願 熊嬬馬脳賠噺 『■ 皿

カード鼠示 ■闘■■

13頂ハー碇"
●蝕記念館鍾
けん口い●ねんかん・`
1聞φ
東京膨千代田区ホ田町1・)・`パ

田・冥8卜1品`団
tlJ
●J
-♂

一●■
^'
-」
≡♂
一..

("了:ESC:#')

図 一2

検索条件設定(図 一3～4) (博物館 による検索)

α
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拐
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'

註
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書

陽
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曇
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;

..

..
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「'

・

1

2
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`

5
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■層 巳i直 示■昌鑓 図 一3 図 一4

検索 条件設定(図 一5～6) (複数条件による検索)

111鴨願 黒 黒!縣 、瑠 癖r.vtrs
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検索 データの集計(図 一7～8) (一枚 もの地図の集計例)
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10.3今 後 の 課 題

10.3.1地 図情報 と所在機 関

現在,わ が国 において地図情報 に対す る機関 と しては,次 のよ うな ものがあ る。

(1)地 図作成機関

建設省国土地理院,建 設省,通 産省工業技術院地質調査所,通 産省,農 林水産省,海 上

保安庁水路部,気 象庁,運 輸省,国 土庁,科 学技術庁,総 理府統計局,郵 政省,文 化庁,

環境庁,北 海道開発庁,防 衛庁,法 務 省,自 治省,地 方公共団体,大 学。

(2)地 図関係機関

日本国際地図学会,働 日本地図 セ ンター,側)地 図情報セ ンター,閲 地図協会,働 日本水

路協会,㈱ 国土地 理協会,働 日本 リモ ー トセ ンシ ング技術 セ ンター,東 京地学協会,

日本地図資料協会。

(3)地 図所蔵機関

図書館(国 立国会図書館な ど),博 物館(東 京国立博物館,神 戸市立博物館など),文

書館 「国立公文書館,埼 玉県立文書館 など),大 学(地 理学教室な ど),研 究所(ア ジ

ア経済研究所 など),報 道機関(閲 共 同通信社 など),働 地図情報セ ンター。

10.3.2現 在 の地図利用形態

一般の利用者や専門の研究者が利用す る形態で一番多 い と考 え られ るのは,地 図その もの

の閲覧であ る。博物 館 ・図書館 ・文書館 などの施設で地 図を利用す る場合,一 般 の利用者 は

まず図書 ・地図 カー ドなどで必要 な地図の検索か ら始 ま り,地 図の取 り出 し(職 員による),

閲覧,必 要に応 じての コピーや写真撮影,あ るいは複写依頼 などが考え られ る。

次にどのよ うな地図が存在 してい るか など所在情報を得 るためのカー ド等 による検索で あ

ろ う。 また,地 図展な どの開催に伴 う地 図の貸 し出 しも考 え られ る。

10.3.3地 図資料データベ ース化 に向 けて

人類の これ までの長 い歴史 の蓄積 の中で,さ まざまな地図が作成 されてきた。 それ らは,

その地域 のその時代の情報を反映 した画像情報資料 であるに もかかわ らず,こ の地 図に関す

るデータベース化は遅 れた状況におかれて いる。

国土基本 図及 び国土数値情報のデータベ ース化の ほか,住 宅地図や海図などの一部 には,

現在普及 しっつ あるCD-ROMな どに地 図情報 を入力す ることによ り,パ ソコ ンのデ ィス

プ レイ上での閲覧が可能 とな ってい る。 しか し,地 図研究者などは本物の地図に触れ ること
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を望む ことになろ うし,ま た,古 地 図 と称 され るもののなか には,細 部を見ないと(本 物 と

贋作の識別な ど)役 に立 たな い場合 もあ る。特 に紙質 ・色彩 などを研究す る際には,本 物 の

地 図使用が必須であ ることも考慮 に入れなければな らない。 このよ うな ところに,地 図の保

存 と閲覧,そ してデー タベ ース化の ジ レンマ ともいえ る問題が発生す る。

1989年 以来,わ れわれは地 図の所在情報 データベース化をすすめ,図 書館,博 物館の一部

について調 査を行 って きた。 今回は未調査博物館を対象 として調査を行 い,博 物館所蔵地図

資料所在情報データベ ースの構築 を行 った ものである。

今後の課題 と して は,調 査未着手の文書館等の機関を対象 とした地図の所在情報データベ

ース化を完結す ることで あると考 え る。次 の段階 として,所 蔵 されて いる地図についての図

名等を始 めとす る,各 種の属性を付加 した地 図データベースの構築が なされなければな らな

い。 しか しなが ら,こ の分野 は書誌デー タベースとして も膨大 な数量 であ り,今 後の一 層の

調査研究が必要であ る。

一99一





11地 域 流通 最適化 デー タベ ースの

プロ トタイ プ作成

社 団 法 人 日本 ボ ラ ンタ リー ・チ ェー ン協 会





11. 地域流通最適化データベースのプロ トタイプ作成

11.1 目 的 と 概 要

11.1.1は じめ に

わが国流通業界 は未曾有の転換期 に直面 している。対外的 に3年 前の 日米構造協議を契機

とす る,大 店法の画期的な改正,及 び これに伴 う内外にわたる流通規制の緩和 と開放政策 は,

流通秩序 の一大地殻変動を惹起 してお り,こ れ にバ ブル不況が,個 人消費の減退 とともに加

わ り,一 層大 きな激動 とな っている。

特 に,商 業集積の立地 にっいて,消 費者 のカーライフは消費者 の来店手段の革命 を もた ら

し,徒 歩 ・自転車を前提 と した,商 店街 か ら自動車 を基調 と した郊外店へ と大 き く移行 して

いる。

これ らの三大与件 一①政策 の自由化 ②バ ブル不況 ③ カー シ ョッピングは相侯 って,

中小商店 のあ り方 に も重大な革新を迫 ってお り,そ の生 き残 りのたあに中小店 も郊外立地へ

の移行が必須 の命題 とな っている。

本研究 は,こ うした大 きな社会的要請に応え ようとす る ものであ る。

㈱ 日本ボ ラ ンタ リー ・チェー ン協会 は,中 小専門店約6万 軒 を擁 す る全 国組織の団体 であ

るので,協 会 と して も重要 な課題で ある。

11.1.2目 的

消費者の カーライ フに基づ く,カ ー ショッピングに適合す る店舗の最適立地を科学的 にか

っ適確 に探査評価す る システムとプログラムを研究す るためのプロ トタイプを作成す ること

が 目的 である。

小売業 は,日 々の生活を支え る地域密着産業であ り,か つ,消 費者 に,便 利でかっ支持 さ

れ るものでなければ な らない。

消費者 は,個 人単位で あるので,中 小商 品に対 して も,大 企業 と同様 の物差 しで取捨選択

を 自由に行 う。 これ に評価 されて始めて,中 小店 も生 き残 りうるのであ る。

したが って,地 域 ごとに,消 費者 に最 も支持 される商業立地を選び出す必要があ り,そ れ

は,大 手 企業 との複合立地である ことも容認す る必要が あろう。 特に,中 小店 にとって,新

規出店 は,失 敗 を許 され ない。 それ に も拘 わ らず,他 方 にお いて 「出店」 とい う業務にっい

て は,中 小店側 にほ とん ど経験 も,ノ ウハ ウもないのが通例であ る。

かか る矛盾を解決 す るため,当 協会付属の地域流通研 究所 において は,第1年 度 において,
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① 問題の所在 ②多様 なアプ ローチ ③適地判断上,視 覚 に訴 え る地図が重要 な要素 とな る

ため,重 ね合わせ方式 によるラスター情報を基礎 とす る立地選定策 を中心 に した調査研究を

終えた。

平成4年 の第2年 度 の研究においては,更 に これを,視 覚 に訴え る背景地図情報 をカラー

画像 で もちなが ら,道 路を考慮 した 自動車 による人 口移動の シ ミュ レー シ ョンを可能 に した

プログラムのプロ トタイプを開発 し,具 体的都市 についてその シ ミュ レー ションを可能 にす

るデータベースのプ ロ トタイプを作成 しよ うとす る ものである。

11.1.3概 要

「地域流通最適化データベ ース」 は,最 適 立地探索を行 うための支援データベ ースであ る。

最適立地探索は,次 の5段 階のステ ップで行 われる。

第1段 階:有 望地域,有 望都市の選定

第2段 階:適 地候補 ゾー ンの抽 出

第3段 階:適 地候補地点の選定

第4段 階:適 地候補地点の評価

第5段 階:適 地候補地点の実地調査 ・検討

本年度 はプロ トタイプ作成であ り,最 適立地探索 システ ム全体を動 かす に際 して核 とな る

部分のプ ロ トタイプを作成 した。

具体的には,ま ず,各 ステ ップにっいて再検討を行い,人 間 による判断が適切であ るステ

ップ(第1段 階 第3段 階,第5段 階)と,コ ンピュータによる処理が適切であ るステ ップ

(第2段 階,第4段 階)に ついて分 け,前 者 にっ いては,資 料整備,既 存データベ ースの改

良,判 断手順の整備 を行 い,後 者 にっいては,プ ロ トタイプの ソフ トを開発 した。 これ らを

用いて,第1段 階～第5段 階の各 ステ ップを実在の2都 市 を用 いて行い,デ ータベ ースのプ

ロ トタイプを作成 した。 この シ ミュ レー シ ョンによ り,今 年度の研究の評価 と,今 後の進 め

方の方向性 を得 ることが できた。

11.2地 域 流 通 最 適 化 デ ー タ ベ ー ス の プ ロ トタ イ プ 作 成

11.2.1本 研究の 目指すデータベースの将来懐

中小店が集団で,単 独,又 は大手流 通企業 と複合立地で郊外 型SC(シ ョッピ ングセ ン

ター)を 建設 しよ うとす る際,商 圏 の実情や競合関係等か ら判断 して,幾 つかあ る適地候補

の中か ら最適立地 を コンピュータで選べ る ことがで きるよ うな,シ ステム,プ ログラム,及
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び これ らをふ まえ たデ ータベ ースを構築 しよ うとす るもので ある。

人 口メ ッシュデ一夕の1㎞ 単位 という制約が ある程度克服 されれば,郊 外型SCの み な ら

ず,SM(ス ーパ ーマ ーケ ッ ト),専 門大型店,外 食等 の立地 にっ いて も応用が可能になる

と思われ る。

また,将 来 的には,本 年度 のプ ロ トタイプでは実現で きなか った,自 動車による右折左折

の負荷 等,人 間の心理 を反映 した諸要素を解析の際に入れ ることや,解 析の評価基準にっ い

て種 々工夫 す ることによ り,よ り消費者 の行動 に近 いシ ミュレー シ ョンがで きるデータベー

ス作成を考 えてい る。

11.2.2「 有望地 域及び有望都市 」の選定 に関する システムの構築

この システム は,最 適立地探索 のための第1段 階目のステ ップで ある。

ここで は,① 「有望地域の選定」及 び,そ の地域 内における②郊外型SCの 「有望都市」

の選定を行 う。

①の地域選 定 は,府 県別 に大型店の普及度のデータを検討す る ことにより可能であ る。 こ

れ は,商 業統 計表,並 びに国勢調査 データよ り必要データを府県別 にコ ンピュータに入力 し,

大型店売場面積 当た りの支持人 口を出す ことによ り一次的 な判断を行 うものである。②の都

市選定 は,① で出 した地域に関 して,市 町村別 に,郊 外型大型店の普及度のデータを収集整

備す ることによ り判 断で きる。 このた め,ス ーパ ーマーケ ッ ト名鑑のデー タの うち,店 舗規

模,店 舗 立地,駐 車場台数によ り,郊 外型大型店 の要素を満 たす店舗が未整備 である都市を

検索す ることに よって一次的な判断を行 う。

今回,こ の① と② の検索が可能 な形 に,既 存のデータベ ースを整備 した。条件検索画面 は

対話式であ り,コ ンピュータに馴染 みの薄 いユーザで も,容 易 に求 ある検索が行え,自 動的

に印刷で きるよ うにな った。

11.2.3「 適地候 補 ゾー ン」の抽出プ ログラムのプ ロ トタイプ開発

この プログラム は,最 適立地探索の ための第2段 階 目のステ ップを可能 にす るものであ り,

これを使 用 して,「 適地候補 ゾー ン」の抽 出を行 うのに必要 なデータ(地 図,人 口,道 路 デ

ー タ)を 入 力 し,実 行(フ ェーズ1と 名づ ける)に より 「適地候補 ゾー ン」を抽 出 した。

このアル ゴ リズムの概要 は次 の とお りで ある。

① 各種 デー タを入 力す る。

② 階層 グラ フを構成 し,そ の枝の長 さを計算する。

③ 評価基準 の値x(km)圏 内n(人 以上)
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④ 道路 グラフの各頂点pに 対 して以下の操作を行 う。

・階層 グラフ上で,Pか ら各メ ッシュ頂点 までの最短路を求 める。

・pの 集積人数を計算す る
。

・pの 集積人数がn人 以上 な ら候補頂点 として選ぶ
。

⑤ 候補頂点 と両頂点が候補 とな る枝 を画面上 に出力す る。

必要であれ ば,PIXELDIOで 出力す る。

データベ ース入力操作 は,次 のよ うに行 う。

① 特定地域 における地図をカラースキ ャナー(PIXELDIO)に よ り入力す る。 こ

の地図データは,道 路や障害物の入 力画面 の背景 や候補 ゾー ンの紙への出力に用い られ る。

② 人 口デ一夕は,統 計に用い られ る標準地域基準 メ ッシュ(1kmメ ッシュ)の 矩形区画で

区切 られた地 図画面を見なが ら,当 該 メ ッシュの中に,人 口をマ ウスを用いて入力 してい

く。

③ 道路デ ータは,同 じく背景地図を利用 して計算機の画面か らマウスによって入力す る。

「適地候補 ゾー ン」抽 出評価基準 は,考 え られ る幾つかの評価基準の うち,プ ロ トタイプ

では,「 道路沿い距離x㎞ 圏内人 口n万 人以上」を用 いた。パ ラメータx,nを 変 えて抽 出

アル ゴリズムを再び起動す ることによ り,適 地候補 ゾー ンを絞 り込む ことや広 げることも可

能であ る。

「適地候補 ゾー ン」の出力 は,評 価基準 を満 たす道路 グラフの頂点 と,両 頂点が基準 を満

たす枝を画面 の背景地図に上書 きす ることによ り行 う。 また,画 面 か ら,基 準を満たす(候

補)頂 点の集積人数を見 ることもで きる。最終 的な出力はPIXELDIOを 用 いて,フ

ルカラーで地 図データ ・道路 データ ・候補 ゾー ンを同一紙 に出力す ることもで きる。

11.2.4「 適地候補地点」の選 定に関する システムの構築

この システムは,最 適立地探索のための第3段 階 目の ステ ップであ る。

ここで は,「 適 地候補地点」の選定を行 う。

第2段 階で抽出 した 「適地候補ゾー ン」 に沿 って,ま ず,出 店可能な地点 を,都 市計画図

による土地用途区分,及 び住宅地図による土地使用状況等か ら判 断 し,次 にその上で,出 店

者側の要求す る条件を満足す る地点 を捜 し出す ことで ある。

費用対効果を考え ると,「 適地候 補 ゾー ン」 さえ与 え られれば,人 間による判断の方が適

確かっ時間 もかか らないため,こ の システムは判 断項 目(探 索項 目)を 整備す ることによ り,

適宜行 うこととした。 その適地の探索項 目については,リ ス トの形式で記入票を作成 した。

(何故な ら,適 地の要素 は,項 目は同 じで も,出 店希望者 によ り内容が異 なるため)
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11.2.5「 適地 候補地点 」の評価プ ログラムのプ ロ トタイプ開発

この プログラムは,最 適立地探索 のための第4段 階 目のステ ップを可能 にす るものであ り,

これを使用 して,第3段 階で探索 した地点 にっいて,既 存 大型店を も含めて比較評価を行 う。

必要 なデータの うち地図データ,人 口デ一夕,道 路 データについて は,「 適地候補 ゾー ン」

抽出の際に使用 したデ ータを用 い,店 舗 データについて入力を行 う。 この実行(フ ェーズll

と名づけ る)に よ り,地 図上の全人数の うち,既 存店 を含 め,候 補地点 を利用す る と予想 さ

れ る期待流入人数 を計算す ることがで き,こ の値 によ り,各 地点の評価 を行 うことがで きる。

このアル ゴ リズムの概要 は次の とお りであ る。

① 各種データを入 力す る。

② 階層 グラフを構 成 し,そ の枝の長 さを計算す る。

③ 階層 グラフ上で候補店 及び各競合店か ら客メ ッシュへの最短距離を計算す る。

④ 修正パ フモ デルを用いて,候 補店及 び各競合店への期待流入人数を算出す る。

⑤ 結果 を画面 もしくはファイル に出力す る。

データ入力操作 は次の ように行 う。

① 地図,人 口,道 路 データにっ いては,「 適地候補 ゾー ン」抽出の際 に入力 したデータを

使用す る。

② 競合店 データ及 び候補地点データの入 力は,道 路節点 と同様 に計算機の画面 に映 された

地図デ ータ上 でマ ウスによって行 う。競合店 に関す るデータと しては,売 場面積,駐 車場

台数,駐 車場階数等を入 力す ることがで きる。

候補地点のデ ータには,同 じ項 目にっ いて,想 定 され るデータを入力す ることによ り,店

舗比較の シ ミュ レー シ ョン対象にす ることが可能にな る。

「適地候補地点」評価基準 は,考 え られ る幾つかの評価基準の うち,プ ロ トタイプでは,

「地図上の全人数 の うち候補店を利用す ると予想 され る期待流入人数」を用 いる。 この期待

流入人数の具体 的な計 算は修正パ フモデルを用 いて行 う。

「適地候補地点 」の出力は,候 補店及び各競合店の期待流入人数を画面上 の店舗地点 に行

う。 この値 は,フ ェーーーーズllを 実行 した後,売 場面積 などの店舗データと同様 に画面上で参照

す ることがで きる。

11.2.6「 適地候補地点 」の実地調査 ・検討

これは,最 適立地探索 のための最終ステ ップであ る。

第4段 階で評価 した 「適地候補地点」を,現 地で評 価の確認を行 う。

今回,プ ロ トタイプ作成 に当た り,テ ス ト都市 にっいて,実 地調査を行 ったが,基 本的に
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は通常経営者が業界常識 と経験 によって判断す るのと同様 な形のパ ター ンにな った と思われ

る。

11.3地 域 流 通 最 適 化 デ ー タ ベ ー ス の プ ロ トタイ プ に関す る各種 検 討

11.3.1テ ス ト都市を用いた シミュ レー シ ョン

今回作 成 したプロ トタイプの評価を行 うため,最 適立地探索 システムの第1段 階において

有望都市 と選定 されたN市 をテ ス ト都市 として取 り上げ,そ の周辺20kmの 範囲について,地

図データ,人 口デ一夕,道 路 データ,店 舗 データか らなるデータベ ースの プロ トタイプを作

成 し,「 適地候補 ゾー ン」の抽 出 と,「 適地候補地点」の評価 につ いて行 った。

11.3.2デ ー タ処 理 作業 の 操作 性 に関 す る評価

(1)ハ ー ドデ ィ ス ク構 成

プ ロ トタ イ プで もあ り,か っ,中 小 店 支 援 ツー ル と して の役 割 を念 頭 にお い て い るた め,

基 本 的 に,で きるだ け コ ンパ ク トで,投 資 負 担 の かか らな いハ ー ドデ ィス ク構 成 を心 掛 け

た。

EWSSONYNWS-3460(CPUR3000)

主 記 憶8MB(最 大16MB);

ハ ー ドデ ィ ス ク415MB;

MIPS値17MIPS

光磁 気 デ ィ ス クユ ニ ッ トSONYRMD-S550

光磁 気 デ ィ ス クSONYEDM-1DAlS記 憶 容 量594MBYTES

スキ ャナ ー/プ リンタCANONCLC-500PIXELDIO

CANONIPU-10

② デ ー タ入 力 作業 に関す る評 価

デ ー タ入 力 作 業 は,マ ンマ シ ンイ ンタ フ ェース の工夫 に よ り,Xウ ィ ン ドウ上 で の マ ウ

ス操作 に よ り容 易 に行 う こ とが で きる。 入 力 画 面 につ い て は,図11-1参 照 。

入 力 作業 時 間 は,テ ス ト都 市 に つ い て 次 の よ うで あ った 。

縮 尺5万 分 の1の 地 形 図20km四 方 の エ リア を入 力 す るの に3.5時 間,基 準 メ ッシュ(1

㎞)400個 に男 女別 人 口 を入 力 す るの に1.5時 間,道 路(687本)入 力 に5時 間,店 舗(62

店)入 力 に4.5時 間 を要 した 。

mapウ ィ ン ドウの レス ポ ンス時 間 は,背 景 地 図 デー タ の容 量 に大 き く左 右 され るが,

-106一



地図 データ容量 が4,158,537byteのN都 市 にっ いて は,背 景地図 データがあ る場合で,

map起 動 に45秒,再 描画 に12秒,背 景地 図な しの場合,map起 動に2秒,再 描画に2

秒であ る。

入力作業 には,単 純な数字 データ入力で はな く,地 図上の位置確認 とい う判 断が伴 うた

め,こ のよ うな時間がかか ったが,2日 間あれば1市 町村の ビジュアルなデータが入力で

きることにな るので,プ ロ トタイ プとして は効率的で ある と思われ る。

(3)デ ータ解析操作 に関す る評価

フェーズ1,フ ェーズ2を 解析す るための実行条件 を入力す る操作 は,デ ータ入力 と同

じように,Xウ ィン ドウ上でのマ ウス操作 によ り容易 に行 うことがで きる。

フェーズ1の 応答 時間は,節 点数が622,道 路数698,店 舗数62のN都 市の場合,解 析

実行時間と再描画時間を合 わせて,12分10秒 であ り,フ ェーズ2の 応答時間は,1分35秒

であった。

フェーズ1の 応答時間にっ いて は少 し長 く感 じるか もしれないが,解 析結果が ビジュア

ルにゾー ンの色変換 により表現 されるのでその有用性 は大 き く,EWSと い う限 られ たメ

モ リ対効果か ら考えれば,実 用 に耐え られ ると思われ る。

(4)デ ータ出力に関す る評価

解析結果の出力表現 は,誰 が見 て も一 目で分 かるよ うに ビジュアルな ことに重点 を置 き

開発 を行 った。 その結果,フ ェーズ1の 実行条件(xkm以 内にn万 人以上の商圏を もつ点)

を満たす道路上の節点を黄色で,両 端 の節点が条件を満たす場合 は道路 を赤色,片 端 の節

点が条件を満たす場合 は道路を橿色に変 わるよう,視 覚的 に表現 され る。 また,各 節点 の

解析結果の数字を読 む こともで きる。

フェーズ2に 関 しては,解 析結果 は各店舗を表す ノー ドをマ ウスで ク リックす ることに

よ り,解 析結果を数 字で読 む ことがで きる。

これ らの画面出力 は,色 と数字で端的 に表現 され るため,分 か りやす く,か つ説得力 を

もつので,コ ンピュータに馴 染みの薄 い小売業者 にとって も,魅 力的 な支援 ツール となる。

(5)デ ータ解析結果 に関す る評価

解析結果 について は,系 数 的な問題を更に解 決すべ きであ るが,基 本的 には通常経営者

が業界常識 と経験 によって判断す るの と同様な形のパ ター ンにな った と思われ る。今後 の

課題 は後述す るが,プ ロ トタイプの レベル と しては,概 ね評価で きると思われ る。
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11.4今 後 の 課 題 と 結 論

11.4.1今 後の検討課題

今 回作成 したプ ロ トタイプの 「適地候補 ゾー ン」抽 出プログラム,並 びに「適地候 補地点 」

の評価 プログラムに関 して,今 後更 に,次 のよ うな課題 に取 り組む必要が ある。

① 他 の評価基準の採用検討

② メ ッシュの細分化 によ る近似精度の向上 とその効果 の検証

③ メ ッシュ間 グラフと道路 グラフの結合 に関す る工夫

④ 交差点 におけ る右折,左 折,直 進 の区別

⑤ 距離 による集積人数の補正

⑥ 付加情報 レベルの利用

⑦ 計算時間の短縮

⑧ メ ッシュの付加情 報区分 の利用

⑨ 自動車でのアクセスの他,自 転車や徒 歩でのアクセ スの導入

⑩ 各種換算パ ラメータの妥 当性の検証

11.4.2結 論

本データベ ースを将来的 に活用す るユーザ層 として,コ ンピュータにあま り馴染みのない

中小店 のオーナー等 も念頭 においてい るため,分 か りやす くビジュアル に表現す ることが外

せない要件で ある。 そ こで,文 字情 報,画 像情報等を融合 したマルチメデ ィアを用 いて開発

す る必要が あ り,そ の結果,地 図データという画像情報を取 り扱 うだけで も処理 データ量が

大 き く,EWSレ ベルが最低必要にな る。 しか し,最 近の ダウンサイ ジングの流れの中でE

WSが 普及 して きているため,価 格的に も入手可能な範囲 にな ってい ることは,今 後の事業

化を 目指す際に明 るい材料で ある。

本年度 は時間的制約上,11.4.1に 指摘 したような課題 につ いて は実現 していないが,次 期

システムにおいて改善す る目途 をっ けてい る。

本年度の プロ トタイプを基礎 として,更 に地域流通最適化 データベ ースを充実 させ,こ れ

を活用す る ことによ り,各 々の地域 流通 において,小 売店集団が最適立地に商業集積の形成

を行 うことがで きれ ば,小 売店主の立地選定に関す るメ リッ トが あ るだけでな く,地 域商業

は近代化 し,そ の結果,地 域経済振興に貢献 し,地 域消費者への福 祉を増進す ることがで き

る。 これは大変意義の深 い ものであ り,引 き続 き完成を 目指 して研究を進 めたい システムで

ある。
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12異 分 野研 究の ための知 的 オリエンテーション・

デ ー タベ ース シス テ ムの プ ロ トタ イ プ作 成

株式会社 け い は ん な





12. 異 分 野 研究 のた めの知 的 オ リエ ンテー シ ョン ・

デ ー タ ベ ー ス シ ステ ム の プ ロ トタイ プ作 成

12.1は じ め に

産業技術 の急速 な発展 などにより,企 業の異分野進 出のニーズは益 々高 ま っている。 このた

め,こ れ までの 自分の専門分野以外の分野 につ いて学習,勉 学あ るいは研究す る(以 下,単 に

学習あ るいは研究す るとい う)必 要性 の生 じた人 々が急速 に増加 してい る。 そ こで,ま ず異分

野学習のため に必要 とな るさまざまな知識 ・情報をデータベ ース化 したデータベースを構築す

る。 そ して,こ のデ ータベースを もとに,異 分野の学習を効率的に行 うことが で きるよ うに,

知識工学的手法を活用 して,適 切 なオ リエ ンテー ションや ガイ ダ ンスので きる知的オ リエ ンテ

ー シ ョン ・データベ ースシステムを構築す る と,異 分野 の学習効率が向上 し,人 材 の活用や人

材 の配 置 ・転換 の効率化が促進 され るとともに,異 分野 の研究者 ・学習者相互 の交流 も促進 さ

れ,企 業活動 や産業 の振興 に役立っ ことにな る。 しか し,こ の よ うな システムは これまで に類

例のない新 しいデータベ ースシステムとな る。

本研 究の 目的 は,こ のような異分野研究 のための知的オ リエ ンテーシ ョン ・デ ータベースシ

ステムのプ ロ トタイプ システムを構築 し,そ の稼働性を実証す るとと もに,本 格 システムの実

現 に向け,利 用上 の問題点,操 作性,サ ー ビス内容等 にっいて検討 ・修正を行 うことであ る。

12.2プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム の 開 発

(1)対 象 データ ・情報

異分野学習 あるいは研究を行 うに当た って重要 とな る知識 ・情報 ・ノウハ ウの提供 サー ビ

スを行 う知的オ リエ ンテー シ ョン ・データベース システムの実現 には種 々のデー タ ・情報が

必要 となる。 システムの有用性 の向上の観点か らはデータの収集の範囲 は広ければ広 いほど

望ま しい。 しか し,シ ステムの構築 ・運営 の経 済性の観点 か らは収集範囲 はで きるだけ少 な

い方が望 ま しい。 そ こで,こ の トレー ドオ フを考慮 して,本 システムが提供すべ きデータ ・

情報 の当面 の 目標 を次 のよ うにす ることに した。

(a)大 学 ・学部 ・学科及び大学 院大学 ・研究科 ・専攻 に関す る情報

(b)各 大学 ・学部 の履修要覧に記載の情報

(c)各 大学 院 ・研 究科 の履修案内に記載の講義 ・講座及 び研究者情報

(d)各 大学 の学位 授与情報 と博士論文
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(e)文 献 情 報 紹 介 者,研 究 者 へ の ア ンケ ー ドあ る い は イ ンタ ビューな ど に よ る論 文 発 表情

報

(f)キ ー ワー ドに よ る検索 に お け る同 義語 の検 索 もれ を 防 ぐため,専 門 分 野 に も対 処 可 能

な 同義 語 辞書(キ ー ワー ドは英 語 化 され て い る もの もあ るので,科 学 技 術 用 英 和 辞 書 も

必要)。

プ ロ トタ イ プ シス テ ムの 構 築 に 当 た って 収 集 した サ ンプ ル デ ー タ は17種 約82キ ロバ イ ト

で あ る。

② デ ータベ ー ス管 理 システ ムの 開発 言 語 と スキ ーマ

異 分 野学 習 あ るい は研 究 の た め の知 的 オ リエ ンテ ー シ ョ ン ・デ ー タベ ー ス シス テ ム は12.1

節 で述 べ た よ うに これ まで に前 例 の な い デ ー タベ ー ス システ ム とな る。 そ こで,昨 年 の調 査

研 究 で明 らか に した 知 的オ リエ ンテ ー シ ョン ・デ ー タベ ー ス システ ムの 各 種 案 内 サ ー ビス の

イ メー ジを も とに,ワ ー クス テ ー シ ョン(SUN-SparkStation)上 にプ ロ トタ イ プ シス テ ム を

構 築 す る こ とに した。

本 デ ー タベ ー ス システ ム の構 築 に当 た って は知 識 工 学 的手 法 の 適 用 の容 易 さ を考 慮 して,

システ ムの 構 築 言語 と してPrologを 用 い る こ とに した 。対 象 デ ー タの構 造 は多 種 多 様 な構 造

を もつが,対 象 デ ー タ をPrologに お け る事 実 と して 記 述 で き る こ とを 明 らか に した。 ま た,

Prologの 不 定 長 の リス ト機 能 を 利用 す る こ とに よ り,複 雑 な 構造 を もっ デ ー タ で もそ の ま ま

に近 い形 で容 易 にデ ー タベ ー ス化 で きる。

対 象 デ ー タ は一 般 に

datal(A1,A2,● ・.,An).

と表 す こ とが で き る。 こ こで,A1,A2,…,Anは 対 象 デ ー タ の各 項 目を 表 す 。

Prologで は,ユ ーザ に よ りA1,A2,…,Anの うち,幾 つ か の項 が 指 定 され た と き,

他 の項 を 出 力す るの は この言 語 の 原 理上 の基 本 操 作 とな って い るの で,こ の よ うな検 索 につ

い て は何 の 問題 もない 。

以下 で は,単 独 のデ ー タで は検 索 で きな いデ ー タの検 索 法 にっ いて 述 べ る。 次 の よ うにデ

ー タモ デル によ り定 義 され た二 つ の スキ ー マ が あ る とす る。

datal(A1,A2,● ●・,An).

datal(B1,B2,● ・ ●,B皿).

ここで,mは 一般 に はnと 異 な る正 整 数 で あ る。data1のk番 目の 項 目Akとdata2のj番

目の項 目Bjが 関 連 を も って い る場 合,datalとdata2の 両 方 の 情報 を もっ 新 た な デ ー タdata1

&2をPrologの 定 義 を以 下 に示 す よ うに行 う こ とに よ り,新 た なサ ブス キ ー マ と して 生 成 す る

こ とが で き る。
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data1&2(A1,A2,● ●.,An,B1,B2,●.●.・ …,Bm):-

data1(A1,A2,…,Ak,・ ・●.,An),

data2(B1,B2,・ ●.・,Bj,・ ● ● ● ● ●,Bm),def(Ak,Bj).

こ こで,def(X,Y)はXとYの 関連 を示 すPrologの 定 義又 は デ ー タで あ る。XとYは 直

接 的 な 関 連 が 無 くと も,Prologの 特徴 で あ る推 論機 能 を 用 いて 関連 づ け る こ と もで き る。 例

え ば,Akが 学 部 や学 科 な どの 組 織 ・機 関 の情 報 を表 し,Bjが 研 究 者 名 を 表す 情 報 とす る

と,あ る学科 の あ る研 究者 と い う関 連 を示 す 情 報 がdef(Ak,Bj)で あ る(極 端 な 関連

の例 と してAkとBjが 同一 の と き は,AkとBjを キ ー と してdata1とdata2の 両方 の情 報

を もつ新 た な デ ー タdata1&2を 得 る こ とが で き,こ の場 合 はdef(Ak,Bj)の 項 は上 式 の

定 義 式 に お い て な くて もよ く,data1&2の 中 のBjも 省 略 で きる)。 この 定 義 式 に よ り,例 え

ばdata1の あ る項 目の 入 力情 報 に対 し(部 分情 報 も可),data1の 情 報 だ け で な くdata2の 情 報

を も得 る こ とが で きる よ うにな る。

以上 の 定 義 を繰 り返 し行 い,以 下 の よ うなス キ ー マを 生 成 で きる。

alldata(A1,.● ・,An,Bl,● ・ ・,Bm,Cl,● ・ ・,D1,● ・●).

上 の ス キ ー マ にお いて,ユ ー ザ に よ り幾 つ か の項 が 指 定 され た と き,ユ ー ザの 必 要 とす る

他 の 項 を 出 力 で きる こと は明 らか で あ る。

上 に説 明 した よ うに,本 シス テ ム で は,収 集 され た デ ー タはす べ て そ の ま ま知 識 ベ ー ス と

して利 用 可 能 な形 態 と な るの で,単 独 で も多様 な利 用 が 可 能 とな る。 更 に,ユ ーザ の 要 求 す

る情 報 を種 々 の デ ー タを 組 み合 わ せ て有 機 的 に新 た に生 成 し,提 供 す る こ と も可 能 とな る。

必 要 とな る組 み 合 わ せ デ ー タは要 求 され た と きに生 成 され るので,デ ー タ と して 記 憶 して お

か ね ば な らな い情 報 は顕 著 に節約 され,記 憶 容量 が わ ず か で 済 む。 この ほか,単 独 の デ ー タ

で は提 供 不 可 能 な高 度 な内 容 の情 報 をユ ーザ が必 要 と して い る場 合 で も,シ ステ ムが 種 々の

デ ー タを 組 み合 わ せ て 加 工 す る こ とに よ り作 り出 して,提 供 で きる とい う特 徴 を もたす こ と

が可 能 と な る ことが 分 か る。

(3)逐 次 メニ ュ ー方 式 に よ る案 内 サ ー ビス シス テ ムの 開 発

従 来 の デ ー タベ ー ス の コマ ン ドや キ ー ワー ドに よ るデ ー タの検 索 は検 索 の効 率 は高 い もの

の,初 心 者 に は必 ず しも便 利 とは いえ な い側 面 を もって い る。 本 シス テ ムで は,デ ー タベ ー

ス の性 格 上 ユ ーザ は 利 用 が初 めて で デー タベ ー ス シス テ ム利 用 法 を 知 らな い場 合 が 多 い と予

想 され る。 この た め,本 シス テ ム の初 め て の利 用 者 で も本 システ ム の機 能 を 十 分 に使 い こな

せ る よ う に,知 識 工 学 的手 法 を適 用 して,シ ス テム利 用 に 関す る ノ ウハ ウ的 知 識 の デ ー タベ

ー ス化 を 図 った ユ ー ザ フ レン ドリーな シス テ ムを 実現 す る こと に した
。 まず,初 心 者 向 けの

検 索 方 式 と して,逐 次 対 話 型 の メニ ュー方 式 に よ るデ ー タベ ース利 用 に よ り,初 め て の 人 で
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も必要 とす るデ ータを容易 に検索で きるシステ ム とす るための種 々の創意工夫を こ らした検

索方式を開発 した。本 システムでは階層 的に1順次提供 され る各 メニh－ 画面 にお いて,検 索

支援関連情 報を知識ベース化 した知識ベースに基づ いて,必 要 と考え られる情報が一覧表示

され るようにな ってい るので,キ ー ワー ドによる検索を除いて,基 本的には システムのメ ッ

セ ージに従 うて該 当の数字 を入力 していけば希 望の情報を知 ることがで きる。

構築 した逐次 メニ ュー方式 のデー タ案内サー ビス システムは以下の とお りであ る。

(a)'大 学構成学部名や学科名,学 科定員数な どを紹介す る大学 ・学部 ・学科 案内サー ビス

(b)各 大学の講座の研究ス タッフ,研 究分野及 び現在進行 中の研究 テーマ について紹介す

るだけでな く,研 究テーマにつ いてのキー ワー ドによる講座の逆検索 も行 うことがで

きるような大学の講座案内サー ビス システ ム

(c)第 一線で研究 して いる大学の助手 を含む研究者,学 者 の所属,地 位,研 究 テーマな ど

の紹介 を行 うことので きるよ うな研究者案 内サ ー ビス システム

(d)大 学,学 科 などを指定す ると,そ の学科 における授業科 目名,必 要単位数,授 業内容

の概要 な どを紹介す る科 目履修案内サー ビス システム

(e)著 者名,学 位論文名及びその 目次 に使われてい る術語をすべてキーワー ドの対 象 とす

ることがで きるよ うな学位論文案 内サ ー ビスシステム

(f)各 研究者 による各 自の専門分 野における発表論文群な どの文献紹介 を行 うことので き

る専門分野(文 献)案 内サー ビス システム

(4)一 括対話方式 たよる案内サー ビス システムの開発

本 システムで採用 したメニ ュー方式 によるデータベースの利用 は初心者で もデータベ ース

を容易に利用できるとい う利点が ある反面,2回 目以降の検索の ときはメニ ューの階層 をた

どるのが面倒であ った り,人 によ って は思考 に合わない部分があ った りす る。 また,あ らか

じめ想定 したデータの検索 しかできないとい う短所 もあ る。 この ため,本 システムで は,メ

ニ ューを横断的 ・垂 直的 に一括 してたど って検索を行 うことので きる一括対話方式 による対

話型案内方式 も開発 し,提 供可能な情報 の中の各項 目を任意に組 み合わせた情 報を簡単 に検

索 できることを可能 とした。

構築 した一括対話方式 による案内サー ビス システムは,機 関 ・組織 の属性案 内,人(研 究

者)の 属性案内及 び学習 ・研究分野案内の3種 類の システムで あ り,学 習 ・研究分野案内は

更 に科 目履修案 内,学 位論文 案内及 び専門分野(文 献)案 内の3種 類の システムに分かれて

いる。

図12-1に 本 システムの各種案内サー ビスの概略図を示す。
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組織:

(機 関)

人:

研究分野:

大学 ・学部 ・学科(大 学院 ・研究科 ・専攻)案 内

専 門分野案内

科 目履修案内

図12-1本 システムの各種案内サー ビスの概略図

図12-2に 開発 した本 プ ロ トタイプ システムの構成を示す。図に示す ように,本 システム

では,イ ニ シャル メニ ュー(初 期 メニ ュー)か ら逐次 メニ ュー方式あるいは一括対話方式の

メイ ンメニ ューに ジャンプ し,こ こか ら各種の案内サ ー ビスを受 けるよ うに構成 されて いる。

各種の案内サー ビスを受 け るに当た っては,種 々の支援を システムよ り受 けれ るよ うに,

システム内には種 々の知 識ベースが構築 されてお り,必 要 に応 じて随時参照 され るよ うにな

っている。構築 された知識ベースは,府 県名 に関す る知識ベ ース,市 町村名 に関す る知識ベ

ー ス,地 位 に関す る知識ベ ース,著 者 の英文表示 の知識 ベース,'専 門用語同義語及 び和英 同

義語の知識ベ ースの5種 類で ある。

(5)イ ンテ リジェン ト機能

本 システムに組 み込 まれたイ ンテ リジェン トな機能 は以下の とおりとなる。

(a)収 集 されたデータ はすべてそのまま知識ベ ースと して利用可能な形態 となるので,単 独

で も多様な利用 が可能 とな る。更 に,ユ ーザの要求す る情報を種 々のデータを組 み合 わせ

て有機的に新た に生成 し,提 供す ることも可能 とな る。必要 となる組 み合 わせ データは要

求された ときに生成 され るので,デ ータとして記憶 しておかねばな らない情報 は顕 著に節

約 され,記 憶容量が わずかで済む。 この ほか,単 独のデータで は提供不可能な高度 な内容

の情報 をユ ーザが必要 としている場合で も,シ ステムが種 々のデータを組み合わせて加工

す ることによ り作 り出 して,提 供で きるとい う特徴 を もたす ことが可能 となった。短所 と

しては,生 成 に時間を要す るので,情 報検索の応答性が悪 くなる欠点が ある。 ただ し,プ

ログラムの構築 が簡単 でデー タの保守 ・更新が容易 となる利点があ る。
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(b)不 確定文字?や 不確定文字列*を 使用す ることができるので,人 名 や国際学会名 など曖

昧な情報,曖 昧な記憶 しか ない場合 に も容易に情報検索す ることがで きる。 また,正 確 な

情報を有 している場合 には,入 力の省力化が図れ る。

(c)複 雑 な論理式をそのまま解釈で きるので,高 度な論理式 を用 いて,効 率 よ く必要情報 を

検索で きる。

(d)知 識 ベースとして専 門用語の同義語辞書及 び和英同義語辞書 を もち,同 義語をユーザに

提 示 し,使 用 す るか ど うか 確 認 す る よ うに な って い るの で,キ ー ワ ー ド検索 時 に検 索 もれ

が 生 じに くい。

イニシャル

メニュー

逐次 式 一括方式

イソメニュー ・'ニ ー

μ}

情報の逐次方式
一括入力

ブメニュー

メニュー方式に 入力内容の

より入力情報の

入力情報の

入力内容の 確定

入力内容
力項目の確認

サブメニューごと

;定 義されたスキー 力内容をもとに
マをもとに検索 キーマの選択

または生成

検索

逐次方式メ インメニ ューへ

一一ー一… … 一#

午
一括 方式 メインメニ ューへ

データ

必要に応 じて随時参照〉

知 識 ペ ー ス

メ 伺1義 語'辞'1・ ・9 C

各 種prolo9

,戸 ラ イ'プ ヲ サ ・・、、

(入 力 用,表 一 ,etc)

図12-2開 発 した 本 プ ロ トタ イ プ シス テム の 構 成
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(e)知 識ベ ース として著者名の英文表示辞書を もってい るので,日 本語 の著者名 か ら英文の

文献 も検索で きる。

(f)知 識 ベース として,府 県名や市町村名 に関す る辞書や人の地位 に関す る辞 書 を有 してい

るので,利 用が便利 とな る。

(9)一 括対話方 式では,"大 学","学 部","学 科"な ど,シ ステムが判定で きる語句 は,

ユーザが入 力 しな くて も,シ ステムが 自動的に判定す るよ うにな って いる。 また,不 必要

な項 目について は,入 力を打ち切 って もシステムが不要で あると判定で きるよ うにな って

い る。 これ らの機能 はユ ーザに余計な負担をかけないため,ユ ーザが スマー トに本 システ

ムを使 いこなす ことを可能 とす る。

12.3逐 次 メ ニ ュー 方 式 及 び一 括 対 話 方 式 に よ る案 内 サ ー ビス例

構築 した逐次 メニ ュー方式及 び一括対話方式 による案内サー ビスシステムを利用 して,実 際

にどのよ うに して,ど の よ うなサー ビスを受け られ るかにっいて,具 体的 な案内サ ー ビス例 を

取 り上げ説 明 した。

図12-3に 本案 内サ ー ビス システムの逐次メニ ュー方式 のメイ ンメニ ューを示す。

異 分野 研 究 の た めの

イ ンテ リジ ェ ン ト・オ リエ ンテ ー シ ョ ン ・デ ー タベ ース システ ム

現在のイ ンテ リジェン ト・オ リエ ンテー ション ・データベース システムのサ〒 ビス内容 は

次の とお りです。 番号 で選ん で リター ンキーを押 して下 さい1

機 関 ・組織案内
'

大学案 内(U)11大 学院案 内 「(GU)

学部案 内(F)12大 学院研究科案内(GF)

学科案 内(D)13大 学院専攻案内(GD)

講座案 内(L)

人の属性案内

研 究者案 内(R)

学 習 ・研究分野案 内
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科 目履修案 内(S)16大 学 院科 目履修案 内

学位論文案 内(DT)

専門分野(文 献)案 内(SF)

(1)イ ニ シャル メニ ューへ

終了

図12-3本 案内サー ビスシステム における逐次メニ ュー方式のメイ ンメニ ュー

図12-4は 本案内サー ビスシステムの一括対話方式のメイ ンメニ ューを示す。

異分野研 究の ための

イ ンテ リジェン ト・オ リエ ンテー シ ョン ・ア一夕ベ ースシステム

一 括対話方式

知 りたい ことはなんですか?ア ル フ ァベ ッ トを入力 して リター ンキーを押 して下 さい!

知 りたい対象

人 の属性

n:勤 務先 ・所属情報,研 究者姓名,地 位(教 授,助 教授,講 師,助 手)

研究テーマなど

機関 ・組織 の属性

o:大 学,学 部,学 科名,学 科定員数,講 座名,講 座の構成,講 座 の活動(研 究

テーマ)法 人形態(国 公私立 の別)住 所 ・連絡先な ど

学習 ・研究分野 の情報

k:履 修科 目情報

d:学 位論文

一120一



p:文 献(論 文)

i:イ ニ シャル メニ ュ ーへ 戻 る

0:終 了

KIDS>

図12-4本 案 内サー ビスシステムにおける一括対話方式のメインメニ ュー

図12-3及 び図12-4の メイ ンメニューよ り,種 々のデータベー ス検索サ ー ビスを受 けるこ

とがで きる。本 システムでは システム自体がイ ンテ リジェ ン トな機能を有 して いるので,初 心

者に もデ ータベースの熟練者 に も高度 な検索方式を スマ ー トに利用で きることを種 々の具体例

で示 し,詳 細 に説 明 したが,こ こで はその内容につ いて は紙面の制約上省略す る。

IZ4今 後 の 課 題 と方 針

本研究の今後 に残 され た課題 と方針を述べ ると次のよ うになる。

(1)デ ータの入手体制 の確立 と著作権の問題

必要情報を収集 してデータベース化 し,デ ータベ ース検索サ ー ビスを提供す るに当た って

は,各 情報の入手体 制の確立の ほかに,デ ー タの著作権の問題 にっ いて も十分検討す る必要

がある。

② 自然言語(日 本語)に よる対話方式の開発 ・

本 システムで は,メ ニ ューを横断的 ・垂直的 に一括 してたどって検索を行う ことので きる

一括対話方式 による対話型案内方式 も検索方式 として構築 し,提 供可能 な情報の 中の各項 目

を任意に組み合 わせ た情報をハイス ピー ドで検索で きることを可能 とした。 しか し,こ の方

法で は検 索を行 う際に情報の各項 目の入力の順序が規定 され るとい う難点が ある。実際 には,

情報検索を受 けたい人 が 自由な発想 によって,ま るで人 に尋ねて いるような感 じで検索項 目

の入力の順序 には制約 されず に検索す る ことを可能 とすべ きであろ う。人間の思考 に近 い自

然言語的な対話 による検索を可能 とす る日本語検索 システムを構築す る ことが必要 にな ると

考え られ る。

(3)ユ ーザサ ー ビス機能の強化
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(a)ユ ーザによ る直接書 き込 み機能の強化 本 システムの文献案内において は,最 新 デー

タへのア クセスが可能 とな るよ うにす るため,文 献情報の紹介者がデータを直接書 き込む

ことを可能 と した。本 システムにお いて は,同 義語辞書 フ ァイル及び科学技術用英和辞書

フ ァイルが備え られてお り,そ の 内容が情報検 索に活用 され る構成 とな って いるが,同 義

語辞書及 び科学技術用英和辞書 フ ァイルの一層 の充実のため には,ユ ーザによる直接書 き

込 み機能を もたせ ることも同様 に必要 にな ると考 え られ る。

(b)ヘ ルプ機能の充実 構築 した本 プロ トタイプ システムで は,最 小 限のヘルプ機能は有 し

て いるが,オ ンライ ンマニ ュアルやオ ンライ ンの検索例表示の提供サー ビスなど,ヘ ルプ

機能を更に充実 させ る必要が ある。成果報告書 で示 した対話例を本 システムの詳 しい対話

の仕方の説明 と してオ ンライ ンマニ ュアルの一 つ として組み込む方針であ る。

(4)今 後の方針

異分野研究のための知的オ リエ ンテー ション ・データベ ースシステムの本格的サ ー ビスの

実施 としては,当 社㈱ けい はんなの提供 してい る情報ネ ッ トワークサー ビス 「けいはんなネ

ッ ト」を通 じて行 うことを予定 して いる。サー ビスす るデータ ・情報 と しては12.2節 で挙 げ

た(a)か ら(f)までが考 え られ るが,最 初 は この中の(a)大学 ・学部 ・学科及び大学院大学 ・研究

科 ・専攻 に関す る情報,(b)各 大学 ・学部の履修要覧 に記載 の情報,(c)各 大学院 ・研究科の履

修案 内に記載の講義 ・講座及び研究者情報の中で,大 学 と学部 を限 って行 うことが経済性 の

点か らは得策 と思われる。

サ ー ビス実施のためには,本 格的 システムを構築す ることが必要 とな るが,そ のためには

商業化 に向けて システムの使い易 さを一層洗練す る必要が ある。 このため,既 に構築 されて

いるプロ トタイ プシステムを利用 して試験的なオ ンライ ンサ ー ビスを行い ,本 委員会の委員

による存在 し得 るか も知れないバ グ取 りを行 うほか,シ ステムの操作性をよ り向上 させ るた

めの意見を収集す る必要があ ると考え られ る。

更 に,本 システムはサ ンワー クステー ション上 に スタ ン ドアロー ンで構築 されているが,

これを 「けいはんなネ ッ ト」上で稼働で きるよ うに移植す る必要 もある。 また,デ ータベー

スシステムの維持 ・管理 ・更新 を行 うこ とは,コ ス ト的に もマ ンパ ワー的 に も多大 の負担が

かか る。 このため,こ れをサポー トす る機能を強化す ることも重要 な課題 となる。 これ らも

,今 後 に残 された課題であ る。

12.5お わ り に

本研究 において行 った調査研究内容及 び得 られ た成果 より,(1)異 分野学習 あるいは研究 を行
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うに当た って重要 とな る知識 ・情 報 ・ノウハ ウの提供サー ビスを行 う知的オ リエ ンテ ーシ ョン

・データベ ース システ ムのサ ー ビスの内容や有用性 を明 らかにす る;と がで きた。②複雑な構

造を もち,属 性 も多種 にわた り,形 式が一定でないデータを,Prologを 用い ることによ り,デ

ータをそのままに近 い形 で容易 にデータベース化す ることが可能 とな った。(3)本提案 データベ

ースシステムの本格 的 システムの実現の もととなるプロ トタイプシステムが構築 された。 プロ

トタイプ システムの構 築 に当た っては,(a)各 種知識ベースを もたす,(b)デ ータ自身 も知識 ベー

ス として利用す る,(c)Prologの 推論機能 などの言語 自身の特徴を生かす ことにより,イ ンテ リ

ジェン トで,ユ ーザの使 いやす いデータベ ース システムとす ることがで きた。(4)プ ロ トタイ プ

システム構築の過程で,本 システムの操作性,サ ー ビス内容等に多 くの修正を加え るとと もに,

改善 を図 ることがで きた。

今後予想 され る効果を列挙す ると以下の とお りである。デ ータベ ースサー ビス実施 に向 けた

本格 的 システムを構築す る と,委 託者の提供 してい る情報ネ ッ トワー クサー ビス 「けいはんな

ネ ッ ト」で,実 際のサ ー ビス化を行 うことがで きるよ うにな る。また,本 提案 システムが本格

的に構築 され,デ ータ案 内サー ビスが実施 された場合(1)大学 と企業の研究者相互の交流が促進

され る。②大学や公的 な各種研究機関で研究 してい る研究者 に も有用 なデータベ ース システム

とな り,わ が国の先端技 術の一層の開発に貢献す ることがで きるよ うになる。(3)生涯学習 を行

う上で有用な指針 を提供 で きるシステ ムとして利用 で きる。(4)大学 へ進学す る高校生 の合理 的

な大学選択の ための重要 な情報 を与え ることもで き,国 際ネ ッ トワー クで利用 で きるよ うにす

ると,海 外で,わ が 国へ の留学生が留学先の大学や研究室 を選定す るのに利用 で きるので,国

際的な情報化へ多大 な貢献がで きることにな る。
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13. 在 宅 勤 務者 サポ ー ト・デー タ ベー スの構 築調 査

13.1概 要

「在宅勤務」は,情 報社会 における特徴的な働 き方 にな ると予想 されているが,日 本の将

来にお ける,そ の普及 の道筋が 明確に示 されてい るわ けで はない。 「在宅勤務者 サポー ト・デ

ータベ ース」 は,就 業者の意識 やニーズをふ まえた上で,就 業者側及 び在宅に適 した仕事 を有

している企業や個人 にとって,真 に役立つ データベース として構想 された ものであ り,そ れ は

情報社会 の健全な発達を よ り促進 させ るデータベース となると考 えれ る。

本構築調査で は,上 記の ようなデータベ ースを成立させ るたあの諸条件を子細に検討 し,そ

こでの問題点 を整理 した上で,そ の解決策 となる,デ ー タベ ース構築 に当たっての企画案を創

り出 した。

13.2在 宅 勤 務 者 サ ポ ー ト ・デ ー タ ベ ー ス構 築 の背 景 と 意 味

アメ リカにおけ る在宅勤務者の実数 は,600万 人以上 といわれ るが,こ の数年 間は年 々増加

傾向にあ り,今 後 とも増え る勢 いは衰えない。 日本で は,ア メ リカとマネー ジメ ン トの仕方や

企業風土,国 土の状 況等が異な り,さ しあた っては正規社員であ りなが ら在宅勤務 を行 うとい

うテ レコ ミューター(電 子通勤 をす る人)は,そ う急激 に増加す るとは思えないが,し か しな

が ら,主 婦層,高 齢者層,身 障者層,大 学院生層,フ リーラ ンス層 といった各層 において,在

宅勤務に対 してのニ ーズが高 い。

特 に,日 本独特 のM字 型就業曲線を描 く主婦層 にお ける 「子育て中の就業意欲の高 さ」や,

また高齢者層の 「経験 を活か したホ ワイ トカラー的職業への就業志向」 は根強 い ものが ある。

その一方で,仕 事 を発注す る企業側 も,大 手中堅企業で は新規事業立ち上 げ時の短期契約社

員に代表 され るような頭脳労働系業務を行 う在宅勤務者(ネ ッ トワー カー),ま た中小零細企

業において は,名 刺入 力等 に代表 され るよ うな ビジネスサ ポー ト・代行系業務 を行 う在宅勤務

者に対 して のニ ーズが高 い。

ワーカー側のニ ーズ と,ク ライア ン ト企業側のニーズを,効 率よ く結 びつけ,双 方 に とって

メ リッ トが大 きい仕組みが創造 されれば,埋 もれてい る潜在労働力の発掘 とそれに伴 った企業

活動の発展 へ とっ なが る とい うことがいえ る。在宅勤務 者サポー ト・データベ ースは,そ う し

た役割を担 うもの として位 置づ けることがで きる。

また,「 在宅勤務者 サポー ト・データベース」が広 く普及 し,多 くの人 々が実際 に在宅勤務
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を行 うようになれば,結 果 としてそれ は一極集中の是正に も寄与す る こととな る。通信等を用

いた遠隔地での勤務形態(フ レックス ワー ク)や 在宅勤務は,分 散型就業形態の具現化 とと ら

え られ るわ けだが,こ れ は集 中を抑え る効 果的 な方策なのである。

上記のよ うな点 に,「 在宅勤務者サポー ト・データベ ース」構築の積極的 な意味を見いだす

ことが可能 である。

13.3構 築 に 当 た っ て の 問 題 点 の 整 理 と 解 決 へ の 模 索

心理的側面検討部会,組 織的側面検討部会,経 済的側面検討部会,技 術的側面検討部会 とい

う4検 討部会を組織 し,四 つの側面 よ り在宅勤務者サ ポー ト・デー タベースの問題点につ いて

子細に検討 し,ま た学識経験者か らの意 見聴取 を行 った。

各検 討部会で語 られ た内容 は多岐 にわた ったが,最 も代表的な課題 とい う形 で,要 約すれば,

次の ようになる。

・ ワーカー一人一人が意欲を もって係わ り,成 長 し続 け られ る仕組 みの創出

(ワーカーの側面 にた って本 データベ ースのあ り方 を検討 した心理学的側面検討部会で は,

ワーカーの成長をサポー トす る仕組 み等 を考察)

・ 在宅勤務者へ の継続的な仕事の流れの創 出

(仕事を 出す側 の企業 に焦点を当てた組織 的側面検討部会では,い か に した ら在宅勤務者へ

仕事が継続 して流れ るかを中心的 に考察)

・ データベ ース提供セ ンターの役割の明確化 と経営的 に成立す る仕組みの創出

(本データベースの提供が ビジネ スと して成立す るか否かを論 じた経済的側面 検討部会で

は,企 業 とワーカーを結ぶ効果的 な仕組み とデー タベ ース提供 セ ンターの役割 について考察)

・ データベ ースの コンセ プ トを最 もよ く具現化す る技術 ・システムの選択

(技術的側面検討部会で は,こ の データベ ースに係わ る各人 にとって使いやす く,か つ本 デ

ータベースの コンセプ トを最 もよ く体 現す る最適の技術や システ ムについて考察)

学識経験者 として は,テ レワーキ ングの専 門家 で もある都市計画学者,身 障者 に対 しての コ

ンピュータ教育を研究す る教育学者か ら話を伺 ったが,と もに新 しい勤務形態 に対 しての期待

が語 られ,在 宅勤務者サ ポー ト・データベ ース構築 の意義が強調 された形 とな った。

13.4デ ー タ ベ ー ス の 企 画 原 案 の 構 築 と そ の検 証

ア ンケー ト調査 を実施す るに当た り,在 宅勤務者 サポー ト・データベ ースの企画原案を作成
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した。

「パ ソコ ン通信を用いた人材登録 データベース」 という概念 を基本 にすえた ものであ り,ワ

ーカーの ラ ンクの設定や教育 システム
,デ ータベー スを提供 す るセ ンターの役割 やペイメ ン ト

等 に関 して記述 した ものである。 これを在宅勤務 に対 しての関心が高 いと思われ る主婦層(ヤ

ング ミセス～ シニ ア ミセ スの年齢階層別3層),高 齢者層,身 障者層,フ リーラ ンス層(男 性,

女性),学 生(大 学院生)層,各5名 ずつ計40名 に対 して ア ンケー ト調査 を行 った。

結 果は,お おむね在宅勤務者 サポー ト・データベ ースに対 して好意的な回答が多か ったが,

子細 にみ ると,主 婦層で特 に在宅勤務 に対 して の関心が高 く,特 に30才 代半 ばまでの若年(ヤ

ング ミセス)層 で,自 らデータベ ースに登録 したい とい う積極性を もった者が多か った。 しか

しその一方 で,継 続 して仕事が くるのか とい った不安やまたセ ンターの役割 に関 しての シビア

な意見を記 した人 も多か った。

男性 シニア層 は,定 年退職後の生活の一選択肢 として在宅勤務を考えてはいるが,こ の在宅

勤務者サポー ト・データベ ースが さ しあた っての重要関心事 とはな りに くいよ うであ る。 ブ リ

ーラ ンス層 に とっては
,営 業窓口の拡大 ととらえ る人が多 いが,こ の システムに横のネ ッ トワ

ーク作 りを期待 している様子 も伺え る
。

ワーカー側 と しては,登 録料に見合 った収入が確実に得 られ るのか,と い った点がやは り大

きな問題 と して と らえ られてい る。

13.5最 終 企 画 案 と 事 業 化 へ の 方 策

最終企画案で は,本 データベースが,あ くまで も在宅勤務者側 にたち,個 々人の ワーカーの

成長 と利益を優先 したデータベース システムであ るということを確認 した上 で,ま ず はr自 立

共生型デ ータベ ースシステム』 とい う概念を提示 し,① 分 散型ネ ッ ト,② パ ーソナル ヒューマ

ナイザ ー,③ マル チメデ ィア,④ 参 画 システム という特徴 を備え た りレーシ ョナル型のオープ

ンシステムを提案 した。
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システム

*集 中型 管理 よ り分散型

自治 、その コンセ プ トは
人 間へ の信頼 を軸 に した
Convivia1(自 立 共生 型)

な事業創 りの 中で こそ実

現 で きる もので はないで
しょうか。

マ

パ ー ソナル

ユ ーマ ナ ザL、

*マ ッキ ン トシュ をベ ース

に してシス テム を構築す る
の は、人 にや さ しい コ ンピ
ュータを志向す るか らです

が 、それだ けではあ りませ
ん。

*ダ ウンサ イジ ングや オー プ ンシステ ム化 の流れ をワーカ ー

の立場か ら継承 し、情報 の双方 向通信 によ り相 互 に成長 しあ
え るビジネス環境創 りをめ ざ します。

図13--1シ ス テム の 基 本 コ ンセ プ ト(1)

一128一



事 業 組 織 の概 略 とネ ッ トワー クの シス テ ム構 造 は,図13-2,図13-3に 示 す とお りで あ る。
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データベース自体の中身 は,〈 雇用情報デ ータ〉 〈教育 ・研修 データ〉 〈ライフスタイル支

援データ〉 〈業務 ・管理 データ〉 〈研究 ・開発 データ〉 の五つの基本的なデータ部分か らな り,

TEXT系 のデータとともに画像系データ,グ ラフィ ック系 データも蓄積 できるように設計 さ

れ る。またそれに併設 して会員のSIGコ ーナー等か らな る 〈交流 コーナー〉が開設 され る。

〈交流 コーナ ー 〉

① セ ンタ ー事務局 か らお知 らせ コーナ ー

② 会 員SIGコ ーナ ー

③ 企業情報コーナー(鍵 ㌫ ㌶ ζバ舶 由にアクセスして雇用願 のごく一部を

《蓬

ζ融 融 データX
① 企業

② ワーカー

③ 公団体

＼.ノ

糖.研 修デー孫 ライフスタイル

① セミナー ・研修
プラン

② 各社試験 ・検定

＼.ノ

①ス誉 《ス 〉

②;㌫ 活用
③ サークル.イ

＼ ベ ン ト情報

撤 璽 ㌃・
② 財務 ・経理

③ 人事

④ マーケティング

⑤ 顧客人
.ノ

活 況究開 発デー毒
① 書籍 ・新聞

② 学会 ・論文

③ 新規事業開発

④ 特許

sノ

《雛 議 難 ・・
11

ζ雇用情報データ9

① 企業

② ワ_カ_

③ 公団体

sノ

① セミナー ・研修
プラン②
各社試験 ・検定

sノ

毎 育.研 修デー※ ライフスタイル 「

① 。襟 ス 〉
ジメント②

OA機 器活用③
サークル ・イ

＼ ベント情報

譲 鰐 ㌃・
② 財務 ・経理

③ 人事

④ マーケティング

⑤ 顧客
人

活 弁究.開 発デーみ

① 書籍 ・新聞

② 学会 ・論文

③ 新規事業開発

④ 特許

ノ＼ ノ

《馨嚢

ll

ζ醐 情報データエ
① 企業

② ワーカー

③ 公団体

s－ ノ

教育.研 修デー※ ライフスタイル

① セミナー ・研修
プラン

② 各社試験 ・検定

＼ ノ

①ス鷺 ス

②ζ雀 活用
③ サークル ・イ

Sベ ン ト情報

捧 灘 ㌃・蔦
② 財務 ・経理

③ 人事

④ マーケティング

⑤ 顧客
人

升究.開 発デーば

① 書籍 ・新聞

② 学会 ・論文

③ 新規事業開発

④ 特許

ノs－ ノ

図13-4デ ータ内容の分類体系
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事業化への方策 と しては,第1フ ェーズ(シ ステム開発期),第2フ ェーズ(地 域 ネ ッ ト拡

大期),第3フ ェーズ(利 潤還元期)で の事業展 開を考えてお り,約3年 の うちに会員数を1

万名 にす るとい う企画案 と した。

一 ・

弟1フ ェー ズ 第2フ ェー ズ 第3フ ェーズ

(システム開発期) (地域 ネッ ト拡大期) (利潤還元期)
'93
.4 '94

.4 `95
.4 '96

.4
`

事 8月 12月
8月 6月

業 司喝 ● 司頃 一(一 ぐ 一

計 4thDIMプ ロ トタイプ 実験
()12月 新規組織発足

画

内

設計期 作成期 導入期 協賛企業のく 一
公募UNDCWS

(一

一

商用ネットとの共

容

甫

移行 センター局員

の拡充

同事業&世 界的な

ネットの拡大

1

DBソ フ ト4thDIM他 60万 DBソ フ ト(ATOSON-1) 350万

DBハ ー ドMACFX/ci
、

DBハ ー ド(UNじ く/WS) 250万 ソ フ ト系1,000万

ハ ー ドデ ィ ス ク

モデム 200万 FAX配 送 違 50万 パ ー ド系2,500万

必 FAX配 送機 '

要 オペ レータ人件費(1人) オペ レー タ人件費(3人) 人件費/メ ンテ

1万/1Ei×200日=200万 200万 ×3 人=600万 1,500万

経 システム開発費 ・メンテ 250万 システム開発費 ・メンテ 250万 通 信費等1,000万

費 通信費等5万/1 ケ月×12=60万 通 信費等20万/1ケ 月×12=240万

計770万 計1,740万 計6,000万

組 織 志木サテライ ト十公共事業団 志木サテライ ト÷公共事業団 社団or新規事業団企業
協賛企業

会 員 800名 3,000名 10,000名

*事 業化 を大 き く二つ に分割すれば,2年 後 までを実験的な事業期,そ れ以後を本

格的な ビジネ ス拡大期 と分 け られ る。上記の例 は更に最初 の時期を システム開発

期 として三つの フェーズに分割 している。

図13-5今 後の事業展開計画案
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14銅 基複合材 料日本特許 英文データベースの構 築
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14. 銅基複合材料 日本特許英文データベースの構築 ・

14.1目 的

昭和62年 及 び昭和63年 には,働 データベ ース振興セ ンターか らの委託 によりSiC系 ファイ ン

セラ ミックス及び銅 基複合材料の特許データベ ースを構築 し,そ の後平成元年及 び平成2年 は,

メニュー追加及びデー タ更新 を実施 し,5種 類のデータベースを構築 した。平成3年 及 び昨年

は,そ のデータベースを使用 し,グ ラフ解析結果 も含めて 日本特許発 明者 にPRを 実施 した結

果,多 数の 日本特許発明者に利用 され るよ うにな った。

平成3年 度のデータベース白書 に も記載 されてい る如 く,日 本情報 に対す る諸外 国か らの関

心 は非常 に高 いので,今 回は ビジネスとしての採算性 に幾分不安はあるが,銅 基複合材料 日本

特許英文データベース構築の委託を受け,そ の情 報を加工 し,海 外へ のサ ー ビスを検討す るた

めに,英 文 日本特許マ ップ調査集を作成 した。

14.2概 要

日本特許 の英文デー タベースについては,既 に国内外でサ ー ビスされてい るが,そ れ は特許

書誌事項 と抄録文であ り,更 に効率的に 日本特許情報が活用 され るためには,銅 基複合材料 日

本特許英文 データベー スを構築 し,そ の情報を加 工 して海外 にサー ビスす ることが必要で ある。

そのためそのサ ー ビスの検討 を した。既 に働 デー タベース振興セ ンターの委託 を受 けてデータ

ベースを構築 しデ ータ更新を完了 している銅基複合材料特許 データベースの情 報(和 文1 ,162

件)に ついて,現 在オ ンライ ンでサ ー ビスされて いる 日本 特許英文デー タベ ースによ り情報

(和51年10月 以降のデ ータ)を 収録 し,dBASE皿 を使用 し,公 開特許番号,発 明の名称,出 願

日,出 願人,発 明者,IPC及 びキーワー ドを収集 し,デ ータベ ースの構築を行い,検 索及 び

グラフ解析が容易 に実施で きるよ うに し,海 外へのサー ビスを検討す るため,英 文 日本特許 マ

ップ調査集を作成 した。

14.3実 施 内 容

14.3.1情 報収集

(1)予 備検索

下記の式 で予備検索を行い,銅 基複合材料 に関す るフ リーキーワー ド及 びIPCの 選択 を
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行 った。昭和55年1月 か ら昭和62年12月 までを検索期間 とし,下 記S4式 の資料 によりブ リ

ーキーワー ドの選択を行 った
。 昭和48年,昭 和52年,昭 和55年,昭 和59年 及び昭和62年 を検

索期間 とし,下 記S5式 の資料 によ りIPCの 選択を行 った。

FFK二(F355572+F355699+F355755fF356038

(銅)(銅 基)(銅 合 金)(銅 粉)

FFK=(F213283+F213297+F283557)

(黄 銅) .(黄 銅 粉)(青 銅)

FXK=(RO31十RO32)

(粉 末 冶 金)

FS3*(Sl+S2)

FS4#C22C9/00

(銅 基 合 金)

) Sl

S2

(繊 維 強 化 複 合 金 属)

オ フ ラ イ ンによ り要 約 文 手 配

→ オ フ ライ ンに よ り抄 録 文 手 配

S3

S4

S5

(2)銅 基 複 合材 料PATOLIS検 索 式

予 備 検 索 に よ り入 手 した特 許 公 報 抄 録 文,特 許 公 報要 約 文 に よ り,銅 基 複 合材 料 に関 す る

特 許 公 報 を選 択 し,IPCと フ リーキ ー ワ ー ドの もれ を追 加 し,検 索 式 を 作 成 した。

銅 基 複 合材 料PATOLIS検 索 式

FICニ(C22C1/00十C22C26/00十C22C29/00十C22C30/00+C22C32/00

[:']陶 灘 璽i腱製

す る合金 化 合物

十C10M7/02)

(無 機 化 合 物)

FIC=(B21D37/20 十B22D23/04

国議 ドご]

+B22F3/00十

成 形 又 は焼 結 方

法 に特徴 の あ る

金 属 質 粉 か らの

工 作 物/物 品 製

B22F5/00

製 品 の特 殊 な形

状 に 特 徴 の あ る

金 属 質 粉 か らの

工 作 物/物 品 製

造

S1

十B22F7/00-}B23K9/26

[駿il[轍

十
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F

+B23K35/30

巨劃[
IC=(F16C27/02

[:二]

十F16K5/22

[量翻[
FFK=(F213283十

(黄 銅)

+F355755十

(銅 合 金)

FIC=(C22C9/00

(銅 基 合 金)

F(Sl+S2

FXK=(RO31

(粉 末 冶 金)

FFKニ(

(焼 結)

FFK=(

(含 浸)

FFK・(

(強 化)

(硬 質)

F(S6十Sll)

十B32B5/12十B23Pl/12+B29D3/02)・ ・・・・・…

:難1瞳闘麟ii]
+Fl6C33/14+F16C33/24†F16Jl5/34

1i欝麟;欝 竃i{
又 部 品 を 持 つ 密 封 装 置

十F28Dl5/00+HOIHI/02十HOlH33/66+HOIL21/58)・ ・

i難 鞠[真 空スイッチ]li:]

F213297†F267894+F283557+F355572+F355699

(黄 銅 粉)(純 銅)(青 銅)(銅)(銅 基)

F356004十F356011+F356038十F356041)一 ・・一ー一

(銅 被 覆)(銅 被 膜)(銅 粉)(銅 粉 末)

)

S2

S3

S4

+S3)*(

+RO32)

S4+S5)

S5

(繊 維 強 化 複 合 金 属)

F249540+F249574+F249560{F249699+F399723+F399630)一

(焼 結 体)(焼 結 材)(焼 成)(粉 末)(粉 体)

F163797+F255212+F356004+F396511+F398009十F428941)・ 一

(浸 透)(銅 被 覆)(複 合)(分 散)(溶 浸)

Fl73564*F291885+F317157*F173564tF176680*F398616

(繊 維)(短 繊 維)(強 化)(均 一)(分 布)

+F206568*F435386)

S6

S7

S8

S9

(粒 子)

FS5*(S7+S8+S9+SlO)

SlO

Sll

S12
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(3)情 報 収 集 及 び 情 報 選 択

前 項 のS12式 に よ り,昭 和46年7月 か ら 平 成4年4月30日 ま で に 公 開 さ れ た 特 許 情 報

5,270件 を 収 集 し,発 泡 金 属,超 電 導 材 料,ク ラ ッ ド材,積 層 材 及 び ロ ウ 材 以 外 の 銅 基 複 合

材 料 に 関 す る 特 許 情 報1,162件 を 選 択 し た(適 合 率22%)。

(4)日 本 特 許 英 文 デ ー タ 収 集

前 項 で 収 集 ・選 択 し た 銅 基 複 合 材 料 に 関 す る 特 許 情 報1,162件 の う ち,昭 和51年10月 か ら

平 成4年4月30日 ま で に 公 開 さ れ た 情 報1,039件 に っ い て,ORBITの 日 本 特 許 の 英 文 フ ァ イ

ル を 使 用 し,次 の 要 領 で 情 報 を 収 集 し た 。

1.55-122804/PN;55-122841/PN;55-128554/PN;55-134102/PN;55-134103/PN;55-134143

/PN;55-134147/PN;55-136557・/PN;55-138006/PN;55-138036/PN;55-138037/PN;55-13

8038/PN;55-145102/PN;55-145107/PN;55-145135/PN

2.55-160437/PN;55-161004/PN;55-161005/PN;55-164049/PN;55-164050/PN;56-5901/P

N;56-9344/PN;56-9345/PN;56-13449/PN;56-13451/PN;56-19832/PN;56-20137/PN;56

-22018/PN;56-25944/PN;56-25945/PN

3.56-41348/PN;56～44732/PN;56-45034/PN;56-45035/PN;56-47533/PN;56-51543/PN;56

-55501/PN;56-55502/PN;56-62909/PN;56-69335/PN;56-72144/PN;56-77353/PN;56-8

4431/PN;56-84433/PN;56-133442/PN

4.56-136942/PN;56-136943/PN;56-139641/PN;56～152905/PN;56-153629/PN;56-15670

/PN;56-161647/PN;56-169739/PN;57-2847/PN;57-5832/PN;57-7872/PN;57-9850/PN;

57-22417/PN;57-32304/PN;57-46413/PN

5.57-54236/PN;57-57419/PN;57-57420/PN;57-57801/PN;57-57803/PN;57-57804/PN;57

-67141/PN;57-70245/PN;57-76143/PN;57-79137/PN;57-87004/PN;57-87005/PN;57-1

01603/PN;57-101627/PN;57-108231/PN

6

7

8

9

10.

11.

12.

13.

14。

15.

10R20R30R40R50R60R70R80R90R100Rl10Rl20R130Rl'40R

l5

160Rl70R180Rl90R200R210R220R230R240R250R260R270R28

0R290R30

310R320R330R340R350R360R370R380R390R400R410R420R43

0R440R45

46{〕R470R480R490R500R510R520R530R540R550R560R570R58

0R590R60

610R620R630R640R650R660R670R680R690ROR710R720R730R

740R75

760R770R780R790R80

PRTSS81FULL1-75

AUTOCOSTON

STOP

Y
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14.3.2デ ータベース構築

(1)収 録 データ項 目と収録法

公 開特許番号,発 明の名称,出 願 日,出 願人,発 明者,国 際特許分類(IPC)及 びキー

ワー ドを収録 した。

1)公 開特許番号

例えば,S60-003821な どとけた数を10け たに統一 して入力 した。

2)出 願 日

例えば,83.06.22な どと左づめで入 力 した。

3)発 明の名称,出 願人及 び発明者

ORBITの フ ァイル に準 じて入力 した。

4)国 際特許分類(IPC)

例えば,C22C-001/09な ど と11け たに統一 し,左 づ めで入力 した。

5)キ ーワー ド

和文 日本特許 に収録 されているフ リーキーワー ドを集計 し,表14-1の 分類基準 を作成

し,そ れに基づ いてキー ワー ドを付与す るとともに,発 明の名称 に使用 されてい る単語 を

キ ーワー ドとして収録 した。
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表14--1 分類基準

分 類 基 準 収録件数

ALUMINUM(Al) 134
添 CHROME(A2) 235

TIN(A3) 208
加 NICKEL(A4) 180

IRON(A5) 167
成 TITANIUM(A6) 115

COBALT(A7) 125
分 MOLYBDENUM(A8) 128

GRAPHITEORCARBON(A9) 228

DISPERSIONREINFORCE(B1) 163
製 FIBERREINFORCEMENT(B2) 109

PRECIPITATIONREINFO(B3) 19
法 lNFILTRAT[ONMETHOD(B4) 86

INTERNALOXIDIZATION(B5) 23

ELECTRODE(C1) 134
用 ELECTRICALCONTACT(C2)・ 216

BEARING(C3) 79

途 SLIDINGMATERIAL(C4) 114
FRICTIONALMATERIAL(C5) 52

ABRASIONRESISTANCE(Dl) 226
STRENGTH(D2) 245

特 ELECTRICALCONDUCTIV(D3) 103
WELDRESISTANCE(D4) 145

WEARRESISTANCE(D5) 69
HEATRESISTANCE(D6) 65

性 CORROSIONRESISTANCE(D7) 36
WORKABILITY(D8) 25
TOUGHNESS(D9) 31
FITNESS(DlO) 21

② ファイル構造

レコー ド実例を調査 し,フ ァイル構造を次の とお りとした。

USECUENBASE
・LISTSTRUCTURE

デ ー タ ベ ー ス の 構 造

デ ー タ ・ レ コ ー ドの 数

最 終 更 新 日 付

B:CUENBASE,dbf

1039
01/07/93
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ファイル構造表14-2

考値幅タ イ プブ イ ー ル ド番号

レコ ー ド番 号

公 開 特 許 番 号

出願 日

発 明 の 名 称

4

10

10

128

 

型
型
型
型

植
字

字
字

数
文

文
文

A

DATE

 

川
州
肝
刊

1

9
‥

3

4

出願人

 

ー
40

40

40

40

型
型
型
型

字
字
字
字

文

文
文
文

-

り
乙

O
d

4

朗
朗
H
朗

⊂
J

C
O

7

8

発明者

 

ー
35

35

35

35

35

35

文字型

文字型

文字型
文字型

文字型

文字型

 

1

り
白

3

4

に
」

(
0

田

川
川

州
川

州

9

10

H

12

13

14

国 際 特 許 分 類

(IPC)

 

ー
15

15

15

15

15

15

型
型

型
型
型

型

字

字

字
字
字

字

文

文
文

文
文

文

l

q
乙

3

4

「
【」

企
U

16

16

㏄

㏄

㏄

㏄

15

16

17

18

19

20

キ ー ワ ー ド

 

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

型

型
型

型
型
型

型
型
型

型

字

字
字
字

字
字
字

字
字

字

文

文
文
文

文
文
文

文
文

文

TEC

TEC

TEC

TEC

TEC

TEC

TEC

TEC

TEC

1

2

3

4

5

6

7

8

9

TECIO

 

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

キ ー ワ ー ド

 

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

型

型
型

型

型
型

型
型

型
型

型
型
型

型
型

字
字

字

字
字

字

字
字

字
字

字
字
字

字
字

文
文

文

文
文

文

文
文

文
文
文

文
文

文
文

TECIl

TEC12

TECI3

TECI4

TEC15

TEC16

TEC17

TECI8

TECIg

TEC20

TEC21

TEC22

TEC23

TEC24

TEC25

 

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

レ コ ー ド長1213合計
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14.4本 デ ー タ ベ ー ス 利 用 の 効 果

(1)和 文の銅基複合材料 日本特許 データベ ース について は,働 データベ ース振興 セ ンターの委

託を得て,PATOLISの 詳細な検索式 を作成 して情 報収集を実施 し,更 に情報を選択 し,そ の

情報 について改めてキーワー ドを付与 してお り,研 究開発の狙いの検討や特許侵害に関す る

調査のために有効 に活用 されてい る。 同一の テーマにつ いて英文データベ ースを構築 したの

で海外 に対 して も同様に精度及 び加 工度 の高 い情報を提供で き,各 種テーマに応用す ること

によ り日本情報に対す る海外か らのニ ーズに応 え,日 本情報 の国際的流通の促進 に寄与す る

ことがで きる。

(2)日 本語 に慣れていない英語 を母国語 とす る国内外 の人 々,特 に研究 開発担当者が研究開発

の狙 いの検討や特許侵害 に関す る調査の ため に有効に活用で き,研 究 開発の重複 が避 け られ

る。

(3)本 データベースは,各 種の英文特 許マ ップ作成のたあに活用で きるので技術動向の調査が

容易であ り,適 切 な開発方針の決定のために使用で き,研 究開発の効率化に寄与す る。

14.5今 後 の 課 題 と 展 望

(1)日 本特許英文情報の海外へのサー ビスにっ いて は,ビ ジネス としての採算性 に幾分不安 は

あ るが,日 本情報 に対す る諸外国か らの関心 は非常 に高いので,精 度及び加工度の高い情報

を提供 し採算性 の検討を行 う。

② 海外へのPR方 法 と してはダイ レク トメールによ る方法や代理店 を活用す る方法等が ある

が,い ずれ に して も,類 似テーマを同時 にPRし てPR効 率を良 くす るたあに,類 似 のテー

マの メニ ューを追加す る必要が ある。

14.6英 文 日 本 特 許 マ ッ プ の 海 外 へ の サ ー ビス 資 料 例

dBASE皿 データの グラフ作成 ソフ トは各種の ものが発売 されてい るが,今 回 はテ クノ リサー

チ㈱の特許マ ップ作成 ソフ トを使用 し,特 許 マ ップデー タ解析を実施 した。解析項 目は下記 の

とお りで あ り,詳 細 は報告書を参照下 さい。
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14.6.1.情 報 解 析 結 果(総 括 編)

14.6.L1.出 願 人 ラ ンキ ン グ 及 び 発 明 者 ラ ンキ ン グ

14.6.1.2.主 要 出 願 人 毎 の 特 許 出 願 件 数 の 推 移

14.6.1.3.主 要 出 願 人 毎 の 発 明 者 数(重 複 を 除 く)推 移

14.6.1.4.主 要 分 類(IPC)毎 の 特 許 出 願 件 数 の 推i移

14.6.1.5.技 術 動 向(キ ー ワ ー ド毎 の 特 許 出 願 件 数 の 推 移)

14.6.1.6.技 術 相 関

14.6.1.7.新 規 参 入 出 願 人 リス ト

14.6.2.情 報 解 析 結 果

(1)明 電 舎

(2)ト ヨ タ 自 動 車

(3)三 菱 電 気

(4)田 中 貴 金 属 工 業

(5)東 芝

(6)三 菱 マ テ リ ア ル

(7)住 友 電 工

(8)日 立

(9)東 芝 タ ン ガ ロ イ

(10)日 立 粉 末 冶 金

(個 別 企 業 編)
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15技 術協 力供 与機材 デー タベ ースの

プロ トタイ プ作成

財団法人 日本国際協力システム





15. 技術協力供与機材データベー スのプロ トタイプ作成

15.1目 的

わが国の実施 してい る政府開発援助の中で技術協力は,研 修員の受 け入れ,機 材の供与,専

門家の派遣等の協力 によ り,開 発途上国の人造 り,国 造 りに大 き く貢献を して きた。特に,わ

が国の供与 した機材 はプロジェク トの実施に不可欠であ り,こ れによ って技術移転が スム ーズ

に行われ大 きな成果を挙げてきた。 しか しなが ら一方 で,援 助す る側のきめ細かなデータの収

集,整 備が必ず しも十分に行われて こなか った側面 も一部見 られ る。

したが って,供 与 され る機材 の情報を体系的にデータベ ース化 し,技 術協力関連 の機関が そ

れを共有 し利用す ることは,質 の高 い効果的かっ効率的な技術協力を実施す る上で必須の もの

であ り,急 務 とな って いる。

当財団で は,平 成2年 度に 「政府 開発援助(ODA)に 関す るデ ータベースの構築調査」 を

実施 した。 ここで提起 した システム化構想の うち,本 年度 は技術協力関連機材のデータの整備

をす るための準備段階 として,わ が 国の技術協力の主体的な実施機関 とな って いる国際協 力事

業団が実施 した種 々のプロジェク ト方式技術協力の中か ら代表的 な ものを取 り上 げ,将 来 にお

け る体系的なデータベ ースの構築 に資す るためにプロ トタイプを作成 した。

15.2実 施 内 容

本事業 を推進す るに当た り,「 技術協力供与機材データベ ース検 討委員会」を組織 し,全 体

の方針 ・計画の調整及び仕様の検討の指針 を討議 し,作 業部会で具体的作業を実施 した。

対象 とす る業務 に関係する事業部 に対す るア ンケー ト調査を実施 し,エ ン ドユーザのニ ーズ

の把握を行 い,仕 様の概要 を作成 し,プ ログラムの第一バ ー ジョンを作成 し,マ スタフ ァイル

の入力,機 材 データの入力を行 った。

これを検討委員会でデモ ンス トレー ションを実施 し,更 に詳細な機能の検討を行 った。 この

結果を受け,プ ログラムに対 して は微調整を行 い,デ ータベ ース構築のための問題点を明確化

し,今 後の方針等を作成 した。
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15.3 デ ー タ ベ ー ス 概 要

15.3.1コ ンセプ ト

このデータベースは,前 項の ア ンケー トの結果を参考 に,図15-1の よ うな用途 と対象部

門について,プ ロジェク トの機材選定等に直接従事 してい る各事業部の担 当者を具体的なユ

ーザ と想定 して構築 した。

用途 対象部門

予算及び実施計画

検討資料

適正機材の調達研究

等・各種調査研究

図15-1用 途 と対象部門

15.3.2機 能 概 要

プ ロ ジ ェク トに供 与 した機 材 につ いて 以 下 の デ ー タ項 目を キ ー ワ ー ド(複 合 条 件設 定 可 能)
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に してそれぞれ検索 し,一 覧表示,帳 票 の出力をす る。 また,必 要 に応 じ,集 計並 びに統計

処理等計算機能 を有す る。

(キーワー ドとなる主 な項 目)

・国別

・年度別

・事業費別

・プロジェク ト種別別

・プロジェク ト別

(1)次 の項 目が画面上 で表示,閲 覧で きる。

・供与機材 関連 データ

(機材名,型 式,単 価,数 量,仕 様,電 源,付 属品,ス ペ アパ ーツ,そ の他)

・納入商社 関連情報

(商社名,連 絡先,担 当者,現 地代理店,そ の他)

・メーカ情報

(メ ーカ名,連 絡 先,担 当者,現 地代理店,そ の他)

・契約関係情報

(契約番号,契 約相手方,契 約年月 日,契 約金額,そ の他)

・プロ ジェク ト関係情報

(国名,プ ロジェク ト名,プ ロ ジェク ト種別)

② 機材 の使用現況 が分か る。

・保守管理状況が 分か る
。

・維持 ・修理状 況が分か る
。

(3)特 定の機材種別(将 来的には機材別)に,メ ーカ名,納 入実績,納 入可能商社が分か る。

(4)検 索機能

自由キー検索 を基本 とす る。

(データ入力後,今 後の システム化 に向けて,キ ーワー ド,シ ソーラス作成の要不要 に

ついて検討す ること とす る)

(5)国 別,プ ロジェク ト別,機 材種別 によって分類 した供与実績 を帳票形式で出力す る。

15.3.3ハ ー ドウ ェ ア

プ ロ トタ イ プ を 構i築 す る ハ ー ドウ ェ ア は,Apple社 のMacintoshllciを 採 用 した 。 理 由 は

以 下 の と お りで あ る 。
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・マ ンマ シ ンイ ンタ フ ェー スが 優 れ て い る こ と

・コ ン ピュー タの 知識 を必 要 とせ ず ,エ ン ドユ ーザ レベ ル で容 易 に本 デー タベ ー スを活 用 で

きる よ うにで き る こ と

・GUIが 優 れて い る こ と

・将 来 ネ ッ トワー ク上 で運 用 す る際 に想 定 して い るUNIXサ ー バ ー マ シ ンとの コネ クテ ィ

ビテ ィが 優 れて い る こ と

・シス テ ムの拡 張 性 に優 れ て い る こ と

Macintoshllciの シ ステ ム構 成 は,・CPU25MHz68030

・メ モ リ5MB

'ハ ー ドデ ィス ク230MB

・OS漢 字 トー ク6 .0.7

15.3.4ソ フ トウ ェア

リ レ ー シ ョナ ル デ ー タ ベ ー ス の4th DIMENSIONv2.1.1-Jを 採 用 し た 。

15.3.5フ ァイル構 造

マ ス タ フ ァイル

・業 者 マ ス タ フ ァイ ル(+代 理 店 情 報 サ ブ フ ァイ ル)

・業 種 マ ス タ フ ァイ ル

・プ ロ ジェ ク トマス タ フ ァイ ル

・プ ロ ジ ェク ト種 別 マ スタ フ ァイ ル

・機 材 種 別 マ ス タ フ ァイ ル

・事 業 費 マ スタ フ ァイ ル

・国 マ ス タ フ ァイル

デ ー タ フ ァイ ル

・購入 機 材 情 報 フ ァイル(+購 入 物 品 サ ブ フ ァイル)

・契 約情 報 フ ァイル(+契 約情 報 サ ブ フ ァイ ル)

・使 用状 況情 報 フ ァイ ル

15.3.6画 面 ・帳票

入 力 画 面 等 の画 面 の構 成 は次 の と お り。

メニ ューバ ー:各 種 マ ス タ,供 与機 材DB,編 集,フ ァイ ル
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各種マスタ

供与機材DB

業者マスタ登録,業 者マ スター覧/更 新

業種 マスタ登録,業 種マスター覧ノ更新

プ ロジェク トマスタ登録,プ ロジェク トマスター覧/更 新

プ ロジェク ト種別登録,プ ロジェク ト種別一覧/更 新

機材種別 マスタ登録,機 材種別マスター 覧/更 新

事業費マスタ登録,事 業費 マスター覧/更 新

国マスタ登録,国 マスター覧/更 新

購入契約登録,購 入契約一覧/更 新

機材情報一 覧/更 新

使用状況情報一覧/更 新

(出力 リス ト)

国別,プ ロジェク ト別機材供与実績表

購入契約別機材供与実績表

プロジェク ト別 機材供与実績表

機材別機材供与 実績表

機材製造会社別機材供与実績表

納入 商社別(価 格有 り)機 材供与実績表

納入商社別(担 当部課)機 材供与実績表

また,主 な画面のサ ンプルを次 に示す。

購入機材一覧表示/更 新(9!25)

【契 約 情 報 参 照 】

プ0ジェクトコードOA83101水 道技術訓練センタ』

契約番号63120go2予 算年度L」 旦里

業者コ、ド006860209藤 田商事株式会社

契約方法1

契約年月日881221納 期年月日890428

契約金額4500000見 積金額L __

削 除

キャンセ ル

エ

1"Dl

【機 ‡オif青幸艮】 ↓ダ ブル クリ ックす ると入力 できます 一・ ¥4226600
A一 iＬL
■1

コン ピューターソフ トウ ェア (株)プ ラピオスイ ンタ ーナシ ョ 510,000,

デ ィ ジタル マノメ 一夕 ー 富士電鉄 1,141,000

溶存酸素計 堀場製作所 606,000

PH計 電気科学
ジャ ーテス ター セントラル科学 204ρ00

ヒ ータ ー 大部滝 根 102,000

88測 定器 ア ドパ ンテ ック 301,000

ホテ ィングス 歩一ラー ア ドパ ンテ ック 120,000

投水器 離合社 224,000

下ロビン サンプラテ ック 3,goo 　

下ロビン 東※計量器 13β00

金屋 アスピ レータ 東洋計量器 2,900

洗浄用大かご サンワカケン 28,800
、 一.⊥ ∨.

⇔ 、 市 ◆r♪P、 ¶n/In"

図15-2購 入機材一覧表示/更 新画面 の例
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「`フ
7イ ル 編集 供与機材DB各 種マスター ● 萎

「

　

カス タム Il=■
■

,

ブロジ=ク ト名 納期年月日 No. 機 材 名
製 造

作物保護強化 89.05.31 1 独 一日一英 「科学用語語源辞典 」 同字社

作物保護強化 89.05.31 2 科学用語語源辞典 同字社

作物保護強化 89.0531 3 有用マメ科植物ハ ンドブック 財団法人雑豆油入↑

作物保護強化 89.0531 4 図説熱帯植物集成 広川書店

作物保護強化 89.0531 5 Mbセ1U㎎ 江b竜1劇加W£ ・o泌gy:紅 皿m白 βry Croo江He1江Lo■4の

作物保護強化 89.05.31 6 τh虐金鼓皿 砿泌為of血a1心 ←e画4陀 】戯eこ G輪Lo】 岨の

作物保護強化 89.05.31 ? ε。。泌gy工脚 ぬ 榔}byMBe印 地t砿 B1"kw118e玩 疸f⑭

作物保護強化 89.05.31 8 麺5e改。泊g叫 泌¶題e≦江N"㎞ 榔t自白 U血e醸yorGbe悩

作物保護強化 89,05.31 9 beロ 。碗 防止5}γe6PB鋤5a&」 ℃ 枇 迦 ▲飴4ユ却PPX88
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図15-3出 力帳票 内容表示(プ ロジェク ト別の例)

15.3.7プ ロ トタイプの評価

(1)デ ータ量

目標 は各事業部(5事 業部)か ら2プ ロジェク トを選び,合 計10プ ロジェク トの供 与実

績を入力 して結果を検 討することで あ ったが,さ まざまな理 由で,機 材が入力で きたのは,

6プ ロジェク トとな った。

1機 材 に関す る情報を1レ コー ドと した場合,6プ ロジェク トで末端の レコー ドは約

400レ コー ドとな り,デ ータ量 は2MBと な った。ただ し,使 用状況情報 について は,入

手できず末入力であ ること,機 材種別等の コー ド類が未定の ため,本 来見込 まれるデータ

量の半分程度 と判断され る。

また,シ ステム もコンパイル後,2MBの 容 量 とな った。

② 問題点

① オ リジナルデータの フォーマ ッ トが不統一

オ リジナルデータの フォーマ ッ トを決 め る必要が ある。最 も基本的な契約書付属の納

入機材内訳書の品名の くくりかたが統一 されてお らず1入 力時の作業に支障があ る。

困 るパ タ ー ンの 一 つ は,
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品名 仕様 価格

「コンピュータシステム一式」PC98012台 トータル

外付 けハー ドディスク120MB金 額

熱転写 プ リンタ

とい うもので,本 データベ ース入力の最小単位は上記 の例で は仕様部分 の個 々の機器を

個 々の レコー ドと して管理 したいのだが,「 コンピュータ システム一式」の価格 しか情

報がないため,個 々の機器 の納入価格 仕様等の基礎 データが把握 で きない。

② 機材種 別又は機 材 コー ドが未確定

現在検 索方 式が 自由キー検索 と しているが,登 録 した膨大 な供与機材 品 目名の うち,

求あ る機 材の品名をいちいち記憶 しておか ないと,検 索 時に抽出で きな くなる。 また,

契約書の内訳書の記述 に も統一性がないので,同 じ機材が別の名前 で登録 されて いた場

合,も しくはタイ プ ミス等によるわずかな違 いで検索で きない例があ る。 このため,ワ

イル ドカー ドを用 いて,あ る程度あ いまいな検索キーで も検索で きるよ うに設計 したが,

限界があ るようで ある。

このため,機 材種別 コー ド又 は機材 コー ドを定めて,用 途 や分類によ って絞 り込 み検

索 をす る方式 も取 り入れてい るが,機 材種別又 は機材 コー ドを作成す るに至 らなか った。

コー ドによる検索を実用化す る方がイ ンデ ックスづ けす ることによ り,検 索及 び ソー ト

のス ピー ドの向上が図れ るので真剣 に検討す る必要があ る。 また,機 材の品名 を記憶 す

るユ ーザ側の負担がな くな るので効果 は大 きいと思われ る。

③ 現地調達機材,第 三国調達機材情報の入手方法

国内調達機材 につ いて は,フ ォーマ ッ トの若干の相違 はあ るものの,契 約書でオ リジ

ナルデータは捕捉 できるが,現 地調達機材,第 三 国調達機材の情報 にっ いて は,現 在の

ところ,恒 常的 に一定の フ ォーマ ッ トで入手する方法が ない。 したが って,今 回のデ ー

タ入 力で は,現 地調達機材,第 三国調達機材情 報は割愛 した。

また,現 地調達機材,第 三国調達機材の過去の実績 につ いての フォローの可能性 につ

いては,プ ロ ジェク トによ り情報の保管状況が異な るため困難 と思 われ る。

今後,プ ロ ジェク トの機材の現地調達,第 三国調達 のポーシ ョンは一層増 えて い くと

思われるので,デ ータベ ースのデータ として取 り込む必要性が大である。

④ 図形 データ,写 真データの取 り扱 い

検討委員会 の中で,将 来的 にプロジェク トサイ トの機材 の配置図,機 材の図面 デー タ,

供与機材 のマニ ュアルの原本管理にっいて取 り扱 う必要が あるという意 見が あ った。本

システム及 び ソフ トウェアでは,PICT形 式でのデータの取 り込みが 可能 で はあ るが,
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対象が膨大であるため,パ ソコンで取 り扱え る レベ ルで はない。 また,一 部扱 うに して

も,パ フ ォーマ ンスを犠牲 に しなければ な らない。 したが って,光 フ ァイ リングシステ

ムとの連携を含 めたハー ドウェア構成等 にっいて検討す る必要が ある。

(3)改 善のための懸案事項

① オ リジナルデータの フォーマ ッ トの統一

前項で指摘 したように現在 のオ リジナルデータは,か な りフ ォーマ ッ トが不統一で,

手作 業で入力す るに も効率が悪 い。国際協力事業団 で交 わす契約書の 内訳書 の指定 フォ

ーマ ッ トを作成 し
,納 入業者 に義務づ けることは最低 限検討すべ きで ある。

また,Excel等 の表計算 ソフ トが既 に民間企業で は浸透 して いる ことを考 えると,契

約書 とともに内訳書の表を フロ ッピーにいれて提 出 して もらう等 の改善が考 え られ る。

この場合 の入力作業の軽減 ・効 率化 は絶大 と考え られ る。

② 機材種別又 は機材 コー ドの確 定

検討委員会では,1)JISの 分類を参考 にす る,2)JICSTの 分類 を参考にする,3)

SITCコ ー ド(国 連で使用)を 参考にす る等 の意見が出 されたが,現 在 の ところ決め手 は

ないのが実状であ る。機材種別 コー ド並 びに機材 コー ドの検討にっいては,次 年度 の課

題 とした。

この機材種別 コー ド並びに機材 コー ドの策定 は,本 デ ータベ ースの運用上最 もキー とな

る部分で もあ り,ま た,将 来的 に機材購送の手続 きにPOSシ ステ ムを導入す ることも

考え られ るので慎重かっ早急 に制定 したい。

③ 現地調達機材,第 三 国調達機材情報の入手方法の検討

ア ンケー トで も多数 の意見が あ ったが,機 材 の現地取 り扱 い状況 の情報,現 地の代理

店情報,メ ンテナ ンス可能性等 の情報 に対す る要望が大変 強い。今後 ます ます,機 材の

現地調達,第 三国調達が増えて い く傾向を考え ると,今 か ら情報整備 に着手す る必要が

ある。 そのためには,国 際協 力事業団での プロジェク トサイ トか らの情報の入 手方法,

提出 フォーマ ッ ト等を システマテ ィックに構成 して も らう必要 があ る。 データ入 力に適

した形 の ものになるように,今 後国際協力事業団 と十 分す り合わせを しなが ら検討 して

い く必要があ る。

15.4今 後 予 想 さ れ る 効 果

(1)技 術協力の効果的 ・効率的実施に資す ることが可能 となる。

・迅速 な機材仕様の作成
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・効率的な購送業務の実施

(2)個 々のプ ロジェク トに供与 した資機材を把握す ることにより,整 合性の とれた機材の選定,

購送が可能 とな り,機 材供与事業の精度 ・効果が向上す る。

・適正機材構成策定

・適正機材選定

(3)進 行中のプ ロジェク ト及 び終了プロジェク トに対 しての フォローア ップ,ア フターケアー

を迅速かっ正確 に実施す ることが可能 となるとと もに機材の保守管理が容易 とな る。

・保守管理の改善

・トラブル時の迅速 な対応

・ア フターケアー管理 の充実 と強化

(4)現 地及 び第三国調達物品 の購入実績情報整備 によ り,現 地調達可能性,メ ンテナ ンス可能

性 が的確 に把握で きる。

・現地調達の適正な実施 と管理
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16. 先 端 産 業 分 野 にお け る専 門 用 語 の 電 子 辞 書

デ ー タ ベ ー ス化 の調 査 研究

16.1概 要

本調査研究 「先端産 業分 野におけ る専 門用語の電子辞書データベース化 の調査研究」 は,辞

書 の主体的な維持管理者 と して,ユ ーザではな く,む しろ翻訳 システムの開発 ・供給者を想定

し,そ れ らにお ける効率的な先端専門用語 の検 出と,翻 訳用辞書データベ ースの経常的更新を

支援す るシステ ムの あ りようを中心課 題 と して検討を行 って きた。っ ま り,ユ ーザは こうして

常時更新 されて ゆ く辞書の,経 常的な配布 を受 けることによって,常 に最新 の環境 において,

翻訳 システムを使 って ゆ くことがで きるとい う図式 を追求す る もの と した平成3年 度及 び4年

度の2年 間にわた って調査研究を進 めて きた。平成3年 度において は,英 → 和の翻訳 を主題 と

して,先 端専 門用語 のたあの某 日翻訳辞書の更新 ・維持管理 の方法 にっいて検討 した。 昨年度

の調査の結果 をふ まえて,平 成4年 度 にお いては,和 → 英の機械翻訳用辞書のあ りようを主題

の一つ と して検 討 した。 ここで,昨 年度の調査研究 の結果得 られ た重要な知見 と して,翻 訳用

専門用語辞書 におけ る 「英→和」 と 「和→ 英」の統合的な更新 ・維持管理 とい う構想があ る。

機械翻訳 システム は,英 日,日 英 ともに既 に出回 りつつあ る。っ ま り,辞 書の需要 と しては,

英和,和 英の双 方 ともに既 に高 まっている。 この ことは情報流通の国際化が ます ます進展 して

ゆ くことの反映で もあ ろう。 したが って,海 外の英 語文献 に発 見され る新 出英語を いち早 く英

和辞書 に登録す ると同時に,わ が国の和文文献か ら発見 され る日本語新 出用語 に,適 切な英訳

を与 えて,日 本情報の海外発信 をより迅速,円 滑 に してゆ くことも,機 械翻訳 システムに期待

される重大 な機能 にな ってい る。情報交流の濃密化 に伴 って,こ の ような新訳語 は急速 に普及

し,英 →和 として得 られ た新語は,早 晩,和 →英の方向に還流 して出現す る し,ま た反対 の方

向,っ ま り,日 本語起源の英訳語のわが国への還流 とい う事例 も,当 然なが ら多発す る。

っま り,こ こで は,「 英→ 和」あるいは 「和→英」 とい う一方向の翻訳 に着 目 した辞書 の更

新管理は,非 常 な不効率 を招来するであろ う。 したが って,先 端用語辞書に関 して は,英 和,

和英 の双方 向か らの利用を 当初か ら折 り込んだ統合的な辞書管理の方式が必要 であ る。 いわば,

英和,和 英 の両 引き辞書,兼 用辞書 ということを念頭 においた検討が必要であ り,ま た可能 で

あ りかっまた有効 であ るというのが,昨 年度の 「英→和」主体の調査の中で判明 して きた。

この知見に即 して,平 成4年 度の調査研究 においては,和 英両 引きの機械翻訳用専門用語辞

書の更新 システムを中心課題 に設定 して,調 査研究 を進めた。即 ち,両 引 き辞書を設計 し,既

存の電子化辞書数種 を併合 しっっ,こ うした両引 き辞書を実際に生成 し,こ れ に英和,和 英双
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方 向か らの高速検索機能 を付加 した。次 に1こ の両引 き辞書の諸特性 について,統 計的 な分析s

を行 った。即 ち,英 語 につ いては,句 を構成す る単語数 と適用専門分野の関係,日 本語 につい

ては,漢 字 だけか らなる語,カ タカナ語等 々,字 種の構成を,そ の適用分野別の変位をみた。

また,い わ ゆる訳 し分 けの状況}こ関 して,昨 年度の英語の和訳の際の分野別の訳 し分け と対照

させて,新 たに,日 本語 の英訳の際の訳 し分 けの状況を統計 した。更 に,日 本語の用語 か らス

ター トして,そ の英訳語 を得,次 にその和訳語 を得 るとい うような,連 鎖的 な翻訳を した とき

に,ど のよ うな結果がえ られ るかを検討 して,潜 在的 な類義語の群が どのよ うに形成 されて い

るかを調査 した。

次に,日 本語の電子化文献 を収集 し,こ れをテス トデータ として,上 記 の両 引き辞書 と突 き

合わせなが ら,新 出の 日本語専門用語 の検 出の システム化 に関 して検討 し,同 時に,日 本語の

頻度統計を行 った。 この際,日 本語処 理 に固有 の問題 である分か ち書 きについて も検討 し,辞

書登録語 との完全一致 と部分一致の双方 を試みた。なお,本 調査研究で は,専 門分野分類の設

定が重要な点であ ることに鑑み,学 協会へのア ンケー ト調査等を実施 して,適 正 な分野分類を

設定 し,こ れを両引 き辞書の編成や分野別分析な どに用いた。更に,辞 書更新の システム化 に

つ いて,英 文 と和文の双方か ら,出 現頻度統計 と連鎖的検索の手法 を用 いて新出語を析出す る

方式 と,機 械翻訳 システム 自体を応用 して ゆ く方式 にっいて検討 した。 また,上 記の各分析を

総合的 に見渡 したところで,専 門用語 におけ る和英翻訳,英 和翻訳の特質 と問題点 につ いて検

討 した。

機械翻訳 の実用化,普 及 に当た っては,新 語,特 に新 出専門用語の発 見 とその辞書登録が,

結局 において決定的役割 を担 うもの と思われ る。本調査研究が,こ のよ うな専 門用語辞書のデ

ータベ ース化
,そ の更新 整備の システム化 に対 して,基 礎的データと設計上 の指針 を与 える も

の となれば幸 いで ある。

16.1.1目 的

機械翻訳 システムの実用的な翻訳精度 ・性能 は,翻 訳手法の高度化 とい う要因 もさること

なが ら,む しろ専 門用語辞書の充実の度合 に依存す るところが非常 に大 きい とい うことが,

機械翻訳 システムの実用事例の積み重ね の中で,改 めて確認 されっっ あるよ うで ある。 した

が って,電 子化 された専 門用語辞書 をデータベ ース的観点に基づいて,効 果 的,効 率的 に作

成 し,ま た これを常 時更新 してゆ く必要 があ る。 この場合,こ うした専 門辞書 の拡充 ・維持

管理を,こ れ までの システムのよ うに,個 別 ユーザの問題であると して放置 して しま うので

はな く,翻 訳 システムの供給者におけ る経常的ユーザサー ビスの一環 と して と らえた上 で,

そのための辞書 データベースの整備 手法を検討す るのが有効である。
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本調査研究で は,先 端産業各分野 にお ける専 門用語の発生 ・使用状況 を実態的に調査 ・分

析す ることによ り,専 門用語辞書 のためのデータベース構築 ・運用に関す る基礎データを提

供 し,同 時に,こ のよ うな辞書管理 の システム化におけ る有効 な方法,体 制にっいて提言す

ることを 目的 とす る。

平成3年 度には,英 日機械翻訳用の辞書 データベースの整備 を研究主題 として,エ レク ト

ロニ クス,情 報,材 料 の3専 門分野を中心 とす る,250学 協会 の5,700の 英文論文か ら400

万語を抽 出 して,用 語 の出現頻度,共 出現頻度,頻 度の時系列変化等 にっ いて調査分析を行

い,電 子化専門辞書整備 の方法を検討 した。

平成4年 度 において は,昨 年度の英文専門用語 に関す る分析 を更 に進 あるほか,新 た に 日

英機械翻訳 のための辞書の整備 に関 して調査研究を行 い,こ の両者 を総合 して,英 日 ・日英

双方 向の機械翻訳 に適用で きる 「和英両引 きの専門用語辞書データベース」 の構築 ・更新の

システム化 にっ いて,調 査研 究を実施 した。

機械翻訳 システムのたあの専門用語辞書の更新 ・維持管理 においては,日 々新たに大量 に

発生す る先端 的専門用語を検 出 し,そ れ らを翻訳用辞書へ反映 させてゆ くことが,翻 訳 シス

テムの実用性能の決 め手 ともいえ ることは,上 述の とお りで ある。平成3年 度の調査研究結

果 として,こ うした先端的専 門用語 に関す る辞書 の整備 に当た って は,英 語文献を ソースと

す る 「英→ 和」翻訳用の辞書の整備 と,日 本語文献を もとにす る 「和→ 英」翻訳 の辞書整備

とは,こ れ らを別個の もの と して扱 うので はな く,英 和 と和英を統合化 して考え るのが有効

であ るとの結論を得 た。確かに,国 際的情報流通の進展が著 しい現今の環境下 において,先

端的専門用語にっいては,こ とさ ら翻訳需要が高 く,し か もこれ は 「英語→ 日本語」翻訳 と

「日本語→ 英語」翻訳 の要求が同時に発生す るはずで ある。

本調査研究で は,こ のよ うな問題認識 に基づ いて,英 文 と和文 の専 門用語 に関す る実態調

査を行 い,そ れ らを比較検討 しなが ら分析 して,其 日と日英の専 門用語辞書デ ータベ ースの

効率的 な整備 ・更新の方法 を明 らか にす る。即 ち,原 文献か ら専 門用語 を能率的 に検 出 ・検

定す るための手法 と,英 日 ・日英辞書の相 互変換の可能性 に関す る研 究を実施す る。 これ に

基づ いて,こ の種の辞書 システムに係わ る基礎 的データ と有効な管理手法 や重要な知見 を提

供す るこ とによ り,機 械翻訳 システムの精度の向上や 自然語処理に係 わ る各種 システムの開

発等 に幅広 く貢献す る もの とす る。

16.1.2実 施 内容

本調査研 究は,先 端的な専門用語 を迅速 ・適確に見つけだ して,機 械翻訳用辞書 にそれを

経常的 に反 映させて ゆ く方法 について検討す る ものであ る。 ここで は,和 文 と英文の電子化
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文献 と,電 子化用語辞書を応用 して,専 門用語 の使用実態を統計的に明 らか に しなが ら,検

討を進めた。

本調査研究の実施主体であ る科学技術情報研究所(J-TIES)は,こ れまで 欧米 の機関 ・企

業 と提携 した調査業務を多数実施 してお り,先 端的産業 ・技術の動向全般 にわた って基礎的

な資料,知 識を集積 して いる。本調 査研究 にお いては,こ うした蓄積を もとに し,更 に関係

諸方面か ら必要な資料 を収集 し,こ れに対 して分析 を加えてい った。一方,こ う した過程全

体 にわた って指 導を仰 ぎ,ま た分析結果 の評 価 を担 当頂 くべ く,専 門家 によ り構成 され た

「評価委員会」を組織 した。即 ち,委 員会におけ る調査研究全体の方針策定,評 価分析 と,

J-TIESに おける調査作業の実施 とい う分担関係 に よ り,調 査研究を推進 した。

本調査の具体的手順 は概略次 の とお りであ る。

(1)昨 年度調査研究結果の レビュー と本年度調査計画の策定

先端的専門用語辞書の更新管理 において は,英 和 ・和英 の統合的処理が有効であ ること

を確認 し,こ の認識 に基づ いて本 年度 の調査研 究計画を策定 した。

② 専門分野分類の検討 と設定

両引 き辞書 におけ る用語 の適用分野分類 の設 定 に当た って,学 協会宛 のア ンケー ト調査

を実施 し,こ れ らをふまえて,自 然科学分野を対象に22の 専 門分野分類 を設定 した。

(3)電 子化両 引き辞書の設計 と作成及 び検索 システ ムの開発

既存の英 日対訳電子化専門用語辞書4種 類 にっ いて,訳 語 を整理統合 して,和 英 ・英和

双方か ら検索で きる辞書を設計,作 成 した。 また,こ れを高速に検索で きるシステムを開

発付加 した。

(4)両 引き辞書の統計的特性の分析

作成 された両引 き辞書 にっ いて,英 語用語 の単 語数,日 本語用語の字種構成 と適用分野

の関係を統計 し,分 野別 の専門用語の全般 的傾 向の把握 を行 った。

(5)両 引 き辞書 におけ る訳 し分 け状況の 日英 比較分析

英和,和 英の双方 にっいて,主 として専門分野別の訳 し分 けが行われ るが,こ う した訳

し分 けの現状 につ いて統 計的に分析 し,ま た特異事例を検出,検 討 した。

⑥ 訳語のつなが りか らみた類義語群 の形成状況 の分析

英和検索によ って得 られ る和訳 語(群)を,和 英検索 に投入 して英訳語(群)を 得 ると

い う過程を連 鎖 させ ることによ り,類 義語 クラス ターの析 出を試みた。 ここでの知見 は,

辞書更新 システムや機械翻訳 システ ムを設計す る上で重要 である。

(7)調 査対象文献の収集 と電子化

わが国の代表的な学協会誌等 の論文要 旨(和 文 ・英文)と 通信社 による配信記事(和 文
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・英文)の 相 当量 を収集,電 子化 ファイル と し,両 引き辞書 との突 き合わせ,出 現頻度統

計等の実験対象 データに用 いた。

(8)日 本語分かち書 き手法の調査 と分かち書 き システムの開発

和文文献か ら専門用語を抽 出す るためには,ま ず和文の分か ち書 き処理が必要で ある。

この とき,用 語辞書を用 いずに,字 種構成か ら判別 して高速で なお一定の精度が得 られ る

手法につ いて調査の上,分 かち書 きの システムを開発 して,本 調査研究 に用いた。

(9)日 本語文献 におけ る専 門用語検出 システムの検討

和文の文献か ら専 門的用語を抜 き出 し,こ れを辞書 と突 き合わせ なが ら,新 出 ・未登録

の専門語であ ると確 認の上,辞 書登録 を行 うとい う一連の過程 にっ いて検討 した。

(10)日 本語専門用語 の出現頻度統計 とその分析

和文の上記調 査対象文献につ いて,日 本語の専門用語の出現頻度 の統計調査を行 った。

この際,分 かち書 きの問題が あるので,辞 書登録用語 との全体 ・完全一致の ほか,部 分的

な一致 について も検索 して統計 し,そ の結果 を検討 した。

(1D出 現頻度 と連鎖検索 によ る日英両用辞書 の更新方式の検討

上記 のよ うな本年度の調査分析を,昨 年度 の調査研究結果 と総合 して,日 英両用の専門

用語辞書の更新 ・維持管理の方式 について検討 した。

⑫ 専門語の検 出 と辞書更新に対す る機械翻訳 システムの応用可能性の検 討

本調査研究で は,機 械翻訳 システムの運用 とは一応独立の工程 と して,専 門用語辞書整

備の方法 を検討 して きた。 しか し,今 後 は機械翻訳 システム 自体を応用 した辞書更新方式

も有効 と目され るので,こ の点につ いて も検討 を加えた。

㈹ 専門用語 におけ る和訳語,英 訳語の特質 と問題点 の総合的検討

上記のよ うな調 査分析 をふ まえっっ,わ が国 と海外 にお ける先端 的な専 門用語発生 の メ

カニ ズム,ま たその国際間での流通過程 など,現 状における基本的な枠組 みにさかのぼ っ

て,翻 訳 システムのあ り方 との関係を検討 した。

16.2調 査 研 究 結 果 の 概 要

16.2.1日 英両用電子化辞書の作成 とその諸特性

既存 の電子化英和対訳専門用語辞書3種 と,昨 年度の調査研究 の過程で得 られた新 出専 門

語を収録 した独 自の辞書の4者 にっいて,訳 語 や適用分野区分等 を整理 しつつ統合 して,和

→英 ,英 →和の検索が可能な両引 き辞書 ファイルを開発 した。 この辞書 は,訳 し分けの関係

を分解 して,「1英 文用語対1和 文用語」 とい う対応関係を もっ もの とし,全 体で約27万 工
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ン トリーか らなる。異 な り語数で は,英 語21万5千 語,日 本語21万2千 語 になる。

全体的にみると,日 本語の方が英語 よ りも1.4%ほ ど語彙が小 さい とい うことで あるが,

ここで は,日 英 ほぼ同数である ことが注 目されよ う。英→ 和における訳 し分け と,和 →英 に

おけ る訳 し分けが,全 体 と して はほぼ同数 とい う結果であ るか ら,こ の点 に関す るか ぎり,

日英翻訳 と英 日翻訳の難易度 は同等 とい うことで もある。

次に,英 文用語 につ いて は,用 語 を構成す る単語数,和 文用語につ いて は,そ の字種構成

(漢字 ・ひ らがな ・カタカナな ど)と,適 用分野の関係 につ いて統計 して分析 した。 これは,

例えば漢語 の専門語 の多 い分野 と,カ タカナ語 の多用 される分野 とい った比較検討で あ り,

分野別専門用語辞書の整備方針 に関 して,有 用 な知見が含 まれる。

16.2.2和 訳語 ・英訳語 にお ける専門分野別訳 し分けの状況調査

昨年度 の調査研究で は,一 つの英文専 門用語 に対 して,複 数の和訳語が 当て られ るとい う,

訳 し分けの状況を2種 の既存電子化 辞書にっ いて調査 した。 この場合,訳 し分 けが専門分野

別 にな っているのであれば,翻 訳処 理上の問題 はかな り軽減 され る。即ち,翻 訳対象文献の

分野区分 を予 め指定 してやれば よいか らであ る。 しか し,調 査の結果をみ ると,訳 し分 けが

分野 ごとに特定 され るとはいえない例 も相 当あ った。

そ こで,本 年度で は,4種 の辞書 を統合 した和英両引 き辞書を用い ることにより,対 象範,

囲を拡大す ると同時に,日 本語か らみた英訳語の訳 し分 け とい う方向につ いて も調査を行い,

英→和 と和→ 英の比較 を行 った。その結果,例 えば土木や電気電子分野では,英 → 和 に比べ

て和→英 の際の訳 し分 けが多 い(日 本 語語彙が小 さい)の に対 して,応 用物理 では逆 に英語

語彙の方が小 さいとい った,分 野別 の状況が読 み とれ る。専門分野別 に機械翻訳辞書 を編集

・整備す るに当た っては,こ の ような分野別の特性 を見極めた上 で,必 要な調整を行 う必要

が ある。

16.2.3訳 語検索の連鎖 による類義語 クラスターの析出 と辞書 のシソーラス化

今回の調査研 究において開発 した英和 ・和英両 引き専門用語辞書 の機能を応用 して,英 →

和→ 英→和→ … とい う訳語の連鎖的な検索を行 って,翻 訳語 を媒介 とした類義語 クラス

ターの析出を試みた。 この際,例 え ば 「亜鉛」を和英で 引いてrZINC」 を得,次 にrZINC」

を英和で引いて 「亜鉛」だけが得 られる とい う 「単純往復」が発見 され るので あれば,翻 訳

に とって は,こ れが最 も好ま しい状況 である といえ る。 しか し,現 実 には,こ のよ うな1対

1の 往復 関係 はそれほど多 くない と思われ る。 む しろ,同 義語 や類義語 そ して訳 し分 けなど

結合関係 を介 して,多 数 の用語がか らみ合 った状況 も多 いのではなかろ うか。 こう した仮説
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に基 づいて,幾 つかの和英の用語を起点 として,そ の関連用語 をいわば手繰 りよせてゆ くと

い う操作 によ り,日 英の専門用語が どのよ うな結合関係を形成 して いるのか にっいて,そ の

概略的感触 を得 る もの と した。翻訳辞書 の整備 に当た っては,単 純 な対訳辞書的構成で は,

翻訳 精度 に もおよそ限界が あると考え られ,こ こに述べたよ うな分析 を通 じて,用 語間 ・訳

語間の関連性 を内蔵す る,ま さ しくデータベース的なアプローチが必要で あろ う。 これは,

従来か らシソーラス と称 されて きた ものに近 いので,翻 訳辞書 の シソーラス化 とい うことも

で きるが,利 用 目的を異 に してお り,し たが って,構 成や編成の手法に関 して新 たな研究 を

要す るものであろ う。

16.2.4和 文専門用語 の抽 出方式

和文の文献におけ る専門的用語 の出現状況を調査す るにっいて は,ま ず,単 位語の抽 出が

必要で ある。即 ち,分 か ち書 きの工程であ る。現今,分 か ち書 きの処理は,予 め用意 された

辞書 との突 き合 わせ処理を含む方式が有力であ る。 しか し,辞 書の構築方法 自体 を検討対象

とす る本調査研 究のよ うな場 合には,辞 書検索を内蔵す る分か ち書 き処理 は有効 ではない。

したが って,こ こでは,辞 書を用 いない分か ち書 きの手法 にっ いて調査 ・検 討 し,国 立国語

研究所で開発 された方法を参考 に して,字 種の変わり目に注 目 した文章分割 の方法を設計 し,

その処理 プログラムを開発 した。端的 には,例 えば漢字の連鎖,カ タカナの連鎖 などを語 と

して設定 してゆ く方 法であり,こ れによ り抽出 された文字列を辞書 と突 き合 わせなが ら,専

門用語 を検 出 してゆ く手順を検討 した。

即 ち,分 か ち書 きによ り取 り出 された 「語」を,一 般語か らなる辞書 と上述の専門用語辞

書 とに突 き合わせて辞書末登録の語を発見 し,こ れ らにっいて,更 に詳細 に検定す るとい う

手順,方 法 について,電 子化 された和文文献 を用 いて実験 しっっ検討 した。なお,辞 書 との

突 き合 わせ処理で は,文 字列の部分的一致 にっ いて も検 出す るよ うに して,検 索精度 を高め

た。 また,末 登録語の検定で は,前 項に述 べた連鎖検索の手法 の適用可能性を検討 した。

16.2.5和 文専 門用語の 出現頻度分析

前項 における調査検討結果をふ まえて,和 文 の電子化文献におけ る専 門用語の 出現頻度の

統計 を行 った。 この際,用 語例が辞書登録用語 と部分 的に一致す る場合 につ いて も統計 し,

各用語 の独立/連 接使用の実態 につ いて も明 らか にす る もの と した。統計対象の文献データ

と して は,通 信社の一般記事 と情報関連分 野の科学技術論文要 旨を用い,そ れ ぞれにおける

高頻度用語 を調査 し,ま た上記の部分一致 と完全一致 の用例数の比率によ る統計 も行 った。

例えば,他 の用語 との連接的使用の多い用 語にっ いては,翻 訳の際 に注意が必要であ り,む

一159一



しろ連接例の方 を既 に熟 した専門用語 と認定 し,こ れを新たに辞書登録す るといった対応が

有効である。本統計調査 によって,こ の よ うな専門用語辞書維持管理 に関す る有用 な知見が,

その具体例 とと もに得 られてい る。

16.2.6専 門分 野分類の検討

上述におけ る両 引き辞書の開発や,専 門用語の抽出,出 現頻度統計等全般 にわた って,専

門分野別の検討が重要で ある。そ して,そ の分野分類 自体が,本 調査研究 にとって は前提的

に必要 とされ る重要 な項 目であ った。 これは,機 械翻訳のための専門用語辞書の分 野別編成

とも関連す る問題であ る。そ こで,本 調 査研究 の一環 と して,自 然科学 系の学協会に対 して

ア ンケー ト調査 を実施 して,そ の見解を徴 した。こ れを大学の学科 ・講座編成 学術会議の

研究連絡委員会構成,既 存の専門用語辞書 にみ られ る分野分類等 と照合 して,独 自の分類体

系を設定 し,本 調査全体 にっいて これ を適用 した。

16.2.7専 門用語辞書の更新 管理 システム化

情 報化 と技術 革新の進展が急速な今 日的状況において,日 ごとに発生す る専 門的用語群 に

対 して,翻 訳用の用語辞書 は,こ れ に遅滞 な く追従で きるものでなければな らない。 この観

点か らして,翻 訳用専門用語辞書のデータベ ース化 と,そ の更新管理 の システム化は不可欠

であろう。本調査研究で は,こ の点にっいて次 の2方 面か ら検討を加 えた。

その第一 は,出 現頻度統計 と連鎖的検索 によ る検定 を活用 した,日 英両用専 門用語辞書の

更新方式の検討 である。 ここでは,例 えば,翻 訳 システムの開発 ・供給者において,和 文 と

英文の文献 におけ る用語の出現状況を,適 切な統 計を採取 しなが ら常時監視 し,十 分 な検定

作業の上で,新 出用語 を認定 ・登録 したの ち,こ れをユーザに経 常的に配布 してゆ くとい っ

た体制が想定 され ることになる。

第二は,専 門語の検出 と辞書更新 に対す る,機 械翻訳 システムその ものの応用 とい う視点

である。本調査研究で は,専 門用語辞書の整備を,機 械翻訳 システムの運用 とは一応独立の

工程 として運用す ることを念頭 に検討 して きた。 しか し,今 後 は機械翻訳 システ ム自体 を応

用 した辞書更新方式 も有効 と目され る。 そ こで,「 辞書更新管理 システム としての機械翻訳

システム」 とい う観点 に立 って,そ の機能要件,可 能性等 につ いて検討を加 え,今 後への示

唆を与え るもの とした。

16.2.8専 門用語における和訳語,英 訳語の特質 と問題点の総合的検討

上述の よ うな調査分析 の全体をふ まえつつ,わ が国及び外国 におけ る先端的 な専 門用語の
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発生メカニズムや,そ の国際間での流通 ・浸透の過程 などにつ いて,先 端科学技術分野 を中

心 として,現 状の基本的な枠組みを明 らか に し,こ うした現状 に有効 に対応 で きるような機

械翻訳 システムと,そ のための専門用語辞書更新 システムのあ り方 を検討 した。翻訳 とは基

本 的に文化的な所為で あ って,各 国の社会的環境が,そ の濃淡 はともあれ,翻 訳対象の文献

に反映 されてい る。 したが って,科 学技術文献の翻訳 にお いて も,そ の研究の社会的 ・文化

的背景 に対す る一 定の理解が必要 である。 このような意味で,翻 訳用辞書 とい う ものは,単

な る言葉 の置 き換え表で はない。本項で は,こ うした視点 もふ まえて,専 門用語の翻訳 に係

わ る基本 的な問題を検討 した。

16.3今 後 の 課 題

これまで開発を手掛 けて きた専門用語辞書 システムと機械翻訳辞書 システムにっ き,こ れ ら

の包括で きる分野 の一層 の拡充をめ ざす とともに,シ ステ ムの一層の効率化を図 り,予 想 され

る多 くのユ ーザの要請 に広 く応え られ るよ うにす ることがのぞ まれ る。

一161一





マーケティングコードの 英文 データベ ースの構 築

株 式会社 帝 国デー タバ ンク

17





17. マー ケ テ ィ ング コー ドの英 文 データ ベー スの構 築

17.1日 本 産 業 分 類 と 帝 国 産 業 分 類

産業分類 は,比 較 ・分析の目的 に見合 って適度に細分化 された ものであ ること,時 系列での

分析を行 うために安定 した ものであ ること,普 遍性 を もった ものであ ることなどの条件を満 た

す必要があ る。統計資料を作成す る場合,各 人が全 く異 なる定義の下 に設定 された産業分類を

使用す ると,そ れ ぞれの資料を比較 ・分析す ることが非常 に困難 にな る。

こられを考慮 して,帝 国データバ ンクで は,総 務庁(旧 行政管理庁)の 日本標準産業分類を

スタ ンダー ドコー ドと し,こ れに商用 データベースと して活用す るためのノウハ ウを付加 した

帝国産業分類(TEIKOKUDATABANKINDUSTRIALCODE:以 下TIC)を 設定 した。

このTICは,日 本標準産業 分類 を母体に,永 年 にわた り多業種 に及ぶ企業の経営状 態につ

いて調査活動を行 って きた帝国データバ ンクの業種分類 ノウハ ウを加味 した もので ,1956年5

月 に完成,運 用が開始 された。

その後,企 業情報 のデータベ ース化による業種分類 ニーズの多様化 に伴 い,1975年10月 まで

に四次 にわた る部分改訂を行 い,現 在に至 っている。

17.2TlCの 特 色 及 び 体 系

17.2.1TlCの 特色

TICは,企 業の経済活動 に関す るフル レポー トであ る 「信用調査報告書」 ,企 業財務 に

関す るデータベ ース[COSMOS1],企 業の概要 に関す るデ ータベース[COSMOS

2],企 業 の倒産件数の集計や産業 ごとの景気動 向指標 などの統計資料 な ど,帝 国データバ

ンクの保有す る企業情報 のあ らゆ る分野で使用 されて いる。

例えば,[COSMOS2]で は,主 業,従 業 と して1企 業に対 して最大二っのTICが

付加 されて いる。その結果,企 業 のセ ール スラ ンキ ング(同 じ分類 の中で売 り上 げが何位 に

位置 しているか)の 提供やr東 京都港区 にあ る情報サー ビス業 を営む企業』あてのダイ レク

トメール用の ア ドレスタ ッグの出力等,さ まざまな活用が可能 とな って いる。

17.2.2TlCの 体 系

TICは,大 分 類/中 分類/小 分 類 の3段 階分 類 か ら成 り立 って い る。

大 分 類 は14項 目 アル フ ァベ ッ ト[A]～[N]
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[例]

中分類 は90項 目

[例]

小分類 は673項 目

[例]

A農 業

アラ ビア数字2け た[01]～[99]

12原 油,天 然ガス鉱業

アラ ビア数字3け たか ら5け た

121原 油鉱業

321-3ガ ラス容器製造業

409-21石 油卸売業

17.3帝 国 デ ー タ バ ン ク マ ー ケ テ ィ ン グ コ ー ド作 成 の 意 義

産業の進展で,ニ ューサ ー ビスや新業態の増加 に伴 う分類体 系 自体 に対す る見直 しの声や,

企業のきめ細かいマーケティ ング戦略導入 により,TICの マイナーチェンジでは対応 しきれ

ない,更 な る業種の細分化が望 まれ始 めた。

帝 国データバ ンクで は,TICの 細分化要望 に応え,新 しい産業分類体系[マ ーケ ティング

コー ドTMC]を 設定 した。TMCは,ニ ューサー ビスや新業態の積極的な収録 によ り,さ

まざまな変化を遂 げる産業形態をで きる限 り包含 した体系 となってい る。TMCの 特色 は次の

とお りである。

① 現状の産業情勢 に則 してい る。

コー ドが膨大 で多岐 にわた ることにより,運 用 に支障を きた して はいけない。 コー ド化 を

判断す る際 には,現 状の市場規模及 び将来性 を材料 と してやみ くもな設定 は避 けてい る。

② 実用的でマーケテ ィングニ ーズに合致 してい る。

マーケティ ングコー ドは,標 準産業分類,TICの 小分類 は もとよ り,営 業部門で収集す

る業種によるデータベ ース抽 出条件 ニーズな どを,さ まざまな角度か ら検証 し,活 発に活動

してい る業種,サ ー ビスを 中心 に収録 して いる。

③ 実際の運用の しやす さを重視 した コー ドで ある。

コー ドの運用 に際 しての最大の ポイ ン トは,コ ー ド探 しの容易 さである。デ ータベ ースへ

の コーデ ィングや その メンテナ ンス作業が効率 よ くで きるか どうかが生産性 に大 き く係 わ っ

ている。そのためにはコー ドが適 当な数であ ること,コ ー ドの名称が具体的で分か りやすい

ものであることが必要であ る。 コー ド名称 は,実 際の当社 の調査資料や一般 的表現を参考 に

しっっ設定 している。 また,言 いまわ しや表現を換えた もの も,類 語 と して収録 し,な るべ

く検索に個人差が でないよ うに配慮 した。

④TIC小 分類に則 して いる。
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TICが,帝 国データバ ンク社 員のみ な らず多 くのユ ーザに企業情報デー タベースを通 じ

て親 しまれている ことに着 目 し,そ の小分類673項 目を利用 してマ ーケテ ィングコー ドを設

定 した。5け たで構 成 されて いるTIC小 分類 に枝番2け たを付加 し,7け た と している。

⑤ 業態での抽 出が可 能である。

TICで は表 現で きなか った量販店,訪 問販売,通 信販売,賃 加工等の一部 「業態」に も

小分類に沿 ってマーケテ ィングコー ドを設定 し,抽 出可能 とな って いる。

17.4TMCの 構 成

マーケテ ィ ングコー ドは,

1)マ ーケテ ィング コー ド及 び名称

2)マ ーケテ ィング コー ドに対応す るTIC

3)マ ーケテ ィング コー ド名称を他 の表現で言い替えた類語よ り構成 されてい る。

① マーケティ ングコー ド

マーケティ ング コー ドはTIC《5け た》 に枝番 《2け た》を付加 した 《7け た》で構

成 され ている。総設定数は3,162で あ る。

② 類語 につ いて

マーケティ ングコー ド名称を言い替えた ものであ る。例えば,電 化製品卸 ,電 気製品卸,

家庭電化製品卸 は類語であ り,ど の言葉か らで もマーケティングコー ドに行 き当た るよ う

に設定 されて いる。

17.5英 文 化 の 背 景

ジェ トロで はア ンケー ト方 式で輸入取引関心企業 ・輸入取 引関心商品のデータベ ース化に着

手 して いた。 ジェ トロの構想は海外のバイヤーが輸 出 したい商品で検索 し,日 本側で同商品を

取 り扱 って いる業者を抽出で きるデ ータベースの構築であ った。

これ に対 して当社で は,企 業情報データベース(COSMOS2)の 和文 ・英文デ ータベー

スを活用す るようジェ トロに提案 した。

当社の提案に対 して は関心 を示 しなが らも次の点が問題 とな った。(当 社で は帝国産業分類

「日本標準産 業分類に準拠」 を使用)

① ジェ トロの構想 では単品で検索で きる ことが前提である。

② 産 業分類 は統 計向 きで分類が粗 く,構 想外であ る。
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③ 商 品分 類 はHSコ ー ド(88年 か ら国 際 的 に採 用 され た 新 しい関 税 分 類 コー ド)が 望 ま しい。

な どが 焦 点 に な った。

当 社 で は,HSコ ー ド(国 際 関 税 コ ー ド),SICコ ー ド(StandardIndustrial

ClassificationManual)に 関 して 研 究 を 続 けて い た が,と もに 日本 の商 品 コ ー ドと して は 日本

特 有 の 商品 に対 応 で きず,独 自の コー ドづ けを 余 儀 な くされ るな ど,い ず れ の コー ドを採 用 し

て も体 系の 維 持 は難 しく実 情 に合 わ ず,現 デ ー タベ ー ス で使 用 して い る産 業 分 類 との整 合 性 か

ら も両 コー ドの 採 用 を見 送 った。

17.6英 文 化 の 目 的

海外か ら日本企業の情報 に関心が高 い との ことで,ダ イア ログ(DIALOGInformetionSer-

vies,Inc)か ら熱心 な勧めが あった ほか,海 外及 び国内のデ ィス トリビュータか らも英文CO

SMOS2の 海外 提供 について多 くのア プローチが あ った。

当社 ではデータベースの国際流通の側面か ら,1991年4月 か らダイア ログをデ ス トリビュー

タと して 日本企業COSMOS2の 英文版5万 社(現 在は18万 社)の サー ビスを開始 した。次

いで国内において も,日 本経済新 聞社(日 経 テ レコ ン),ジ ー ・サ ーチをディス トリビュータ

としてサー ビスを開始 した。

前述の とお り,初 期の利用 は単に 日本 の企業情報を知 りたい とす るニ ーズか らエ ン ドユーザ

が輸 出 したい商品(希 望する商品名で検索)を 扱 うパ ー トナーを探 したいとす るニーズは拡大,

多様化 されっっ ある。

これ らのニーズに応え るには言葉の問題 を解 決す ることが先決にな るが,現 状ではニ ーズ に

応え られ る既存 の体系 も手段 もな く,独 自に英文化す る ことは避 け られない。

しか し,ニ ーズのサイズ も把握で きない状況では費用対効果が最大のネ ックであ ることが議

論の対象 にな ったが,わ が国か ら海外向 けに 日本企業 の情報を英文で提供 して いるのが当社 の

みであることか ら,こ れ らの国際的ニ ーズ に応え ることは避 けて通れない との結論を得た。

極言すれば,現 在 のダイア ログ及 び国 内のデ ィス トリビュータを通 じてのサ ー ビスが初期 の

日本企業の情報を知 る手段 と しての利用 に加えて,マ ーケテ ィングコー ドをキーに した検索 は

単 にサー ビス内容の拡大 に留ま らず,日 本貿易摩擦解消の一助に もなる もの と考 えたか らであ

る。

このよ うな背景をふまえてマーケテ ィングコー ドの英文化 とデータベースの構 築を通 じて コ

ー ドマスタの整備 に着手 した。
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17.7SlC対 応 の 意 義

課題応募時 にお いて は単 にマーケティングコー ドを英文化す るとの発想で あった。

企画段階における検討で はHSコ ー ド(関 税分類 コー ド),SICコ ー ド(StandardIndu-

strialClassificationManual)の 対応 も考慮 した。 しか し,日 本標準産業分類がベ ースにな

っている関係か らわが国特有の商品などの対応 に問題が多 く,本 課題が完成 した後 に再度,検

討することで保留 に した。

本課題が採択 され,委 託契約締結後の最初の取 り組 み としてマーケティ ングコー ド英文化 に

向けての基礎調査 を行 うこととした。

委託テーマはマーケティ ングコー ドを海外のエ ン ドユーザが使用可能 な英文翻訳 と利用 しや

す い体系の整備 を主 目的 とした。

主 旨は次の とお りであ る。

・ダイアログの企業データベ ースにおける標準産業分類 の採択状況

① ダイア ログで提供 されている企業データベ ースの うち,米 国企業データベースの大部分

(92%)で は,米 国SICコ ー ドもしくはこれを細分化 した ものを採用 してい る。

② ダイア ログで提供 されている企業 データベ ースの うち,米 国以外 の企業デー タベースで

は,米 国SICコ ー ドを採用 しているものが38%,自 国SICコ ー ドのみが16%(英 国,

日本),KOMPASSコ ー ド(UCS準 拠)を 採用 している ものが22%で あ る。

③ 以上の結果か ら,米 国のユーザを念頭において産 業分類 コー ドをっ けるのな らば米 国S

ICコ ー ドを付与す ることが望 ま しい。

④ マーケ ティ ングコー ド英訳作業 と並行 してSICコ ー ドへの変換作業 を行 う可能性 を検

討すべ きで ある。

・マーケティ ングコー ドの英文化及 び米国SICコ ー ドの比較

① 対応す る分野の米国SICコ ー ドを 日本語 に訳す。

② マーケテ ィング コー ドを英文化す るに当た り,該 当す る訳語が あればそれを採用 し,末

尾 に対応す る米国SICコ ー ドを付加す る。

③ マーケテ ィング コー ドに該当す る米 国SICコ ー ドが なければ,独 自の訳語 を作成す る。

なお,ヒ ア リング時 にダイアログの海外での利用が 日欧各50%で あるとの報告 もあ り,同 報

告書 を受けて社 内プロ ジェク トで検討 した。

検討の結果

① 英文化 の主 旨が 国際的ニ ーズに応え,デ ータベースの国際流通 を促進す ることが基本 で

あること。
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② 企画段階での検討の とお り,国 際的 に流通す る米国SICコ ー ドとの対応が可能であれ

ば対応可能分のみで も促進 した方が よいこと。

③ マーケティングコー ドの英文化が主体で あるが,米 国SICコ ー ドと対応で きた分 は米

国SICコ ー ドをキーに したマーケテ ィング コー ドとの対応表 も作成す ること。

以上の結論 を もって,当 初企画 した中で最 も使用頻度の高 い米国SICコ ー ドとの対応 をつ

ける ことに した。
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18安 全研 究 におけ る多重 シソー ラス ・システム

構 築のための基本安全用語データベースの開発

株式会社 紀伊國屋書店





18. 安全研究 における多重 シソー ラス ・システム構築

の た めの基 本 安 全 用語 デー タベー スの開発

18.1背 景 と 目 的

「安全」問題 は,労 働,輸 送,土 木,建 築,原 子力,環 境,化 学 ,食 品,医 薬品に至 る科学

技術全般の広 い分 野で扱 われて いる。 したが って,安 全 問題 に関す る情報を収集す るためには,

これ らの分野 それぞれをカバ ー して いる多数の文献 データベースを探索 しなければな らない。

現在,文 献デ ータベースは,そ れぞれ個別の索引語体系によ って管理 されているため,同 一 の

概念に対す る索引語は個 々のデータベ ースによ って異な ってい る。 このため,安 全問題 におい

て は,一 つの テーマにつ いての情報を得 るために,デ ータベース ごとに索引語 を調べな ければ

な らないとい う,た いへ んな労力 ・時 間を要 して しまう。 また,全 文検索機能を用いて標題 ・

抄録中の用語 を検索 して も,同 一の概念 に対 し分野固有の異な った表現が あり,複 数のデータ

ベ ースに対 し精度の高い検索 を行 うことは困難を極 める。

「安全」情報 について,こ のよ うな問題を も解決す るたあには,「 安全」の中心的な概念に

つ いて,分 野 ごとに又 はその分野を代表す るデータベースで使用 されて いる用語 ・索引語間で

相互変換を可能 にす る必 要があ る。 このためには,上 記の分 野における 「安全」概念 に密接 に

関連す る用語 をデ ータベ ース ごとに再整理 ・体系化 し,更 に個々のデータベースで使用 ・管理

されている 「安全」関連 の索引語,分 野固有の表現 との リンケー ジの情報を有す る,言 い替え

れば複数 の シソーラス,複 数データベ ース間での用語の相互ア クセスを可能 とす る 「安全」分

野の基本用語知識ベ ースを開発す ることが求め られ る。

このよ うな知識ベ ースの実現には,下 記 に挙げ る調査 ・用語収集が必要 とされる。

1)安 全用語 の事前調査

2)安 全情報 のデータベ ースの調 査及 び基本安全用語の収集,分 類

3)上 記の用 語による複数デ ータベースに対す るクロスフ ァイル探索,安 全の観点か らのデ ー

タベース及 び用語の評価

4)安 全情報 の収集 に有効 な複数のデータベースを対象 とした安全関連用語 の収集

本研究は以 上の点を主眼 にお き綿密な調 査 ・分析を実施 した ものであ る。
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18.2実 施 体 制 及 び 実 施 内 容

18.2.1実 施体制

この調査 ・開発を推進す るに当たっては学識経験者と専門家で構成される 「安全用語検討

委員会」を設置し,こ の委員会の協力を得て,具 体的な調査活動を行 った。なお,委 員会の

構成メンバーは次のとおりである。

委員長 藤原 鎮男 神奈川大学 知識情報研究所 所長

委 員 山本 晴彦 神奈川大学 理学部 応用生物科学科 教授

委 員 河村 正一 神奈川大学 理学部 化学科 教授

委 員 高木 伸司 神奈川大学 理学部 化学科 教授

委 員 小幡 行雄 神奈川大学 理学部 情報科学科 教授

委 員 後藤 智範 神奈川大学 理学部 情報科学科 助教授

18.2.2実 施 経 過

平 成4年7月15日

平 成4年8月11日

平 成4年9月22日

平 成4年11月5日

平 成4年11月24日

平成4年12月15日

平成5年1月26日

平 成5年2月3日

平成5年2月17日

委託契約 の締結

第1回 安全用語検討委員会(研 究調査 の概要説明)

第2回 安全用語検討委員会(医 薬品安全用語の事例研究を説 明)

第3回 安全用語検討委員会(FID'92に お ける研究発表の報告)

第4回 安全用 語検討委員会(ENERGYSCI.&TECH.か らの用語抽 出の結

果 について報告)

第5回 安全用語検討委員会(EMBASEか らの用語抽出の結果報告)

第6回 安全用語検討委員会(CASか らの用語抽 出の結果報告)

第7回 安全用 語検討委員会(本 年度問題点 について検討)

第8回 安全用語検 討委員会(来 年度の課題 について検討)

18.2.3実 施 内容 と成果

(1)実 施内容

本研究 は,安 全情報に関す る複数 の シソー ラス,複 数 データベース間での用語の相互ア ク

セスを可能 とす る 「安全」分野 の基 本用語知識ベ ースの開発を意図 し,下 記の四つの基礎的

な調査研究を実施 した。

1)事 前調査 と しての医薬品の安全用語の評 価

2)安 全情報のデー タベースか らの基本安全用語の収集,分 類
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3)上 記の用語 による複数 データベー スに対す るクロスファイル探索,安 全の観点か らの

デ ータベースの大規模な調査,及 びこれに基づ く用語の客観的評価

4)安 全情報 の収集 に有効なデータベ ースを対象 と した安全関連用語 の収集

18.3.4の 用 語収集 においては,EMBASE(医 学 ・生物学),CASearch(化 学),ENERGY

SCI.&TE侃(エ ネルギー分野)の3種 類のデータベースにっ いて,安 全 関連用語を収集

す る ことがで きた。

② 成果

実施 内容の3)に っ いて下記の成果 が得 られた。

1)「 安全」 に関す る情報が,80以 上 のデータベースに分散 して いることを実証的 に示 し

た。

2)「 安全」概念を構成す る九つの基本 テーマにつ いて,80の 個 々のデー タベースの レコ

ー ド数 を計量的分析す ることにより
,下 記の事実が明 らか にな った。

a)MEDLINE,EMBASEな どの包括的 な医学分野のデータベー ス,ENERGYSCI.&TECH.な

どの包括的な非医学分野のデータベースに,「 安全」情報が量的 に多 く含まれて いる

こ とが 判 明 した 。

b)一 方,TOXLINE,CHEMICAL,SAFETYNEWSBASEな どの毒 性 ・化 学 物 資 に関 す る専 門 的 な

デ ー タベ ー ス,

夕べ ー ス に は,

また,実 施 内容 の3),4)か ら下 記 の事 実 が 判 明 した 。

本 研 究 で使 用 した,

組 み合 わ せ て 検 索 す る こ と に よ り,EMBASE(医 学 ・生 物 学),

SCL&TECH.(エ ネ ル ギ ー分 野)の3種 類 の デ ー タベ ー スで は,

度 で 得 る ことが で き た。

更 に,実 施 内容 の4)か ら下 記 の成 果 を 得 た 。

a)EMBASE(医 学 ・生物 学),CASearch(化 学),ENERGYSCI.

分 野)の3種 類 のデ ー タベ ー スか ら,

b)こ れ らの 用語 に は,

あ る こ とが 明 らか にな った。

及 びENVIROLINE,POLLUTIONABSTRACTな ど の環 境 分 野 の 専 門 的 なデ ー

「安全」情報が高い比率で含まれている ことが判明 した。

NIOSHTICか ら抽 出 ・類 型化 した9種 類 の カ テ ゴ リーの 「安 全 」用 語 を

CASearch(化 学),ENERGY

「安 全 」情 報 だ けを 高 い精

&TECH.(エ ネルギー

「安全」 に関連す る約200の 用語を抽 出で きた。

同一 の概念で も分野又 はデータベ ース固有 に使用 される表現が

18.3安 全 研 究 に お け る 基 本 安 全 用 語 デ ー タ ベ ー ス の収 集

18.3.1安 全 研 究 に 関 す る重 要 語 の収 集 ・評 価 の事 例研 究(Lovastatineに 関 す る 文 献事 例 に よ
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る医薬品安全用語の収集 と評価)

多 くの分野で重要 な課題であ り,か つ学際的なテーマで ある 「安全問題」について既存 の

多種多様なデータベースのより一層効果的 な利用を図 るシステ ム構築の第一段階 と して,検

索用語を選定す るための事例研究を行 った。

本研究で は,事 例研究の調査対象分野 と して医薬品分野を採 り挙 げ,医 薬品 の安全性 に関

連す る汎用語を,専 門家の経験 によ り選定 ・分類 した。 これ らの用語の有効性 を客観的 に,

評価するために,特 定テ ーマにつ いて文献検索 を行 い,得 られた文献(抄 録)を 「安全」を

主題 として扱 っている文献 と,そ うで はない文献 とに分類,そ れぞれの文献群で,専 門家に

より選定 された用語 の出現頻度分析 を行 った。

専門家の経験 によ って選定 された医薬 品の安全性 に関す る用語 は約100語 で あ った。調査

対象テーマ と して は,医 学分野のデ ータベースには多 く文献が含 まれて いると考 え られるlo

vastatine(高 コレステ ロール低減の治療薬)を 採 り挙げ,DIALOGシ ステムによ り検索 を行

った結果,485文 献を得た。 これ らの文献を上述 のよ うに,「 安全」 に言及 してい る程度 に

よ り分類 しその結果,安 全を主要 な内容 としてい る記述程度2に 分類 された もの は46件 で全

体の約10%に 相 当 し,そ の うち26件,56%は 副作用 にっいての症例報告であ った。 その他,

薬品の市販後における副作用経験を まとめた ものが8件,毒 性試験で副作用 とな る可能性の

ある毒性を指摘 した ものが7件 などが主な ものであ った。 これに対 して,安 全性 とは関連 の

低 い文献が,245件,52%で あ った。

安全を主 たる記載内容 とす る文献,即 ち,安 全 にっいての記述程度2と した文献群 と,安

全 にっいて記述程度0の 文献群 との間で,各 レコー ドの標題,抄 録,索 引語(Meshデ ィ

ス クリプタ)の 項 目において,医 薬 品の安全用語の 出現頻度 を比較す ることによ り,個 々の

用語の安全用語 と しての妥 当性評価 を試 みた。 これ らの用語には複合語 も多 く,単 数形 と複

数形の綴 の相違 など語尾 変化を させて使用す る語 も少 な くないため,単 語 に分割 し,標 題

抄録,索 引語 での出現頻度,及 び出現頻度の全単語総数 中の比率,即 ち相対 出現頻度を算出

した。

標題項 目で は上述 の調査対象の単語 の出現頻度 はすべて1～2と 低いたあ,出 現頻度分析

による評価か ら除外す ることと した。

抄録項 目では,acute,adverse,events,safety,symptoms,toxicity(toxicities,toxicic),

trial(trials)の7単 語 は,記 述程度2の 文献群での相対 出現頻度が,記 述程度0の 文献群

のそれの10倍 以上である ことが判 明 した。一方,出 現頻度が記述程度0群 の方が記述程度2

群 よりも10倍 以上 とな る単語 はなか った。

索引語項 目にっ いて も,標 題 抄録項 目で採用 したの と同様 な分析 を行 った。drug,effec
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ts,trialsの3語 を 除 くすべ て の 語 は,記 述程 度2群 で の 出現頻 度 が 記 述 程 度0群 で の 出現

頻 度が10倍 以 上 で あ る こ とが 分 か る。 この ことはacute,adverse,failure,toxicityの4語 は,

索 引 語項 目で は安 全 性 にっ い て言 及 した文 献 群 にお いて,安 全 性 にっ い て言 及 して い な い文

献 群 よ り も高 い頻 度 で 出現 す る こ とが 明 らか に され た。

18.3.2基 本安全用語 の収集(安 全に関す る汎用語の収集 と評価)

一般 に安全 問題 のよ うな既存の さまざまな学 問分野か らの研究を要す るテ ーマ は
,情 報 ア

クセスとい う観点か ら,複 数 データベ ースにわたる情報の分散 データベ ース間での用語の

不統一,と い う問題 が提起 されている。

「安全」情 報 にっいて,こ のような問題を少 しで も解決す るためには,「 安全」の中心的

な概念 にっ いて,分 野 ごとに,又 はその分野を代 表す るデータベースで使用 されて いる用語

(索引語を含む)を 調 査す る必要がある。本研究では,「 安全」につ いての基本用語を収集

・選定す る ことを意図 し,下 記 に挙げる調査及び用語収集 ・評価を行 った。

1)「 安全」情報を含むデータベ ースの現状

2)「 安全」情報を収録 しているデータベ ースか らの基本用語の収集

「安全 問題」 は化学物質 と密接 な関係が あ り,主 として化学物質の関係す る「安全 問題」

については,既 にデ ータベースは列挙されて いる。そ こで,本 研究では現在利用可能 なオ ン

ライ ン検索 システムのデータベースマニ ュアル,デ ータベ ースのデ ィレク トリなどを用 いて,

「安全問題」を集 中的 に収録 しているデータベースを調査 した。その結果,NIOSHTIC,HSELI

NE,CSNB,CISAbstractsの 四つのデータベースはいつれ も労働安全衛生分野 の情報 を主要 な

収録対象 と してい る書誌 データベースであ ることが分か った。

本研究では,労 働安全衛生分野を主要な収録対象 と して いるデータベースの中で最 も蓄積

量が多 いNIOSHTIC(以 下NIOSHと 略す)を 用語収集の対象データベ ースと して選定 した。書

誌 データベースには,用 語 データを含む項 目と して標題,抄 録,索 引語な どがあ るが,用 語

収集 の対象 と してはよ り標準化 された用語が含 まれ る索 引語項 目が妥 当と考え,NIOSHデ ー

タベースの1990年 度 の全 レコー ドを対象 に索引語項 目に含 まれ る用語を収集の対象 と した。

検索の結果,NIOSHの1990年 の総 レコー ド数は4,294で あった。4,294す べての レコー ド

を対象 に,索 引語項 目か らディスク リプタ(索 引語)を 抽 出 した。抽 出され た索引語 を,大

文字 一小文字変換,記 号削除などの さまざまな処理 を し,ア ル ファベ ッ ト順 にソー トし,す

べての索引語の出現頻度を算 出 した。索 引語の総数(種 類)は2,435で あ った。

これ らの索引語を2人 の専 門家 によ りそれぞれの観点 か ら用語を整理 ・分析 し,可 能 な限

り包括的 な概念を表す単語を抽出 し,労 働安全衛生の観点 か ら基本 とな る約50の 用語 を選 定
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した。表18-1に 選定 され た用語及 びそのカテ ゴ リーの一例を挙げ る。 これ らの用語 には労働

安全衛生固有の用語 も含 まれているが,多 くの用語 は18.3.1で 収集 した医薬品分野の用語 と

重複 して いることが分か った。

表18-1選 定 され た用語及びそのカテ ゴ リーの一例

安全性一般

危険因子との接触経路

危険因子

一般的被害

健康被害

risk,safety

exposure,inhalation,radiation

contamination,pollution,dusts,fatigue,et(}.

accident,poisoning,explosion,hazard,biohazard

disorder,damage,disease,injury,symptoms,etc.

18.3.3安 全 関連文献の包括 的調査(安 全研究 に関す る用語 の複数 データベース間での出現頻度

分析)

安全概念 を構成す る幾つかのテーマについて,デ ータベース ごとのそれぞれの収録件数が,

事前 に分か って いれば非常に効率的 に情報の収集が実現で きる。

本研究 は,安 全概念を表現す る幾つかの用語 にっいて,複 数のデータベ ースにおいて,そ

れ らの用語の レコー ド件数を クロス分析 をす ることによ り,そ のテーマに対す る個々の デー

タベ ースの関連性 を明 らかにす ることを意図 した ものである。

安全概念を構成す る基本的な用語 としては,18.3.2の 調査研究で得 られた基本安全用語 を

9種 類の カテ ゴ リーに分類 した。調査対象 データベースの主題分野 と しては科学技術全般 を

採 り挙 げた。検索 システムと してDIALOGを 使用 し,ク ロスフ ァイル検索用のデータベースで

あるDIALINDEXで 科学技術全般 に対応す るテーマであ るALLSCIBNCEに 含 まれ るデータベース

を調査対象 とした。 このテーマには164種 類 ものデータベースが含 まれ,ま た書誌 データベ

ース,物 性 データベース,全 文 データベー スな どさまざまな種類が ある。デ ータベースの種

類によ りレコー ドを構成する項 目は異な って いるため,異 種のデータベ ースを比較対象 とす

ることは妥当で はない。そ こで,本 研究で は,調 査対象 とす るデー タベースの種類を書誌 デ

ータベー スに限定 し,更 に特許及 びpascalな ど非英語 圏の データベ ースを除外 し,合 計85種

類のデー タベースを調査対象 とした。

9種 類の各カテゴ リーに対応す る検索式 として,各 カテ ゴ リーに含 まれ る用語の前方一致

及 び論理和を用いて検索 を実施 した。検索 結果を,9(カ テゴ リー数)×85(デ 一夕ベース
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数)の レコー ド数の表にま とめた。

本研 究では,各 カテ ゴ リーに対す るデータベースの特性 を評価す るため に,個 々の データ

ベースの保有 レコー ド量,及 び各 カテ ゴ リーの全体での レコー ド量 を考慮 し,下 記の2種 類

の評価尺度 を考 案 した。

各データベ ースの各カテゴリーに対す る レコー ド数

評価尺度1×100
各 カテゴ リーの総 レコー ド数

各デ ータベースの各カテゴ リーに対す る レコー ド数
×100評価尺度2

各データベ ースの保有 レコー ド総数

上述の9×85の レコー ド数の表を もとに上記の両尺度 の値を計算 し,

一夕ベ ースを分析 し,カ テゴ リー間の比較を行 った。
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具 体例 と して,図18-1,図18-2に カテ ゴ リー1即 ち,危 険 因 子 との接触 経 路 に関 す る汎 用

語(exposure,inhalation,radiation)に お い て,尺 度1及 び尺 度2の 上 位20位 まで の デ ー

タ ベ ース名 とそ の値 につ いて,表 ・グラ フを 示 す 。

尺 度1で は,ど の カ テ ゴ リー にお い て も概 ねMEDLINE,EMBASEな どの包 括 的 か つ 総 レコー ド

量 の多 い デ ー タベ ー ス が上 位 に くる こ とが 明 らか に な った 。一 方,尺 度2で は,TOXLINE,SM

OKINGANDHEALTH,CHEMICAL,SAFETYNEWSBASEな ど特 定 主 題 領域 だ けを収 録 対 象 と し,総 レ

コ ー ド量 が 比較 的 小 量 の デ ー タベ ー スが上 位 に く る傾 向が あ る こ とが 判 明 した。 ま た,い つ

れの カテ ゴ リーで も医 学 ・生 物 学 分 野 の デ ー タベ ー スが 上 位 に ラ ンクす る こ とが 明 らか にな

った。下 記 の六 つ の デ ー タベ ー ス は,二 つ の 異 な った尺 度 で共 通 して上 位 に ラ ン ク され る回

数 の多 い こ とが 明 らか に な った 。

OCCUPATIONALSAFETY&HEALTH(NIOSH)EMBASE(EXCERPTAMEDICA)

TOXLINE、MEDLINE

CancerlitNTIS

これ らの デ ー タベ ー ス は安全 文 献 を収 集す るた め に非 常 に有 効 な デ ー タベ ー ス と考 え る こ

とが で きる。

18.3.4主 要 データベースにおける安全用語の収集(ENERGYSCI.&TECH.,EMBASE,CASearchに お

ける安全用語の収集)

これまでの研究 において,18.3.2で は安全問題 を形成す る主要な概念を表現 して いる用語

を,労 働安全衛生分野 のデータベー スの索 引語群か ら抽 出 し,カ テゴ リー化 した。18.3.3で

は,こ れ らのカテゴ リー に対す る科学技術分野 の書誌 データベ ースにお ける レコー ド件数 を

相互比較す ることによって,安 全の観点か ら個 々のデータベ ースの特性,更 にカテ ゴ リーに

含 まれる用語の特性を明 らかに した。本研究は,次 の段階であ る個 々の既存分野のデ ータベ

ースにおいて,安 全概念 を表現す る用語を抽出 ・収集 し,18.3.2の 調査によ って得 られた安

全に関す る基本 カテ ゴ リーを もとに,整 理 ・体系化 を意図 した ものであ る。

18.3.3に 述べ られた分 析結果を もとに,更 に用語収集者の専門領域,デ ー タベースの収録

対象分野の網羅性 ・利用可能性 などを検討 した結 果,本 年度の用語収集対象 と して,EMBASE

(医 学 ・生物学),CASearch(化 学),ENERGYSCI.&TECH.(エ ネルギ ー分野)の 三つの

データベ ースを対象 とした。

用語収集の方法 と して,情 報ア クセスに有効 な用語を収集す るという本 プ ロジェク トの主

旨を満たす ため に,上 記 のデータベースに含 まれ る書誌 データ(標 題,抄 録,キ ー ワー ド)

か ら抽 出するとい う方法を採用 した。 このためには,精 度 の高 い,言 い替えれば安全 をテー
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マ と して い る文 献 を 高 い比 率 で 得 る こ とが 必 要 で あ る。 これ を 実 現 す るため に,各 カ テ ゴ リ

ー につ い て は
,論 理 和 を 用 い,カ テ ゴ リー 間で は論理 積 を用 い る とい う検 索 式 を 採用 した。

上 述 の探 索 戦 略 に よ りEMBASE,CASearch,ENERGYSCI.&TECH.の デ ー タベ ー スの検 索 結 果

は,そ れ ぞ れ,946,1,595,624件 で あ った。 いつ れ も500件 を収 集 対 象 と し,専 門家 に よ

り500件 すべ て を 読 み,分 脈 も考 慮 し安全 に関 連 す る用語 を抽 出 した 。抽 出 され た用語 数 は,

各 々 の デ ー タベ ー スで,そ れ ぞ れ約200語 で あ った 。 表18-2,表18-3にENERGYSCI.&TECH.

及 びEMBASEの 各 デ ー タベ ー スよ り抽 出 され た安 全 関連 用 語 の一 例 を 挙 げ る。

表18-2ENERGYSCI.&TECH.か ら抽 出き れ た 安全 関連 用 語 の一 例

arsenicexposure

asbestosexposure

asbestosfibers

asbestosinducedscarring

chemicalwaste

chernobylaccident

childhoodcancer

chromiumexposure

表18-3EMBASEか ら抽 出された安全 関連用語の一例

fatalfalls

hazardmanagement

hazardmodel

hazardousnoise

neurotoxicPotential

nOiSeinjUry

occuPatinalexPosuretoorganicsolvent

on-dutyinjury

18.4今 後 の 展 望

本研究 は,安 全情 報 に関す る複数の シソーラス,複 数 データベ ース間での用語の相互 ア クセ

スを可能 とす る 「安全 」分野の基本用語知識ベ ースの開発 を意図 し,下 記の四つの基礎的 な調

査研究を実施 した。

1)事 前調 査 と しての医薬品の安全用語の評価

2)安 全情報 のデータベース(NIOSH)か らの基本安全用語の収集,分 類

3)上 記の用語 によるDIALOGの85の 書誌デ ータベースに対す るクロスフ ァイル探索,安 全の観
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点か らの データベース及び用語の評 価

4)生 物 ・医学,化 学,エ ネルギーの各分野を網羅的 にカバ ーす るEMBASE,CASearch,ENERGYS

CI.&TECH.デ ータベ ースを対象 とした安全関連用語 の収集

残 された課題 としては,

1)上 記4)に おいて収集 した用語を2)に おいて行 ったの と同様 に,分 類,類 型化 して整理

す る。

2)収 集整理 した4領 域の用語 にっ いて,比 較 し,統 合化す る。領域 間で同一 の用語が異な っ

た概念,あ るいは同一の概念に異 な る用語が用い られている場合 には,こ れを解消す る方法

を検討す る。

3)2)と 平行 して,交 通 ・運輸 土木 ・建築,農 業 ・風水害な どの 自然災害,ス ポー ツ等の

各分野における科学技術 に関す る安全用語の収集 とそれ らとの結合を検 討す る。

4)1)か ら3)ま でを終了 した段階 で,DIALOGな どの商用オ ンライ ン検索 システムにおいて,

安全 に関す る情報を効率的かっ網羅 的に検索す ることを可能 とす る システ ムの構築 を図 る。

な どが挙 げ られる。 これ らを通 じて,当 初の 目的で ある 「安全」分野 の基本用語知識ベースを

完成 させるべ く努力 したい と考えてい る。
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19. 3次 元 マ ヅ ピ ング デ一 夕ベー スの技 術 開発

19L1概 要

地図データベースを包括 した3次 元マ ッピングデータベ ースの社会的背景 と関連技術 をふ ま

えて概念設計を行 い,シ ステムのフ レームを明確化するプ ロ トタイプを開発 した。

19.1.1シ ステムの 目的

地図データベー スは行政機 関,自 治体,都 市ユーテ ィ リティ事業者な ど各界で利用 されて

お り,高 度 な機能を保有 した システムが多数存在す る。地図デ一夕ベ ごスは二次元の地 図情

報のみを管理の対象 と して きたが,都 市構造の複雑化に伴 い従来の面的な扱 いで は不十 分な

もの とな って きて いる。.

都市における建造物,道 路に限 らず都市 ユーティ リテ ィ(ガ ス,電 気 など)も その形状 は

複 雑化の一途を たど ってお り,3次 元形状 デ一夕ベー ズは地 図情 報 と地表面,建 造物な どの

3次 元形状 データを統合す ることによりこうした社会的趨勢 に対応す る,よ り実体 に接近 し

た地域のデータベ ースを 目指す システムであ る。特 にニーズの高 い都市開発支援や都市管理

用 に使途を絞 ったデータベ ースの技術開発を行 った。 パ'

19.1.2実 施内容

本 データベース構築 に先だ って行 った社会的ニーズの整理をふ まえて,管 理対象 となるデ

ータの種類,内 容,精 度,表 示法,情 報源な どの整理 を行 った。 その上でデー タの選定,整

備方針 を定め,シ ステムの基礎的 な機能を設計 した。 それを もとに評価用のプ ロ トタイプ シ

ステムの開発を行 い,3次 元 データ(3Dデ ータ)の 表現方法な どを検討 した。

① 『データの選定 ・内容検討

上記の検討を受けて さ次元 マ ッピングデータベースの管理対象 となる形状デー タ,属 性

データをニ ーズ と照合 しなが ら選定 した。 その際,想 定ユ ーザ として は自治体,公 官庁 な

どを想定 し,社 会情 報基盤 となる ものを選んだ。

② データベ ース基礎機能設計

ファイル形式の検討をふ まえて,デ ータベ ースの基礎的 な機能(表 示機能,検 索機 能

集計機能 など)に ついての システム構成 を検討 した。 システムの入 出力様式 にっ いて も概

要を整理 した。

③ プ ロ トタイプ開発及び評価
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特定の地区につ いての3Dデ ータを実際に入力 し,既 成の3Dア プ リケー シ ョンとデー

タベースの組み合わせ によ ってプロ トタイプを構成す る。

プロ トタイプの システム構成 と しては現在 プロ トタイ ピングに最適の環境である ことを

基準に して以下の ものを採用 した。

ハ ー ドウェアはMacintoshを 想定 してい る。 システムの構成 はアプ リケー シ ョ

ンを統合す るアプ リケー ションと都市の3Dデ ータを入 出力す るモデラー,コ ンピュー タ

グラフィ ックス(CG)と して画像を作成す るアプ リケー ション,そ して各種 シ ミュ レー

ションを担 当す るアプ リケー ションか らなる。

19.2検 討 結 果

3次 元マ ッピングデータベースへのニ ーズ検討によ って利用局面 とシステムの特性 を定め,

それを もとに機能設計を実施 した。

プ ロ トタイプはDTM(DigitalTerrainModel),コ ンピュータマ ッピ ングデータベース と

3次 元情報の結合,地 表及び建造物 の3次 元表示 を含んだ ものを構成 した。

19.2.1シ ステム コ ンセプ トの検討

都市開発及 び都市管理業務 においてはその処理すべ き地域が広範囲であ り,関 係者 も多数

に及ぶ他,扱 う情報量 も膨大 な ものがあ る。 この ような事情 によ り幾つかの 自治体 はコ ンビ

、ユ一夕を用いた地理的な情報管理 システムを既 に運用 して いる。 しか しなが ら都市空間の高

度 利用が ここ数年の間に著 しく進む に従 って,従 来の面的 な地域情報 データの管理 では開発

業務 都市イ ンフラの設備管理業務 に支障を きたす可能性が ある。

3次 元 マ ッピングデータベース システム(以 下 システム と略す)は 立体 的な都市空間の可

視化を 自治体全域にわたって繰 り広 げる ことによって こうした点 を補い,同 時に複雑化 した

都市 イ ンフラをよ り効率的 に管理す ることを 目標 とす るものであ る。

19.2.2利 用局面の確認

3次 元 マ ッピングデータベース システムが必要 とされ る利用局面 は

① 都市開発業務

② 都市計画業務

③ 都市管理業務

に大別 される ことを確認 し,そ の現状 と3次 元情報へのニーズを整理 した。
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19.2.3シ ステム特性 の設定

.(1)既 製 システム との機能分化

コ ンピュータマ ッピングは都市計画,都 市管理な どに深 く浸透 し,そ れぞれの業務 に応

じた機能,性 能,形 態を とってい る。新 システムはこれ と役割分担を行 う。 また,コ ンピ

ュータマ ッピングの機能補完 も考慮すべ きで あろう。

② ハ ー ドウェア,ソ フ トウェア(OS,デ ータ等)の 資源活用

新 システムで はハー ド,周 辺機器の共有を始め設備の共有 を重視す る。 また既製 システ

ムのデータ蓄積 も無視で きない。 このハー ド,デ ータ資源を有効 に利用 できるシステ ムが

望ま しい。

(3)運 用方 式 とメ ンテナ ンスの容易性

3次 元マ ッピングデータベ ースの表示対象 となるデータは極 めて多種多様 であ り,デ ー

タ更新 作業が膨大 になる。本 システ ムが恒久的に利用 され るために も可能 な限 り自動的か

つ最小 限にデータ更新で きる仕組みが求め られる。

19.2.43次 元データの所在

3次 元情報を表示す るに当た って最 も利用 しやすいデータは国土地 理院の国土数値情報で

ある。国土地理院で は標高に関す る情報 と して等高線 データと格子型の メ ッシュデータを用

意 してい る。

① 等高線デ ータ

等高線 の デ ィジタルデ ータは縮尺1:25,000の 地形 図用 の もの を用 意 してお り,1:

25,000の 地形図の作 図用の用途が多 い。等高線データは線ベ クターの集合 とい う形態を と

って いる。

② 格子型 メ ッシュ標 高データ

格子 型 メ ッシュ標高デ ータは,縮 尺1:25,000の 地 形図を スキ ャニ ング して,200×

200の メ ッシュを切 り等高線を もとに計算 して求め られている。 これ らの作業 は国土地理

院の開発 したアプ リケー ションで 自動化 されている。

19.2.5デ ータソースの考え方

ここで は既存の コンピュータマ ッピング保有 データの うちで本 システムに取 り込むべ き情

報 を選定す る。 システムの特性 に リス トア ップ したよ うに本 システムは コ ンピュータマ ッピ

ングのデ ータベ ースとのデータ交換 に重点 を置 く。その基本はデータ ソース としての取 り込

みで ある。 きめ細かな都市計画 もしくは都市 管理情報 を設定す ることで システムのセ ッ トア
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ップを容易 にす ることがで きる。 これはデ ータ変換 さえ構築で きれば自動 的 に3次 元表示が

あ る程度まで保証 され ることで もあ る。 ここで都市計画 関連情報を例 にとればそ う した情報

と して次の3種 が ある。

(1)規 制界種 データとは土地 の用途規制 の境界線を示 した ものであ る。 この データは原 則的

に曲線情報で ある。 この曲線 デー タを地表面 に投影す る手続 きはサーフェスマ ッピングと

呼ばれ る手法が適 してい るが,表 現精度の限界 もあ る。

(2)土 地利用現況図区分は地表面への写像(マ ッピング)を 行 うタイプの ものであ る。 この

データの うち住宅,施 設 データは建物現況図の うちで取 り扱 うため景観 シ ミュ レーシ ョン

中で は表示す る必要 はない もの と考 え られ る。 したが って,一 部の項 目にっ いてのみ地表

面への写像 を行 う。他 の区分情報 につ いて は適宜サ ーフェスマ ッピングを行 う。

(3)3次 元建造物 での表示(テ クスチ ャマ ッピング)は 次のよ うに設定す る。建造物のデ ィ

テールを表現す る場合 は建物種別 ごとにテ クスチャを割 り当てる。 このテ クスチ ャは予め

妥当なデータをライブラ リに登録 してお き3次 元表示 させ る際に結合す る。

19.3シ ス テ ム 主 要 機 能 の 設 計 検 討

19.3.1シ ステム構成

(1)機 能構成の考え方

本 システム は最新 のハ ー ド,ソ フ トの コ ンピュータテ クノロジを最大限 に取 り入 れた も

のであるべ きであ る。 と りわけ次 のような特色を もたせ ることによ って差別化を図 ること

が望 ま しい。

・汎用性:3次 元表示 に重点を置 くことはい うまで もないが その適用範囲が都市情報の広

汎な局面を カバーで きる ものでなければな らない。特に都市 イ ンフラの要 素を

表現で きることが鍵 となる。

・将来性:ハ ー ドウェアの進歩は 日進月歩であ り
,ア ーキテ クチ ャが 旧弊 な もの とな りが

ちであ る。ハ ー ドウェアは時代の主流 とな るもので あることが好 ま しい。

・協調性:既 成 システム,特 にコ ンピュータマ ッピングとの情報統合を図 ることが重要で

ある。

・容易性:可 能な限 りマニ ュアル不要,メ ンテナ ンスフ リーである こと。操 作の容易性 も

当然考慮 され るべ きであ る。

② 基本データベ ースについて

都市開発及 び都市管理 の業務支援に関す る基本的 な3次 元情報 として必要なデータに
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つ いて リス トア ップす るとと もに内容 にっいて も整理す る。

①DTMデ ータベース

地形情報の3次 元モデルをデ ータベ ースと して管理す るシステム。管理対 象 としては

自治体全域を もっ ことが望 ま しい。地形(標 高)情 報 は原則 的に暦年変化がわずかであ

り更新の手間はそれ ほどかか らない と考え られ る。 このデータが3次 元表示の基礎情報

であ り,ベ ースマ ップの投影な どに も有効であ る。

② 境界情報デー タベース

市 町村区界,都 道府県境 などの境界線情報を地表面 に投影 した もの。 したが って,3

次元 曲線 データとな る。

③ 都市情報デー タベ ース

都市情報 システ ムのベースマ ップを3次 元へ投影す るための ものである。 もしくは3

次元オ ブ ジェク トとす るためのベ ースデータと して用 いること もで きる。

19.3.2主 要機能の基本設計

(1)デ ータ変換機能

3次 元形状デー タ(3D都 市モデル)を 扱 う環境 を本 システム は標準的に保持す ること

とす る。 これ によ り従来の システ ムと共存で きよ う。特 に従来の コ ンピュータマ ッピング

との連動 を 目指 して,外 部 データの取 り込み(Import),吐 き出 し(Export)

が本 システムの機能 と して具備 され ることが不可欠 である。

② 各種表示機能の設定

プロ トタイプ システムで構成 した基幹機能 のアウ トライ ンをま とめる。 これ らの機能 は

3次 元情 報をフル に活かせ るものを基準 に して構成 された。

①2D-3D描 画機能

・モデ リング機能

3D形 状 データの作成を行 う。主 として基本モデルの修正 と開発該 当区域の全体 フ レー

ムの中に取 り込む など付加的に用 いる場合が多 い。 このため機能深度 はそれ ほど求め られ

ない。

・レンダ リング機能

いわゆ る景観 シ ミュ レーシ ョン機能が これに対応す る。視野,視 点 を自由に指定 し景観

を表示す る。

・アニメー シ ョン機能

連続的な画像を予め設定 した シナ リオ に沿 って 自動生 成す る。動線 に沿 った視点移動 は
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この機能 の一部である とも考 える ことがで きる。

② シ ミュ レー ション機能

・形態制限表示機能

形態制限の綿密な検討 は開発者 に委ね るのが原則であ るが ラフな評価が別 モ ジュールで

対応可能であ る。

(i)容 積率評価

(li)建 坪率評価

(皿)斜 線 制限表示

(iv)日 影規制表示

・連続視点移動機能

ウ ォー クスル ーは建築CAD,CG系 で は常識的な機能 とな りっっ ある。 このため導入

のポイ ン トは機能の有無 ではな く,視 点移動機能の画像 の品質 と レスポ ンス,使 いやす さ

となろ う。

19.4シ ス テ ム 構 築 の 考 え 方

プロ トタイプ システムは機能構成を簡素な もの とす るためにモ ジュール化 し,各 モ ジュール

のデータをDBMSで ハ ン ドリングす るため に最終 的に一括す る。 また,プ ロ トタイプ構築 に

際 しての3次 元情報 の作成 は図19-1の よ うな簡易的な手続 きによ った。

19.5今 後 の 課 題

既製 システム,特 にマ ッピングデー タベース とのデータ交換 を形状 のみにとどま らず属性情

報を も包括 させ ることが望 ま しい。 これ は都市管理 に本 システムを適用す るたあ に必要性が高

い。そのためにはSQL,informixと いった汎用 データベースの知識が求 め られ るだ

けでな く,グ ラフィ ックデータの交換 フォーマ ッ トについてのノウハ ウ も必要 となろ う。広範

囲なソフ トウェア技術者 の動員が望 まれ る。

い うまで もな く景観画面の作成 はCG技 術を フルに必要 とす る。CGソ フ トを構成す る三つ

のモ ジュール,モ デラー,レ ンダラー,ア ニ メーターにつ いて も基礎か らの開発 に際 しては各

々専門技術者が必要 となる。ネ ッ トワー ク構築 も技術的蓄積が必要であ り,セ キ ュリティ機能

設計,異 機種 の接続などが要求 され,こ れ らを統合す るシステムイ ンテ グ レーシ ョンが要求 さ

れ る。
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デ ー タ 作 成

◆2Dへ"一 スマップo

●3Dへ"一 スマップ。

3次 元 マッヒ。ング

デ ータへ㌧ ス構 築

地 図 イ メー ジ

ス キ ャ ン

DXF変 換

(2D)

高 さ情 報付 加

(3D)

CAD

CGソ フ ト

コ ン ピ ュ ー タ

マ ッ ピ ン グDB

図19-1シ ステム構築手順
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20. デー タベ ー ス検 索 サ ポ ー トシステム の調 査研 究

20.1概 要

昨今データベースの数 は順調 に増加 し,ま た通信ネ ッ トワー ク,端 末機等イ ンフラス トラ ク

チ ャーが整備 され始 めて いる。一方 ユーザ側 の視点 に立つ と,数 が増えた ことによ る弊害 と し

て必要な情報の所在が分 か りに くくな って きている。更に,現 在稼働 してい るほとん どの シス

テムは,分 野別 ファイルで構成 されてお り,必 ず しもニーズ に即 したメニ ュー構造 にはな って

'いないのが現状であ る。 したが って,検 索を行 う際には,ど のデータベ ースあるいはデー タフ

ァイル にア クセ スす るか利用者が予め意志決定す る必要があ り,熟 練 した利用者 には差 し支え

無 い ものの,初 心者や利 用頻度が少な い利用者,あ るいは今後裾野が広が って くると思われ る

データベース利用者の ことを考慮す ると,こ れ らの ことが普及啓発の妨げの一 因になって いる

とい って も過言で はな い。そ こで,検 索の 目的や意向を論理的 に解析 してデータベ ース フ ァイ

ルに導 くサポー トシステムを考案す ることがデー タベース利用の動機づ けに寄与 し,強 いて は

データベ ース業界の普及啓蒙 にっなが ることが期待 され る。

本研究の 目的は,情 報図書館RUKITの 活動をふ まえて データベース利用者の検索 目的や

主題 利用データベ ースな どの傾向を調査 し,利 用者が データベ ース システムあ るいは,フ ァ

イルを意識す ることな く,検 索 目的か ら意向に沿 った ファイルを導 くシステムを研 究開発す る

ものである。

20.2実 施 内 容

20.2.1方 針 と内容

本事業を四つの視点に分 け以下の手順 により調査 ・開発研究を行 った。

① データベ ースの利用動向の調査

② 収集 した情報の分析

③ サ ポー トシステ ムの開発

④ サ ポー トシステ ムの検証

20.2.2デ ータベース利用者の利用 目的 ・動向調査

通常データベースはさまざまな 目的で利用 されてい るが,エ ン ドユーザの必要 とす るデ ー

タ検索 は,シ ステムや フ ァイルの性質上単純 な検索パ ター ンで 目的が達成 され る場合 と複雑
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な検索手法又 は予備知識か必要 とな るケースに2分 される。

いずれの場合 も,あ る程度 データベ ースあ るいは端末機 となるコ ンピュータの利用経験を

もつユーザを想定 した構造 になって いる。 このため,頻 繁 に使用す るデ ータベース又 はフ ァ

イル以外 にアクセスす る必要が生 じた場合,経 験者であ って もマニ ュアルや リフ ァレンスツ

ールを参照す るなど事前準備が必要で ある
。また,多 くのデータフ ァイル はその名称が提供

者の固有名詞や属性を表す名称であ り,必 ず しもフ ァイル内容がその名称を忠実 に表現 して

いるとは限 らない。

そこで,実 際の検索 に立会 い,利 用者が どのよ うな 目的で情報図書館RUKITに 来館 し,

検索主題が何であ り,そ れ らを満たす ため にどのデータベース システ ム及 びファイルを選択

したか,そ の一連 の検索 プロセスにっ いて ヒア リング調 査を実施 した。

20.2.3調 査結果

平成3年8月 ～11月 に情報図書館RUKITを 利用 した延べ3,642件 の検索の うち,当 館

職員が検索 に立会い ヒア リングが可能で あったケース2,581件 にっ いて結果を集計分析 した。

○ 全般 的な傾向

表20-1に 来館者の利用動 向調査結果の分析マ トリックスを示す。縦軸 に利用 目的を と

り,横 軸 は検索主題 と した。 また今回特 に重要 となるファイル選択 の傾 向を分析 し,利 用

目的 と相 関させた。頻度が高か った上位3位 までフ ァイル名及 び回数 を付記 した。 このマ

トリックスの フォームにデータを整理 し更 に,利 用 目的別及 び検索主題別件数の昇順 にソ

ー トした。

この分析表か ら,ど のよ うな 目的でデ ータ検索がな され,そ の際 に選択 された ファイル

の利用傾 向,検 索主題の傾向が把握で きる。
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20.2.4検 索サポー トシステムの検討

○ 仕様決定 までのプロセ ス・

本 サ ポー トシステムの利用対象 者 は,.最 終的に情報を必要 とす るエ ン ドユーザ にお いた

ことに特色があ る。っ ま り,検 索 担当者やサーチ ャー業務に従事 して いる利用者 などサボ

.一 トを特 に必要 と しないユ ーザに は,通 常の検索が可能な通信環境を提供 しっつ,そ れ以

外 のユーザが腰 に埠 られた際に鹸 索例や事例を参照 しなが ら鮮 にフ ・イ・レ選択が可

能 な環境 も混在 させ ることで ある。 これ らの条件を満たすために以下 の点 に留意 しなが ら

要求仕様を考慮 した。

① どの レベルの利用者を想定す るか。"

② 全要求の何割をサポー トシステムで解 決で きるか。 、

③ クロスフ ァイル検索 をど うす るか。.

④ 対象 とす るデータベース又 はフ ァイルを どの程 度考慮す るか。

⑤ フ ァイルが ゲー トウェイ接続 と直接接続 のどち らもサポー トしてい る場合,ど ち らを選

択するか。

⑥ 同 じ属性を もっ フ ァイル は優先順位 を もたせ るか,階 層を深 くして はどうか。

⑦1特 許,化 学等専門的 な知識が必要 な ファイルをど うす るか。

⑧ 社内L'AN等,ネ ッ トワ一一ーク上 での複数利用 も考慮す る。

⑨ ログイ ンした後,ど の レベル までサ ポー トす るか。

⑩ システム上で マ二 二アル的な仕組みが考 え られ るか。

委員会 における討議及び技 術的問題 などを考慮 し,⑧ は仕様 に含め るが,⑦ ⑩ は今後の課

題 とした・

これ らはいず れ も委員会の過程で議論 された点 である。 これ らの点をふ まえ,次 節以降で

述べる仕様をプ ロ トタイプと して策定 した。検索 サポー トシステムの概念図を図20-1に 示

す。

20.2.5シ ステム構成

○ システムの概念 とプロ トタイプ作成 の 目的

プロ トタイプ作成 に当た り,

・データベ ース利用 のみな らずパ ソコ ンの初 心者で も容易 に操作がで きること

・情報を取 り出すまでの利用料金(回 線料金 ,デ ータベ ース利用料金)が 極 力安 くなること

・データベース利用方 法に関す るア シスタ ン ト業務が軽減 され ること,も しくはア シスタン

ト要員が少 な くてすむ こと
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とい った,・基本的な条件 の他 にプロ トタイプ固有 の条件 も考慮す る必要があ る。即ち

・あ る程度 の仕様変更が容易 にで きること(特 にメニ ュー構成)

・技術的な問題や コス ト的な問題点が把 握できること .

・実用的 に もあ る程度耐え られ ること

等 である。言い替 えれば,「 プ ロ トタイプ」開発 に当た って は,本 格的な実用に耐え る必要

はないと考え られ るが,一 方では,シ ステ ム検討中に起 こる仕様変更 に容易 に応え られ るば

か りで な く,操 作性 や機能 において実用化をイ メージで きるもので なければな らない。更 に

は,ハ ー ドウェアにおいて も機種が限定 され る仕様であ ってはな らない。

製品

図書

新聞記事(人名l

h"
、 '
、
＼.＼

フ ァ イ ル

人物人㍉

技術(研 究者戸
〆

∫

シ ス テ ム

テ ー・タ ヘ ー ス

A

＼ ぞ 一一タベ ー ・＼
,、

＼B、

、 .、

、
.

、 、

、
〉
、

、

'

'
' '

ケー タん ス1.
!'

デ ー タ ベ ー ス

lc/ D
7!
↓1

1〆 ノ
!

"

り/
＼!'/
、「,

11 .人 に 関 す る情 報

3.製 品 に 関 す る 情 報

5.業 界 動 向

マ ー ケ テ ィ ン グ

科 学{論 文)

.!'

2.企 業 に 関 す る 情 報

4.技 術 に 関 す る 情 報

6.マ ー ケ テ ィ ン グ情 報

ハ シ∠Lt

イゴ 線型 合 検索サポー ト型

端末

エ ン ドユ ー ザ ー

図20-1検 索サポー トシステム概念図
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そ こで これ らの ことをふ まえて,以 下の ことに特 に留意 して プロ トタイプを作成 した。

・ハ ー ドウェアやOSは 汎用的な ものを念頭にお き設計す る。

・画面仕様及び操作性は実用化 に耐え るもの にす る。

・画面の仕様変更は容易にできるようにす る。

・通信 中や誤操作によるエラー処理及び明 らか に実現可能 な もので本検討 で予算的に困難な

機能は削除す る。

システムの概略 は図20-2の とお りで ある。

図20-2シ ステム概略図

20.2.6プ ロ トタイプ

本サポー トシステムの操作 フ ロー と,構 築 した 目的別項 目及 び補助機能の内容を実際の端

末画面のイメー ジで例示す る。
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○ 操作 フロー

○ 企業の信用調査

○ 人物人材調査

○競合会社の動向調査

● 業界/市場/動向調査

○ 技術情報の調査

○ 新製品開発/動 向調査

[亟][亙] 口

① 各項 目をマウスで選択す る。選択 され ると表示が○→● に変 わ る。

② 選択後 圖 ボタンをクリ・クすると各囎 のサブメニユーウ・ンドウがオープン

す る。

口 業界/市場1動向調査

○ マ ー ケ テ ィ ン グ情 報

○ 業界 レポー ト

○消費者情報

○新聞記事

○ 雑誌・業界誌

[亟][亘] 回 検索例 匡 コ
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● マーケティング情報

○ 業界 レポー ト

○ 消費者情報

○ 新聞記事

○ 雑誌・業界誌

巨]'[亙 コ 口 回

③ サブメニューに表示 された各項 目をマウスで選択す る,

す るフ ァイルに接続す るための確 認 ウィン ドウがオ ープ ンす る。

接続す る場合 は はい(Y)キ ャ ンセルす る場合 は いいえ(N)

剥 をクリ・クすると対応

を ク リ ックす る。

① 接続蹴'

は い(Y)い いK

④ サ ブメニ ューに表示 され た各項 日ごとの 「内容」や 「検索例」を参照 したい場合 は,項

目を選択後,そ れぞれのボタ ンを選択す ることによ り,サ ンプル ウィン ドウがオ ープ ンす

る。

以下に各サ ブメニ ュー及び,対 応す るサ ンプル ウィ ン ドウを例示す る。
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○目的別項目画面

[コ 企業 の信用調査

○ 企業概要

O企 業財務情報

○ 海外系企業・海外進出企業

○ 海外企業情報

○ 医薬品企業

○経営者情報

前頁[後 頁][三] 検索例[亙 コ

口 人物人材調査

○ 取材/イ ンタ ビュー新 聞記事

○ 取 材/イ ンタ ビュー雑誌記事

○ 人事情報

○ 著名人 プロフィール

○ 外国人 プロフィール

○ 執筆文献!論文

○ 執筆書籍

○ 経営者情報

[亟][亘] 国 画[亙 コ
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レ

[=コ 競合会社の動向調査

^

○ 新 聞記事

○ 雑誌・業界誌

○ 技術文献

○ 新製品情報

○ 会社業績

[亟 ユ[亙 コ[玉]

^
口 業界/市場!動向調査

○ マ ー ケ テ ィ ング情報

○ 業界 レポー ト

○ 消費者情報

○ 新聞記事

○ 雑誌・業界誌

巨三][亟 コ[玉]
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口 ,技術情報の調査

○ 技術情報(タ イ トル、 出典)

○ 科学技術情報

○ 新 聞記事

○ 雑誌・業界講

師頁 回 回 巨憂][亘 コ

＼

○ 新聞記事

○ プ レス リリース

○ 新製品情報

[亟コ[亙] 国 同
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レ

○補助機能画面(企 業の信用調査)

容:企 業概要

商

住

【業

社 概 要XX/XX!XXXX:XX

企 業 番 号984032786

号 】 富 士 通 エ フ ・ア イ ・ ピ ー 株 式 会 社

所 】 〒105【 電 話 番 号 】03--3433-2251

東 京 都 港 区 新 橋6秀 和 御 成 門 ビ ル

(主)8522情 報 処 理 サ ーービ ス 業

{従)

【創 業 】

【設 立 】

【資 本 金 】

【株 主数 】

【売 上高 順 位1

年 月

52年11月

48,000万 円

人

全 国1,449社X,XXX位

県584社XXX位

【評 点 】

【従 業員 】

【株 式 】

【法人 ・個 人 】

【調査 レポー ト有 無 】

【調 査時 点 】19XX年

【業 績 】

決 算 期 売 上 高(百 万)利 益 金(万)配 当%

88.03X,XXX,XXXXXX,XXXXX

・89 .03X,XXX,XXXXXX,XXXXX

【取 引 銀 行 】

第 一 勧 銀(日 比 谷)協 和(新 橋)

横 浜(丸 ノ 内}大 和(丸 ノ 内)

綾 ・

XX占

2,068人

非 上 場

法 人

有

資 本%B/S申 告 所 得(万)

XX無88.03X,XXX,XXX

XX無89.03X,XXX,XXX

三菱(新 橋)

太 陽 神戸(丸 ノ内}

実‡ 例:企 業概要

企 業 情 報(特 定 検 索)サ ー ビ ス に 接 続 さ れ ま し た 。

<<情 報 提 供 元:帝 国 デ ー タ バ ン ク 〉 〉

〉 選 択 番 号 と 検 索 デ ー タ を 例 の よ う に 入 力 し て 下 さ い 。

(例1:2,03-3123-1111例2:3,ワ ールト"G(@1前 方 一 致 検 索))

1:企 業 番 号 検 索2:代 表 電 話 番 号 検 索

E:前 の 操 作 に 戻 る

一>3 ,フ2ツウエフアイピ一

件 見 つ か り ま し た 。

3:企 業 名 検索{ 地域指定)

〉次 の いす れ か を選 択 して下 さ い。

D:企 業 一 覧 を表 示 す るS:再 度 検索 を行 う

E:前 の 操 作 に戻 るT:DB選 択 に戻 る

一>D

<帝 国 デー タ バ ンク 企 業 一 覧情 報>XX/XX/XX

選 択 番 号 く商 写 〉 〈住 所 〉<業

冨士 通 エ フ ・ア イ ・ピー 株 式会 東 京都 港 区新 橋6

>選 択 番号 を入力 して下 さい。 また は次 の いず れか を選択 して下 さい。

A・ 次 のlo件 を 表示 す るB:前 の10件 を表 示 す る

N:次 の100件 を表示 す るS:再 度 検 索 を行 うE:前 の 操作 に戻 る

一〉

XX:XX

種 〉

情 報 処 理 サ ー ビ
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20.3今 後 の 課 題

今 回の調査研 究の最 も重要な成果 は,検 索サポー トシステムの思想や,仕 組 みが情 報図書館

RUKITの 活動を通 じて多 くの利用者か らヒン トを得,さ まざまなニ ーズがサポー トシステ

ムの コンセ プ トに反映で きたことであ る。

一方,本 システ ム構築では,初 心者や経験の浅い利用者を対象 に したため,パ ター ン化が可

能な単純検索 には向 くが,調 査研究の過程 では,課 題 も多 く残 された。 これ らを解決す るには,

更 に数多 くの調査分析 と技術開発が不可欠である。

また,今 回の研究成果 は利 用者 のニ ーズを最優先 に開発 された ものであることか ら,デ ータ

ベ ース提供会社 やプ ロデューサ とも連携 し,よ りユーザフ レン ドリーな システム開発を期待 し

たい ものであ る。本検索サ ポー トシステムを更 に発展 させ,誰 にで も簡単 にデータベースにア

クセ スで きる環境 を整え ることが,商 用データベ ースの普及 ・利用促進に もっ なが ると思 われ

る。

そこで,特 許 や化学情報のよ うに専 門家対象の高度な支援機能 を もっ システム も含めよ り有

用 な検索サポー トシステムについて,更 に研究 して い くことが重要であ る。

更 に,商 用データベースのサー ビスを超え付加価値利用 を創 りだす ことの端緒が得 られたの

で,今 後 この方 向への積極的展開を図る必要があ る。
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21グ ル ー プウ ェア に おけ るデ ー タベ ース

シ ステ ム に関 す る調 査研 究

株 式 会 社 イ フ ・ア ドバ タ イジ ング





21. グル ー プ ウ ェア に お ける デ ー タベ ー ス シ ス テム に

関 す る 調 査 研 究

21.1概 要

これ までの情報 システムは,個 人の作業の支援が中心であ ったが,今 後 は,グ ループ作業の

支援,い わゆ る"グ ル ープウ ェア"が 情報 システムの主要 な 目的 とな る。 しか し,グ ル ープウ

ェアの遂行 にはさまざまな技術的課題の解決が必要であ り,中 で も各個人,グ ループで利用 さ

れるデータベースの実現,管 理 につ いての検討が極めて重要 とな る。っ ま り,各 個人のデー タ

ベ ース システム とグループデータベ ースシステムか ら構成 され る分 散型データベースシステム

にっ いての詳細な調査 ・研究が必要 となる。 このため,グ ループ ウェアにおけるデータベ ース

システムに関 し,特 にユ ーザにおける情報 システムの高度化を視点 と して,そ の技術 と展望,

ユーザにおける活用,課 題等 さまざまな側面か ら調査研究を行 った。

本報告書で は,

1課 題性の研究

について述べた後,

本論 につ いて は;

IIグ ループウェアにおけるデータベ ース システムの構築

1章:グ ル ープ ウェアの技術的動 向

2章:グ ル ープウェアにおけ るデータベースシステム構築技術

皿 グループウ ェア発展 に伴 う情報 システムの高度化並びにデータベ ース構築技術 の進展 とそ

の課題

か ら構成 されている。

1章 で は,グ ル ープウェアにっ いての考 え方,グ ループウェアの分類,各 種 グループウ ェア

の現状 と技 術的動 向について解説 した。

2章 で は,グ ル ープウェアにおけるデー タベ ースシステムの基本技術,デ ータベース システ

ムが もっ特徴,グ ループウェアにお けるデータベ ース システムの設 計等 にっ いての調査研究の

成果を紹介 した。

また,皿 グループウェア発展 に伴 う情報 システムの高度化並び にデータベース構築技術の

進展 とその課題で は,今 後の高度情報化社会におけるオ フィスワークにおけるグループウ ェア

とそれを支え るデータベースの重要性,グ ループウェア発展 に伴 う解決すべ き課題等について

考察 した。
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以下 にその概要 を述べ る。

今回の調査研究の成果が,今 後 のデータベース構築技術の向上 に役立っ ことになれば幸いで

ある。

21.2グ ル ー プ ウ ェ ア に お け る デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 構 築

21.2.1グ ループ ウェアの技術的動 向

グループウェアの言葉 の由来,考 え方,シ ステム コンセ プ ト等につ いて簡単 に紹介 した後,

グループウェアの分類 に基づ き,そ れぞれ にっいて解説を行 った。

(1)グ ループウ ェアの分 類

グループウェアは,そ の使用方法 によ って時間的特性 と空間的特性 によ って分類 され る。

ここでは,こ れ らの分類 にっいて解説を行 った。

② 即時直接対面型のグル ープウェア

この分野での代表的なグル ープウェアと しては,電 子会議 システムが ある。 ここでは,

同 システムにっ いて,シ ステムの概要,技 術動向及び具体例等 を紹介 した。

(3)即 時遠隔分散型グル ープ ウェア

グループのメ ンバ ーが遠隔地に分散 されている環境 にお いて,メ ンバー間での協調作業

を リアルタイムで支援す る もの と して,LAN,WAN等 のネ ッ トワークの利用が前提 と

な る。 また,こ の種の グループウェアで は,メ ンバーが分散 して いることか ら,ア クセス

制御,作 業の進行管理,同 時実行制御等 をいか に行 うかが重要 な技術課題 となる。 こう し

た背景か ら,以 下の システムにつ いて,現 在の研究開発状 況等 にっ いて調 査研究を行 った。

① グループエ ディタ

テキス ト文章 とか グラフィックデー タを ワー クステー ション上で編集す るシステム

② ウィン ドウ共有/画 面共有 システム

ウィン ドウや画面が アプ リケー シ ョンと独立に共有 で きるシステム

③ ワークステーシ ョン/ビ デオ会議 システム

テキス ト,グ ラフィ ック,音 声,動 画等マルチメディア対応 の システ ム

(4)非 即 時遠隔分散型 グループウェア

これは,オ フィス内あるいは遠隔オフ ィスに分散 されたメ ンバ ーが電子 メールを用いて

メ ッセー ジの交換を行いなが ら協調的に作業 を進めてい くための システムである。 しか し,

対象 と している作業が非同期で あるため,な ん らかの協調モデルを用 いて支援 す る必要が

あ る。
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一
この ため,以 下の システムにっ いて,シ ステムの概要,具 体的開発例,技 術的課題等に

ついて調査研究を行 った。

① ビジネス ・コーディネー シ ョンシステム

言語行動理論 に基づ いて会話をモデル化 した対話支援 システム

② 議論支援 システム

議論を 「問題 」,「 見解」,「 意見」 とい う枠組 みで表現 したモデルを基本に した シ

ステ ム

③ オ フィスワー クフロー システム

オ フィスにおけ る定型的なプロセスを手続 きモデル と して構造化 し,電 子 メールを用

いて支援す るシステム

④ メ ッセージ構造化 システム

作業者間の メ ッセ ージを集 中制御 メカニズムを もたず に協調作業の支援 を行 うシステ

ム

⑤ 協調文書作成支援 システム

電子 メール,フ ァイルサーバー等を用いて非同期で文書の協同執筆,レ ビュー等 を行

うシステム

21.2.2グ ループウ ェアにおけるデータベースシステム構築技術

(1)デ ー タベース システムの技術的動向

近年の コ ンピュータネ ッ トワー クの発展,パ ーソナル コンピュータ(PC),ワ ークス

テーシ ョン等の進展 に伴 い,情 報 システムは急速に分散化 の傾向 にあ る。 こうした中で,

データベ ースシステム も,複 数の コ ンピュータ内にデータベースを分散 させ た形態や,D

BMSの 機能をサーバー とクライア ン トに分散 させた機能分散の形態 とな ってきている。

したが って,こ の分 野で重要 とされるデータモデルであ る,リ レー ショナルモデルにつ い

てデータ構造,操 作 演算等にっ いて調査研究 を行 った。

② グループウェアデー タベース システムの基本技術

グループウェアデ ータベース システムを実 現す るための基本技術 として,オ ブ ジェク ト

指向データベ ースシステ ムと分散 型データベース システ ムがあ る。特 に,分 散型 データベ

ース システムにおいて はシステムの 自律性 と協調が重要 となることをふ まえ
,こ れ らにっ

いて調査研究を行 った。

① オ ブジェク ト指向 データベース システム

ここでは,オ ブ ジェク ト,メ ッセー ジパ ッシング,階 層化 と継承 等まず基本概念 にっ

一203一



いて考察 し 実際のプログラ ミングの例,リ レーシ ョナルモ デルでのオブ ジェク ト指 向

,オ ブ ジェク ト指向データベース システム利用の効用等 につ いて解説 した。

② グループウェアにおけ るデー タベース システムの自律性 と協調

グループウェアで は,複 数のデー タベース システムがネ ッ トワー クで結合 された形態

とな るため,自 律的な分散型デ ータベース システムを連邦的に統合す る問題 について調

査研究を行 った。

このため,分 散型データベ ース システ ムにつ いての考え方を明 らかに した後,多 デー

タベ ースシステムの異種性,自 律性,分 散性について考察 を行 った。 グループウェアで

一 は,こ うした 自律型分散 データベース システムを統合的に利用す る必要があ るため,管

理者を設定 してコ ン トロールを行 う完全統合化あるいは全体 の コン トロ「ルを行わない

非統合化 を含め,種 々の レベルでのデータベ ース システムの統合化 にっ いて調査研究を

行 った。更 に;分 散型デ ータベ ースシステムの参照 モデルをベースに独立性 について考

察 し,シ ステムアーキテクチャ及 びそのための トランザ クション管理 にっ いて調査研究

を行 った。

③ グループウェアにおけ る分散 型データベ ースシステムの設計

分散型 データベ ースシステムの設計方法 には,ボ トムア ップ方式 と.トップダ ウン方式

の2種 類が ある。 このため,デ ータベース システム内の スキーマを定義 し,ス キーマ変

換等 について考察 した。更 に交渉 プロ トコル,ス キーマ統合等 グループ通信方式につ い

て調査研究を行い,代 表的 な分散型 データベースを例示 した。 ・

(3)グ ループウェアデー タベース システム

従来 の リレー ショナルモデルや ネ ッ トワーク型モデルのデータベ ースシステムは,事 務

処理等 の定型的な業務 には適 してい るが,グ ループワークのよ うな複数の利用者 が協 同 し

て行 う作業を支援す ることには適 していない。っま 軌 グループ ウェアを遂行す るために

は図形,マ ルチメディア情報,ソ フ トウェアモ ジュール,ス ケジュール とい った種 々の情

報が必要 とな り,こ れ らの相互の関連構造を扱 えるデータベース システムが必要 となる。

このためには,オ ブジェク ト指 向データベ ース システム,分 散型 データベ ースシステム,

利用者 イ ンタ フェースが重要 であ る。
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21.3グ ル ー プ ウ ェ ア 発 展 に伴 う情 報 シ ステム の 高度 化 並 びに デー タ ベ ー ス

構 築 技 術 の 進 展 と そ の 課 題

情報技 術の進展に伴い,現 在,高 度情報化社会を迎えっつあ るが,事 務分野で は,依 然,労

働集約型であ り,多 くの人間が介在 した会議,打 ち合わせ等 に時間が さかれ,こ のため この分

野の生産性 の向上が求め られている。 このため,B-ISDNの 普及等通信技術の高度化等 と

もあいまって,今 後 は,オ フィスの分散 も積極的 に行われるよ うにな ろう。 この ためには,分

散オ フィスにお けるグループ ウェアを支援するグループウ ェア及 びこれのベ ースとな る情報 を

管理す るためのデータベース システムが極 めて重要 となる。 しか し,こ うしたデ ータベ ース シ

ステムを構築 してい くには,解 決すべ きさまざまな課題があ る。 このため,グ ル ープウェア設

計上の問題点,グ ループ ウェア利用上の問題点,グ ループウェアの統合化等の課題につ いて調

査研究を行 い,そ の成果 を記述 した。
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22パ ーソナル コンピュータとLANの 利 用 による

非 定 形 デ ー タベ ー スの プ ロ トタイ プ作 成

株式会社 メイテ ック





22.・ パー ソナ ル コ ン ピュー タ とLANの 利 用 に よ る

非 定 形 デ ー タ ベ ー ス の プ ロ トタ イ プ作 成

221概 要

近年 にお けるパ ー ソナル コンピュータ(パ ソコ ン)の 普及率にはめざま しい ものが ある。特

にノー トパ ソコ ンの発売 は,パ ソ コンの普 及率を格段に高めたことは否め ない事実であ る。 こ

のような現状の中で,文 書及び資料 は,そ の ほとん どがパ ソコンを利用 した市販のア プ リケー

シ ョンソフ トで作成 され るようにな った。

しか しなが ら,作 成 された文書及 び資料(以 下 これ らを情報 という)は,そ のほ とん どが個

人のフロ ッピーディス クで管理 されているのが実状で ある。 この ことは,情 報 の管理体系 と必

要 とす る情報の検索 に大 きな障害 とな って いる。 したが って,情 報の有効な利活用が行われな

いため,こ れ ら情報が死 蔵化 して しまい,業 務の効率化 と質的向上 に対す る大 きな阻害要因 と

なっているのが現状 であ る。

本事業 は,こ の ような実状をふ まえ,社 内において非定形 データベ ース検索 システムを構築

し,こ れ によ って,社 内におけ る情報の管理手法を規定 す るとともに,非 定型デ ータベース構

築 に係 わる さまざまな技術的問題点 を解決 し,こ れ らノウハ ウを広 く社外 に普及 させ ることと

す る。

なお,プ ロ トタイプの作成 に当た って は,社 内にて 「統合情報管理 システム(仮 称)」 とい

う名称をっ けた。

22.1.1目 的'

パ ソコンで作成 され た社内文書及 び資料等 のデータベースを構築 す るため,こ れ に伴 う技

術開発 を実施 し,社 内情報の管理,検 索 におけ る一貫 したデータベー ス構築技術 の確立及び

社内データベース構築 の促進を図 る。

22.1.2基 本 方 針

(1)ハ ー ドウ ェア シ ステ ム は,社 内 で利 用 され て い る もの を 活用 す る。

(2)ソ フ トウ ェ ア環 境 は,汎 用 的 なOSを 使 用 す る。

(3)デ ー タベ ー ス に登 録 す る情 報 は,現 在 フ ロ ッ ピーデ ィス ク等 で個 々 に管 理 され て い る書

類 や 図面 とす る。

(4)情 報 は,イ ンデ ッ クス にて管 理 す る。
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⑤ 操作環境 は,マ ルチ ウイン ドウにてマウスを用い るように し,キ ーボー ドか らの操作を

極力減 らす ようにす る。'

(6)開 発 す るシステムは,移 植性,拡 張性 を考慮す る。

(7)プ ログラム言語は,C言 語 とす る。 これに伴 うコ ンパ イラは,汎 用的な ものを使用す る。

222シ ス テ ム 構 成

22.2.1ハ ー ドウ ェア シス テ ム

プ ロ トタイ プを搭 載 す るハ ー ドウ ェ ア システ ム は図22-1の とお りで あ る。

拡張ハードディスク

PC-9801 IBM-PS/55

ター ミネー タ

通信ボード

通信ボード

FM-R

通信ボー ド

トランシーバー

通信ボード

J-31{〕0

図22-1ハ ー ドウ ェア システム

ハ ー ドウ ェア は,社 内 で 利用 され て い るパ ソコ ンを 活用 す る こ とを 基 本 とす る。

本 体NEC,富 士 通,東 芝,IBMか ら発売 され て い る,汎 用 的 なパ ソ コ ンを

対 象 とす る。

拡 張機 器 ネ ッ トワ ー クボ ー ド

拡 張ハ ー ドデ ィス ク
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光 磁 気 デ ィス クユ ニ ッ ト'一'

トラ ンシーバ 一

夕 ー ミネ 一 夕

ネ ッ トワ ー クケ ー ブル

22.2.2ソ フ トウ ェア シス テ ム

プ ロ トタ イ プを 作 成 す るに 当 た って のOS及 び開発 環 境 は,次 の とお りで あ る。

OSOS/2拡 張 版

IBM-DOSJ4.05

MS-DOS3.3以 上

ネ ッ トワー クOS自 社 開発

2Z3運 用 概 念

プ ロ トタイ プ運 用 の 基 本 的 概 念 は,作 成 され た情 報 に そ れ ぞ れ イ ンデ ック スを付 与 し,こ の

付 与 され たイ ンデ ッ クスを デ ー タベ ー ス化 し,直 接 の検 索 対 象 とす る。 イ ンデ ックスの イ メ ー

ジは,図22-2の とお りで あ る。

システムが自動登録する。
番号付与の規定は、会社にあわせることが可能である。

,'
登録番号119920臼ooo剛1}ノ/

表題.㎏ 倉橋粗管理シスデム見損書

作成者1山 田太郎(ト 一一一一†一一

恒公醗 縄 業間烈'← 一－f

l則鰭 ブ・タラム醗 ← 一－r

作成日時 匝92一聾一2q登 録 日時gge曝 ～-2
-'一

1z

自動登録及びキーボードにて表題を書き込む。

一七1
←! 最初にログインユーザ名が自動的に書き込まれる。

キーボードにて、変更が可能である。

作成者の部署を書 く。メニュー選択方式である。

登録する情報の・分類を書 く。メニュー選択方式 である。

システムが自動登孫する。
,〔

キ ーボ亀一 ド{こて書 き込 む 。

頚:蓮鰭
メニュ ー 選択 方 式 と 、 キ ーボ ー ドか らの 入力 方 式 が あ る。ぽ⌒ まシ"`ム仕捜§ 199担 珊960eoOl

〆
/

、

図22-2イ ン デ ッ ク ス の イ メ ー ジ
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プロ トタイ プの運用の基本方針は,情 報 の検索手法 の簡易化及び豊富 さと情報の登録 の容易

さである。 これ らについて以下 に記述す る。

22.3.1情 報の登録

通常の ワープロソフ トによ る情報の作成か ら登録作業までの流れ は図22-3の とお りで あ

る。

ワ

ー

プ

ロ

ソ

フ

ト

!
'

ワー プ ロ ソ フ トの 起 動

1

文 書 作 成

1

文 書7ア イ ル の 登 録

1

ワー プ ロ ソ フ トの 終 了

1

デ ー タ ベ ー ス 起 動

1

イ ン デ ッ ク ス 作 成

1

デ ー タ ベ ー スへ の 登 録

1

デ ー タ ベ ー ス の 終 了

・フ ァイ ル名 の入力

・見 出 し情報 の入力

、

デ

ー

タ

ベ

ー

ス

ソ

フ

ト

・イ ン デ ッ ク ス項 目 の 入 力

図22-3ワ ープロソフ トによる情報の作成か ら登録作業 までの流れ

図22-3の 流 れか らも分か るとお り,ワ ープロソフ トの起動及 び終了,デ ータベ ースソフ

トの起動及 び終了,更 には,ワ ープ ロソフ ト側 でのフ ァイル名等 の入力,デ ータベ ースソフ

ト側での イ ンデ ックス項 目の入力等,さ まざまな形で重複作業が発 生 して いることに気づ く。

プロ トタイプの運用構想策定 に当た って,こ の情報の作成か ら登録に至る一連 の流 れを簡

素化する ことを第一 の 目標に定 めた。即 ち,重 複作 業の回避 とイ ンデ ックス項 目の入 力の 自

動化である。

重複作 業の回避について は,プ ロ トタイプか ら,ア プ リケー ションプログラムの起動 を行

うことによ って,操 作 の簡略化を実現 した。 また,ア プ リケー シ ョンプログラム側で設定す
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る見出 し情報 を 自動的 にイ ンデ ックスの見 出 し情報 に取 り込む ことにより,重 複作業 の回避

を図 った。 この結果,プ ロ トタイプにおける情報の作成か らデータベ ースへの登録 までの流

れ は,図22-4の よ うに簡素化す る ことに成功 した。

プ

ロ

ト

タ

イ

プ

プ ロ ト タ イ プ の 起 動

1

1・ 一 プ ・ソ フ ト起 動 命 令 実 行

1

1文 書 作 成
1

文 書 フ ァ イ ル の 登 録

1

ワ ー プ ロ ソ フ ト 終 了

1

プ ロ ト タ イ プ 自 動 起 動

1

1イ ン デ ・ ク ス 作 成

1

デ ー タ ベ ー ス へ の 登 録

1

プ ロ ト タ イ プ の 終 了

・プ ロ トタ イ プ 自動 終 了

・フ ァイル名 の入 力

・見 出 し情報 の入 力

・見 出 し情 報 の 自動 抽 出

図22-4プ ロ トタイプにおける情報 の作成からデ ータベースへ の登録までの流れ

図22-4の 流れか らも分 かるよ うに,ワ ープロソフ トの起動,プ ロ トタイプの再 起動 の手

順が 自動化 され,し か も文書 フ ァイル登録 時に入力す る見 出 し情 報をイ ンデ ックスの表題 に

自動入 力す る ことが可能にな ったため,情 報のデータベ ースへ の登録がかな り簡素化 され る

結果 とな った。

22.3.2情 報 の検索

データベ ースの検索 は,キ ーワー ドによる検索が一般 的である。 プロ トタイプにおいては,

この キー ワー ド検 索をあえて否定す ることを試 みた。その理 由 として,第 一 に,キ ーワー ド

フ ァイルが大規模 にな るため,パ ソコンの磁気 ディス ク容量が圧迫 され,本 来の情報格納容

量が十分 にとれない恐 れが ある。第二 に,キ ーワー ドのメ ンテナ ンスに多大な時間 とコス ト
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が発生す る。 このため,プ ロ トタイ プにおいては,キ ーワー ド検索 の機能を もたせ なか った。

これ に代わる検索手法 と して,多 観点分類別検索を考案 し,こ れを採用す ることに した。 こ

の検索手法 にっいて説明をす る。

一般 に情報 は,そ の見方を換 え ることによ って,デ ータベ ースの内容 が全 く異 なったよ う

にユーザ には見えて くる。例えば,ア パ ー トの空室情報のデータベ ースがあ った とす る。 こ

のデータベースの見方 を沿線別,間 取 り別,価 格別 というよ うに3点 の観点か らみることに

よ って,ユ ーザにとっては,一 つのデ ータベースがあたか も三つ存在 して いるかのよ うに見

え る。即 ち,沿 線別のデータベ ース,間 取 り別 のデータベ ース,価 格別の データベースとい

うようにであ る。

これ による利点 は,第 一 に,デ ータベースを検索す るに当た って,複 数 の検索の糸口が与

え られるということで あ り,第 二 には,こ の分類 に要す るメ ンテナ ンスが,キ ーワー ドに比

較 して,格 段 に少な くすむ とい うことであ る。

情報を複数の見方 でみると,大 き く三つの見方が ある。即ち,作 成部署別,内 容別,顧 客

別であ る。 これ らを具体的 に記 した ものが表22-1で ある。

このよ うに情報を分類す る ことによって,再 現性 が高 く,か つ,網 羅性 に優れた検索が可

能 とな る。

プロ トタイプ作成 において扱 う情報 は,フ ロ ッピーデ ィス クにて管理 されている書類,資

料及 び図面であ る。即 ち,社 内でアプ リケー シ ョンソフ トを使用 して作成 された情報であ る,

とい う前提条件の もとに表22-1の ごとく情報 の分類 を試みた。

分類の観点 は,情 報が作成 された部署,配 布 された部署及び情 報の内容 につ いてである。

これ ら分類を更 に細分化す ることによ り,き あ細 かい,か つ,検 索の糸 口の豊富な 「辞書」

を作成す ることが可能 となる。

2Z4機 能 概 要

プ ロ トタ イ プの機 能 は,図22-5の とお りで あ る。
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図22-5

細部機能は,以 下の とお りである。

デ ー タ ベ ー ス 管 理 サ ブ シ ス テ ム

・情報 登 録 モ ジュ ー ル

・情報 検 索 モ ジュー ル

・情報 転 送 モ ジュール

デ ー タ ベ ー ス 入 力 サ ブ シ ス テ ム

・イ ンデ ッ クス作 成 モ ジュー ル

・情報 転 送 モ ジュー ル

デ ー タ ベ ー ス 検 索 サ ブ シ ス テ ム

・イ ンデ ックス検 索 モ ジュー ル

・イ ンデ ックス表 示 モ ジュー ル

・表 題表 示 モ ジュー ル

プ ロ トタイプの機能

22.4.1デ ータベース管理サ ブシステム

データベース管理サ ブシステムは,デ ータベースに登録 されている情報 を直接管理す るサ

ブシステムである。 このサ ブシステムは一部 のモ ジュールを除いて,ユ ーザが直接動作 させ

ることはで きず,デ ータベース入力サ ブシステム及びデータベ ース検索サ ブシステムか らの

コマ ン ドを介 して動作 させ ることがで きる。即 ち,こ れ ら二つ のサブ システムか ら送 られ る

コマ ン ドを判 断 して,デ ータベ ース管理サ ブシステムの機能が動作す ることとな る。

22.4.2デ ータベース入力 サブシステム

デー タベース入力 サブ システムは,情 報をデータベースへ登録 す るための前処理をす るサ

ブシステムである。 データベース入 力サ ブシステムの基本的概念を図22-6に 示す。

プロトタイプ

入力損1

アプリケーションソフトにてフ7イ,1レ作

プアイル転送

回.
墨

デ
～
タ
ベ
`
支

λ

カ

H
4
〆
ソ
ス
テ
ム

ノ、・・_一

デ一夕ペ ーコ

～一一

〔ア
ー
々
'ぺ
1
7
捲
培
光

覚

フ
ヅ
ス
テ
ム

卜.
インデツクフファイ乃

、一_戸 〆

出力側

アプリケーションソフトにてフ7イ ル登照

フ・イ雌 国

璽

図22-6デ ータベース入力サ ブシステムの基本 的概念
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22.4.3デ ータ ベ ー ス検 索 サ ブ シ ステ ム

データベース検索サ ブシステムは,情 報の検索を行 うサ ブシステムであ る。

登端 号[========コ

頚 〔=========コ

作鱈[=======コ

作嚇曙[=========コ

作成日時[===コ 登録日時[====コ

インデックス検索を実行すると、左の図がウィンドウにi表示.される。

この図の項目に検索の情報を入力し、「裡秦実行」のコマンドをマワスで

クリックすると、検索が実行される。

登録番号、表題、作成者は、キーボードからの大力となる。ワイルドカ
}ド の使用ができる

。

作成8曙 は、この項をマウスでクリックすると、デー"h7べ一"7..1.カザブ

シズテムと同様に、作成部署一覧のウィンドウが表示される。この中から

マワスで選択してこの項目に入力する。この}錬 の特徴は、作成き曙が階

層関係になっていることから、例えば 「官公開発部」と入力すると、官公

開発部で登録きれてい討幕昆が全て}i庶できる。

内容分類は、この項をマウスでクリックすると、デー一夕ベーコヌカリづ

システムと同様に、内容分類一覧のウィンドウか装示される。こ⑳中から

マウスて選択してこの項目に入力する。この検索力特徴は、内容分類が階

層関鰍こなウていることから、例えば 「見積書」と入力すると、見損書が

全て}i瞳できる。

作成日時、登録日時はキーボードからの入力となる。ワイルドカードの

使用ができる。

検索方法は全て 「AND」 倹素であるe横 雲情報は、全て記λ、する心妻

はないが.全 く記入しないと、検崇は行われない。検索情報の記,スが終わ

ったら、検索実行コマンドをマウスでクリックする.

桂端 黒の表示は、「表題表示」「インデックヌ蓑示」の2種 類ある。

表題表示は、表題と、登録番号のみの裏示である。インデックコ裏示は、

インデックヌの表示である。

図22-7イ ンデ ックス検索画面 とその説明

22.5プ ロ ト タ イ プ の 評 価

プロ トタイプの評価を実施す るに当た って,操 作性,応 答性及び拡張性 を評価の項 目と した。

評価の基準 と して は,は なはだ主観的で はあ るが,社 内にてデモを繰 り返す ことによ って,

それぞれの意見 をプロ トタイプの評価 と した。

22.5.1操 作性 に 関 して

情報の登録作業か ら検索 に至 る一連 の流 れの中で,特 に情報の登録 に関 して は,ま だ まだ

違和感を与える操作が存在するようである。

プロ トタイプを今後運用す ることによって,情 報の登録作業 に関す る適切 なマニ ュアルが

作成され,こ の作業がルーチ ン化 されれば,評 価 も自ず と変わ って くるように思 える。

情報の検索 につ いて は,あ る程度の評価を得 ることがで きた。 この評価のポイ ン トとして

は,や はり,キ ーボー ド操作 を極力減 らしたのが第一の要因で あ り,第 二 は,前 述 したよう

な検索手法を とったことが要 因と して挙げ られ るのではないか と考え る。

操作性 に関す る総合的な評価 は,お おむね良好 と考え るが,個 々の点を見て行 けばまだ ま

だ改良を加え るところが ある。
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22.5.2応 答性 に関 して

応答性に関す る評価 につ いて は,そ の主体 になるもの と しては,情 報 の検索速度であ る。

現在の ところデータ数が まだ乏 しいため,明 確 に評価 す る訳 には行かないが,今 後デー タ数

を増や して行 った ときに,か な り検索速度が悪 くなるよ うに思われ る。画面 の推移等 に関 し

ては,満 足の行 く応 答速度 が得 られた。

応答性 に関す る総 合的な評価 は,今 後の試験運用を待 たなければな らないが,仮 に応答性

に関す る評価が悪 くて も,そ れに対す る対象 は容易にたて られる。よ って,応 答性 につ いて

も,そ れな りに評価 は期待で きるもの と考え る。

22.5.3拡 張性 に関 して

拡張性 に関す る評価 にっ いて は,適 用機種の範囲内であれば,問 題な く動作す る。台数の

拡張 については,イ ーサネ ッ トケーブルの物理的諸元の範囲内であれば,動 作 させ ることは

可能であ るが,応 答性 に問題が発生する可能性が ある。

拡張性を確保 できた大 きな要因 と して は,画 面作成 ツールを採用 した結果 による。画面作

成 ツールがそれぞれ の機種 のOSの プラ ッ トホームの役割 をはた した。 また,ネ ッ トワー ク

OSに ついて も,基 本 的な部分 にっいては,メ ーカ提供のOSを 採用 したが,そ れよ り上部

のアプ リケー シ ョン層 については,当 社で開発 した ものを使用 したため,メ ーカに とらわれ

ることな くプロ トタイ プの開発が行えた。

よって,今 後の拡 張 につ いては,ほ とん ど問題 な く行 え るものと考 える。

226今 後 の 課 題

今後の課題 として考 えなければな らないのは,実 用 システムへの移行 についてである。 実用

システムの移行 に際 して,プ ロ トタイプの評価を考慮 した。

プ ロ トタイプで得 られた評 価につ いて,第 一に考慮すべ きことは,操 作性の更な る向上 と扱

え る情報の範囲の拡大 であ る。具体的 には,イ メー ジ情報等 であ る。

第二に考慮すべ きことは,シ ステムが遊びを もっ ことであ る。 これによ って,楽 しみ なが ら

システムを運用す ることが可能 とな り,幅 広 く運用 され ることが予想 される。 プロ トタイプに

おいては,機 能及び仕様を満足 させ るために この ような余裕がな く,無 味乾燥 な もの にな って

しまったが,実 用 システ ムに移行す るときは,大 いに遊 び心を もった システムを構築す る こと

を心がけ る必要が ある。
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表22-1情 報 の見方の例

作成部署別

本社

総務部

総務第1課

総務第2課

人事部

人事第1課

人事第2課

人材開発課

経理部

経理課

財務課

広報部

広報第1課

広報第2課

経営企画部

経営企画課

経営管理課

情報システム部

情報 システム課
システム管理課

研究開発部

技術管理室

研究開発室

商品開発室

東京本社

総務部

営業企画部

営業企画課
コンサルテーション課

官公開発部

業務管理課

営業開発課

特機営業課

特機 システム技術室

品質保証課

技術開発部

内容別
一般文書

通達

案内

見積書

提案書

提案書

会議資料

営業会議

議事録

技術会議

議事録

部課長会議

議事録

打ち合わせ議事録

技術打ち合わせ

営業打ち合わせ

設計書

基本設計書

概要設計書

仕様書

顧 客別

A社

技 術部

B社

総 務部

C社

設 計部

D社

テ クニ カ ルセ ンター
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知 的資源型 デー タベースの調 査研 究23

株 式会社 ジャパンコミュニケーションズインスティテユート





23. 知 的 資 源 型 デー タ ベ ー スの調 査 研 究

23.1調 査 研 究 の 目 的

これ までの情報化社会 は,情 報処理技術及 び情報伝 達手段の発展 と相 ま って,情 報量の飛躍

的増大 によ り地球規模のネ ッ トワークを築 き上 げ,こ れ によ り情報利用者 は時空間の観念の枠

を大 き く広 げて きた。

特 に,デ ータベ ースは このネ ッ トワー クの中核 として位置づ け られ,情 報 の源流 と しての役

割を担 って きたの は事実であ る。 しか しなが ら,こ れちのデータベ ースで蓄積 ・流通 されて い

る情報 の形態 はテキ ス ト情報が主体であ り,最 近 イメージ情報 の一部が加 わ って いるものの,

その情報が もつ意味や表現形式 は自ずか ら限定 されて いる。'

一方 ,情 報技術 と情報利用の多様化が更に進展 しつつ あるなかで,仮 想 現実の具現化,感 性

情報の収集や利用等が進 みつつあ り,情 報利用 と,情 報 その ものの質 的変換 が著 しい。 これ ら

に利用 され る情報 は 「知的資源」 と総称 され,「 情報」,「 情報 を生 み出すための知識,知 恵」

及び 「創造性等 を育む社会的環境」が代表 され る。

このよ うな知識資源利用の実 現には,利 用で きる情報(知 的資源)の 収集 ・蓄積 ・流通及 び

ユ ーザ側のニーズが十分 に検討 され な くてはな らない。 ここに 「知 的技 術」に代表 され るよ う

な新技 術の研究開発や製品化が求 め られてい るのに止 ま らず,こ の知 的資源の活用 は現在 のデ

ータベースや システムの概念を大 き く変え ることも意味す る ものであ る。

以上 の よ うな状況 に鑑 み,情 報利用者の視点に立 って,知 識資源 とな りうべ き情報の所在,

特徴及び利用形態などを分析 ・把握 し,社 会の発展 に沿 ったデータベー スの高度利用及び シス

テムの有 り うべ き姿 を,近 未来,遠 未来 にわた って予測 し,必 要な方策を検討 し,新 しい情報

需要及び利用形成 にっ いての検討の資に供す ることを 目的 として,調 査研究を実施 した。

23.2調 査 研 究 体 制

この調査研究を実施す るに当た り,幅 広 くユーザの意 見や要望を集め るため,働 データベー

ス振興セ ンター と,電 子 ライブラ リー コンソーシアム とが協力 して 「知的資源利用調査研究委

員会」,「 電子 ライブラ リーコ ンソー シアム特別研 究委 員会」を設置 し,こ の委員会の提案,

意見,要 望等を収集 ・整理 した。また,こ れ らの委員会 とは独立 して働 データベー ス振興セ ン

ターに設 け られた 「知 的資源利用調査研究 に関す るア ドバ イザ ー会議」か らの意見を まとめた。
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23.3検 討 項 目

(1)知 的資源 として利用 され る情報の概念形成 について

新 しい情報需要 とな りうるものを掘 り起 こ し,そ の需要 と供給 の可能性及 び発展性を検討

し,ま た これ らを利 用可能な らしめ る技術 につ いての検討 を行 う。

・知的資源の概念,及 び種別

・知的資源の現状,将 来展望

・ユ ーザ側か らみた需要の態様 と範囲

・市場形成に必要 な要素技術 の検討及 び課題

(2)知 的資源の利用方法等の実態調 査の実施

既 に知的活動 に利用 されている知的資源利用 システムの応用例や知的資源の所在に関す る

実態調査 を行い,そ れぞれの動 向,問 題点,課 題等を探 る。

・博物館,美 術館,図 書館等 の資源所在及 び利用形態

・感性情報,カ オス情報等の意味情報 の利用の動向

(3)知 的資源利用のための方策 の検討

上 記の検討をふまえ,知 的資源の利用 を促進す るための方策を検討 し,提 言 の形で報告書

と して まとめる。

・知的資源利用 に必要 とされ るユーザのあ り方

・望 まれる知的資源提供 ・利 用のためのデータベ ース,シ ステムのあ り方

23.4検 討 内 容

平成4年 度 は,設 置 された委員会及 びア ドバイザー会議 において,以 下 の項 目につ いての検

討 を行 った。

(1)社 会 的なイ ンフラス トラクチ ャと しての知的資源の必要性(デ ータ開発)

(2)知 的資源の収集 ・蓄積 ・流通の各 レベルでの新 しい技術やメディアの必要性

(3)情 報表現の多様化や時空 間を超えた情報 の利用 とその価値の認識

(4)知 的資源を利用 した場合の個人 の意識変革や社会的変化 の特長の認識

これ らの項 目についての主要なキー ワー ドは以下の とお りであ る。

23.5主 要 キ ー ワ ー ド
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(1)社 会的なイ ンフラス トラクチ ャとしての知 的資源の必要性(デ ータ開発)

① 従来の枠組み とは異 なった新 しい情 報化投 資

・情報化 の飽和感があ るが,こ れ は現在 の情報化には充足感が ない ことの現われ

・情報利用 の進展 によ り,新 たな る情報化投資が可能 とな る

② 脳 とニ ューラルネ ッ トワーク ー 知的資源利用の二つの意味

・膨大な情報 を使 いやすい ものに転換す るシステムの構築

・脳の知的活 動 によ り情報蓄積 と情報整理の方法

③ 電子 ライ ブラ リー コンソーシアム

電子 ライブラ リー とは,「 電子図書館」 という考え方ではない。図書館,美 術館,博 物
ノ

館等 に所蔵 されてい るすべてのデータを,知 的資源 と して活用す るとい う従来 の枠組を超

えた考 えが電子 ライ ブラ リー。

④ 当委 員会 テーマ に対す る二つのキー ワー ド

・知的資源 は,情 報の元 一 ク リエイ トしてい くもの

・未来 を志向 した知的資源の活用

⑤ データの拡大 とバ ーチ ャル リア リテ ィ

・ビジュアルデ ータと しての恐竜の骨
,人 間がど う感 じているか という公害データ等,

人間の五感 に対応す る感性データまで の拡大。 テキス トデータ中心の現在 のデ ータ

ベースを超えて,人 類や時代が求 める課題に対応す る新 しいデ ータの拡充 や新技術

の開発 によるバ ーチ ャル リア リテ ィの実現。

② 知的資源の収集 ・蓄積 ・流通 の各 レベルでの新 しい技術 やメデ ィアの必要性

① 情報技術の発展 と社会への応用

・ユ ーザ側 の観点か らは,多 くの取 り組みテーマがあ る。(供 給側 では行 き詰ま り感

=普 及 しない。)

・ユ ーザイ ンタフェースを考慮 した情報機器の提供の必要性

② 意味 ある情報のデータ化 と情報の復元の方法

・音楽CDに おけ るデータ化 と復元 は,一 定のロジ ックによるフィルターによって行

われ る。

・バ ーチャル リア リティで は,フ ィル ターのあ り方 は重要テーマ

・電子 デバイ ス,カ オス,マ イ クロマシ ンな ど新 しい観点か らの フィルターのか け方

の吟味

③ コ ミュニ ケー シ ョンギ ャップを埋め るイ ンタラクテ ィブ システムが 具体的 な領域 で,

AIな どで相手の レベルに対応す るよ うな ものと して,つ くられた ら良い。
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④ もの ごとの生成過程 を具現化す るイ ンタラクティブシステムとそのためのデータベース

・情 報のや りとりを しなが ら相互 に情報が編集加工され
,結 果が出て ぐる。

・創造的なプロセスで利用で きるデ ータベース ー 関心 のあ り方 に対応 してオーガナ

イズ された情報が重要。

⑤ 知識デー タベースと認識 データベ ース

・従来のデータベースは知識 データベ ース

訴訟などで争 うときは有効

・認識データベース

快適な人生や新 しい何か を生み 出すために必要。 これは,ソ フ トか も しれ ないが,

カオ ス,ニ ューロ,、アナロ ジー とい うもので大変重要。

・AIで は 「演繹」 について はあ る程度で きるが
,「 帰納 」は相 当困難 といわれて い

る。 しか し,各 委員の話で は これへの期待が大 きい。

⑥ 価値 ある情報 は,創 造力をつ くり出す

新 しい技術による新 しい創造

・ 「映画」 とい う新 しい芸術 の誕生

・ニ ューメデ ィア
,情 報機器 によ る新 しい芸術の創 出。その一 つ としてのバーチ ャル

リア リティ。

⑦ 枠組変更 の必要性 と電子化辞書 研究所

・電子化辞書 一200億 円の資金を集めた同床異夢

・枠組 内での壮大 な無駄遣い 一5年 後の結果

40万 語の語彙集,数10万 語 の 日英対照表

・枠組変更な しに,金 と汗だけで は何 も生 まれない。

・枠組変更 による電子化辞書 のテーマ

ニ ュー ロ,フ ァジー,AIな どにより,人 間とい う有機物が母親の胎 内か ら蓄積 し

て きた常識や永 い歴史の中で捨象 され変化 して きた伝統 などを無機物 であるコ ンピ

ュータにどう移植す るかの研究。

⑧ 合財袋 と情報活用の豊 かさ

・個人の生 き方 は,生 活 のベ ース となる知識 を未整理のまま詰 め込んだ 「合財袋」か

ら生 き生 きした状 態で取 り出 して使 うことで成立 してい る。

a;「 合財袋」というわれわれの もつ 内側の技術 としての システム.一 未検証ではあ る

が,AIな どによ って どこまでマ シンに預け られ るか。

b;古 文書判別での 「墨の色」 とい うよ うな表現技術の豊か さや,「 合財袋」 とい う検
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索 ・思考技術の豊か さの実現は,人 間 とマ シンの間のユ ースウ ェアの豊 か さとそれ

に対応す る質の高 いデ ータベースづ くりが課題。、

⑨ スーパー ゴンピュ一夕 ー シ ミュ レー シ ョンの段 階を超 えた第一原理か らの原理計算

・仮定を一切 おか ないで,分 子 レベルか ら計算 した ときに,材 料の性質 などすべ てを

コンデ ィシ ョンで きる。

・,ケ ミス トリーでは,ケ ミカル リアクシ ョンを全部 スーパー コンピュータでや り,新

しい物質な どすべ てつ くって しま う。 コ ンピュータのっ くった材料の特許 は,誰 が

取 るか。

・スーパ ーコン ピュータが,理 論科学,実 験科学 の他 に もう一つ違 う科学をっ くった。

・乱流方程式 は今で も解 けないが,こ ういう世界で スーパー コ ンピュータが利用で き

れば,知 的資源の ジャンルが一つ増え る。'

・原理計算 は科学の世界 のバーチ ャル リア リテ ィである。 スーパ ーコンピュータが材

料 をっ くり,製 法,性 質 も解 明。

・原理計算 は,基 本原理 が明確 に分か っている こと。第一原理か らの出発。

・シ ミュレー シ ョンは,原 理は分か らないが経験 的に判明 して いるパ ラメータによっ

ての推定。

⑩ スーパー コンピュータの シ ミュ レー シ ョンの限界 と実験の重要性

・スーパ ーコ ンピュー タで システムの設計を したが
,試 作で最 も難 しか ったの は,あ

るイ ンタフェースの装置をっ くるところだ った。 こうい うことは,や ってみて分か

ること。 コ ンピュータは,判 明 した条件 しか与 え られて いないとい うことを人が認

識 していることで安心 して使え る。

(3)情 報表現の多様化や時空間を超えた情 報の利用 とその価値の認識

① 情報の区別

・客観的事実 としての情報

・提供側 のメ ッセ ー ジ,価 値判断を加味 した情報

② 情報 は既存 の もの とい う概念

・知的資源 はイマ ジネーシ ョンや仮説 も含 む。

③ 一次情報か ら高次情報のデ ータ活用へ。感性 デー タは高次情報

a;情 報の階層構造

・甲が 「AはBで ある」 と言 った 一次情報

・甲はウソをっ いて いる 一 二次情報

・甲が ウソをっ いた理 由 三次情報
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・甲は肝心 なときにウソをつ くので信用で きない 一 四次情報

・甲 はム シの好かない奴だ 一 五次情報

b;今 まで は,一 次情報のデ ータを沢山集 あて データベ ース化 し,検 索す ることによ り高

次情報 は利用者の領域 にな って いた。

c;役 に立つの は高次な情報 であ り,そ れ は感性データであ る。

d;高 次情報 を如何 に うま く組み上 げてっ くるか。それ は個 人ではな く,多 くの人 々の種

々な判断を経 て,社 会的 に形成 される もので ある。

e;コ ンピュータやマルチメデ ィアによ って,情 報 をいろいろな方 向か ら感性 や直感 など

も取 り込んで,高 次情報 を形成 し利用で きれば良い

④ データベースは人 間の能力を高め るため にある

・一次か ら四次,五 次 までの データベ ースが あ ったと して も,人 間の思考 に合 わせて

.三 次か ら一次,四 次 か ら五次へ とい うよ うにどの方 向へ もダイナ ミッ.クに対応 す る

イ ンタフェースを もつメカニズムが重要

⑤ 情報 は刺激。問題意識が ないと只の文字

・情報 に注 目 した り,活 用 した りは,"我 が意 を得 た り"が あればこそで,そ れは人

によって違 う。

・その意味で一次情報 は重要 であ り,編 集 ・加工 された二次以降の情報 は誰かの色づ

きにな るのが問題。

・どんな情報を どう使 うか とい うことがない と,情 報 を扱 うの は困難

⑥ 学術文献情報 は,よ く使 うが非一次 データ

・論文の前 の一次デー タは,統 計 ・実験 ・観測 ・調査等のデータ

・これ らの一次 データの中 に,失 敗実験 データ(こ れ は重要)を 含め,一 次データ集

をつ くって も,論 文 データはやは り必要

⑦ 常識 は高次の情報

・その形状 はイ ンフ ォーマルで,新 しい事実 によ り変化 して行 く。 これが分野別 にま

とめ られた ら面 白い

⑧ 使用 目的に合致す る組み方 のデータでない と無意味

・料理は栄養素 データで は不可。

・医者 は物質の化学構造式 データでは配剤不可。

⑨ 医者 と患者の コ ミュニケー シ ョンギ ャ ップ

・医者 と患者の各 々の もつ一 次情報の レベ ルが違 う。 このギ ャップを埋 め るのが二次

三次情 報であれば有益
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・医者 と患者で い うと,患 者の一次情報を もとに システムの方 か らのアプ ローチで一

次情報 を集 め,有 効な二次三次情報 を引き出 して適応す るとい うよ うなのが望 ま し

い。

⑩ 政策 目的のためのデータベース

・一次情報 と してのその こと 自体 よりも,あ る場合 は人 々が どう思 ってい るのかの方

が重要。

⑪ 情報利用 におけ る情報発生源 の条件の重要性

・基盤技術促進 セ ンターの情報の利用状況。

a;物 性 か ら情報を引 く人 はいない。

b;誰 が どうい う装置でや ったか。発生源 に関心が ある。

・マイ クロメカ等の新技術 の情報 も,そ れが医学 でど う使われ るのか,何 が期待で き

るのかに興 味がある。

・デ ータを創 り出 した人 の動機 とか 目的が重要。

(4)知 的資源を利用 した場合の個人意識変革や社会的変化 の特長の認識

① 知的資源を ク リエイ トす る風土。 スケールの大 きな問題の議論が必要。

・欧米の先進性 とスケールの大 きさ

・日本の考え る情報を超え たところで知的資源 をク リエイ ト

(例:宇 宙居住を想定 した総合研究)'

② バーチ ャル リア リティのテーマ

・今 は 「臨場感 」に偏 って いる
。

・西洋音楽 と東洋音楽の違 い 一 西洋人
,東 洋人の感性の違い

西洋音楽 一 楽譜あ り,複 雑なメロディの組 み合 わせ

東洋音楽 一 楽譜な し,単 純なメロディの時差演奏

・ 「音」の もた らす情報 の重要性。バ ーチャル リア リティの ポイ ソ ト

ー プラ ン トの先端で の故障を 「音」で知 る
。

・音楽に対す る感覚 一 地域間ギ ャップ
、世代間ギ ャップ

ロ ックは洋 の東西を問 わず,若 い世代 に流行

中年以上 には騒音。 ロ ックは リズム

③ 文化ギ ャ ップ

・国際通信

高速通信 回線 とスーパ ーコ ンピュータだけでは解決 しない。
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・翻訳

言葉 には"表 面"と"裏 の約束 ごと"が ある。

言葉の"表 面"に 忠実に訳す と,"真 意"が 伝 わ らない。

自動翻訳での課題。

・統計データ

「定義」以外 にデータの背景 にある国の社会状況の違 いを考慮 した評価が必要。

・記号

日本人 は記号 を多用。 「ワ ッ1」 「ギ ヤー1」 な どの表現 も多 い。英米人はすべ

てを文字,言 葉で表す。

・知的資源を面,音,記 号 とい うように,扱 いに くい情報 に拡大 して行 くと国際的な

感覚の違 いも問題。

・表現のルールの必要性

情報 は,コ ミュニケーシ ョンによる相 互理解が必要。独 りよが りの表現の氾濫は

日本文化 の欠点 になる恐れ。

④ 普遍的に感動を呼ぶ文学 ・絵画 など

情報の形式,与 え方 による人 間の受取 り方'

⑤ コンピュータグラフィック(CG)に よるルノアールの絵

・CGの 絵 にル ノアールの絵 と同 じ感銘 は受 けない。

・CGに よ り,ル ノアールの技法で,自 分 の肖像画が描かれ て も意味がないか。

昔の貴族の気分?

・ルノアールが描いた とい うことに価値があ る。

・本物 と偽物 一 偽物 は無価値か?

○区別不 明な らブラ ン ド信仰打破 に有効。

産地ブラ ン ド故に,山 梨 の牛が松阪,神 戸で肉 にな る。

○バイオ は,人 のっ くってい る遺伝子を大腸菌に作 らせて いる。偽物 であるが大

いに役立 っている。

・絵 は本物でない と感動 しな い。CGに よ って絵をいろいろ変化 させて ,人 間の感 じ

方が どう変わ るかによ って何故絵 に感動す るのかを究明す れば,コ ンピュータで感

性 を扱 う上で参考になる。 一 これか らのCGの 方向

⑥ 感性情報のポイ ン トは"な じみ"と"意 外性"

絵や音楽は繰 り返 し鑑賞す ることによ る"な じみ"と,前 と違 った何かを感 じることで

感動を呼ぶ。
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⑦ 音 楽の演奏

人間の演奏 に感動 す るのか,コ ンピュータが難曲を演奏 して も駄 目か。

・人が超人的 な ことをやるか ら感動が ある。

飛行機が 空を飛 んで も当た り前

・ホール とテ レビの音楽鑑賞の感銘 の差

ホールに一緒にい るとい う環境 と部屋でテ レビを見てい るとい う環境の差'

⑧ 音楽の リズム と言葉の リズム ー リズム とは?

・英語が うま くな らないのは
,日 本語の リズムか ら英語の リズム になれないか ら

・シュプ レヒコールの リズムで,学 生運動の派閥が分か る。

感性的思考パ ター ンには リズムが関係

⑨ 教育 によ り人間が果た した役 を システムの処理能力に頼 る危惧

・人間の本質的活動 に係 わる問題

a;今 の高校生以下 のゲーム世代に知 的創造力が あるか どうか心配。

b;コ ンピュー タどっぷ り型でない今 の大学生で も,好 奇心 や人 のや らないや り方

で考 え るとい う思考性がな くな っている。

・機械でやれ ることをや り,更 にその上 のことを人 間があ るとい う考 え方が大切

23.6成 果

知的資源の普及や利 用については,総 合的な政策や利用で きる技術開発が必要 とな るばか り

ではな く,社 会的な構造 や個 人の意識を大 き く変 える必要が ある。そのたあ,以 下の項 目にっ

いてその方策や具体的な実現に向けた検討が望 まれることが分か った。

(社会,個 人か らのニ ーズ)

① 個人の もっ ポテ ンシャルが知的資源の利用 によ り大 きく広が る。

② 知的資源を利用す る専門家の尖鋭的な集 団 とそれを統率や管理す る機能が発生 して くる。

③ ボーダー レス化 に より文化 や情報が融合化 した知的資源が発生す ることで,価 値観や行動

が大 き く変化す る。

(技 術)

① 技術の進歩によ り,平 面的 な情報利用か ら三次元,四 次元の世界 の擬似的 な表現が可能 と

なる。

② 単体の機能を もっ機器 を複合結合 して利用す ることによ り,更 に高度利用が可能 とな る。

③ 新技術の導入 によ り生活空 間や都市空間の変化が顕在化 し,又 は新技術 と既存技術の相互
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依存による活性化が図れ る。,

(関連産業等への影響)

① 知的資源 とその利用 システムは産業構造 を変え、新規需要創造を形成す るイ ンフラス トラ

クチャとな りうるものであ る。

② 知的資源 に必要なデータは開発 が必 要であ り,・またユーザ にあ まね くこれ らが利用で きる

機器が必要 となる。

③ 知的資源を利用で きる能力 を酒養す るため,現 在始ま りつつ あ るコンピューダ リテ ラシー

の成果が重要 な鍵 となる。

(予想 され る効果)

① 既存データベースの将 来展望 の検討 に資す ることがで きる。

② ユ ーザのニ ーズが明確 とな り,技 術 開発や新製品開発の方 向性 を見い出せ る。

③ 新 しい情報需要の形成の一つ とな りうる可能性が 高い。

23.7今 後 の 課 題

① 知的資源の概念の形成

② 知的資源利用に必要とされるユーザのあり方

③ 知的資源の需要の態様とデータ開発の展望

④ 望まれる知的資源提供 ・利用のためのデータベース,シ ステムのあり方

⑤ 市場形成に必要な要素技術の検討及び課題
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